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　夜の帳が降りた静謐な部屋に、ぴちゃりという卑猥な音と荒い息遣いが響く。

　結婚して、ひと月と少し。

　新婚ほやほやだと誰もが信じてやまない二人の夜の営みは、決してそんな甘いものではなかった。

（これは特訓なの。だから、感じちゃ駄目）

　ベッドに平均よりも大きめの胸を押しつけ、尻を突き出した格好で、イレーナはシーツをぎゅっと握り締めた。

　秘裂をなぞる長い男の指が、淡い茂みに隠された花芽を弄るたび、蜜窟の奥からとろりとした愛液が溢れて太ももを伝っていく。

　イレーナはシーツに顔を押し当てて、堪えるように、首を左右に振った。彼女の、絹のような漆黒の髪がさらりとシーツに広がり、白い項が露わになる。

　髪と同色の瞳は快楽に潤み、気を抜けば、男の巧みな愛撫によって快楽を貪ってしまうことは、ここ数日の『特訓』でよくわかっていた。

「ふむ、薔薇のような花弁だ」

「えっ、み、見ないでください！」

「却下だ」

　突き出した尻に熱い吐息を感じた瞬間、舌がぬるりと秘裂を舐めあげた。

「ああっ！」

　嬌声をあげてしまい、さらに強くシーツを握り締める。

「イレーナ、今何をされているかわかるか？」

「……え、えっと」

「その姿勢では見えないか」

　力強い腕に腰を引かれて、気が付くと仰向けに寝かされていた。

　覆いかぶさってきたのは、夜着を纏った美しすぎる男だ。

　名前を、ジルヴェスター・グラウンという。

　月光を紡いだような銀の長い髪を背中に垂らし、愉快そうに濃灰色の瞳を細めて、じっとイレーナを見つめてくる。

　長い睫毛に縁どられた目に通った鼻梁、薄い唇はどれもが完璧な造形でそこにあり、名立たる絵師でさえここまで描き切れないという美貌を持つ。

　中性的な顔立ちだが、声の低さや長身であること、細身だが程よく鍛えられた胸板などが、彼を女性と見まがうことをさせない。

　ジルヴェスターは柔らかく目を細め、驚きに硬直しているイレーナを見下ろした。

「しっかり見て、そのうえで答えるんだ。目視しているほうが具体的でわかりやすいだろう」

　言い終えるなり、イレーナの膝をたてて間に身体を割り込ませると、膝裏に手を差し入れて、そのまま顔近くまで両足を押し上げた。

　一糸まとわぬイレーナは両足を開いたまま、秘部を突き出すようにさらしている状態になる。我に返ったイレーナは羞恥でもがくが、がっちりと抑え込まれて逃げられはしない。

「あ、あ、あの、ジルヴェスター様」

「嫌なら、やめるか？」

「……え」

　イレーナを見下ろすジルヴェスターの瞳は情欲に濡れているが、そのなかに真摯な色が確かにある。もしここで「やめて」と言ったら、ジルヴェスターはすぐに辞めるだろう。

　それだけは駄目だ。

　イレーナに魔力制御を教えてくれるのは──いや、教えられるのは、ジルヴェスターしかいないのだから。彼はイレーナを弟子にとるため、かなりの骨を折ってくれた。莫大な資金を費やしたのも知っている。

　そう、これはただの男女の営みではなく、ジルヴェスターという魔術師の師匠による、魔力制御の指導なのだ。

（嫌がるなんて、私、なんて失礼なことをしてしまったの）

　イレーナは申し訳なさに胸を痛めながら、首を横にふる。

「いいえ、続けてくださ──ひゃっ！」

　ざらつく舌が、丸見えになっていたイレーナの秘裂を舐めあげた。熱い吐息がかかり、突然の刺激に身体がびくんと震えてしまう。

　固く尖らせた舌が丹念に秘裂を解し、蜜窟の浅い部分へ侵入しては、溢れる蜜をすすりあげる。

「ひっ、あっ、ああっ」

　快感が走るたび、ぴん、と伸びた足の先が揺れた。

　蕩けた秘部から滴る蜜が、尻を伝ってシーツにこぼれ落ちる。

「だめっ、気持ちいい、からっ」

　このままでは、絶頂に導かれるままに快感を貪ってしまう。

　ただ与えられる快楽に溺れる時期は過ぎた。今のイレーナは、感じてはいけない。しっかり意識を保たなければ。

　これくらい出来なければ、濁流のような魔力を無意識下で制御などできるはずがない。

（気持ちいいのになんて、負けない、からっ）

　決意を新たにしたとき。

「イレーナは、こちらのほうが感じるだろう？」

　秘裂をなぞっていた舌が、ぷっくりと膨らんだ花芽をつついた。

（あ──）

　ぐり、と強く押しつぶされて、腰が大きく震えた。ジルヴェスターは微かに笑うと、口を離すことなく、そのまま花芽を強く吸い上げる。

「──っ！」

　もう、限界だった。

　イレーナは身体の奥から溢れる熱に身を委ねて、絶頂を迎える。ジルヴェスターの愛撫で徐々に高められた身体は、待ちかねたように快楽を受け入れた。

　待ちに待った快楽を全身で貪ったイレーナは、ぐったりとベッドに全身を預ける。

　これで終わったのだ、と安堵しながら下方へ視線を向けた彼女は悲鳴をあげた。

　ジルヴェスターの美しい顔が、イレーナの愛液に濡れていたのだ。彼は手でそれを拭うと自らの口へ導き、舐め、飲み込む。

　視線が合うと、ジルヴェスターはまるで愛しい相手を見るように柔らかく微笑んだ。

「イレーナ、よくできたな」

「は、はい」

「では、もう一度だ」

　毎夜、ジルヴェスターにこうして身を委ねて、半月近くが過ぎた。

　ジルヴェスターは、ただ美しいだけの男ではない。

　ここ『名もなき大陸』でも数少ない、最高位の称号を持つ魔術薬師だ。

　ジルヴェスターの成した偉業はいくつもあるが、なかでも、毒を反転させて希少な薬材を生成する術法を確立させたことにより、高価であった魔術薬の価格を高品質のまま下げることに成功したことは、魔術師界を大きく揺るがせたという。

　毒の魔術薬師、という、薬師としては不名誉ともとれる二つ名を与えられたジルヴェスターが、イレーナに手を差し伸べてくれなければ、今頃彼女は、どうなっていたかわからない。

　なぜならば。

　現存する魔術師はすべて男性であり、数百年に一度現れる女性魔術師は『不吉』と言われているからだった。
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　やせ細った母の意識は朦朧としていた。

　繰り返し「水」とうわ言のように繰り返すだけで、もう、家族のこともわからなくなっている。

　死期が近いことは、六歳のイレーナから見ても明らかだった。

「お父さん、この水をお母さんにあげて」

　イレーナは、そう言って旅人用の水筒を差し出した。一見、なんの変哲もない水筒だが、これは魔具だ。

　魔具とは、魔術師が作った摩訶不思議な道具──イレーナにはその程度の認識しかなかったが、藁にもすがる思いのイレーナには、それで充分だった。

「これは、泥水を飲料水へ変える魔具なんだって。もしかしたら、『天使病』のお母さんでも飲めるかもしれない」

『天使病』──それは、穢れが毒となって身体を侵す不治の病だ。肉類や野菜、果実、井戸水まで、手に入れることのできる食べ物はすべて穢れを含んでいるという。

　そのため、母は何を口にしても吐き出すばかりで飲食ができず、餓死寸前の状態だった。

（でも、この魔具『デア・ウンシェ』なら……）

　期待を込めて、父を見る。

　母の病状が悪化するに従って、生きる気力を失いつつあった父の無機質な目が、イレーナを捉えた。

「魔具？　なぜ、お前がそんなものを持ってるんだ」

「貰ったの」

　イレーナたちが暮らす集落は、大森林に囲まれている。自然の恩恵を得て、自給自足で暮らしているのだ。

　大森林の向こうには、遥かに広い世界が広がっていて、たくさんの街があり、人がいる。けれど、この集落以上に自然豊かで清らかな場所はないという。

　二年前、大きな街から集落へ移住してきたロウ先生から、イレーナはそう聞いていた。

　だから彼女は、『天使病』の母が飲むことができる清らかな水があると信じて、大森林を散策していたのだ。

　今日も清浄な水は見つけられなかった。だが、大森林に迷い込んだという旅商人を街へ続く道に案内したところ、感謝のしるしに『デア・ウンシェ』をくれたのだ。

　藁にもすがる思いなのは、父も同じだったのだろう。

　イレーナから『デア・ウンシェ』を入手した経緯と、効果、使い方を聞いた父は、死の匂いを纏う母の半身を抱き起こし、口元に水筒をあてがった。

　つつ、と水が母の口からこぼれて落ちる。

　イレーナは、期待が絶望に塗り替えられるのを感じた。やはり、魔具でも『天使病』の者が飲めるほどの水は、作れないのだ。

　だがそのとき。

　不意に、母の喉が動いた。

　ゆっくりと、確かに水を飲んでいる。

（『デア・ウンシェ』の水は、僅かの穢れもない、正真正銘の清らかな水なんだわ）

　イレーナは、震える手で自らの口を押さえて、お母さん、と呼びかけたいのを堪える。水を飲む母の邪魔をしたくなかったのだ。

　水筒から口を離した母は、何度か瞬きをすると、父を見て、幼い弟を見て、イレーナを見た。

　ずっと意識が朦朧としていた母の目に光が戻り、彼女は優しく、家族に微笑みかけたのだった。




　その二日後、母は帰らぬ人となった。

『天使病』を患った者は自我を手放したまま苦しみながら死ぬと言われていたが、母の死に顔は穏やかだった。

　正気を取り戻した母と過ごした二日間は、イレーナたち家族にとってかけがえのない時間となり、廃人になりつつあった父を正気に戻してくれた。

　葬儀が落ち着いた頃、イレーナは手紙を書いた。

　魔具、『デア・ウンシェ』を作った魔術師に、お礼を伝えたかったのだ。

　集落で暮らす人々は字の読み書きを必要としなかったが、幸いなことに、イレーナはロウ先生から字を学んでいた。

　まだまだ、ロウ先生のように上手く書けないが、拙い字で思いの丈を綴る。

　途中、母を思い出して涙がこぼれたけれど、最後まで書ききった。

　手紙の出し方については、やはりロウ先生の力を借りた。魔具の端っこに『ヴェタ』と製作者の名前が書いてあること、魔具を作る魔術師を魔具師と呼ぶことなども教えてもらった。

　それから、イレーナは定期的に魔具師ヴェタに手紙を書いた。

　最初はお礼の手紙だった。

　その次からは、家族がその後どのように過ごしているか報告するとともに、イレーナが季節を過ごすなかで感じたことなど、なんの変哲もない内容ばかりをしたためていた。

　ファンレターなのだから、応援しているとか、次回作を楽しみにしているとか、もっとヴェタについての熱意を語ってもよかったかもしれない。

　だが、当時のイレーナは、まるで日記のように自分のことを淡々と書いて、ヴェタ様はどうお過ごししょうか、と締めくくっていた。

　魔術師についても学んだ。魔術師とは、魔具師や魔術騎士、魔術幻覚師、魔術薬師など、数多いる魔術を扱う者たちの総称だという。

　魔術師や魔具についての知識を深めるイレーナを、集落の人々は奇異な目で見た。

　魔術は、選ばれた男にしか扱えない代物だ。どれだけ魔術を知ったからといって何かに役立つわけでもなく、人々は当然のようにイレーナを『無駄な時間を過ごす女』として変わり者扱いした。服の繕い方や家の手伝いをするほうが有意義なのに、と何度言われたかわからない。

　それでもイレーナは、魔具に対する興味を、魔具師ヴェタに対する憧れを抱き続け、いつしかその想いは、集落の向こうに広がる世界へ向くようになる。

　旅商人から貰った『デア・ウンシェ』が劣化で壊れてから、その想いはさらに強くなった。

　外の世界に行けば、女でも働いて給金を得ることができるという。

　そうすれば、『デア・ウンシェ』を修理したり、ヴェタの新作魔具を買ったりすることも可能である。

　もしかしたら魔具に関する仕事につくことだって、夢ではないかもしれないのだ──。
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　名もなき大陸の南東に位置するマインドラ王国は、三百年に亘り同じ王家が治めている平穏な国だ。

　大陸で四番目に広大な領土を持つ大国で、東は海に面しており、国土全体が自然豊かで季節による自然の実りの恩恵を得ている。

　農耕が盛んで、自国の食い扶持を充分賄えるほどの収穫があるうえに、輸出における収入の大部分を担うのが、豊かな土地を利用して栽培される薬草だ。

　他国の土壌では育たない珍しい薬草があることはもちろん、マインドラ王国の薬草は効力が強いと評判である。それはひとえに、マインドラ王国が魔術薬大国で、数多くの有能な魔術薬師を輩出しているからだ。

　王都から離れた辺鄙な場所にあるエーテル街は、薬草づくりによって生計を立てる者が多い裕福な街だった。

　橙色の夕陽が、蜜のように辺りを染める頃。

　イレーナは、いつも通り『カフェリンクス』の看板を、オープンからクローズへ裏返した。

　何気なく窓ガラスに映る自分の姿を見たイレーナは、ぎゅっと唇を噛む。

　白い『カフェリンクス』専用のエプロンをペチコートの上につけ、清潔感を保つために長い黒髪を頭上に結い上げている姿は、いつも通りだ。

　問題は表情である。

　浮かないを通り越し、絶望的ともいえる顔だった。

　特徴的な垂れた黒い瞳はガラス玉のようで、口角はさがり、夕陽に照らされているというのに頬が異様に白い。

　それは、明るく元気な看板娘と呼ばれていた頃からは想像もつかない姿である。

（……笑うのよ、イレーナ。最後くらい、笑顔でお礼を言わなきゃ）

　一度目をつぶって、この二年間を思い出す。

　大森林に囲まれた名前のない集落で生まれたイレーナは、エーテル街に来て初めて仕事を得た。この二年、苦労も多かったが、『カフェリンクス』で給仕として働く時間は、驚きと喜びの連続だったのだ。

　楽しかった日々を思い出しながら目を開くと、窓ガラスに映るイレーナはうっすらと微笑んでいた。

（うん、笑顔って大事よね）

　正面の入り口を施錠してから、夕暮れ時の陽光に包まれた店内を、脳裏に焼き付けるようにじっくりと見回した。

　それから、いつものカウンター席に座る老婦人の元に向かった。

　老婦人は、イレーナの淹れたアールグレイの紅茶を優雅な仕草で飲んでいた。手元にはいくつかの書類があり、知的なモノクルをつけてそれらを眺めている。

「オーナー、閉店作業が終わりました」

　声をかけると、老婦人──名前を、セヴィルナ夫人という──が、微笑を浮かべて振り返った。

「ありがとう、イレーナ」

　正面入り口の鍵をセヴィルナ夫人に渡し、退勤のための確認作業に入る。

（店内の掃除よし、厨房の片付けよし、レジの確認もよし！）

　イレーナは満足げに頷いた。

　二年間務めただけあって、イレーナの閉店作業に抜かりはない。

　今でこそ『カフェリンクス』のあらゆる仕事をこなすイレーナだが、雇われた当初は失敗続きで、セヴィルナ夫人も頭を抱えたものだ。

　なにせイレーナは、辺鄙な集落で育ったうえにツテもなく一人で街へやってきたため、接客以前に、丁寧な言葉遣い一つまともに出来なかったのだ。

　それでも、セヴィルナ夫人はイレーナを解雇せず、根気よく指導した。

　セヴィルナ夫人には十四歳になる孫のニコラがおり、夫人からは仕事の手順や街の規律を、ニコラからは言葉遣いやマナーといったものを教えて貰った。

　ニコラとは仕事以外でも付き合いがあり、イレーナにとって大切な友人でもある。

（ニコラにも最後に挨拶をしたかったけれど。仕方ないわね）

　ニコラはいつも『カフェリンクス』に来ているわけではないが、ここ一か月は、エーテル街にある彼女らの屋敷にもいない。

　大事な用事があるそうで、王都へ出かけているのだ。

　もう会えない、と思った途端に悲しくなってしまう。

　意識しないようにしてきた別れを目の前にして、イレーナは鼻の奥のツンとする痛みを堪える。

　涙をセヴィルナ夫人に見られたくなくて、泣いてしまう前にとイレーナはなるべく淡々と帰りの準備を整えた。

「あなたの淹れてくれた紅茶が飲めなくなるのが、残念でならないわ」

　はっ、とイレーナはセヴィルナ夫人を振り返る。

　おっとりと笑みを浮かべる姿は決してイレーナを責めておらず、むしろ、悲しみの色が濃い。そのことに気づいたイレーナは、もう涙を堪えることが出来なかった。

　イレーナは、今日で『カフェリンクス』を辞めるのだ。

　それも望まない形で、お世話になったセヴィルナ夫人に迷惑をかけたまま。

「……二年間、お世話になりました」

「こちらこそ。これからも、いつだって遊びにいらしてね。……あなたが悩んでいる『怪現象』が解決したら、またうちに働きにきてくれると嬉しいわ」

「な、なんでそんなに優しくしてくれるんですか！」

　泣かせようとしているとしか思えない、イレーナを温かく包み込む言葉だった。

　ぬくもりが目から溢れ、涙を見せまいという決意はあっさり砕ける。

　感極まったイレーナは、ぽろぽろと涙を流しながら、二年間で知れたことや嬉しかったことを矢継ぎ早に話した。

　涙でぐしゃぐしゃの不細工なイレーナに、セヴィルナ夫人は丁寧に相槌を打つ。

　あまりに勢いよく話したものだから酸欠になってきて、大きく息を吸い込んだ。訪れた僅かな沈黙が、イレーナを楽しい思い出話から現実に引き戻す。

　最後に、イレーナは頭を深く下げた。

「ご迷惑をおかけして、申し訳ありませんでした」

　セヴィルナ夫人と出会ったのは、街の中心地近くにある広場だった。

　優雅にベンチで読書をしていたセヴィルナ夫人に、イレーナから声をかけたのだ。

　──『今日、村から出てきたんだけど。ここでは、どうやって暮らしていけばいいの？』

　そんなイレーナの質問に、セヴィルナ夫人は目をまんまるにしたあと、丁寧に教えてくれた。まずは役場で、戸籍の確認が必要だということ。それから、住んだり働いたりするにも、登録が必要だということ。

　イレーナは一日かけて、エーテル街で暮らせるよう諸々の手続きをした。

　このとき、セヴィルナ夫人が素直なイレーナを気に入って、自分が経営するカフェで働かないかと声をかけてくれたのだ。

「イレーナ」

　我に返りハッと顔をあげた。

　セヴィルナ夫人は、苦笑を浮かべている。

「今誰よりも辛いのは、あなたでしょう？」

「あ……」

「確かに客足が遠のいたけれど、それをあなたのせいにするつもりはないわ。だから、謝らないでほしいの」

　イレーナは、母親譲りの垂れ目を伏せて、ペチコートの裾をぎゅっと掴んだ。

「私は大丈夫だから、今は自分のことを一番に考えて。イレーナ、あなたはとても優しいから、少し心配なのよ」

「オーナー。あの、本当に、ありがとうございました！」

　ぐずぐずと泣きながら何度もお礼を言って、『カフェリンクス』の裏口から出た。

　濃茶色の紅茶を垂らしたような景色のなか、ポケットから取り出したハンカチで目元を拭く。

　夕暮れ時だというのに、真夏の陽光はじんわりとイレーナの肌に汗を滲ませる。いつもならば不快な感覚なのに、今日は、昨年の夏にニコラと行った小川を思い出した。

　街に来てセヴィルナ夫人と知り合い、ニコラと友達になって、たくさんのお客様と接した日々は、本当にかけがえのない時間だったのだ。

（私、本当にもう、『カフェリンクス』を辞めるんだ）

　居場所を失う実感が押し寄せてきて、恐怖と悲しさから、ぎゅっと両腕で自分の身を抱きしめた。

（……なんで、こんなことになってしまったの。怪現象さえ起こらなければ、店を辞めなくてもよかったのに）

　すべての始まりは、二か月前。

　イレーナの暮らしている集合住宅の部屋で、家鳴りがやたらと耳につくようになったのが始まりだった。ビシッ、パキッ、という音は、イレーナが移動するとついてくるようで、『カフェリンクス』にいるときも、通勤の道すがらも、怪音は続いた。

　そして、数日が過ぎた頃。朝食を食べていたとき、イレーナの皿が突然割れたのだ。買ったばかりの陶器の皿で、イレーナはそのとき手を触れておらず、ビシッという音がしたと思ったら、その場で粉々になっていた。

　変なことが起こるものだと楽観視していられたのは、ほんの二日ほどだった。

　皿以外にも、植木鉢やコップ、花瓶、工芸品なども、イレーナの周囲にあるものに突然亀裂が入るような音がしたと思うとその場で粉々に砕けてしまう。自宅、通勤途中、職場、公園、イレーナがどこにいても周囲で同じ怪現象が起こり、日に日に頻度も増えていく。

　最初こそ、常連客はイレーナを心配したり揶揄ったりしていたが、何度も続くと、さすがに気味悪がる者が増えてくる。その結果、客足は遠のいてしまった。

　それだけではない。賃貸として住んでいる集合住宅からも、退去を命じられる始末だ。

　イレーナだって、この二か月、怪現象を解決するために奔走した。

　霊媒師や除霊師の元を訪れてお祓いをして貰ったり、図書館で原因を調べたり、幽霊が嫌う香を焚きしめて寝たこともあった。

　だが、一向に怪現象はなくならないのだ。

　じんわりとした真夏の風に頬を撫でられて、そっと息をつく。

　いつまでも立ち尽くしていられない。

　重い足を動かして帰路につこうとした、そのとき。

「イレーナ！」

　聞き覚えのある可愛らしい声に呼ばれて振り返ると、背の高い少女がドレスの裾を掴んで走ってくる姿が見えた。

　波打つ淡い金髪を頭上で美しく結い上げたニコラは、イレーナの傍に駆け寄ると、菫すみれ色いろの瞳を細めてほっと息をつく。

「よかった、間に合いましたわ」

「どうしてここに？　王都にいたんじゃ……」

「わたくし、大切な友達を放っておきたくございませんの」

　ニコラはむっと頬を膨らませると、呼吸を整えてから、イレーナの手を引いて歩き出した。淑女らしく日傘をさす彼女は、誰が見ても『美しい令嬢』だ。

　ニコラは、王都で生まれ育った生粋のお嬢様だ。詳しいことは知らないが、『カフェリンクス』の経営も実家が裕福だから出来ていることだという。

　洗練された所作は優雅で、イレーナは接客の役に立つかもしれないと、セヴィルナ夫人やニコラの動きを真似るようにしていた。

　そのうち二人のほうから、ここはこうするのよ、といったふうに、声をかけてくれるようになり、今ではイレーナもそれなりに淑女らしく振る舞えるようになっている。あとで知ったことだが、高齢のセヴィルナ夫人がカフェ経営を辞めたとき、その後の就職先がイレーナにとって少しでもよい条件で探せるように、と気遣ってくれたらしい。

　夫人も、ニコラも、イレーナが働くことを前提に接してくれた。

　女は結婚すると仕事を辞めて家庭に入るのが当然なのに、二人は、イレーナの『働き続けたい』という希望を肯定してくれたのだ。

　イレーナは十人並みの見た目だが、カフェの看板娘をしていたこともあって、それなりに結婚の申し込みがあった。どの申し込みも『結婚したら家庭に入ってほしい』というものばかりだったので断り続けた結果、結婚適齢期が過ぎてしまったけれど。

　もし、働くことを肯定してくれる旦那様が現れたらと何度か夢をみたが、しょせん夢は夢。叶うはずもない。

　しばらく二人で歩いていると、ニコラが繋いだ手をぎゅっと強く握り締めた。

「ねぇ、イレーナ。これからどうするつもりですの？」

「……わからないわ」

　正直に、本音を言った。

　もう、怪現象を解決する望みを捨てつつある。イレーナはこれからも、この現象と共に生きていくしかないのだ。

　そうなれば、もう街では暮らせない。

「イレーナはわたくしにとって大切なお友達であって、本当のお姉様たちよりもお姉様なのですわ」

　ニコラは自分の言葉に、うんうんと頷いた。

「それに、イレーナは凄いのです。わたくしには単身で故郷を離れる勇気などありませんし、イレーナほど博識ではありませんもの」

「ニコラ？　どうしたの、突然。それに、私の場合は無謀っていうのよ。知識は本を読めば誰だって身に着けられることだし」

「読書を楽しめる人間は、それほど多くございませんわ。わたくし、恋愛小説は好きですけれど、お勉強は嫌いですもの。イレーナはなんでも貪欲に覚えて、すぐに身につけますから、本当に凄いのです」

　パリン！

　近くで何かが割れた音がした。

「あ？　かあちゃん、うちの鉢植えが割れたぞ」

「もう古かったからねぇ。新しいのを買うほどじゃないし、花は自然に帰そうかね」

　近くの民家から聞こえてくる会話に、イレーナは身体を強張らせた。

　厳しい顔をしたニコラが、イレーナの手を引いて路地裏に入り、隣の通りに出ると足を止めた。

　ひと気のない、閑散とした道だった。

（なんだか、少し不気味な道ね……初めて来たわ）

　これまでメイン通り以外をほとんど利用する機会がなかったので、このような場所があるとは知らなかった。

　道の左右は背の高いレンガの壁になっており、少し離れたところに何かの店がある。それ以外は、ポストが一つ立っているだけだ。

「イレーナ、まさか諦めたりしませんわよね？」

「……でも、もう八方塞がりなのよ」

「あら、イレーナの気持ちはその程度でしたの？」

　ニコラが、ふふんと笑ってイレーナを見つめた。

　菫色の瞳が、挑発的に煌めく。

（ニ、ニコラ？）

　突然どうしたの、と聞こうとする前に、ニコラが言う。

「イレーナの、魔具師ヴェタに対するファン精神はその程度でしたのね」

「なっ」

　息をつめた。

　イレーナが集落を単身出てきた理由こそ、魔具師ヴェタなのだ。

　六歳の頃、ヴェタの作った魔具に救われてから、イレーナはずっと彼に手紙を書き続けている。新作の魔具が出たときに購入できるように、カフェで働いている給料も貯蓄していた。ゆくゆくは、手元にあるヴェタの魔具『デア・ウンシェ』を修理するつもりだ。

　結婚をせず、女だてらに仕事をしているのも、すべては貯蓄をするため。ひいては、魔具師ヴェタの作品を購入するためなのだ。

　さらに願望をいうならば、旅費を貯めて王都へ行き、魔具に携わる仕事をしたいのだが、あまりにも非現実的な話なので、ニコラにも言えずにいた。

　兎にも角にも、イレーナはヴェタの作品に近づくために故郷から単身出てきたのだ。その程度だなんて、ニコラにだって言わせたくない。

「私は、魔具師ヴェタ様のファンよ。胸を張って言えるから！」

「でしたら、諦めずに怪現象の原因を突き止めて解決し、また仕事を探すべきですわ」

　イレーナはハッと目を見開いた。

「第一、今の状態で、どうなさるおつもりなの？　故郷へ帰るのかしら？」

「そ、それは」

　そうだ。エーテル街を出たとしても、怪現象を抱えたまま集落に帰れない。

　結局、生きていくためには日夜イレーナを悩ませている怪現象を解決しないと、どうすることもできないのだ。

（でも、どうやって？）

　考え込むイレーナに、ニコラがそっと教えてくれる。

「わたくしも知らなかったのですけれど、魔術師協会には相談窓口というところがあるそうですわ。なんでも、魔術関連の困りごとのアドバイスをくれるとか」

　イレーナはぽかんとした。

　まさかここで、魔術師の話が出てくるとは思わなかったのだ。

　魔術師とは数万人に一人の確率で生まれる、魔力を持つ者のことであり、イレーナのような平民とは縁がない。これまで魔術師と会ったこともなければ、見たという話さえ聞いたことがなかった。

　魔具『デア・ウンシェ』だって、本来ならば手に入れるところか、見ることもできないほど高価な代物である。

「……魔術は関係ないんじゃない？」

「何かしら糸口を見いだせるかもしれませんわ。原因も不明なのでしょう？」

　確かに、とイレーナも頷く。

　怪現象の原因が心霊現象だと決めつけて動いていたが、もしかしたら根本的に間違えているのかもしれない。

　魔術師協会もそうだが、様々なプロたちに相談をするのは、かなりよい案だ。

「ありがとう、ニコラ。私、あがくことにするわ。まずは魔術師協会に相談に行ってくる。魔術師協会が駄目でも、次を探すわ。必ず、怪現象を解決してみせる」

「それでこそ、ファンの鏡ですわ！　わたくしも、憧れの『毒の魔術薬師ジルヴェスター様』が考案された魔術薬を追加で購入致します」

　ぐっと拳を握るニコラに、イレーナは噴き出すように笑った。

「本当に好きね、『毒の魔術薬師』」

　イレーナは魔具師ヴェタ一筋だが、王都ではここ何年も『毒の魔術薬師ジルヴェスター』や『薔薇の魔術薬師リュミエール』などの魔術薬師が、若い女性を中心に人気があるという。

　ニコラいわく、人気のある魔術師が頻繁に新聞に取り上げられるのはもちろん、物語として舞台化されたり、似顔絵の絵画が発売されたりと、アイドルのように人々の心を潤しているらしい。

　ニコラも例外ではなく、『毒の魔術薬師ジルヴェスター』に熱をあげている。

「もちろんですわ。でも、恋愛は別ですわよ」

　微笑んだニコラは、ふと真剣な顔になると、もう一度イレーナの手を掴んだ。

「イレーナ、わたくしはまた王都に戻らなければなりませんの」

「忙しいのに、駆けつけてくれたのね」

　愛しい気持ちが溢れて微笑むと、ニコラは頬を赤くしてぷいっと顔を逸らしてしまう。

「あ、当たり前ではありませんの。イレーナはわたくしのお友達なのですから」

　イレーナはニコラに魔術師協会支部の場所を聞くと、ニコラを帰らせた。辺りは既に薄墨に覆われ始めており、これ以上ニコラを連れ回せないと判断したのだ。

　ニコラを見送ったあと、イレーナは傍にあったポストに魔具師ヴェタへのファンレターを投函した。

　あまりにも辛い日々だったため、つい怪現象について悩んでいる旨を書いてしまったが、次の手紙で「解決しました」と報告すればいいだろう。

　イレーナはニコラから聞いた道を辿り、『エーテル街魔術師協会支部』という看板がかかっている建物を見つけた。

　そうしてイレーナは、魔術師協会支部のドアを叩いたのだった。
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　魔術師協会。

　その名前は、イレーナも知っていた。

　マインドラ王国で起こる魔術関係の事件を解決するための民間組織だ。王国各地に支部を持ち、魔術師のみで構成されている。

　民間組織とはいえ百人以上の魔術師からなる大規模な組織であり、国と連携しながら有事にあたることもあるという。

（まさか、魔術師協会支部がエーテル街にあったなんて）

　魔術師協会支部の場所は、ニコラと別れた路地から百メートルほどしか離れていなかった。

　イレーナは、『エーテル街魔術師協会支部』の看板をもう一度見てから、歩いてきた路地を振り返った。

　やはり、人の気配が感じられない。ここは本当にエーテル街なのだろうか。

　まるで、奇妙な世界に迷い込んでしまったようだ。

　イレーナは、ドアを叩いた。

　近づいてくる足音がして、自分で呼んだにも関わらず息を潜めてしまう。

　ドアが内側にひらき、厳めしい顔をした壮年の男がイレーナを見下ろす。濃茶色の髪を頭に撫でつけた長身の男で、恐ろしいほどの存在感にイレーナは「ひっ」と悲鳴をあげた。

「なんの用かね」

「あ、あの。こ、こ、こ、こここ」

「落ち着きたまえ」

　男は苦笑を滲ませると、ドアを大きく開いて建物のなかへ入るように身振りで促した。

「話を聞こう」

　頷いて、そっと足を踏み入れる。

　そこは『カフェリンクス』くらいの広さの部屋だった。

　壁に設えてあるランプは、奥へ続くドア近くの一つを残して、他はすべて消えている。

　左手側の壁にカウンターがあり、相談窓口という看板がかかっていた。カウンターには筆記用具一つなく、受付の者もいない。

（ここが、魔術師協会支部？　なんだか、小さな事務所みたい）

　たった一つのランプがふんわりと部屋を照らす光景は、不思議と懐かしい心地がする。大きく息を吸い込むと、古びた木材の匂いがした。

「こっちだ」

　奥から呼ばれて、慌てて右奥に置いてある一対のソファに座る。向かい側にはすでにさきほどの男が座っていた。

　男は、紅茶を注いだカップを差し出した。

「すまんな。今日は休業日でね」

「えっ！」

　どうりで暗いわけだ。

　イレーナは受け取ったカップを置いて、慌てて頭を下げた。

「ごめんなさい、その、知りませんでした」

「構わんさ。魔術師という職は、困っている者を助けるためにある。お嬢さんはとくに、切羽詰まっているように見えた」

　そう言って微笑む男に、イレーナは緊張が緩むのを感じた。本能的に、この人は味方になってくれる人だと察したのだ。

　今頃になって、魔術師協会に属するすべての者が魔術師であることを思い出す。つまり、この男も魔術師なのだろう。

　生まれて初めて見る魔術師に、イレーナはごくりと生唾を飲み込んだ。さすが貫禄がある。圧巻だ。

「失礼します、フェルデス本部長はおられますか？」

　奥へ続くドアが開いて、丸眼鏡の男が顔を覗かせた。イレーナの姿を見るなり、その場で硬直してしまう。

　男は忙しなく、イレーナと、向かい側に座る男を交互に見た。

「もしや、支部の来客ですか？」

「そのようだ」

「これは失礼致しました！　本部長、あとは私が対応致しますので」

「ならば任せよう。このお嬢さんは、かなりの悩みを抱えているようだから」

　イレーナは、眼鏡の男が言った『本部長』という言葉に、目を瞬く。もしかして、エーテル街魔術師協会支部で一番偉い人だろうか。

「お嬢さん、すまないが話はこのハイルデンにしてやってくれ。彼は、支部長補佐を務める優秀な男だ。安心すると──」

　そう言いながら、フェルデスがソファから立ち上がろうとした、そのとき。

　パキン、とイレーナのカップにヒビが入り、次の瞬間、粉々に壊れた。

　机のうえに、カップの破片が散らばる。紅茶がこぼれて机にひろがり、机の端から床へツツッと糸のように垂れた。

　ぴちゃん、ぴちゃん、と紅茶が流れ落ちる雫がうるさく聞こえるほど静まりかえった部屋で、イレーナは、何気なくフェルデスを見上げて──息を、飲む。

　フェルデスの顔からは笑顔が消え、優しいと感じた瞳は別人のように冷ややかになっていた。









　イレーナは、四方を石壁に囲まれた簡素な部屋に連れてこられた。壁と同じ石材でできた机と椅子が置いてある。

　窓のない、閉塞感で息がつまりそうな部屋だ。魔術を使っているのか、灯りがないにも関わらず、昼間のように明るかった。

「こちらでお待ちくださいね」

　ここまでイレーナを案内したのは、ハイルデンだった。

「すぐに、ワーグナー支部長がこられますので」

「あの、私……とんでもないご迷惑をお掛けしたんじゃないですか」

「え？」

「さっき、フェルデス様が、その、怒ってらしたようなので。……大切なカップだったんでしょうか」

　ハイルデンは、「ああ」と頷いて苦笑する。

「理由は他にあると思いますが、あなたのせいではありませんよ」

　だったらどうして、突然あんな冷たい表情になったのだろう。なんとも言い難い不安が、イレーナを落ち着かなくさせた。

　ほどなく、フェルデスがやってきた。もう一人、白髭を蓄えた高齢の男がフェルデスのあとを着いてくる。彼がワーグナーだろう。背筋はピンと伸び、年齢を感じさせない。

　二人とも質の良い生地で仕立てられたローブを纏っており、同じ銀の腕輪をつけていた。腕輪には小さな緑の石が一定間隔に埋め込まれ、緑の石の回りにはイレーナの知らない文字が緻密に彫り込んである。

　存在感のある腕輪だが、魔術師は必ず着けなければならないのだろうか。

　フェルデスが部屋に一つだけある椅子に座り、ワーグナーは彼の傍に控えるように立つ。

　イレーナは緊張でバクバクいう心臓の音を感じながら、ぎゅっとペチコートの裾を握り締めた。

　フェスデスはさきほどよりいっそう厳しい顔をしており、ワーグナーも冷ややかな目をしている。

　まるで、裁判にかけられているような気分だった。

「自己紹介をしておこう」

　最初に口をひらいたのは、ワーグナーだった。

「わしはジョイノ・ワーグナー。ここエーテル街魔術師協会支部の支部長を務めておる。そっちの、あなたの近くにいるのが補佐のハイルデンじゃ。そして──」

「私は、アンゼルム・フェルデス。魔術師協会本部で本部長をしている。今日は別件で支部に来たが、重要案件のため此度の事情聴取は私が指揮を執ることになった」

　事情聴取。

　その言葉に、イレーナは震え上がった。

　そんなイレーナに構わず、フェルデスは続ける。

「名前と、魔術師協会支部に来た理由を述べよ」

「あっ、え、えっと。名前、は、イ、イレーナ・ライナーです」

　イレーナは言葉に詰まりながらも、ここへ来た理由──怪現象に悩まされていて、それを解決してほしくてやってきたこと──や、怪現象がいつ頃から起きていて、どんな内容なのかまで、詳細に話した。

「さきほど、カップが割れたな？　あのようなことが、頻繁に起きている。その点に、間違いはないか」

　フェルデスの冷ややかな声にイレーナはまた身を小さくしながら、けれどもしっかりと、頷く。

　ふと、フェルデスの視線がハイルデンへ向いた。

「お前は、カップが割れたとき魔力を感じたか？」

「はい」

　ハイルデンが頷く。

　フェルデスは、盛大なため息をついてイレーナを見据えた。

「やはりな。証拠としては充分だ、ハイルデンと私、二人も目撃者がいるのだから。……お前が怪現象というそれは、魔力の表出現象という」

「表出現象、ですか？」

　これまで、怪現象についてまったく謎に包まれていたが、どうやら藁にも縋る思いで魔術師協会支部にやってきたのは正解だったようだ。

「イレーナさん。表出現象とは、魔力の暴走によって引き起こされる現象のことを言います」

　ハイルデンが説明をくれた。だが、その声はなぜか同情的で、やっと原因を突き止めることができたイレーナの喜びは、一気に萎んでしまった。

（……魔力？）

　フェルデスやハイルデンの言葉をそのまま信じるのなら、まるでイレーナが魔力を持っているみたいに聞こえる。

　それはありえない。

　なぜならば、魔力を持つことができるのは、男性のみだからだ。

　イレーナは、ぐっと顔をあげた。

「私は、女です」

「だから問題なのだ」

　フェルデスの吐き捨てるような言いかたに、イレーナの不安は強くなる。

　それまで無表情だったワーグナーが、青ざめるイレーナに同情の眼差しを向けた。

「ハイルデン、イレーナさんに説明を頼む」

「かしこまりました、支部長」

　イレーナがハイルデンを見上げると、彼は淡々とした口調で話しはじめた。

「イレーナさんがご存じのように、魔力を持つのは男性のみとされています。ですが実際のところ、過去の歴史において、女性が魔力を得た事例があるのです」

「前例があるんですね！」

　ならば怪現象を解決して、元の生活に戻れるのでは。

　そんなイレーナの考えを読んだように、ハイルデンが悲しそうに眉を寄せた。

「男性の場合、六歳までに魔力の【前兆】があります。身体の一部分に現れることが多く、一晩で髪の色が変わったり、髪が伸びたりと、明らかな異常なのでひと目でわかるのですよ」

　そういった身体の異変は魔力の【前兆】とされ、放っておくと魔力が暴走して周囲に被害がでるという。そのため、魔力の【前兆】が認められた者はすべて、魔術学校で魔力の制御を学ぶことになる。

　ハイルデンはそう説明したあと、言葉を選ぶように、ゆっくりと話を続けた。

「ですが、女性の場合はこの【前兆】がありません。過去の女性魔術師たちも、成人年齢である十七歳になって初めて表出現象に悩まされています」

「女性魔術師たち？　複数人いたんですか？」

「ええ、三人の女性魔術師が記録に記されています。表出現象後、魔術師として活動していた者もいますが、最終的に、三人とも悲惨な死を遂げています」

　死。その言葉に、イレーナは蒼白になった。

（まさか、私……死ぬの）

　所詮、怪現象はただの幽霊騒ぎ。

　心のどこかでそんな思いがあった。物が壊れたり気味悪がられたりという実害はあるが、イレーナ自身が怪我をしたことはなかったため、命にかかわるほど重大なことだと思っていなかったのだ。

「男性は幼いうちから学び始めることができますが、女性はそうはいきません。人が生まれてから歩くまでに、寝返りをうって、ハイハイをして、掴まり立ちをして……と、順序があるように、魔力を扱うためには様々な過程を経る必要があるんです。それに、女性の場合は生まれ持った魔力が甚大です。成人まで手つかずで体内に放置された魔力は、もう、イレーナさんお一人では制御不可能なのですよ」

「……魔力が制御できないと、その、死ぬんですか」

「死ぬなんてものではない。盛大な魔力暴走を起こし、周囲を巻き込みながら自爆同然に死ぬ、いわば最悪な人災だ」

　嫌悪を滲ませた言葉は、フェルデスのものだ。その場で固まるイレーナに、フェルデスは追い打ちをかける。

「過去の女魔術師のなかには、魔力の暴走を起こした際、名も無き大陸で最も栄えていた大帝国の半分以上を焦土に変えた者がいた。一瞬で数億の人間が、女魔術師の魔力の暴走に巻き込まれて死んだのだ」

「……そんな」

　魔力が暴走して、死ぬ。それもイレーナだけではなく、大勢の無関係な人々を道連れにして。

　震える手で口元を押さえた。床がぐにゃりと曲がっているような錯覚を覚えて、ふらついてしまう。

「やっと、自分が人災をもたらす存在だということを自覚したか」

　フェルデスは仰々しくため息をつくと、椅子から立ち上がる。

「イレーナ・ライナー。お前を即刻、地下の魔力防御室にて処刑する。これは、人々の平和のための、魔術師協会本部長としての決定だ」

　がくりと膝をついた。

　膝を石床に強かぶつけたけれど、痛みを感じる余裕もない。イレーナは、震えるしかできなかった。

（いや、死にたくない……でも、このままだと、私は大勢を巻き込んで……）

　目眩を覚えて、石床に両手をついた。

　ぽたぽたと汗が落ちて、浅い呼吸を繰り返す。

（私、どうしたらいいの……？）

「お待ちください」

　やんわりと、ワーグナーが口を挟んだ。

　ワーグナーは机を回り込んでイレーナの前に立つと、フェルデスを振り返る。

「フェルデス本部長、彼女はエーテル街魔術師協会支部に相談をしに来たエーテル街市民です。彼女の対応については、わしにお任せください」

「……私の決定に不服か」

「彼女が、現段階で起こしている表出現象は、至急対処が必要なほど強力ではありますまい。今からでも、適切な『導き手』の教えを乞えば、魔術師としての才能を開花させるでしょう」

「無駄だ。ワーグナー、お前は魔力感知の素質がない。それゆえ、その女がどれほど強大な魔力を秘めているか知らんのだ。……そうだな、最高位の称号を持つ魔術師であれば導き手にもなれるだろうが──」

「フェルデス本部長。エーテル街魔術師協会支部での出来事は、すべてわしの管轄であり、決定権はわしにございます」

　ぴりっ、と空気が張り詰めるのを感じた。

　イレーナは、フェルデスの怒りに満ちた顔を見て、さらなる恐怖を覚える。フェルデスは本気でイレーナを処刑するつもりだ。

　それを時期尚早だと止めるワーグナーを見る瞳にも、ありありと怒気が浮かんでいた。

「確かに、これはワーグナーエーテル街魔術師協会支部長の管轄だ。だが、手に余る案件の場合、本部に判断を一任することが義務づけられている」

「手に余る案件であるかどうかを判断するのは、陛下でございます」

　剣呑な雰囲気どころではない。

　フェルデスとワーグナーは、今にも殺し合いを始めかねない視線でお互いを睨みつけていた。

「……イレーナ・ライナーの処遇に関する権限の譲渡を、陛下に申告することにしよう」

　怒りに震える声で呟いたフェルデスは、イレーナを一瞥して、部屋を出て行った。







「さすがです、ワーグナー支部長」

　ハイルデンの言葉に振り返ったワーグナーは、皺だらけの顔に苦笑を浮かべた。

　唖然とするイレーナに、ワーグナーとハイルデンが、同時に手を差し出す。

「イレーナさん、立てるかね？」

「ここの床は石ですからね、身体を冷やしてしまいますよ」

　イレーナは、何がどうなったのかわからないまま、二人の手を借りて立ち上がった。

　温かい手に、張り詰めていた気持ちがふわりと緩むのを感じる。

　フェルデスの豹変、怪現象が起きる原因、イレーナ自身が置かれた状況。それらの信じたくない現実を突きつけられて、イレーナは混乱していた。

　今もまだ身体が震えていて、何が起きたのか正しく理解できないでいる。

「あの……フェルデス様は……」

「本部長かね。あの人は、真面目な男でな。悪いやつではないのだが、どうも融通が利かんのだ」

「……私が魔術師で、魔力を制御できない状態だっていうのは……魔力を暴走させて死ぬっていうのは、本当なんですね」

「イレーナさんが魔術師の素質があることは確かじゃろう。だが、まだ魔力を暴走させると決まったわけではない。急ぎ、イレーナさんの『導き手』になる魔術師を手配せねば」

　ワーグナーが、部屋を出て行こうとして、途中でハイルデンを振り返った。

「イレーナさんを、地下へ案内してくれんか」

「かしこまりました」

　ワーグナーが部屋から出て行くと、ハイルデンも歩き出す。促されるまま、地下へ続く螺旋階段を下りていく。

　たどり着いたのは、さっきいた石の部屋より遙かに広くて清潔な、客間のような個室だった。

「窮屈かと思いますが、こちらでお過ごしください」

「あの、今、どういう状況なんですか？」

　ハイルデンは、部屋のなかを案内しながら、説明をする。

「フェルデス本部長の言うことは、概ね正しいでしょう。イレーナさんは、遠からず魔力の暴走を引き起こします……ここがトイレ、こっちは風呂です」

「……そんな」

「ですが、ワーグナー支部長はイレーナさんを見て、魔力の暴走までまだ猶予があると判断されたようです。確かに表出現象は現れていますが、せいぜい、食器や鉢植えが割れる程度ですからね。表出現象にも段階がありまして……そうですね、雷のようなものが身体から溢れ始めたら、手遅れだと言われています」

　ハイルデンは、クローゼットを開いて顔を顰めた。空っぽだったのだ。「着替えを用意しておきましょう」と言う。

　イレーナは、ワーグナーが出て行くときに『イレーナさんの導き手になる魔術師を手配せねば』と言っていたことを思い出した。

「『導き手』って、師という意味ですか？　ワーグナー様は、私に魔力制御を教える師匠を、探しに行かれたんですね」

「ええ、その通りです」

「ハイルデン様やワーグナー様に教えを乞うことはできないのですか？」

　ハイルデンが驚いたように振り返った。

「私どもは──」

　彼は言葉を途中で途切れさせると、考え込むように沈黙して、ぽつぽつと話しはじめた。

「魔力制御を教える者を『導き手』というのですが、私どもでは、イレーナさんを導くどころか魔力にいらぬ負荷をかけ、暴走を促してしまうでしょう」

　ハイルデンは右手の袖を軽くめくりあげて、自らの腕を見せた。そこには、フェルデスとワーグナーが着けていた腕輪によく似たデザインの、二重の腕輪が嵌まっている。

「これは、魔力防御の魔具です。魔力の衝撃に耐えられる、盾のような役割を果たします。この部屋も同じで、部屋の内側で魔力が暴走してもある程度までは外部へ漏らさずに吸収してくれます」

　そっと袖を下ろすと、ハイルデンは申し訳なさそうに微笑んだ。

「あいにく私は、等級を持たない魔術師です」

「そういえば、フェルデス様が、最高位の称号をもつ魔術師がどうとかおっしゃっていたような。それが、等級のことですか？」

「その通りです。魔術師は潜在魔力が多かったり、功績をたてたりすると、等級が与えられます。当然、等級が高ければそれだけの待遇が与えられるのですよ」

「……ちなみに、最高位の称号をもつ魔術師様って、どれくらい偉いんですか？　聞いてばかりで申し訳ないんですが、魔術師に関しては、図書館にも資料がほとんどなくて」

「そうですね。第一等級までは、各国の王が称号として与えることが可能です。称号は地位を意味するので、第一等級は公爵と同じ扱いを受けることになりますね」

「公爵!?」

　平民のイレーナからすると、貴族でもっとも身分が低いとされる男爵でさえ、別世界の人といった感覚がある。公爵ともなれば、高貴過ぎて、どんな格好や生活をしているかすら、想像できない。

「最高位ですが、こちらはかなり特殊です。第一等級を持つ魔術師の推薦によって、投票で決められます。現存する第一等級魔術師の八割以上が『最高位に相応しい』と認めた時点で、最高位の称号を得るのですが……どれほど偉いかと聞かれれば、答えるのが難しいですね。マインドラ王国では、国王に次ぐ地位といえるでしょうか」

　イレーナは愕然とした。

　現実は残酷だ。そんな凄すぎる人物が、イレーナの導き手になってくれるはずがない。

「それから──」

「ほ、ほかにも、何か条件が……？」

「最高位の称号を持つ魔術師のなかでも、私やフェルデス本部長より『魔力感知』に長けた者でなければなりません。イレーナさんのなかの魔力を、日常的に確認しなければなりませんから」

　ハイルデンは「魔術師についていくつか説明しておきましょう」と言って、近くの椅子に座った。イレーナも同じように座り、背筋を伸ばす。

　魔術師は魔力を持つ者、その定義は合っているらしい。ただ、正式に魔術師として働くことが許されるのは、魔術学校を卒業した者だけだという。

「私は潜在魔力が少ないのですが、幸い座学の成績はよかったのです。それから、魔具師と魔力感知の素質も持ち合わせておりましたので、民間組織である魔術師協会に就職しました。給料が安定していますからね」

　袖のうえから手首を押さえて、「この魔具も私が作りました」とハイルデンが言う。そんな場合ではないのに、魔具師という言葉にイレーナは瞳を煌めかせた。

『魔具師』は、イレーナにとって特別なのだ。

「魔具師様なのですか！　すごいです！」

「魔具師や魔術騎士は、魔力が少なくてもなれる職業なので、魔術師のなかでは底辺なのですよ」

「ハイルデン様、世の中には魔力がない人のほうが多いんですよ？」

　ハイルデンは微かに目を見張ったあと、吹き出すように笑った。

「確かに。そう言われると、魔術師というだけでたいしたものですね。……まぁ、そういったように、魔術師とひとえに言えど、素質や得手不得手があるのです。とくに魔力感知の素質は稀なので、最高位の称号を持つ魔術師だからといって必ず取得しているわけではありません」

　逆に、最高位でなくとも魔力感知に特化した者はいる。だが、そういう者は潜在魔力が少ないため、等級が上がれずにいる者ばかりだ。

　イレーナの持つ魔力を感知できたとしても、万が一暴走を起こしそうになったとき、イレーナを止めるだけの魔力がない。

　魔力量という意味でいえば、最高位の称号を持つ魔術師は例外なく化け物級の魔力量を保持しているため、やはりイレーナの導き手になるにはそのように最高位の称号を持つ魔術師でなければならないのだという。

　それから、イレーナはハイルデンに、過去に存在したという女性魔術師について聞いた。

　記録が残っている女性魔術師は三人。

　一人は傾国の美貌を持つ女性で、魔術と美貌で数多の国へ介入し、富を得て、自分に不都合な状況になると国ごと滅ぼすという悪事を繰り返す、完全なる悪女だった。

　この女性魔術師は、最高位の魔術師が数人がかりで屠ったという。

　もう一人は己の才能に溺れて更なる高みを目指し、禁断の魔術を扱おうとしたすえに自滅。

　彼女の周辺ではしばしば若い娘の行方不明が頻発していたが、彼女の死後、娘がいなくなることがピタリと止まる。彼女の部屋からは、行方不明になった者たちが所持していた品がいくつか発見された。

　最後の一人は謙虚さを通り越した卑屈な性格の女性だった。彼女は、女性魔術師は不吉だと国を追放されたのち、魔力の制御に失敗。

　暴発した魔力は、当時大陸一の権力と領土を誇っていた帝国の半分以上を巻き込んで爆発。数千万の被害者が出たうえに、彼女の魔力を受けた土地は更地になり、半世紀以上草の一本も生えなかったという。

　三人目の例が、フェルデスが話していた女性魔術師のことだ。

（聞かなきゃよかった……絶望的じゃないの）

　今ならば、人災を引き起こすと言われた理由もわかる。

　過去の例をみると、女性魔術師はとんでもない者ばかりだったのだ。

「ワーグナー支部長は諦めておりませんよ」

「でも、お聞きした通りだとすると『最高位の称号を持つ魔術師で、魔力感知の素質があって、暴走を引き起こしかねない女性魔術師の導き手になってくれる人』を、見つける必要があるんですよね」

　フェルデスは、魔術師は人を助けるためにいると言っていたが、優れた魔術師は人類の宝だ。自らを危険に晒してまで一人の人間を助ける義理はなく、魔力の暴走を控えたイレーナの導き手になる必要などない。

　ハイルデンが魔具師だと聞いて喜んだ気持ちが、すっと萎んでいく。

「ワーグナー支部長も、私も、全力を尽くします。ですからどうか、私たちを信じて耐えてください」

　その後、いくつか言葉を交わして、ハイルデンは部屋を出て行った。

　イレーナは、立ち上がるとふらつきながらベッドに寝転んだ。これまで使ったことがないような、ふかふかのベッドだ。

　はらりと目から涙がこぼれた。

　たった今、絶望的な宣告をされたばかりなのに、何を信じて耐えろというのだろう。

　ニコラの笑顔が脳裏をかすめて、イレーナは唇を噛む。

（……もう会えないのかな）

　ニコラに会いたい。セヴィルナ夫人にも。

　それに、まだ『デア・ウンシェ』の修理もできていないし、魔具師ヴェタの新作が出る可能性だってある。

（私はまだ、やりたいことが出来てない。……生きなきゃ）

　よく考えてみれば、ワーグナーとハイルデンは、イレーナに巻き込まれただけなのだ。

　しかも、イレーナの処遇を巡って、エーテル街魔術師協会支部と魔術師協会本部が、対立する形になってしまった、ということにイレーナも気づいていた。

　イレーナをフェルデスに引き渡していたら、ワーグナーは、本部との対立という、面倒を背負いこむこともなかったのだ。

（そうよ、ワーグナー様は諦めていない）

　ベッドから起きると、ぐっと拳を握りしめて気合いを入れた。部屋にあった小さな本棚から、魔術に関する本を取り出す。

　魔術師の歴史、という分厚いそれを持って、椅子に座った。魔術師に関する本は、一般に出回ることが滅多にないようで、エーテル街の図書館にはなかったのだ。

　役に立つかわからないが、知識はあって困るものではない。

（今はやれることをやらなきゃ）
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　ジルヴェスター・グラウンは、王城の回廊を足早に歩いていた。

　すれ違う者たちが、ずんずんと歩いてくる長身の美丈夫に驚いて、まるで石になったかのようにその場で立ち止まる。

　無遠慮な視線に晒されるのはいつものことだと、ジルヴェスターは気にすることなく、謁見の間を目指した。

「兄上！」

　聞き覚えのある声に、ジルヴェスターは視線を向けた。

　王城で、いや、この世でジルヴェスターを『兄上』と呼ぶ者は一人だけである。案の定、魔術騎士を示す深緑色の軍服を着た大柄な男が、こちらに走ってくるのが見えた。

「何か用か、ドミニク」

「兄上が王城へこられたと聞いたのです。何が起きたのですか？」

　同じ両親を持つとは思えない、見た目も性格も、魔術師としての才能まで異なる弟が、蒼白な顔で駆け寄ってきた。

「お前には関係のないことだ」

「万年引きこもりで、仕事や実験以外に部屋から出てこない兄上が、自ら王城へこられたのです。何もないはずがないでしょう？」

「……黙れ」

「それに、兄上の顔は整い過ぎていて毒です。すれ違う者たちが、魂を抜かれたようになって──」

　ドミニクの言葉が、ふいに途切れた。

　ジルヴェスターが握りしめている白い封筒に気づいたのだ。

「もしや『イレーナ』に何かあったのですか」

「答える必要はない。それに、本当に急いでるんだ。至急、陛下にお会いせねばならん」

　ドミニクは気分を害することもなく、考えるように難しい顔をした。

「ですが、陛下は今、魔術師協会本部長殿と謁見の最中です」

「魔術師協会……ああ、民間組織の」

　魔術師協会は歴史ある組織だが、いかんせん、無力な魔術師の寄せ集めといった印象が拭えない。

　しかし、有事の際は治安維持につとめる統率の取れた組織で、国と密接な関係にあるため、軽視できないだろう。

「会議の最中か？」

「私的な要件のようでした」

「ならばよかろう」

「乗り込むおつもりですか？　フェルデス殿は、半月もの間、謁見の順番を待って──」

　黙れ、という意味で左手をあげた。ドミニクは口をつぐみ、それでもジルヴェスターの後ろをついてくる。

　謁見の間にたどり着くと、守衛がドアをひらいた。彼らは国王アルペシージから、誰と謁見中だろうと、ジルヴェスターだけは通すように命じられているのだ。

　ジルヴェスターはドミニクをその場に残して、堂々と謁見の間へ足を踏み入れた。

　玉座に座っているアルペシージは、すぐにジルヴェスターに気づいて破顔した。波打つ金髪に深海を思わせる濃紺の瞳を持つ彼は、ジルヴェスターと同じ二十七歳とは思えないほど若々しく笑う男だ。

「ジル！　ちょうど良いところにきた。少々厄介な報告があってな、おぬしの意見を聞きたい」

　ジルヴェスターは自分の用件をぐっと飲み込み、まるで腹心のように、アルペシージの斜め後ろに立った。

「何があったのですか」

「これは、魔術師協会本部長のフェルデスだ。女の魔術師が現れたようでな、その処遇に関して話していたところなのだが」

　無表情の下で、息を飲んだ。

　握りしめたままだった手紙を、懐へしまう。

　女性魔術師の出現、それこそジルヴェスターがここへきた理由だった。

「もしや、『毒の魔術薬師』殿!?」

　フェルデスの驚きに満ちた声を聞き、ジルヴェスターは初めてフェルデスへ視線を向けた。

　歴史ある魔術師協会の本部長というから老人を想像していたが、まだ四十ほどの歳だろう。濃茶色の髪を頭に撫でつけた、端正な顔をした男だ。

「そうだ、こやつがかの高名な『毒の魔術薬師ジルヴェスター』だ。最高位の称号をもつ魔術師であり、魔術薬の第一人者として我が国に莫大な利益を齎もたらした、天才中の天才だぞ」

　アルペシージが自慢げに言うのを、ジルヴェスターは冷めた目でちらっと見る。

「それで、陛下。女性魔術師が、どうしたのです？」

「うむ。エーテル街の魔術師協会支部で保護しているそうだが、魔力の暴走が起こりかねぬという。フェルデスは今のうちに、その魔術師を処分したいそうだが、エーテル街魔術師協会支部長が、権限の譲渡を拒んでいるらしいのだ」

（処分だと？）

　もしも、その現れたという女性魔術師が『イレーナ』ならば、どうするのだ。ジルヴェスターは懐にしまった手紙に書いてあった内容を思い出しながら、ギリッと歯を食いしばる。

　イレーナからさきほど届いたその手紙には、魔力の表出現象に悩まされていると取れる記述があったのだ。

　このタイミングで女性魔術師が現れたとなれば、その者が『イレーナ』の可能性が高い。

（ふざけるな、私のイレーナに少しでも危害を加えるものならば、その命で償わせて──）

　ふいに、アルペシージが咳払いをした。

「ジル、顔が怖いぞ」

「もともとです」

「……ふむ」

　アルペシージはやや考え込んだあと、フェルデスに問う。

「ところで、フェルデスよ。その女性魔術師の名はなんというのだ？」

「イレーナ・ライナーという名でございます。陛下、どうか私に権限の譲渡を──」

「ジル、余はおぬしの意見が聞きたい」

　フェルデスを遮り、アルペシージがジルヴェスターを振り返る。

　微かに口元が弧を描いているところを見ると、『イレーナ』の名前で何か勘づいたのだろう。

　まるで心を見透かされているような不快感を覚えながらも、ジルヴェスターは、これはチャンスだと考えた。

「過去の女性魔術師と同じ道を、イレーナ・ライナーが辿ると決まったわけではありません。今から正しく魔力制御を覚えれば、マインドラ王国にとって有益な魔術師に成長する可能性もございます」

「だが、フェルデスの言い分を考えると、よほど優れた魔術師でなければ魔力制御を教えられぬようだ。おぬしたちの言葉で『導き手』というのだったか」

　アルペシージの瞳に、愉快な色が浮かんだ。

　ジルヴェスターは、あえて沈黙を保ったのち「でしたら」と口をひらいた。

「私がイレーナ・ライナーの導き手になりましょう」

　息をのむ音がした。フェルデスが、信じられないといった目でジルヴェスターを見ている。

　そんなフェルデスにひたりと視線を据えたジルヴェスターは、はっきりと言い放った。

「フェルデス殿。私は魔力感知の素質を持っている。私が『最高位の称号を持つ魔術師』である点を考えても、不足はないと思うが？」

「ですが、もし毒の魔術薬師殿に何かあれば」

「私の身を案じてくれるか。ならば、念には念をいれて、魔力防御を強化しよう」

　フェルデスが一瞬だけ、不満そうに眉をひそめた。

　だが、すぐに慇懃な態度で「しかし、それでは」と言いにくそうに口ごもる。おそらくフェルデスは、イレーナを自分の思い通りに処罰する方法はないものかと、忙しなく思考を巡らせているのだ。

「まぁ、待て。ジルよ、フェルデスの言い分も考えてやってくれ。彼は魔術師協会のトップなのだ、立場もある」

　アルペシージが、そう言ってふんと鼻を鳴らした。

　嫌な予感がした。フェルデスは思いもよらない援護に驚いているが、このタイミングでアルペシージがフェルデスを庇うのは不自然だ。

「今、イレーナの戸籍はエーテル街にあるのだろう？　ジルが引き取ったとて、何かあれば責任を取るのはエーテル街魔術師協会支部──ひいては、魔術師協会になる。それは、フェルデスにとって迷惑極まりないことだ」

　フェルデスから顔色が失われていく。

　ジルヴェスターも、アルペシージの言いたいことを理解した。『危険な魔術師』の処遇に関する権限は、戸籍がどこにあるのかが重要になってくる。

　そのため、イレーナの戸籍を移動することで、権限そのものをエーテル街魔術師協会支部からジルヴェスターが管理できる場所へ移そうというのだ。

　そうなれば今後、フェルデスがどうあがこうとイレーナに関わることができなくなる。

「余が、よい案を思いついたぞ」

　パッ、と笑顔を浮かべて、アルペシージが言った。

「ジル、お前がイレーナ・ライナーを嫁に迎えればよい。そうすれば、イレーナの戸籍はグラウン家に移るであろう」

「お待ちください！　それでは──」

「フェルデス、おぬしの言い分は充分考慮したと思うが？」

　アルペシージに凄まれて、それでも尚、反発するフェルデスだったが、最終的にアルペシージに強引に説き伏せられるかたちで、謁見の間を追い出された。

　明らかに納得していない様子だが、アルペシージの決定ということを抜きにしても、ジルヴェスターがイレーナを引き取るという件は認めざるを得ないだろう。

　なぜならば、反対する明確な理由がないからだ。『導き手』と『弟子』が互いに納得のうえで契約することは、個人の契約の範疇なのだから。

（もっとも、イレーナ本人の承諾を得なければならないが……ん？　嫁？）

　二人のやり取りを聞いていたジルヴェスターは、がばっとアルペシージを振り返った。アルペシージは、にやにやと意地悪く笑っている。

「何をぼうっとしておる？　こじらせた初恋が実るのだ、嬉しかろう？」

「は!?　は、はつこい……イレーナは私のファンであって、そのような者ではありません」

「やはりあの『イレーナ』か。おぬしのほうから余に会いにくるなど、おかしいと思っておったのだ」

　ジルヴェスターは苛立ちを押し込めて、強引に思考を切り替えた。

　そうだ、元々『イレーナ』から貰った手紙を見て、ここにきたのだ。幸か不幸か、すでに『イレーナ』を発見し、状況も把握できている。

　このままジルヴェスターがイレーナを引き取れば、フェルデスのように女性魔術師に対して危険思考を持つ者から守ってやれるのではないか。

「まさか、余の名案を受け入れぬ気ではあるまい？　『イレーナ』を助けたくないのか？」

「愚問です、陛下。『イレーナ』を助けないなどという選択肢は、私にはありません。よって、婚姻の件、謹んでお受けいたします」

　アルペシージは満足そうに頷いた。







　それから、ジルヴェスターは婚姻の手続きに奔走した。

　貴族の結婚はただでさえ手続きが多く、すべての準備が整うまで数日を要する場合もある。そこに魔術師が絡んでくると、通常の比ではない。

　だが、持ち前の優秀さを発揮し、さらにアルペシージの権力の後ろ盾を存分に利用し、ジルヴェスターはたったの半日ですべての書類を揃え終えた。

　あとは、イレーナ・ライナーを迎えに行き、本人の署名を貰うだけである。

　いざエーテル街に向かう頃になって、ジルヴェスターは緊張した。

　やっと、あの『イレーナ』に会えるのだ。

　ジルヴェスターが、魔術薬師として名を馳せる以前。魔具師ヴェタという名で魔具を売り出したときから、ずっとファンとして手紙を送り続けてくれる少女。

　彼女からの手紙に支えられて、ジルヴェスターはここまでやってこられたのだ。

（今度は、私が彼女を救おう）

　決意を新たにして、ジルヴェスターはエーテル街魔術師協会支部に向かった。





　４






　窓のない閉塞感さえ気にならなければ、快適といえる暮らしだった。

　食事は一日三食ハイルデンが運んでくれる。

　ハイルデンが気を利かせて、魔術師関連の本を持ってきてくれたので、半月経った今でも退屈はしていない。

　今日もイレーナは、椅子に座って魔術師の本を読む。この魔力制御の部屋で暮らすようになってから怪現象が目立たなくなったため、気を散らすこともないのだ。

　今読んでいるのは、近代の歴史だった。

　なんでも、『貴族社会における魔術師の結婚』は、一度婚姻を結べば離婚できない仕組みになっているらしい。世継ぎ問題の争いが増えたために作られた法だというが、なぜ争いが起きたのか、という部分を読む前に、慌ただしい足音が近づいてきて、イレーナは顔をあげた。

　ノックののち、ハイルデンが入ってくる。

「イレーナさん、すぐに準備をしてください。見つかりました」

「何が見つかったんですか？」

「導き手になってくださる最高位の称号をもつ魔術師様が、です。今客間におられますので、すぐに向かいましょう」

　ガタン、と椅子を派手に倒しながら立ち上がったイレーナは、慌てて髪を梳いて、できる限り身ぎれいにする。

　すると、ハイルデンがイレーナの腕に、銀色の腕輪をつけた。

　彼がつけている腕輪と似ているが、掘ってある紋様が明らかにちがう。宝石のような石もついていなかった。

「これは、私がイレーナさん用につくった魔力吸収の魔具です。なかなかの出来でしょう？　少しの間なら、魔力の表出現象を抑えてくれますよ」

「ありがとうございます、お借りします。……あの、本当に導き手になってくださる方が現れたのですか？」

「はい。ワーグナー支部長もおられますので、ご安心ください」

　イレーナは緊張でばくばくいう心臓に手を当てながら、ハイルデンのあとについて、螺旋階段を上った。

　信じて待っていたかったが、心の底では諦めていたのだ。貪欲に本を読むことで、処刑されるかもしれない、という恐怖を押し込めて、かろうじて平静を保っていた。

「そういえば、イレーナさんは魔具に興味がおありなんですか？」

「え？」

「以前、魔具師であることを褒めて下さったので」

　イレーナは、魔具師ヴェタを思いながら頷いた。

「十年ほど前に、とても素敵な魔具に出会ったんです。それから、その魔具師の方のファンになって、ずっとお手紙を書いてました」

「十年間ずっと？　それはまた、運命的な出会いをなさったのですね」

「はい！」

　敬愛する魔具師ヴェタを褒められたような気がして、イレーナは満面の笑みで頷いた。

　緊張がほぐれていることに気づいて、ハイルデンが気遣ってくれたのだと知る。

　ハイルデンは微笑んで「行きましょう」と言うと、すぐ隣にあるドアを視線で示した。

　美しく磨かれた木製のドアで、金色のドアノブがついている。想像していたより、遥かに洒落たドアに驚いた。

　エーテル街魔術師協会支部に来たときは小さな事務所のようだと思ったけれど、この客間といい、地下室といい、どうやらイレーナが思っていたよりも広い建物のようだ。

　ハイルデンがそっとドアをひらく。

　頬を撫でる風に誘われるように、イレーナはふらふらと部屋に入った。

（わぁ！）

　そこは、貴族の屋敷にあるような豪奢な客室だった。

　橙色を基調とした家具に、レンガ造りの大きな暖炉。サイドテーブルの上には高級そうな大きな花瓶が飾ってある。

　壁にはずらりと、百合に似た花の紋章が刺繍されたタペストリーが掛けてあった。

　開いた窓を覆うカーテンが大きく膨らみ、風を見せる。ひらりとカーテンが翻った瞬間、心地よい夏の風が部屋を駆け巡った。

（……ああ）

　窓の向こうに広がる青空をうっとりと見つめる。うねる風に全身を撫でてもらうと、母親に抱きしめられたときのように、心が安らいだ。

（このまま、自然に溶けてしまえたらいいのに）

　うっとりと空を見つめていると、ゴホンと露骨な咳払いがして、はっとイレーナは姿勢を正した。

　その頃になってやっと、既に二人の人物がテーブルについていることに気づく。

　一人はワーグナーだが、もう一人は知らない男だ。

　天使かと見惚れてしまうほどに整った中性的な顔立ちの男で、露骨に作り笑いだとわかる微笑でイレーナを見ていた。

　形のよい眉や高い鼻梁、存在を強調し過ぎない薄い唇。長いまつ毛に縁どられ穏やかに細められた濃灰色の瞳は、知性を滲ませている。

　均整の取れた顔は造形が優れ過ぎているうえに、人形のような感情のない微笑を浮かべているため、正直気味が悪い。

　背は高く、薄い銀の髪を首の後ろで一つに束ね、肩から胸の方へ垂らしていた。彼の纏っている、金糸でシンプルな模様を描いた純白のアジルが、彼の美しさをより引き立てている。

　アジルとは、立襟に長袖の、ゆったりとした長衣のことだ。長衣には左右両側に深めのスリットが入っており、アジルの下にズボンを穿く仕様になっている。

　身体に沿った薄い生地で作られることから、着こなすのが難しいと言われる南方の民族衣装だ。

　年齢は、よくわからない。

　おそらく二十代だろうが、見ようによっては十代にも三十代にも見えた。

　この男が、防御の腕輪をつけていないことに、イレーナはすぐに気が付いた。

「グラウン様、こちらがイレーナ・ライナーさんです」

　ワーグナーに名前を呼ばれて我に返ったイレーナは、じろじろと相手の顔を見ていた己を恥じて、勢いよく頭をさげた。

「イレーナ・ライナーです」

「イレーナさん、こちらはグラウン様といって、あなたの『導き手』に立候補してくださったのじゃ」

　ワーグナーの嬉しそうな声に、イレーナは頭を下げたときと同じくらい勢いよく顔をあげた。ワーグナーを、そしてハイルデンを見ると、どちらも笑顔だ。

　だが、ワーグナーのほうは、この半月と少しでかなりやつれたようだった。イレーナを匿うために、かなり骨を折ったのかもしれない。

　恐る恐る、再びグラウンを見ると、目が合った。

「きみさえ良ければ、私の弟子にならないか」

　グラウンは低い美声で言うと、優雅な動作でイレーナとの距離を詰めた。

（近っ）

　そう思ったときには、グラウンは当然のようにイレーナの手を取っており、自らの口元へ引っ張り上げた。

　ちゅ、とイレーナの手の甲に、柔らかい唇を押しつける。

「ひっ」

　咄嗟に手を引き抜いてしまう。

　しまった、と思ったときには、その場に沈黙が降りた。

「あ、ち、ちがっ、驚いてしまってっ」

　口からでた言い訳を、すかさずワーグナーが援護する。

「彼女は独身で、異性になれておらんのです。どうか、ご無礼をお許しください」

「……構わない」

　グラウンが顔に張りつけている微笑は、まったく揺るがない。考えが読めずに、それが逆に怖かった。

「あ、ああ。そうだ。イレーナさん、グラウン様の弟子になるに当たり、いくつか条件があるのじゃ」

　ワーグナーは、机上にある羊皮紙を示した。やや不自然なほど大袈裟な仕草だが、再び沈黙が下りつつあった場を取り繕ってくれたのは明らかだ。

　イレーナは、机に駆け寄ると羊皮紙をじっくりと見た。随分と高級な羊皮紙で、牛革を鞣なめして作られた一級品だ。いくつか条件が書いてあり、最後に、部屋のタペストリーと同じ百合を象った紋章の判子が押してある。

　その隣には薔薇と茨の紋章が、さらに隣にはなんと、竜と太陽の紋章の判子があった。

　イレーナは、ぎょっとした。

「この、竜と太陽は、王族の紋章じゃないですか!?」

　年に二度の収穫祭の日、国旗と共に掲げられるこの紋章を、エーテル街で知らぬ者はいないだろう。

　どうして王族の紋章の判子が押してあるのか。

　混乱し始めたイレーナに、グラウンは「ふむ」と頷いた。

「よく知っているな。王族に興味があるのか？」

「興味もなにも、役場や図書館でも見かけますし」

「なるほど。きみが特別王族に感心があるわけではないようで、安心した」

（安心？）

　どういう意味だろう。もしかして、すでにグラウンはイレーナを『悪女』と決めつけているのだろうか。

　過去の女性魔術師には、王族を誑かどわかして国を破滅へ追い込んだ者がいるというし。

　不安に心をざわつかせたイレーナの隣に、グラウンが立った。

　ふわり、と優しい香りが鼻腔をくすぐる。花のように柔らかな、嗅いでいると心地よい気持ちになる香りだった。

「それぞれ、魔術師協会、グラウン家、そして王族──国王陛下の紋章だ。これは契約書だが、きみがグラウン家へ嫁ぐ結婚届でもある。よって、陛下の許可が必要なのだ」

　イレーナは、その場で動きを止めた。

　グラウンの言葉が理解できず、思考が停止してしまったのだ。固まってしまったイレーナを見て、グラウンが初めて表情を動かした。

　微笑を浮かべたまま、眉をひそめたのだ。

「結婚は嫌か？」

「けっ……あの、えっと、契約書とか、結婚届とか、話が見えないんですが」

「ああ、話していなかったな」

　途端に、グラウンは元の笑顔に戻った。

「すまない、気が焦っていたようだ。今から説明しても構わないだろうか」

「あ……はい」

　作り物の笑顔を保っているわりに、表情が忙しく変わる人だ。イレーナはどんな反応をしていいかわからず、頷くしかない。

「きみの『導き手』になるためには、きみの戸籍をエーテル街から我がグラウン家に移す必要がある」

「どうしてですか」

「現在、ワーグナーがきみに関する権限を持っているからだ」

　今現在、イレーナにどのような処遇を与えるか、ワーグナーに権限があるという。この権限は、ワーグナーの担当している街で『危険な魔術師』を発見したために発生したものだ。

　イレーナは魔力の表出現象を起こしたことにより、『危険な魔術師』に分類されたのである。

　そう説明したあと、グラウンは付け加えるように言う。

「もっとも、きみに関する権利には、義務も伴う。きみを無事に保護しきれずに魔力を暴走させ、被害者が出た場合、責任はすべてワーグナーが負うことになるのだ。これは、きみがエーテル街魔術師協会支部を出てからも変わらない」

　イレーナは、口をあんぐりとひらいてしまう。ワーグナーを見ると、視線が合った。彼はやつれた姿で、にこりと微笑んでくれる。

（だめ！　これ以上迷惑なんて掛けられないからっ！）

　懸命に思考を動かして、今の自分が置かれた状況を整理した。

「つまり、仮初めの結婚で私の戸籍を、エーテル街からグラウン家に移す、ってことですね？」

「その通りだ」

「……戸籍って、街とか村に登録するものだって聞いたんですけど」

「貴族は、街や村に戸籍を持たない。貴族は貴族という家名に戸籍を持つのだ」

「はぁ、なるほど」

　頷きつつも、仕組みがいまいちわからないので、曖昧な返事になってしまう。

　戸籍云々の仕組みは後日調べるとして、どうやらイレーナは『導き手』を得るために結婚しなければならないらしい。

（でも、どうしてそこまでして、私を助けてくださるのかしら）

　さきほど読んだ本に、貴族の結婚において「魔力を持つ者」が婚姻を交わす場合、離婚ができないと書いてあった。イレーナが嫁げば、未来永劫、グラウン家はイレーナという女性魔術師を抱え込むことになるのだ。

「……どうした？」

　集中して黙り込んでしまっていたイレーナは、慌てて「なんでもありません」と言った。ふと、グラウンがイレーナの肩に手を置いて、距離を一歩縮める。

（あれ？　なんだか距離が近いような）

　少しでも身体が揺らげば、グラウンの胸に顔を押しつけかねない。初対面の距離感ではない気がして、そっと後ろに一歩下がる。なぜかグラウンも同じだけ距離を縮めた。

「憂いがあるのならば、話してほしい。不本意な契約はさせたくないのだ」

　そう言うのならば、離れてほしい。そう思っても言えないのが現実で、イレーナはついさっき疑問に思ったことを聞くことにした。

「貴族は、新郎新婦どちらかが魔力を持っている場合、結婚したら離婚できないって本に書いてあったんです。だから、私がグラウン家に戸籍をいったん置いてしまったら、ご迷惑をおかけするんじゃないかって──」

　グラウンが、ぽん、とイレーナの頭に手を置いた。突然のことに驚いていると、幼子にするようにぐりぐりと撫でられてしまう。

（ん？　んん!?）

　イレーナはまたしてもその場で固まった。

「問題ない。すべて承知のうえだ」

　結局、グラウンが『導き手』に立候補した詳しい理由は聞けなかった。

　今ここで問い詰めて不興を買い、一世一代の機会を逃すわけにはいかない。彼はイレーナにとって、二度と現れないかもしれない導き手なのだ。

　グラウンがイレーナの導き手になった理由について、今はとりあえず、頭の隅に追いやることにした。

「ここに、名を書けば結婚が成立する」

　グラウンが羊皮紙の空欄を指さした。

　イレーナはハイルデンが用意したペンを握りしめて、静かに契約書兼結婚届を読む。そこには、両者の婚姻を持ってイレーナをグラウン家の人間として認める、といった文言が記してあった。

　あとは、名前を書くだけだ。

（仮初めとはいえ、結婚することになるのね）

　結婚したら、イレーナは二度と働いて給料を稼ぐことができなくなる。妻を働かせることは夫の恥になるし、そもそも、妻は家庭を守らなければならない。

　そうなれば、いずれ発売されるだろう魔具師ヴェタの新作魔具を稼いだおカネで買うことも、手元にある『デア・ウンシェ』を修理することもできなくなる。ましてや、王都へ行って魔具に関わる仕事をするなど、夢のまた夢だ。

（仕方ないわ。望むものすべてを手に入れるなんて、出来ないもの）

　イレーナは自分に言い聞かせた。

　そもそも魔力の制御を覚えなければ、この先の人生そのものを、自由に送ることができないのだから、イレーナにほかの選択肢はない。

（よし！）

　イレーナは、勢いよく名前を書いた。

　ペンを置くと同時に、グラウンがそのペンを取り上げて、イレーナの署名の上に何かを書き始めた。

　──『ジルヴェスター・グラウン』

　グラウンの署名に、イレーナは首を傾げた。

（ジルヴェスター？　毒の魔術薬師様と、同じ名前なのね）

　グラウンは羊皮紙を丸めると、赤い紐で結んだ。

　途端に羊皮紙が、端からぼうっと音をたてて燃え上がる。あっという間に、羊皮紙は消えて無くなり、赤い紐だけが残った。

「消えた？　なんで!?」

「陛下の元へ転移させた。すぐに、結婚承諾書が送られてくるはずだ……ほらな」

　机上に残っていた赤い紐のなかに、消えたはずの羊皮紙が現れる。グラウンが紐を解くと、それはさきほどの契約書兼結婚届ではなく、結婚を許可するといった国王直筆の結婚承諾書だった。

　イレーナにとって訳の分からない現象だったが、グラウンが差し出した結婚承諾書をワーグナーが当然のように受け取っているところを見ると、魔術師のあいだでは普通のことなのかもしれない。

「さて。これで晴れて、私ときみは夫婦になったわけだ」

　一瞬、何を言われたのかわからなかった。

　結婚届に一緒に名前を書いた相手なのだから、この人がイレーナの夫になることはわかっていたはずだ。それなのに、イレーナは『グラウン家の誰か』と結婚したつもりになっていた。

　なぜならば、戸籍を移せばいいだけの話で、相手が『最高位の称号を持つ魔術師』本人でなくてもいいのだから。

（そんなすごい人が私を妻になんかするわけないわ……貴族に戸籍を移すこと自体、平民としてはあり得ないことなのに）

　グラウンの口から夫婦と言われても、イレーナはまだ信じることが出来ずにいた。

　ふとイレーナに影が落ちて、はっとグラウンに視線を向ける。

　グラウンは右手を胸に当てて濃灰色の瞳でイレーナを見つめたあと、ゆっくりと二人の間の距離を縮めた。

　また、ふわりと花のような香りがした。

「改めて自己紹介をしよう。私は、ジルヴェスター・グラウン。魔術師教育学院で教鞭を執りながら、魔術薬の研究をしている。本職は魔術薬師だ」

「……え？」

　イレーナは、生唾を飲み込んだ。

　ジルヴェスターという名前の『魔術薬師』で、『最高位の称号を持つ魔術師』ほど偉大な人物となれば、思い当たる者は一人しかいない。

　かの高名な、毒の魔術薬師ジルヴェスターだ。

　マインドラ王国でもっとも人気のある実力派魔術薬師であり、彼をモデルにした絵画や演劇も多く、常に超絶人気。

　毒を扱った斬新な魔術薬の製造方法を確立し、魔術師界に震撼が走るほど魔術薬のイメージを変えたという。

「もしかして、あの『毒の魔術薬師』様……とか」

「確かに、『毒の魔術薬師』は私の二つ名だな」

　当然だと言わんばかりの返事に、イレーナはぎょっとした。

　まさか、高名な毒の魔術薬師ジルヴェスターがイレーナの『導き手』になってくれるなんて。しかも、仮初めとはいえ夫婦になるなんて。

（……なんだか、凄いことになってきた）

　他人事のように、イレーナはそう思った。

　いや、そう思うのが精一杯だった。
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　ジルヴェスターは、口のなかで何かを呟いた。イレーナには聞き取れない小声だが、おそらく聞き取れたとしても意味をなさない音の羅列だろう。呟き終えると、軽く指をならす。

　広々とした客間の壁際に、二人乗りの小さな馬車が現れた。

　座席には薄紫の天蓋がかかっており、馬がいるはずの場所はぽっかりと開いている。

「なにこれ」

　思わずつぶやいたイレーナに、ジルヴェスターが「馬車型の転移魔具だ」と返した。

「まっ、魔具なんですか!?」

　これほど大きな魔具が存在するとは知らなかった。魔術師は普段からこんな凄い魔具を扱っているのだろうか。それとも、最高位の称号を持つ彼は、やはり移動も特別なのだろうか。

　しばらくぼうっと見蕩れていたが、魔具にときめく気持ちを抑えてイレーナはジルヴェスターを振り返った。

　契約を交わしたのだから、すでにイレーナはジルヴェスターの弟子であり妻だ。

　妻は甲斐甲斐しく夫の世話をするもので、弟子は師のために動くことに努めなければならない。

　ジルヴェスターは、ワーグナーとハイルデンを労っていた。

　老齢のワーグナーをまるで部下のように褒めるジルヴェスターは、貴族らしく堂々としている。それを目の当たりにして、イレーナは少しだけ怖じ気づいた。

　イレーナがこれから飛び込む世界は、集落やエーテル街での生活とは異なるのだと、嫌でも認識せずにいられなかったのだ。

「──さて、イレーナ。そろそろ行こう」

「は、はい！　あっ、あの、少しだけお時間を頂けますか」

　ちら、とワーグナーたちを見て言ったイレーナに、ジルヴェスターはくすりと笑った。

「構わない」

「ありがとうございます」

　イレーナは、ワーグナーとハイルデンをそれぞれ見て、深く頭を下げた。

「お世話になりました。私、絶対に魔力の制御を覚えます」

「楽しみにしておりますよ。魔力の制御を覚えたら、ぜひ、遊びにいらしてください。わしも、ハイルデンも、グラウン夫人の成長を楽しみにしておりますのでな」

　グラウン夫人と呼び、丁寧な言葉に変えながらも、ワーグナーの言葉も声も微笑みも、何もかもが温かかった。

　胸をじんわりと温めたイレーナは感動で瞳を潤ませながら、ジルヴェスターにエスコートされて馬車に乗る。天蓋の幕が下りると、馬車のなかが、秘密基地のように特別な場所に思えた。

　ふと、ジルヴェスターの手がイレーナの腰に触れた。

「ひやっ！」

　つい声をあげてしまい、慌ててジルヴェスターを仰ぎ見る。彼は驚いた様子で目を瞬いたあと、苦笑を浮かべた。

「声をかけてから触れるべきだったな、驚かせてすまない。だが、今は私に捕まっていろ、万が一落ちたら戻れない」

「戻れない⁉」

「ああ。この世にいたいだろう？」

「どういう意味で……きゃっ！」

　馬車が、ガクンと動いた。

　そのまま、まるで馬が車体を引くように前進を始める。まさか、馬のいない馬車が動き出すとは思っていなかったイレーナは混乱した。

「このままじゃぶつかります！」

「これは馬車型転移魔具だ。落ちない限り、問題ない」

　ジルヴェスターが言い終えると同時に、ぐん、と馬車が動きを早める。本来壁があるだろう場所はとっくに通り過ぎて、馬車は走り続けていた。

　イレーナは転移魔具とやらを知らないし、落ちた場合に『戻れない』というのもよくわからなかったが、とにかく落ちなければいいのだと思うことにした。

　抱き寄せられるままにジルヴェスターにしがみつくと、さきほどと同じ、とてもいい匂いがした。

「それほど怯えなくても大丈夫だ。この程度の転移魔具ならば、第一等級以上の魔術師ならば誰でも扱える」

（第一等級って、国王陛下の権限で与えることが出来る、一番高い称号だったような）

　さも簡単なことのように言うが、第一等級の魔術師だって、そう多くないのではないだろうか。

　イレーナの困惑は、速度をあげていく馬車の恐怖に上書きされる。イレーナにとって何もかもが初めて経験することなのだ。どしりと構えたジルヴェスターがいなければ、取り乱していただろう。







　眩暈に似た感覚を覚えたと思った次の瞬間、馬車は停止していた。

　ジルヴェスターがゆっくりと天蓋を開く。

　イレーナは、息を呑んだ。

「……凄い、素敵だわ」

　天蓋の向こうに見たのは、王宮かと見紛うほど美麗な部屋だった。

　同じブランドで統一されているらしい濃淡様々な青色の家具は、色彩はもちろん、繊細な意匠が施されており、テーブル、椅子、カウチ、執務机、飾り棚、サイドテーブル他、一つ一つが美しく、全てが調和している。

　壁には重厚な本棚が二つも並び、びっしりと分厚い本で埋め尽くされていた。エーテル街へ来てから頻繁に図書館に通っていたイレーナでも見たことのない本ばかりだ。

　ジルヴェスターが身軽な動作で馬車から降りる。

　驚くことに、部屋にジルヴェスターが加わると、どの家具もジルヴェスターを飾るアクセサリーのように彼の美しさを引き立てた。

（もしかして、グラウン様のためにオーダーメイドされた家具かしら）

　自分に合わせて家具を作るなど、イレーナにはない発想である。

　ジルヴェスターが、ぽかんとしているイレーナに手を差し出した。

「警戒しなくても、口づけはしない」

「え、あ……はい」

　さきほどはごめんなさい、そのような心配はしていません、ぼうっとしていました。様々な言葉が浮かんだが、結局イレーナは頷くに留めた。

　まるでお姫様のように手を借りて馬車を下りると、イレーナはざっと部屋を見回した。

　チェス盤のような模様の床に、美しく統一された家具たち、大きな窓と純白のレースカーテン。

　俗世から隔離されたような部屋に、イレーナはうっとりとため息をついた。

「とても素敵なお部屋ですね」

「ありがとう。向こうの部屋は、キッチンを改造して実験室にしているので、入らないように。あちらのドアは寝室だ。寝室に二つドアがあり、それぞれ風呂とトイレになっている。それから──」

　ジルヴェスターは、本棚の陰に隠れている壁の前まで行くと、イレーナを手招いた。

　そこにはドアがあり、ジルヴェスターが開くとさらに小部屋があった。正面にはまたドアがある。

「ここは玄関だ。あの向こうは共通の廊下なので、来客があったときはあちらのドアを開き、玄関から出ずに対応するように」

「わかりました。……あの、ここが玄関、ってことは、この部屋は集合住宅の一つなんですか？」

「まさしく。ここは、魔術学院の教授専用寮だ。きみもここで暮らしてもらうことになる。万全を期して魔力制御の訓練に当たるためにも、魔力制御が出来るまで常に私の目の届くところにいてくれ」

　次に、寝室だと説明を受けた部屋に向かう。

　大きなベッドが一つあるほか、執務机が置いてある。メインルームにも執務机があったが、あちらは雑多に書類や本が積み上げてあったのに対し、こちらはほとんど使われた形跡がない。

　近くに大きな衣装棚が二つあり、ジルヴェスターは白色の衣装棚をひらいた。

「ここには、きみのために用意したドレスがある」

　驚いて衣装棚を覗き込むと、あらゆる場面に対応できる多種多様なドレスが置いてあり、どれも飾り立て過ぎず、大人っぽいデザインになっていた。当然のように、すべてのドレスが上質なシルク生地で作られている。

　このドレス一着で、一体いくらするのだろう。

（こんな高価なドレスを、普段着にするの……？）

「気に入らなければ、好きなものを仕立てるといい。だが、それも魔力の制御が出来てからだ。……先に、今後について説明しておこう」

　歩き出すジルヴェスターの腕を、とっさに掴んだ。

「どうし──顔が青いな」

　ぺた、と額に手を置くと「熱はない」と言う。そんなジルヴェスターに、イレーナは言いたいことを一度脳裏で整理してから伝えた。質問がありすぎて、このままでは感情のまま質問攻めにしてしまいそうだったのだ。

「あの、ドレスまで用意してくださって、ありがとうございます。でも私、あまり高価なものは慣れていなくて、その」

　汚すのが怖いし、出来ればもっと気軽に着られる服がいい、と遠回しに言ったイレーナに対して、ジルヴェスターは笑顔で頷いた。

「今は衣装棚にあるドレスで我慢してほしい。そのうち、高価なドレスも仕立てよう。今後必要になるだろうから。だから、安心するといい」

　そう言うとジルヴェスターはさっそうとメインルームへ戻っていった。

　想定外の返事に固まっていたイレーナは、頭を抱える。

（さらに高価なドレスを仕立てるから安心って……）

　衣装棚に並ぶドレスたちは、イレーナにとって高価でもジルヴェスターにとっては高価ではないらしい。そうでなければ、こんなチグハグな会話にならないはずだ。

（金銭感覚の違い……怖い……）

　イレーナは今後、彼の妻としての生活に慣れる日が来るのだろうか。

（頑張るしかないわよね）

　以前とはあまりに違う生活環境には、もはや笑うしかない。

　吹っ切ったように、イレーナは「できるわ、大丈夫」と自分に言い聞かせた。







「あれ？」

　メインルームに戻ると、ジルヴェスターの姿がなかった。

　辺りを見回していると、玄関のドアが開いてジルヴェスターが戻ってくる。正方形の入れ物を二つ持っていた。

　イレーナの視線を辿ったジルヴェスターが、軽く箱をあげてみせる。

「夕食だ」

「……夕食？」

　その箱に、食事が入っているのだろうか。

　ジルヴェスターは眩いばかりに微笑んで、テーブルに向かう。

「東方の文化で、弁当というらしい。こうして箱に食事をつめて、持ち運ぶんだ」

「初めて見ました。出前が楽になりそうですね」

「いかにも。これは出前だ」

　ジルヴェスターは慣れた手つきでテーブルに弁当を広げ、戸棚から食器とカップを二つ持ってくると、テーブルに置いてあったポットから水を注いだ。

「ここ魔術師教育学院には大食堂がある。だが、私はあまり他者と関わることを好まないゆえ、部屋まで運んで貰ってるんだ。一日三回、その都度出前が届くので、受け取り対応を頼むこともあるだろう」

「わかりました」

　ジルヴェスターに言われるまま、向かいあってテーブルにつく。

　もう昼をかなり過ぎているせいか、蓋の隙間から漂ってくるいい香りにぐぅとお腹が鳴った。

　割と大きな音が鳴ったので、ジルヴェスターに聞かれてしまったかもしれない。ちら、と様子を窺うと、彼は笑顔のまま頷いた。

「話は食べてからにしよう」

「……お気遣い感謝致します」

　やはり聞かれてしまったようだ。

　女性らしい羞恥心に頬を赤らめながらも、イレーナは期待を込めて弁当箱を見つめた。

　ニコラが以前、上流階級の食事は一流のシェフが最高の素材で作っているため、舌が蕩けるほど美味しいと言っていたのを思い出したのだ。

　イレーナはごくりと喉を鳴らして蓋に手をかけると、「えいっ」と勢いよく蓋をひらいた。

「わぁ！」

　煌びやかな弁当の中身に、イレーナは感激の声をあげた。

　主食副菜がバランスよく盛り付けられ、デザートには小さく切ったケーキもついていた。

　メインは鶏の香草焼きで、こんがりと焼け目のついた皮と溢れる肉汁に、イレーナの目は釘付けになってしまう。和え物には下処理が面倒な季節の野菜を使っており、上品さを添えるためか、スライスしたナッツが花びらのように載っている。

「気に入って貰えてよかった」

　ジルヴェスターがじっとこちらを見ていることに気づいて、イレーナは恥ずかしくなった。食い意地が張っているように思われたかもしれない。

　お淑やかに振る舞わないといけないわ、と決意したイレーナだったが、顔がにやけるほど美味しい弁当の前に、その決意は崩れ去る。

　夢中になって食べ終えてしまってから失態に気づいたが、ジルヴェスターはイレーナより早く食べ終えていた。

　空になった弁当箱は、玄関ドアの外側に置いておくと次の配達のときに回収してくれるそうだ。

　イレーナは、せめてこれだけはお淑やかに、と気をつけながら弁当箱を片付けた。

「さて」

　ジルヴェスターがテーブルの上で手を組んだ。

　つと空気が張り詰めて、イレーナの背筋も自然と伸びる。

「明日から、きみの魔力制御の授業に取り掛かる。授業内容はその都度説明するから、さほど気にしなくてもいい。予習がしたければ、本棚の本を自由に読んで構わない。今話しておきたいのは、ここでの生活についてだ」

　ジルヴェスターは、長い指で机をトントンと叩いた。

「ここは私個人の部屋で、魔術薬の個人研究室も併設している。きみの安全のためにも、順守してほしいルールを決めた」

　イレーナは大きく頷く。

　ここはジルヴェスターの部屋なのだから、当然のことだろう。弟子にして貰えるだけでも有り難いので、雑用でもなんでもする覚悟である。

「一つ目は『必ず私の目の届く場所にいること』だ。きみの魔力は不安定で、いつ暴走するかわからない。暴走してもすぐ対処できるよう、絶対に離れないでくれ」

　ジルヴェスターは次に、研究室にしているという部屋から、両腕でやっと抱えられるほどの銀色の箱を持ってきた。

「二つ目はこれだ」

　箱のなかには、イレーナの腕に嵌まっている腕輪と同じものがずらっと、十個ほど並んでいる。

「これは、ハイルデン様が作った魔具ですか？」

　ジルヴェスターは頷くと箱のなかの腕輪を一つ取り出して、縁をなぞる。

「彼の作る魔具は、配分、魔力量、硬度、精緻さ、何をとっても完璧だ。ここまで完成度の高い魔具を作る者は、そうそういない。ゆえに、ハイルデンにきみの魔力吸収の魔具を依頼したのだ。現在出来ているのはこれだけだが、完成次第追加が届く」

「つ、追加、ですか」

　でも今、イレーナの手首には既に魔力吸収の腕輪が嵌まっている。

　何気なく手首に視線を落としたイレーナは、固まった。銀色の腕輪が、白に近い灰色になっている。

　まるで燃え尽きた炭のように、つつけばボロッと崩れてしまいそうだ。

「惜しむらくは、魔具師に必要な発想力が足りないことだ。彼は既存の品を完璧に仕上げることは出来ても、魔具師に必要な世間の需要を読み新たな魔具を作るという熱意が……どうした？」

　慌てるイレーナに気づいたジルヴェスターが、振り向いた。

「あ、あ、あの、魔具が」

　ジルヴェスターは灰色になった魔具を見て、何事もないかのように「ああ」と頷いた。

「ちょうどいい、交換しておこう。きみの魔力だと、三時間が限度のようだ。効果が切れる前に、新しい魔具をつけるように」

「三時間？　もしかしてこれって、使い捨てなんですか!?」

「もちろんだ」

　ひっ、とイレーナは喉をひきつらせた。

　魔具一つの価格を、魔具師ヴェタのファンであるイレーナはよく理解している。この腕輪一つで、イレーナの収入三年分──いや、五年分はあるだろう。

　それを三時間ごとに使いつぶしていくのだ。

「就寝中は別の魔具を使うので交換の必要はない。寝ながらの交換は不可能だからな」

「あの、これってかなりお金がかかるんじゃないですか？　魔具って高価ですよね」

　ハイルデンに依頼したということは、魔具の料金はジルヴェスターが支払うということだろう。すでに一つ使い潰し、目の前には十個ある。さらに、今後も追加で同じものが届くらしい。

　そのとんでもない金額に、イレーナは目眩を覚えた。

「私、地下の部屋にいたままのほうがよかったんじゃないでしょうか」

「承知の上できみを引き取ったのだ。それに、早晩エーテル街魔術師協会支部の地下部屋も、きみの魔力を支え切れなくなるはずだ」

　イレーナは愕然とした。

　どうやら半月間で、魔力の表出現象は悪化の一途を辿っていたらしい。

「金銭面は心配するな。そもそも、たいした金額ではない」

　ジルヴェスターは淡々と、「気になるのならば、きみが制御を学べばよいだけだ」と言う。

　その後、腕輪を交換する際の注意点や、就寝時はベッドにつけた魔具が発動するので必ずベッドで眠ることなどを説明された。

　部屋でのルールは大きく二つ。

　──ジルヴェスターから離れないこと。

　──魔具を定期的に交換すること。

　驚くほど簡単なルールに、イレーナは拍子抜けしてしまう。

　てっきり、もっと個人的な事情をルールとして組み込んでくると思っていたのに、ジルヴェスターが決めたルールはすべてイレーナの魔力の暴走を抑えるための対策だったのだ。

「他に、グラウン様個人のルールなどありますか？」

　ジルヴェスターはなぜか、予想外のことを言われたとばかりに目を見張る。

「……特に思い浮かばないが」

「今後、こんなことをされては不快だと思うことが出てくると思うんです。そのときは教えて貰ってもいいでしょうか」

「わかった」

　ジルヴェスターは、まるで春の陽光でも見るように目を細めてイレーナを見た。

「きみは、私の弟子だが妻でもある。ここはきみの部屋だ。自由に過ごすといいし、きみのほうも何か困ることがあれば言ってくれ」

　イレーナは目を見張った。ここにきてから驚くことばかりだ。

　条件を飲むための結婚だったのに、ジルヴェスターはイレーナの立場を尊重してくれるという。

　胸がぎゅっと熱くなって、ふいに泣いてしまいそうになる。自分の切なさに似た感情を誤魔化すように、イレーナはわざと明るく言った。

「何かすることはありますか？　出来ることは限られているかもしれませんが、これから覚えていくので、何か手伝えることがあれば言ってくださいね！」

「ほう、なら早速一つ頼みたい」

　ふっ、と美貌を艶っぽく歪ませたジルヴェスターは、戸棚のほうへ歩いていく。イレーナが慌ててあとを追いかけると、ジルヴェスターは一度振り返り、イレーナが来ていることを確認したあと、戸棚を示した。

「ここに、紅茶を淹れるセットがあるんだ。弟が持ち込んだんだが、誰も紅茶の淹れ方を知らないために戸棚の肥やしになっている。確かきみは、カフェで働いていたんだろう？」

　ジルヴェスターの言わんとしていることを察して、イレーナは大きく頷いた。

「とびきりの紅茶を淹れさせて頂きますね！」

「ああ、期待している」

　ふふっ、と笑うジルヴェスターの笑顔には、少年のような幼さがある。

　イレーナはそのとき、なぜか胸が甘くときめくのを感じた。





　２






　紅茶を飲み終えたイレーナは、こっくりと船をこぎ始めた。

（……起きるのよ、私）

　なぜこんなに眠いのだろう。ぼんやりする頭で考えると、意外に答えはすぐに出た。

　ずっと、気を張っていたからだ。

　フェルデスに、イレーナが女性魔術師だと言われてから──いや、もっと前。イレーナの周囲で起こる怪現象によって、大切な人たちを困らせてしまったときからだ。

　原因さえわからなかった怪現象を解決する道が見えたことで、イレーナは心の底から安堵した。

（だからって、こんなところで……寝るとか……だめ）

　初対面の男性の前でうたた寝をするなんて、失礼にもほどがある。しかも相手は、これから自分の『導き手』になる人なのだ。

（ベッドで寝なきゃ……身体も清めて、えっと、それから）

　必死で自分に言い聞かせる傍から、意識がふっと途切れてしまう。次に気がついたのは、かくっと頭が下がった瞬間だった。

「今日はもう、休むといい」

　ジルヴェスターの微笑ましさをにじませた口調と声音に、イレーナは心を温めた。

「ありがとう……ございます」

　ここ半月間、地下の部屋で本を読んで過ごしたせいか、体力が落ちている気がする。

　今後は体力をつけて、食事もしっかりとって、それから──。

　イレーナの意識はぷつりと途切れ、眠りに落ちた。







「随分と、気を張っていたんだろう」

　ジルヴェスターは、椅子に座ったまま眠ったイレーナを抱き上げた。

　その軽さに苦笑しながら、ベッドに運ぶ。

（まだまだ子どもだな）

　そんなことを思いながらベッドに下ろすと、彼女の隣に横になり、漆黒の美しい髪に指を差し入れた。

　繰り返し梳いて、柔らかな髪の感触を堪能する。

「……会いたかった、ずっと」

　穏やかな寝息をたてるイレーナの愛らしさに、頬が緩んだ。愛しさを込めて、そっと彼女の額に口づける。

　ジルヴェスターは決して、人格者ではない。

　好き嫌いが激しく我が儘で、極度の面倒くさがりだ。周囲はやたらとジルヴェスターを褒めるが、実際の自分は醜い心の持ち主であるという自覚もある。

　事実、今回の件も、現れた女性魔術師がイレーナでなければ、弟子になどしなかった。ましてや、妻にするなどありえない。

　どれほどひっ迫した状況で、女性魔術師の命がかかっていようとも、ジルヴェスターにはどうでもいいのだ。

　今でこそ、ジルヴェスターは誰もが知る高名な魔術薬師であり、数多のファンがいる。ファンの種類は様々で、見た目に惚れ込んだという娘もいれば、魔術薬師として尊敬しているという者も多く、なかには論文のまとめかたが素晴らしいと長文の感想を送ってくる者もいた。

　そのなかで、ジルヴェスターが十年前『魔具師ヴェタ』という名で魔具を販売したときから、ずっと手紙をくれるファンが一人いる。

　今でも鮮明に覚えている。すべてに絶望し、魔術師の資格さえ放棄しようとしたジルヴェスターの元へ届いた、一通のファンレター。

　あの手紙が、ジルヴェスターを大きく変えた。

　定期的に送られてくるファンレターは、いつ途切れてもおかしくない不確定なもので、わかっているのは送り主が『イレーナ』という名前だということだけ。

　ジルヴェスターが初めて『イレーナ』の手紙を受け取ったのは、今から十年前。

　中部棟の卒業を数か月後に控えたころで、当時ジルヴェスターは、絶望のどん底にいた。

　魔術師は魔力の前兆が確認されると魔術学校へ入ることになるが、正式な魔術師として認められるには、『魔術学校の中部棟』を卒業する必要がある。

　中部棟の在籍期間は長く、己の適正を見定め、将来自分に合った魔術職を選び、鍛錬する場所だ。

　潜在魔力が高く優秀だった当時のジルヴェスターは、驕り高ぶった鼻持ちならない男だった。根拠のない自信に溢れ、他者を見下し、己が最も優れていると自負していたのだから。

　一般にはほとんど知られていないが、魔力は遺伝する場合がある。数万人に一人とされているのは人口比率による平均統計で、実際のところ魔術師の九割以上は、グラウン家のように魔術師を多く排出している家柄の者だ。残りの一割が、遺伝以外の、突然魔力を得た者たちである。

　ジルヴェスターの父親もやはり魔術師だったが、魔力は中の上ほどしかなく、ジルヴェスターは父親を軽視すると同時に、厳しいだけの両親よりもたまに遊びにくるユーモアに溢れた伯父を慕った。

　伯父は、父より遙かに魔力が低く、そのため、長男でありながらグラウン家の当主になれなかった男だ。魔具師として生計をたてていて、一族の恥さらしだと言われていた。

　だが、伯父が発案した斬新な魔具は人々の生活をより快適にし、伯父が社交パーティへ行くと、貴族らから称賛を集めるほどに、才能を認められていたのだ。

　ジルヴェスターはそんな伯父に憧れを抱き──そして、中部棟にあがるとすぐに、魔具師になると決断した。

　魔具師は魔力の低い者がなる職だと言われているため、両親はジルヴェスターの判断に烈火のごとく怒り、猛反対し、魔具師になるのならば絶縁すると言い出した。

　ジルヴェスターは、それでも構わなかった。

　グラウンの名を名乗れなくなったとしても、魔具師として独立し、収入を得れば生活ができると考えたのだ。

　そのことを伯父に相談すると、伯父は一つの提案をくれた。

　──卒業までに資金を貯めて、一度、魔具を販売してみてはどうか。

　と、いうものだ。

　もし在学中に魔具師として世間に認められれば、魔具師として働くために必要な下働き期間をすっ飛ばしていきなり自分のブランドを持てる可能性もあるという。

　ジルヴェスターは、当然のように『自分ならばできる』と確信した。

　今から思うと、若さゆえの根拠なき自信でしかなかったのに、当時はそう信じて疑わなかったのだ。

　ジルヴェスターは、ただひたすら魔具を発売するための費用を貯め、並行して魔具製作に取り掛かり、量産の体制や販売経路の確保に至るまで整えた。

　そしてついに、卒業まであと半年という頃、処女作である『デア・ウンシェ』が販売される。

　世間に認められて魔具師になるのだと、明るい未来を想像していた。

　だが、販売から二か月が過ぎる頃。

　続々と届いたのは賞賛の声ではなく、返品されてくる在庫と使い勝手の悪さについての苦言だった。

　──『旅商人に最適とあったが、水の在り処を探る手間がかかる。それならば、最初から飲料水を運んだほうがいい。無駄な買い物をしてしまった』

　──『水にこだわる意味がわからない。綺麗な水を使えば料理が美味しくなると書いてあったので買ったが、食材にこだわったほうが有意義だと思えたよ』

　自分が優れていると信じていた分、無情な現実を突きつけられ、ジルヴェスターのプライドは粉々に砕け散った。

　ジルヴェスターの落ち込みぶりは哀れなほどで、勘当すると憤っていた両親が毎日中部棟まで慰めに来るほどであった。

　憧れていた伯父にさえ「元々才能がない上に一度の挫折で落ち込むような愚か者」だと非難されたことで、ジルヴェスターはより自分自身に絶望し、部屋にこもりきる日々が続いた。

　茫然自失の日々のなか届いたのが、イレーナという少女からの手紙だった。

　手紙には、ジルヴェスターが販売した『デア・ウンシェ』によって病床の母親が救われた旨が、たどたどしい幼い字で書いてあった。

　初めて貰った感謝の手紙だったが、手紙の内容は、喜び以上の衝撃をジルヴェスターに齎すことになる。

　イレーナの母親は、僅かの穢れでも身体が拒否反応を起こしてしまう、『天使病』だったのだ。栄養を取れないため急速に衰えていき、苦しさと痛みと飢餓に襲われ、うわ言のように「水が欲しい」と繰り返していたという。

　だが、『デア・ウンシェ』を手に入れたことで、イレーナの母親は水を飲むことができた。そして最期に、かけがえのない家族との時間を過ごせたという。

　涙のあとが残るその手紙を何度も読み返したジルヴェスターは、愕然とした。

　イレーナの母親が患った『天使病』は、魔術薬を用いれば一年足らずで完治するものだったからだ。

　魔術薬は魔術師のみが扱える高級な薬品のため、裕福な者だけが使える品だというのは理解していた。だが、魔術薬を使えず命を落とす人がいることにまで、考えが及ばなかったのだ。

　そのことを知ったとき、曇っていた視界が晴れて、自分が歩むべき道が見えた気がした。

　ジルヴェスターは結局、魔具師になりたかったのではなく、皆から褒められる伯父の華やかな部分に憧れたに過ぎなかったのだ。

　イレーナからの手紙によって自分の目指すべき目標に気づいたジルヴェスターは、それからの日々、死に物狂いで魔術薬を学び、魔術薬師になった。

　魔術薬は高級品である、という固定概念を覆すために、知識を吸収し、研究と実験を重ね、庶民でも手の届く数多の魔術薬を考案開発した。

　何度失敗しても、定期的に届く『イレーナ』からのファンレターが、ジルヴェスターの心に寄り添ってくれた。

　そしてついに、ジルヴェスターは毒の成分を魔術生成により反転させることに成功し、希少な薬材の量産を可能にしたのだ。

「……イレーナ」

　眠るイレーナの名を呼ぶ。

　シーツに広がる黒髪をそっと指で弄ぶと、イレーナがころんとジルヴェスターのほうを向いた。

　イレーナは今年二十一歳になるはずなのに、寝顔は子どものようにあどけない。

　今日初めて顔を見たにも関わらず、ジルヴェスターにとって目の前の女性は、気心の知れた妹のようだった。

「無事で良かった。……本当に」

　静かな寝室に、ジルヴェスターの声は溶けるように消えていく。

　ジルヴェスターの心を救い、支えてくれた手紙の向こうの少女が今、目の前にいる。感動からか、胸の奥から熱いものがこみ上げてきて、庇護欲がさらに膨らんだ。

（私のすべてをかけて、イレーナ、きみを守る。嘘偽りなく……永遠に）

　もう一度イレーナの額に口づけを落としたジルヴェスターは、イレーナの手をぎゅっと握りしめた。
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　朝、目を覚ましたイレーナは、布団のぬくもりにしばらくぼうっとした。

（なんだか、ほっこりしてて気持ちいい）

　夏だったはずだが、まるで春のように穏やかな朝である。

　肌触りのよい布団に身体を擦りつけながら寝がえりを打つと、そこにあった腕にしがみつく。抱き枕のようにぎゅっと胸に抱き込むと、穏やかにイレーナを包んでいた香りが鼻腔いっぱいに広がった。

「……いい匂い」

「そうか」

　返事が聞こえて、イレーナはその場で固まる。

「よく眠れたか？」

　昨日の記憶が一瞬にして蘇り、さらには、自分の意識がテーブルで途切れたことに気づいてしまう。

「ベッドに運んでくださったおかげで、とてもよく眠れました。ありがとうございます」

　怒られる前に自分から昨夜の件を口にして、ジルヴェスターの様子を窺う。

　夜着を着たジルヴェスターは、長い銀髪を結ばずに背中に垂らしていて、ちらりと覗く鎖骨が驚くほど色っぽい。

　イレーナはぽかんとしてしまったが、ジルヴェスターがおかしそうに「くっ」と笑ったことで、無性に落ち着かない気持ちになった。

「それは何より。環境が変わって、しんどくなることもあるだろう。そのときは、我慢せずに教えてほしい」

　ぽんぽん、と大きな手で頭を軽くたたかれると、イレーナは益々落ち着かなくなった。

　父親と弟以外の男と、同じベッドで眠ったのが初めてだからだろうか。寝顔を見られてしまったと思うと恥ずかしい。

「私は先に、着替えてからメインルームに行く。イレーナも準備をしてきてくれ」

　ジルヴェスターは彼用の衣装棚から着替えを取り出すと、それを持ってトイレへ移動した。戻ってきた頃には着替えを終えており、髪も纏めていて朝の支度を終えたのがわかる。

　ジルヴェスターは颯爽とメインルームに姿を消した。

　寝室に一人になったイレーナは、盛大にベッドにうつ伏せた。

（私、結婚したんだった）

　式も誓いの言葉もないので実感がなかったが、イレーナは今、ジルヴェスターの弟子兼嫁なのだ。

（もしかして昨夜は初夜だった、とか）

　もしそうなら、イレーナは妻としての責務を果たさなかったことになる。

　だがすぐに首を横に振った。魔力がいつ暴走するかわからない今、そのような危険なことをするとは思えない。

　同じベッドで眠っていたのは、昨夜言っていたように、イレーナの魔力が暴走したときにすぐ対応するためだろう。

（わかってるんだけど、なんだか変な感じ）

　いい匂いがするせいか、それとも無防備な夜着姿のジルヴェスターを見たせいか。

　イレーナの心臓は、やけに大きく脈打っていた。







　朝食を食べ終えてしばしの休憩を取ると、さっそく、初日の魔力制御の特訓が始まった。

「──そうだ、呼吸がいい具合に落ち着いている」

　足を肩幅に開き、お腹に手を当てて、静かに呼吸をする。目を柔らかくつぶり、自然な姿勢で、ジルヴェスターの声に耳を傾けた。

「ゆっくりと、意識を身体のなかへ向けるんだ。焦らなくていい。……そうだ、引っ張られるものを見つけたな」

　ジルヴェスターの言う通り意識を内側に向けていくと、何かがイレーナの意識を引っ張る感覚がした。

　だが、引っ張るというよりは吸い込まれそうな勢いで、イレーナは意識を奪われないように懸命に堪える。

「最初は少し怖いかもしれないが、引かれるままに進むんだ。そうすると、己の魔力が見えてくる。大丈夫だ、私がいる」

　大丈夫だ、と繰り返すジルヴェスターの声に勇気づけられて、イレーナは言われるまま、さらに意識を沈めた。

　すぅ、と夢のなかに入っていくような感覚がする。

　イレーナがイレーナでなくなってしまう恐怖を覚えて足を踏ん張ったとき、イレーナの意識は真っ暗な大地に立っていた。目の前に、水色をした巨大な靄の塊があり、幻影のようにゆらゆらと動いている。

　あくまで『意識』が拾ってくる『感覚』だが、イレーナはまるで実際に体験しているような錯覚を覚えた。

（これ、魔力だわ）

　目の前の靄を見て、イレーナは当たり前のようにそう思った。

　けれど。

（何かが違う）

　水色の美しい靄は、掴もうとするとすり抜けてしまうくせに、地に──イレーナの身体の奥底に根付いて、決して離れようとしない。

「いいぞ、きみは優秀だ。次は、その魔力に何かを命じるんだ」

（命じる？）

「なんでも構わない。こっちへ来い、お手をしろ、などが一般的だな。イレーナが命じやすいことでいい」

　この靄に対して、そのようなことを命じてどうするというのだろう。

　訳がわからないまま、言われたとおりに命じてみるが何も起こらない。無視をされているというよりも、聞こえていないようだ。

　その後も言葉を換えていくつか命じたが、魔力の塊である靄に手ごたえはなかった。

「今日はこの辺りで終わろう。少しずつ意識を浮上させるんだ。心のなかで十数えてから、目を開いて」

　ジルヴェスターの言葉に従って、ゆっくりと目を開く。

　思っていたよりも近くに、ジルヴェスターの優しい瞳があった。

　ほっとした途端、がくっと膝から力がぬけて、細いがとても力強い腕に支えられる。

　抱き寄せられ、ジルヴェスターの胸に頬を押しつけてしまう。アジルに隠された胸板は、彼の中性的な見た目にそぐわず逞しい。

　男性とこんなに近づいたのは初めてで、緊張から身を小さくしていると、ジルヴェスターはイレーナを抱き上げてカウチに座らせた。

　彼もイレーナの隣に腰を下ろすと、そっと、包み込むようにイレーナの手に触れた。

　ひっ、と喉の奥で小さく悲鳴が漏れてしまったのは、決して嫌だったわけではなく、ただ単純に驚いたからだ。

「随分と冷たいな」

　ジルヴェスターの指がイレーナの指に絡まり、恋人のように固く手をつなぐ。

　触れ合った手のひらからじんわりとしたぬくもりが伝わってきて、真冬に暖炉のある部屋に帰宅したような、ほっとした心地よさを覚えた。

「深呼吸をしよう。吸って、吐いて」

　ジルヴェスターがイレーナの呼吸に合わせて、お手本のように深呼吸をしてくれる。

　彼の呼吸とイレーナの呼吸が重なるころ、やっと、自分が酷く疲労していることを知った。

　どうやら『魔力制御』の練習は、かなりの集中力と体力が必要のようだ。何より、意識を自分の奥深くへ鎮める行為は、全裸で獅子の前に躍り出るような危険かつ無謀な行為だと本能が告げているため、並々ならぬ精神力も使うのだろう。

「上手だ、安定してきたな」

「ありがとうございます。……もう大丈夫です。あの、魔力って本当に従えることが出来るんでしょうか」

「すぐには無理だな。だがきみは優秀だ。比較的早く覚えることが出来るだろう」

　あまりの手ごたえのなさに項垂れるイレーナを、ジルヴェスターは労わるように優しく見据える。

　なんともこそばゆい感覚を覚えたイレーナは、視線から逃れるようにさらに俯いてしまう。

　そんなイレーナをどう思ったのか、ジルヴェスターは距離をつめるとイレーナを自らの胸にもたれさせて、背中をあやすようにぽんぽんと撫でた。

「辛いことがあれば、なんでも話してほしい」

「あ、ありがとうございます」

　ジルヴェスターが微笑む気配がして、イレーナは赤くした頬を見られないよう顔を隠した。

　なんとも距離の近い人だ。こんなふうに抱きしめられるなんて、幼い頃に母親にされて以来ではないか。

　小柄な体躯をさらに小さくするイレーナをあやしながら、ジルヴェスターは話を続けた。

　自分は今日から一か月、休暇を取っていること。

　その期間は、イレーナの傍について魔力制御の特訓に集中すること。

　いわばこの一か月は短期集中合宿であり、さきほどのように、ジルヴェスターが手取り足取りイレーナに特訓をしてくれるそうだ。

　そして。

　一日、二日と、時は流れていく。

　魔力制御の特訓のほかにも、イレーナはジルヴェスターとの生活に慣れることにも努めた。

　ジルヴェスターの生活リズムを崩さないように、彼が提示したルール以外の習慣もよく観察して、食事の準備や、本棚の本による魔術の知識も着々と蓄えていく。

　弟子であり妻であるイレーナは、ジルヴェスターとの就寝に最初こそ緊張していたが、彼は非常に紳士だった。

　ジルヴェスターと一日中一緒にいると、彼のイレーナに対する優しさが『妹』や、ときに『ペット』に向ける愛おしさに似ていることに気づいてしまう。

　緊張するだけ無駄だと判断すると、睡眠も快適に貪れるようになる。

　そして一か月が過ぎるころには、イレーナはジルヴェスターとの生活に充分すぎるほど順応していたのだ。
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「ふむ」

　ジルヴェスターが唸った。

　そんな彼の向かい側に座っているイレーナは、項垂れている。

（一か月が、こんなにあっという間だなんて）

　今日の午後から、ジルヴェスターは休暇を取っていた仕事に復帰する。魔術薬学の講義があるらしく、昨日はイレーナも講義に使う映写魔具の準備を手伝った。

　教授として復帰することは、決まっていたことなので何も問題ない。

　ジルヴェスターが唸ったのは、一か月が経つにも関わらず、イレーナの魔力制御に関する進歩が全くみられないことに対してだ。

「ごめんなさい」

　謝罪をすると、ジルヴェスターがハッと顔をあげた。

「きみはよくやっている。謝る必要はない」

「でも、私がもっとうまくできたら、腕輪もあんなに使わずに済んだのに」

　ハイルデンから購入した魔具を、一体いくつ使い捨てただろう。最初の十個はあっという間になくなり、その後の数を考えると、消費したのは百個どころではない。

「イレーナ、魔術は常に模索だ。最初から一か月単位で様子を見る予定でいたので、これから徐々に特訓内容を変更していこうと考えている。それに、まったく成果がないわけでもない」

　ジルヴェスターは、手元に重ねてあった紙をイレーナに手渡した。そこには、イレーナが一日で使用した魔具の個数と白く変色するまでの時間が克明に記されていた。

「ずっと、三時間です。……短くなってはいません」

「そうだ。徐々に表出現象が進行していたにも関わらず、この一か月は悪化が認められないんだ」

　イレーナは勢いよく顔をあげたあと、もう一度ジルヴェスターの記録を見た。

「……本当だわ」

「なんらかの抑制がかかっているのだろう。暴走の拡大が止まったことは大きい。特訓の成果が出ているのか、それとも他に理由があるのか、調べていこう」

　ジルヴェスターは机に並べた資料のうちの一つをばさりと広げ、机に頬杖をついた。

「アンジェリッタの記録を確認する限り、女性魔術師と男性魔術師に大きな違いは見られないはずなんだ。潜在魔力が膨大であることが、そもそもの原因なのか？　それともアンジェリッタが残した記録の解釈を間違えているのか？」

　アンジェリッタとは、史上二人目に記録されている女性魔術師だ。

　女性魔術師は不吉だという印象を確立させたアンジェリッタだが、稀代の魔術師として優れた才能があったことは間違いない。

　魔術師の間では、現代魔術の先駆者とされており、今尚アンジェリッタの編み出した魔術の数々は、現代魔術のなかに生きている。彼女がいなければ、二百年は魔術の発展が遅れていたと言われるほどだ。

　ジルヴェスターが持っている資料は、そのアンジェリッタが魔力制御を学んだときの記録だった。

「何かを見落としている気がするんだ。だが、それがなんなのかわからない。アンジェリッタと私の違いはなんだ？　女性魔術師ゆえに異なる部分はどこにある？」

　ジルヴェスターは、思考に沈むとき自問を口に出す癖がある。

　こうなると、しばらく思考の海から戻ってこないので、イレーナは午後の講義に向けて持ち物を最終確認することにした。

　魔術制御の特訓においては芳しくない結果を残しているため、せめて弟子としてジルヴェスターの役にたっておきたいのだ。

　ふと、メインルームに、ちりんと可愛らしい音が響いた。

　来客を示す呼び鈴である。

　昼食の配達だろう、と玄関に向かうと、案の定、大食堂配達員の一人であるジョセフが弁当箱を持って待っていた。

　こうして受け取ることにもすっかり慣れ、イレーナは彼の差し出す伝票にサインをして、弁当箱二つを受け取る。

　ジョセフは、白い歯を見せてニカッと笑った。若さに溢れた眩しい笑顔に、イレーナも笑みを返す。

　彼は、名もない大陸の西にあるというドラ国出身の魔術師見習いで、中部棟に在籍している。配達員は基本的に学生アルバイトなのだが、なかでもジョセフは気さくで話しやすく、配達の僅かな時間を使って、イレーナは彼から様々なことを聞いた。

　魔術学校は『幼部棟』『小部棟』『中部棟』と段階を踏んで学び進み、卒業と同時に魔術師を名乗ることのできる学校である。しかも無償だ。

　中部棟を卒業するまでは魔術師見習いという扱いになるため、魔術師を名乗れるよう、生徒は切磋琢磨して勉強に勤しんでいるという。

　一方の魔術師教育学院は、専門分野に特化した魔術師資格のある者が通う、有償の学院である。

　つまり、ジルヴェスターはプロの魔術師に向けて教鞭をふるう、本当に凄い人なのだ。

「いやぁ、イレーナさんがグラウン先生の助手に来てくださってから、配達がスムーズで助かります」

　ジョセフは「本当に有り難いですよ」と続ける。実際のところは助手ではないのだが、初めて受け取りに出たときの配達員がイレーナを「助手さんですか！」と勝手に勘違いしたのでそのままにしてあった。

　イレーナが苦笑すると、ジョセフははにかんで頭をがしがしと掻いた。

「グラウン先生は根っからの研究者肌なので仕方ないっすね！　それじゃ、次行ってきます」

「頑張ってね」

　玄関ドアをぱたりと閉めてメインルームに戻ると、ジルヴェスターは変わらず考えに耽ったままだ。

　イレーナは出前をテーブルに置き、手早くカトラリーと飲み物を準備する。ジルヴェスターが飲むのは基本的に水であることも、この一か月で知ったことだ。

　用意を終えると、ジルヴェスターに声をかける。

「……ん？　もうそんな時間か」

　テーブルを見て驚いたジルヴェスターに、イレーナは頷く。

「旦那様は、今日の午後から講義でしたね」

「ああ」

　向かい合って座り、弁当をひらく。

（わぁ！）

　今日はサバの味噌煮をメインに、季節野菜の煮物、猪肉の煮凝り、野菜のマリネ、デザートは串にささった団子だ。

　主食はパンか米を指定できるそうだが、ジルヴェスターは『おまかせ』にしているらしく、今日は白米が主食である。

　イレーナは、瞳を煌めかせた。これは、東方にある島国の料理だ。

　魔術師教育学院には、大陸中から名だたる魔術師が魔術を習いにやってくる。大食堂はそんな彼らの郷土料理を取り入れ、日替わりで提供しているのだ。

　イレーナは湧き上がってきた唾液をごくりと飲み込んで、逸る気持ちを抑えながら一つずつ平らげていく。

　食事の途中で、ふとジルヴェスターがイレーナを振り返った。

「念のため、講義中は腕輪の魔具を三つつけておくように」

「わかりました」

「初めて部屋を出て、人の大勢いるところへ出かけることになる。必ず私の目の届くところにいてくれ。そうだな、講義堂の後ろが好ましいだろう」

「私は部屋でお留守番じゃないんですか？」

　驚くイレーナに、ジルヴェスターはむっと眉を顰めた。

「きみを一人にしておくなど危険な真似は出来ない。不安で講義も手につかないだろう」

「……それは困りますね」

　これはイレーナにとって予想外の展開である。

　てっきり、ジルヴェスターの仕事中は部屋にこもり、自主勉強や掃除などをすることになると踏んでいたため、人前にでる準備などしていない。

　早めに食事を食べ終えると、着ていくドレスや髪型をジルヴェスターに尋ね、妻として恥ずかしくない装いに着替えた。

　それなりに淑やかな夫人に見えなくはないが、いかんせん、イレーナは小柄である。若いというよりも幼く見えてしまうので、着るものには気をつけねばならない。

（よし！）

　寝室の姿見で念入りに確認してから、ジルヴェスターにこれでいいか聞きに行った。

　彼はとっくに自分の支度を済ませており、アジルの上に外套を羽織っただけの姿で、イレーナが出てくるのを待ち構えていた。

　ジルヴェスターは、イレーナが自分の目の届かないところに行くことを嫌う。魔力が暴走する危険があるのだから、当然のことだろう。

　だからイレーナは着替えや風呂も含めて、別室で行う必要のあることは、なるべく早く済ませるようにしていた。

　だが今回ばかりは、待たせてしまったようで、イレーナを見たジルヴェスターは、ぎゅっと眉間に皴をよせて口元を引き締めた。

「ごめんなさい、遅くなってしまって」

　イレーナは自分の姿を見下ろした。

　ジルヴェスターの話をもとに選んだモノトーンのドレスは、袖口や胸元の刺繍が上品さを演出する通気性の良いロングスカートだ。若い娘のようにパニエを必要とせず、仕事という落ち着いた現場にはとても合っている。

　長い黒髪は三つ編みにして頭に巻き付けるように固定し、露出した項を隠すように薄手のショールをふんわりと纏っていた。

　靴も、衣装棚に並んでいた黒のパンプスに履き替え、傍に置いてあったメイク道具で、ナチュラル且つ大人っぽく見えるようほんのりと化粧をした。

　場所にあった服装はとても重要である。

　ニコラから学んだお洒落と社会マナーの本で知った常識で判断したのだが、合格点を貰えるだろうか。

　不安で落ち着かないイレーナとは裏腹に、ジルヴェスターはその場で固まったように動かない。

　心配になってきた。

「……あの、駄目、でしたか？」

「いや、とても可愛らしい」

　ジルヴェスターはぽつりと呟いたあと、大きく頷いた。

「すまない、想像以上に可愛らしくて見惚れていた。ああ、とてもいいな。普段より大人っぽくて、可愛い。うむ、可愛い」

「可愛いってそんなに言わないでください、もういい歳なんです私」

　ささやかな反発はジルヴェスターには届かないようで、可愛い可愛いと呟きながら、講義に使う魔具が入った鞄を肩にかけると、イレーナを連れて部屋を出た。







　学院校舎の二階にある講義堂は、とてつもなく広かった。

　ゆっくりと観察したいのを堪えて、イレーナはジルヴェスターの映写魔具の設置を手伝ったあと、講義堂の一番後ろへ移動する。

　講義堂は奥行きのある長方形の部屋で、段々畑のように後ろへいくほど座席が高い位置に置かれている。後ろの席でも、檀上の講師が見える仕組みのようだ。

（……広すぎない？）

　そして、人が多すぎる。

　ジルヴェスターの講義は人気らしいとジョセフに聞いていたが、まさか講義堂が一千人近く収容できるほど広々としているとは思わなかった。

　三人掛け席が四列にわけて並び、見渡す限り満席である。数万人に一人の魔術師が、おおよそ千人もいるのだから圧巻だ。

　なのに、受講者はまだ講義堂に入ってくる。明らかに席が足りないのに、どうするのだろうか。

　一番後ろで壁の花になりながら、壇上のジルヴェスターを見た。

（確かに視界には入ってるかもしれないけど、物凄く遠いわね）

　ジルヴェスターの姿が、小指の半分くらいの大きさしかない。イレーナは袖のうえから魔具の腕輪をぎゅっと握り締めた。

　一か月間、ジルヴェスターの傍で過ごす日々はとても安心できた。

　ジルヴェスターは、噂に聞く貴族特有の偉そうな態度をあらわすこともないしイレーナの僅かな変化にも敏感に反応して、身体に異常が起きていないか確認してくれる。

　二人きりの部屋は閉鎖的で単調だったが、イレーナがジルヴェスターの偉大さを理解し、彼を信用するには充分だった。

（大丈夫。何も起こらないわ。もし、私が魔力を暴走させそうになっても、旦那様が見ていて下さるもの）

　自分に言い聞かせて、そっと手首から手を離した。

「お姉さん、こっち」

　つんつん、と裾を引っ張られて振り返ると、ぼさっとした茶髪の、黒縁眼鏡をつけた二十代前半ほどの歳の青年がにっこり微笑んでいた。

「ここ、どうぞ」

　青年は、最後列の机に置いてあった教材を退けて、イレーナを促した。

「座るといいよ。講義は二時間もあるから、立ってると疲れるし」

「でも、私は……」

　青年はこそっと声を潜めて「これは僕のためでもあるんだ」と言った。

「それってどういうこと？」

「きみ、グラウン教授と一緒にきたでしょ？　ここできみに恩を売っておけば、教授に気に入って貰えるかもしれないじゃないか」

　あまりにあけすけな言い分に、イレーナは驚きを通り越して呆れた。

（素直というか、強かというか）

　唖然としていると、青年がイレーナの腕を引いて椅子に座らせ、青年は一段前の席に座る。後ろを振り返るように机に身体を乗り出して、イレーナを見上げた。

「僕はフライ。この席、友達に頼まれて取ってたんだけど、出席できなくなったって連絡があってさ。だから、その席はお姉さんに譲るよ。特別にね！」

　にっこり微笑むフライの茶目っ気たっぷりな仕草に、イレーナはつられて笑った。

「ありがとう、フライさん。ありがたく座らせて貰うわ」

「うんうん、素直なのはいいことだよ」

　フライはそう言うと、ずいっと机に身体を乗り出した。彼の瞳が、好奇心でキラキラしている。

（これは、何か聞かれそう）

　そんな予感に怯んでいると。

「で、お姉さんと教授ってどんな関係？」

（やっぱり聞かれた!!）

　ここへ来る途中、人々に注目されていると気づいた時点でジルヴェスターに聞いておけばよかった。ジルヴェスターとイレーナの関係について聞かれた場合、なんと答えればよいのかと。

（でもでも、あのときは私じゃなくて旦那様が注目されてるって思ってたし）

　それに、聞かれるかもしれないことを、あえてジルヴェスターに聞くのは、なんだか自意識過剰な気もした。

　イレーナが返事に困惑していると、フライが口の端をつり上げて笑った。

「僕だけじゃなくて、皆、グラウン教授が女性を連れて講義堂に入ってきたときから、きみが気になってるんだ。ね、そっちの知らない人」

　フライがイレーナの隣に座っていた男に聞いた。

　三十歳前後に見えるその男は、イレーナと目が合うとなぜか頬を染め、露骨に咳払いをする。

「勿論だ。グラウン教授が女性を伴うなど初めてのことだからな」

　男がざっと周囲を見渡す。つられて周りを見ると、ちらほらとイレーナに視線を向けてくる者がいた。

「ほらね？　教授は最低限のことしか話さないからさ。一か月間の長期休暇も、体調不良じゃないかって噂が飛び交ってたし。僕はグラウン教授の研究室に入ってるから、教授が無事なのは知ってたけど」

　ガタンと隣の男──さきほど咳ばらいをした──が音をたてた。

「きみ、グラウン教授の研究室に入っているのか！」

　声を聞いた近くの人たちが、驚きと羨望のまなざしをフライに向ける。イレーナは首を傾げた。

「研究室……？」

　フライが、「うん」と頷く。

「教授がされてる魔術薬の研究だよ。その助手や補佐をするメンバーは、魔術教育学院の学生から選ばれるんだ。専門分野に特化した経験を積めるから、希望者が殺到するってわけ」

　なるほど、とイレーナが頷くと、フライがにんまりと口の端をつり上げる。

「で、お姉さんの名前は？」

「イレーナよ」

「イレーナさんね。ねぇ、教授とどういう関係なの？　妹はいないはずだし、助手？　親戚？」

　さらに身体を乗り出してきたフライが机に手をつくと、その手の薬指に、きらりと光る指輪が嵌まっていることに気づいた。イレーナが気づいたことにフライも気づいたようで、彼は頬を緩めて指輪を見せた。

「昨年結婚したんだ。今、新婚ほやほやでさ」

「素敵ね」

「もうすぐ子どもも生まれるし、たくさん稼がないとね。だから、魔術師として知識を深めたいし、ツテも作りたい」

「それで、私にぐいぐいきてるの？　グラウン教授と接点を多く持つために？」

「そう」

　ここまで堂々と本音を語られたら、逆に清々しい。

　それに、新婚だと言ったとき、フライは心の底から幸せそうな笑みを浮かべたことに、好感がもてた。

　微笑ましく思ったとき、イレーナたちに影が落ちた。いつの間にか、周囲がしんと静まりかえっている。

　イレーナが恐る恐る顔をあげると、しかめっ面のジルヴェスターが立っていた。

（ひっ、いつの間に！）

　とっさに講義堂の前方に視線を向けるけれど、当然、教壇にジルヴェスターの姿はない。

　固まっているイレーナを軽く睨んだあと、ジルヴェスターがフライを見て言った。

「近い、離れろ」

「お久しぶりです、教授！　お元気そうでよかったですよ」

　フライは萎縮することもなく、微笑みながらそっとイレーナから距離を取る。黒縁眼鏡の奥の瞳が、面白そうに歪んでいた。

「こちらのお姉さんは、教授の助手ですか？　それとも彼女、とか？」

「妻だ」

　ジルヴェスターは、きっぱりと言った。

　むしろはっきりし過ぎていて、周りが理解に困るほどだ。

　フライまでぽかんとした数秒の静寂のあと、受講生たちの驚きの声で講義堂が揺れた。

「妻!?　妻っておっしゃったのか？」

「あの人間嫌いのグラウン教授が、嘘だろ!?」

「数多の美女を袖にしてきた教授が、ついにご結婚されたのか！」

　騒ぎは、徐々に小さくなる。

　彼らは、空気がピリピリと張り詰めていることに気づいたのだ。フライを睨むジルヴェスターが明らかに不機嫌で、周囲の人々は息を潜めて見守っていた。

　再び降りた重すぎる沈黙を破ったのは、にっこり微笑んだフライだった。

「奥様だったんですね、ご結婚おめでとうございます。研究室のメンバーにも声をかけて、盛大にお祝いしましょう」

「結構だ」

「またまた、照れちゃって」

「お前の軽薄さは美徳でもあるが、妻には近づくな」

「……僕、軽薄って思われてたんですか。でも、わかりました！　教授ったら、嫉妬深いんですから。奥様をめちゃくちゃ愛しておられるんですね」

　ぴく、とジルヴェスターの身体が震える。美しい顔をこれ以上ないほど顰めた彼は、次の瞬間、踵を返して教壇へ戻って行った。

　そんなジルヴェスターを、フライは微笑みながら見送っている。

「きみは大物だな」

　隣の席の男が、フライに向かって言った。

「グラウン教授に、軽口を叩ける者なんてそうそういないぞ」

「よく言われます。でも、そのおかげでグラウン教授に名前と顔を覚えて貰えたんで、結果オーライですよ。それにしても、まさか教授が結婚したなんて驚いたなぁ」

　フライが、イレーナに視線を戻した。

　ジルヴェスターに言われた通り、イレーナからやや距離を取っている。

「つまり教授がどんな女性も相手にしてこなかったのは、イレーナさんっていう恋人がいたからだったのか」

　フライはそう言って納得しているが、イレーナは心のなかで否定した。ジルヴェスターがイレーナの存在を知ったのは、つい最近なのだから。

「さて」

　壇上のジルヴェスターが、音声拡張の魔具を通して言った。

　静寂が訪れて、階段まで埋め尽くす人々の視線が、ジルヴェスターに向く。フライもいつの間にか姿勢を正して前を向き、右手はノートを取るためにペンを握り締めていた。

　静謐な雰囲気のなか、ジルヴェスターが映写魔具を動かす。

　ぱっ、と正面の壁に文字が映し出された途端、ジルヴェスターはそれまで浮かべていた社交辞令の笑みを消した。

「──これより、魔術薬学の講義を始める。此度の講義内容は『魔術薬学における五大元素と科学の関係について』を掘り下げ、術式実験を用いた場合に適した素材融合の見解を話そうと思う」

　真剣かつ真摯な表情で、淀みなく明瞭に講義を進めるジルヴェスターは威風堂々としており、イレーナがこれまで見たことのない顔をしていた。

　講義は全力疾走ともいえる速さで進んでいく。聞き逃すまいとする受講生たちの鬼気迫る姿からも、講義のレベルの高さがわかった。

　ジルヴェスターが突然遠い人になったように感じたが、これこそ、ジルヴェスターの本来の姿なのだろう。

　イレーナの知らない言葉を羅列し、話しながら器用に映写魔具を操るジルヴェスターは、噂に違わない『最高位の魔術師』である。

　イレーナには、ジルヴェスターの講義が理解できない。時折、彼の部屋にあった本に出てきた単語が語られるが、次に知らない単語が出た瞬間、やはりそれらは理解できない言葉になってしまうのだ。

　そう思う一方で、ジルヴェスターが『導き手』である限り、必ず魔力の制御が出来るようになる、という強い確信がもてた。

（私だけ、場違いだわ）

　しかしジルヴェスターの長期休暇は終わったので、今後は、イレーナにばかり時間を取らせるわけにはいかない。

　イレーナは、早く魔力の制御を覚えないといけないわね、と意欲を燃やした。

（……あら？）

　ふと、フライの背中に、ぼんやりとした霞がかかっていることに気づいた。

　真っ白いそれは、目を凝らすと濃くなっていき、生き物のように動き始める。靄だと思っていたそれは、半透明な大蛇の姿になった。

　深い森にある村で育ったイレーナでも、見たことのない種類の大蛇だ。目を凝らすとさらにくっきりとしてきて、鱗がびっしりとついた濃茶の身体とちろちろと動く赤い舌まで明確に見ることが出来る。

　このような場に大蛇がいることも、その姿が半透明であることもおかしいはずなのに、イレーナはそれを当たり前のように受け止めていた。

　そんな自分がおかしいことにも気づかずに、フライの身体に巻き付いた大蛇がイレーナのほうへつぶらな瞳を向けてくると、その愛らしさに微笑む。

（この子と、仲良くなれるかしら）

　イレーナの考えが伝わったのか、大蛇が頷くようにぺこりと頭をさげた。

（まぁ！　なんて愛らしい……え？）

　視界に奇妙な霞がかかったと思ったら、斜め前の人の背中には半透明な猿がいることに気づいた。さらに隣の人は、身体が透けたインコを肩に乗せている。

　やっと、自分が見えているものに違和感を覚えたイレーナは、講義堂全体を見渡した。

　驚いたことに、どの受講生も必ず一体、半透明な生き物を連れている。

　見た目に関しては、奇抜な色をしていたり、架空の生き物だったり、現存する個体より遥かに大きかったりと様々だ。

　ほとんどの生き物は半透明だが、大蛇のようにくっきりとした輪郭を持つ生き物もいることに気づいた。

（これが普通なのかしら）

　イレーナにとっては、魔術そのものが未知のものだ。何が『当たり前』で『不思議なこと』なのか判断できない。

　半透明の生き物はいったい何なのかあとでジルヴェスターに尋ねてみることに決めた。







　休憩時間なしで二時間の講義が終わると、階段に座っていた受講生が移動する流れに乗って、イレーナはジルヴェスターのもとへ戻った。

　熱弁したためだろう。ジルヴェスターの額には、ぽつぽつと汗の玉が見られる。

　イレーナが水筒から水をついで渡すと、ジルヴェスターは「ありがとう」と言って水を飲み干した。

「ふぅ……講義、退屈だっただろう？」

「退屈ってことはありませんでしたけど、私にはまだ早かったみたいです。でも、いずれわかるようになって見せますよ！」

「きみは物覚えがいいから、すぐに覚えるだろう。もっとも、知識として理解していることと、実践として魔術を用いた生成が出来るかは別だが」

　やってみせます、と言いかけて、慌てて口をつぐんだ。

　イレーナはまだ魔力の制御が出来ていない。今の状態で、周囲の人々にイレーナが女性魔術師だと知られることはまずい気がしたのだ。

　いずれ知れることだろうが、自分から広める必要はない。

「あ、私、映写魔具を片付けますね」

「頼む」

　教壇からやや離れたところに設置してある映写魔具の本体を手際よく片付けていると、ふいに声をかけられた。

　顔をあげると、いつの間にかイレーナの周囲に人だかりができている。

　声をかけてきたのは、見覚えのない壮年の男性だった。瞳がきらきらと好奇心で輝いている。たくさんのお菓子を目の前にした子どもみたいだ。

「グラウン教授の奥方というのは、本当ですかな？」

　純粋な好奇心で聞かれたせいで、つい、「はい」と頷いてしまった。

　他に返事のしようもないのだが、この一言がきっかけになって、イレーナを囲んでいた人々が興奮するのがわかる。

　僅かな間のあと、人々がイレーナに詰め寄ってきた。

「まさか、嘘でしょう？　妹殿ではないのですか？」

「いいや、グラウン教授に妹などおらん」

「弟殿がおられるはずです、その嫁という可能性も──」

「おお、可愛いお嫁さんじゃなぁ」

「ねぇ、グラウン夫人。お二人は恋愛結婚なんですか？」

「夫人、名前はなんていうんですか？」

（ひっ！）

　矢継ぎ早に質問されて、イレーナはその場で固まる。

（ど、どうすればいいの？　旦那様の妻として正しい振る舞いって何!?）

　このまま無視をしたらお高くとまっているように見られかねない。差し障りない返事をしようと、とりあえず名前を名乗ることにした。

「名前は、イレーナです」

「イレーナさんですね、素敵な名前だ」

「グラウン教授の奥様の名前、イレーナさんって言うんだって！」

　ぎゅうぎゅうと押し寄せる人々を前にどうすることも出来ずにいると、ふいに腕を引っ張られた。

　大人の男性に囲まれるという人生初の経験にすっかり怯えていたイレーナは、自分を助けてくれたジルヴェスターの後ろに隠れようとして──相手が、ジルヴェスターではないことに気づく。

　ジルヴェスターは受講生の男から質問を受けていたらしくやや遅れて、引っ張り出されたイレーナのもとへ駆けつけた。

「助かったフライ。感謝する」

　イレーナを助けてくれたのはフライだった。

　しかし、様子がおかしい。

　講義前に会話を交わしたときとは違い、うっとりと熱のこもった眼差しをイレーナに向けている。

　少なくとも、ぱっと見た感じはそのような印象を受けるだろう。

　だがイレーナには、フライの熱っぽい瞳の奥が、仄暗く濁っているように見えた。

　どうしたんですか、と喉まで出かかった言葉は、フライの身体を這い昇ってくる大蛇に気づいた瞬間、飲み込む。

　半透明な生き物たちは、いつの間にか講義の最中に見えなくなっていたのだ。見間違いだったのかもしれない、と思うほどに、綺麗さっぱりと。

　なのに今、再びフライの身体には大蛇が巻きついており、イレーナをじっと見据えている。ザッと講義堂に視線を滑らせるけれど、ほかの半透明な生き物たちは、やはりどこにもいなかった。

　突然、フライはイレーナの手を取ったまま、勢いよく床に膝をついた。

（え？）

　フライが甘く微笑み、なんともいえない気まずい空気が流れ始める。その間も、イレーナの視線は、ちろちろと動く大蛇の赤い舌に釘付けだった。

　大蛇が、イレーナの手の甲に頭をすり付ける。

「イレーナさん。僕を、あなたの恋人にして貰えませんか？　僕も、あなたと仲良くしたいんです」

　フライが言った。

　いや、フライが言ったはずだ。

　なのにイレーナは、大蛇が喋ったように感じてしまった。

　大蛇はにんまりと目を細めると、フライがイレーナの手の甲に口づけると同時に、赤い舌でイレーナの手を舐める。

　そもそもフライは新婚だし、それを抜きにしてもフライの態度はおかしい。

　──『この子と、仲良くなれるかしら』

　ついさっき、大蛇を見てそんなことを願ったことを思い出して、ぞくりとした。

　静まり返った講義堂で、人々の視線が突き刺さる。イレーナに、そして恐らくジルヴェスターにも。

　皆の注目を受けていることに気づいたイレーナは、ハッと我に返って、フライから手を引いた。

「──妻の具合が悪いようだ、先に失礼する」

　ジルヴェスターが、低く呟いた。

　地を這うような絶対零度の声音に、イレーナは大きく身体を震わせる。

　ジルヴェスターはイレーナを強引に抱き抱えると、教材もそのままに講義堂を出たのだった。







　急ぎ自室に戻ってくると、ジルヴェスターはイレーナをカウチに下ろした。

　ジルヴェスターが発する気配が恐ろしく、ピリッとした空気に呼吸をするのも苦しくなる。

　いつも温和なジルヴェスターから想像できない姿に、イレーナはドレスの裾をぎゅっと握りしめた。

（何があったのか説明しないと！　じゃないと、旦那様にも、フライさんにも、迷惑がかかるわ）

　沈黙が苦しくなって『何か言わないと』と口を開いた瞬間、呼び鈴が鳴った。

　立ち上がろうとしたイレーナを制して、ジルヴェスターが来客の対応に向かう。

　出鼻をくじかれて、イレーナは深くカウチに座り込んだ。

（……焦ってはだめよ。ちゃんと、説明の仕方を決めてから話さないと）

　来客のおかげで正常な思考を取り戻したイレーナは、落ち着いて、さきほどのことを考えることにした。

　もっとも気になるのは、あの大蛇だ。

　半透明な生き物の存在は、魔術師のあいだでは普通に見えているのだろうか。

　最後にフライが言った言葉も、引っかかっていた。彼は、「僕もあなたと仲良くなりたい」と言った。

　それは、イレーナが心のなかで大蛇に呟いた『仲良くなれるかしら』という言葉の返事にも取れる。

　何が起きたのか、ジルヴェスターに報告したほうがいいだろう。

　戻ってきたジルヴェスターは、講義堂に置きっぱなしだった教材を抱えていた。どうやら、誰かが届けてくれたらしい。

「あの、旦那様。さきほどのことを説明させてください」

「説明？」

　不機嫌を隠しもしない声に、イレーナは身体を強張らせた。

（やっぱり、怒ってらっしゃる？）

　露骨に軽蔑した目を向けられて、イレーナは身を小さくする。

　よくよく考えれば、彼の怒りも当然だろう。大衆の前で、彼の研究員がイレーナに告白したのだ。ジルヴェスターにとっては、とんでもない醜聞になるのではないだろうか。

　ここまで彼を怒らせてしまったことに胸を痛めていると、ジルヴェスターが露骨にため息をついた。

「きみが男たちにちやほやされていた件についてならば、見たままだと解釈したが」

「え？　え、あ、あの……え？」

　イレーナは困惑した。

　ちやほやされた覚えなどないのだ。

　ジルヴェスターは憮然とした表情になると、イレーナをじとっと睨みつけた。

「随分と楽しそうに話していたように見えたが？　まったく、フライには失望した。次の研究で絞めたあと、研究所から、いや、私の受け持つ科目すべてから追放だ」

「絞めないであげて！　あれには事情があるんです、フライさんは何も悪くありませんから！」

　青い顔で悲鳴をあげたイレーナに、ジルヴェスターは目尻をつり上げる。

「もう名前で呼ぶ仲なのか！　随分と手が早いものだ！」

「手が早いって……名前くらい呼んでもいいじゃないですか！」

　理不尽なジルヴェスターの言葉にむっとして、咄嗟に言い返してしまう。

　しまった、と慌てて口を押さえるが、遅かった。

　ジルヴェスターの顔は蒼白になっており、怒りが増したのは確実である。

「あの、私──」

「イレーナは、私の名前だけ呼べばいい！」

　怒鳴りつけられて、イレーナはその場で固まってしまう。

　恐怖で、ではない。

　ジルヴェスターの言葉が、想定外過ぎたためだ。

（名前？）

　イレーナは、以前にカフェに来ていたカップルが名前を呼ぶ云々に関して話していたことを思い出した。

　いわゆる所有欲というやつだ。

　形だけとはいえ、自分の妻であるイレーナを他人にいいようにされるのは、プライドが許さないのだろう。

　つい反発してしまった自分を反省した。

「ごめんなさい」

「それは、どういう意味の謝罪だ」

「……旦那様の立場も考えずに言い返してしまって、ごめんなさい」

「ならば今後、ほかの男の名を呼ぶな。私の妻になったのだから、ほかの男からはグラウン夫人と呼ばれるように」

「…………はい」

　素直に頷くと、ジルヴェスターの表情が和らいだ。だがすぐに、戸惑ったように眉をさげた。

「そ、それで。説明とは、なんのことだ。話くらいは聞こう」

　ジルヴェスターは深呼吸をして、持っていた荷物を執務机に置いた。イレーナは魔具の確認を始めるジルヴェスターの傍へ寄り、どこから話し始めるべきか悩んだ末に、結論から言った。

「もしかしたら、フライさんは──」

「シュナイダーだ」

「……え？」

「彼の名前は、フライ・シュナイダーという。名字で呼ぶように」

「あっ、ごめんなさい」

　注意されたばかりなのに、名前で呼んでしまった己を反省する。

　イレーナは気を取り直して、ぐっと顔をあげるとはっきりと言う。

「シュナイダーさんは、私の望みを叶えるためにあのような行動を取ったのかもしれません」

　ガシャン。

　ジルヴェスターの手から映写魔具が滑って落ち、部品が欠けた。

　ひっ、と青くなったイレーナは、慌てて落ちた魔具を拾い上げる。

「あ、あ、あ、あのっ、こ、このレンズ部分が、取れて、こっちには大きな傷が」

「そんなことはどうでもいい！　望みとはなんだ？　講義前に雑談していたようだが、その短期間に愛を育んだのか？」

「違います！　私もシュナイダーさんも、そんなことするはずないじゃないですか！」

　再び低い声になってしまったジルヴェスターに、イレーナはしどろもどろになりながら、さきほど講義中に起きたことを説明した。

　最初こそ怒りに目をつり上げていたジルヴェスターだったが、イレーナが半透明の生き物を見たといった時点で真顔になり、話を聞きながら執務机を指でコツコツと叩き始めた。

　すべてを聞き終えたジルヴェスターはイレーナをカウチに座らせると、自らも隣に座った。

「イレーナ。まず、私たち魔術師には、きみが見たという半透明の生き物など、見えない」

「確かにいました。嘘じゃありません」

「わかっている。きみが言った大蛇という言葉で確信した。フライの身体には大蛇が巻き付いていたんだな？」

　頷くと、ジルヴェスターは続ける。

「それはおそらく、フライの魔力だ」

　イレーナは、ジルヴェスターの言葉の意味がわかりかねた。

（魔力って、自分の内側にあった靄みたいなやつよね）

　少なくともイレーナの魔力は、巨大な靄のような姿をしていた。

「もし、なんらかの理由で私がフライさんの魔力が見えたのだとしたら……講義堂にいたほかの生き物も、魔術師様方の魔力ってことですよね？」

「そうなるな」

「おかしくありませんか？　講義堂にいた魔術師様の魔力がすべて生き物の姿をしてるなんて、そんな偶然があるんでしょうか」

　勢いよくジルヴェスターが顔を上げて、イレーナを見た。

「待て、どういうことだ？　生き物ではない姿の魔力があるというのか」

「……え？　だ、だって、私のなかにあるのは……」

　では、あの靄は魔力ではなかったのか。混乱するイレーナは、突然立ち上がったジルヴェスターにびくりと驚いた。

「イレーナ。フライが以前、己の魔力が大蛇の姿をしていると言っていたんだ」

「では、やっぱりあの大蛇は、シュナイダーさんの魔力なんですね。でも、どうして、私……」

「私の魔力が見えるか？」

　イレーナは「やってみます」と言ってから、講義中にしていたように目を凝らした。すぐにジルヴェスターの背後に霞が見え始め、それが薄い青色をした巨大な鳥の姿に変わる。

　ジルヴェスターの身長を超えるほど大きな鳥は、美しく煌めく羽を嘴で整えていた。

「とても綺麗な、青い大きな鳥です」

「正解だ」

　ジルヴェスターは盛大なため息をつく。その瞬間、彼の背後にいた大きな鳥は揺らめき、空気に溶けるように消えていった。

「なんということだ。根本的な部分で、私は思い違いをしていたんだ」

　ジルヴェスターは立ち上がると部屋のなかをぐるぐると歩き回る。

「きみの内側にある魔力は、すぐには無理でも、時間をかければきみの命令に従いそうか？」

「いいえ。声そのものが届いていないような感覚でした」

「やはりか」

　ジルヴェスターは唸ると、考えを纏めるように、淡々と続けた。

「きみは、大蛇に向かって『仲良くなりたい』と思った。講義が終わると、フライが奇行を始めた。多少ぶっ飛んでいるが、まるできみの願いをフライが叶えようとしたようにも思える。何より、イレーナにはフライの様子がおかしく映っていた。……フライのほうが、大蛇に操られていたのか？　いや、そもそも大蛇はイレーナの願いを叶えようとしたのか？」

　ジルヴェスターはカウチに戻ってくると、がしがしと頭を掻く。銀の髪が乱れて指に絡まったらしく、苛立たしげに髪を結んでいた紐を解いた。

　さらりと長い髪が背中に垂れて、ジルヴェスターは前髪を掻き上げた。

「本当に探さなければならなかったのは、アンジェリッタと私たち魔術師の違いではなく、アンジェリッタとイレーナの違いだったんだ」

　イレーナは、この一か月の間に読んだアンジェリッタの記録を思い返した。彼女は道を誤ったが、実に優れた魔術師で、現代魔術の基礎を築いたとさえ言われている。

　そんな凄い魔術師との違いと言われても、違いばかりで同じ部分を見つけるほうが難しいではないか。

　眉間に深いしわを刻んで考え込むイレーナは、隣で「ふっ」と笑う声がして振り返った。

「なんて顔をしてるんだ。可愛いぞ」

「……揶揄わないでくださいよ、考えてるんです。違いってなんでしょうか？」

「簡単なことだ。アンジェリッタは──その前の女性魔術師もだが──成人してから魔力の前兆が現れて、その後、魔術学校で我々と同じように魔力の制御を学んだ。しかしイレーナ。きみには、魔力の前兆が起きなかったんだろう？　魔力の表出さえも、成人になる十八歳を三年も過ぎた今になって起こっている」

「そうです。てっきり、魔力の前兆に気づかないまま、じわじわと三年かけて表出に至ったのかと思ってました」

「私もだ」

　ジルヴェスターは一度言葉を切って、イレーナをじっくりと見たあと口を開いた。

「きみの内側にある魔力は、もしかして『樹木』か？」

「……そう言われると、すとんと納得できます。見た目は大きな靄の塊なんですけど、身体の深いところまで根付いていて、全身に深く蔓延はびこっているような感覚なんです」

「それを古代の者は『樹木』と表現したわけか」

「古代？」

　イレーナは、目をぱちくりとさせる。

　ジルヴェスターは本棚に行くと、奥から古く色あせた本を持ってきた。古人の手記らしく、文字が滲んでいるうえに、現代で使われている大陸語ではない。

「これは二千年前に現存したとされる『ドルイド』の手記を、魔術師が書き写し、保存の魔術をかけたものだ。ここに書いてあるのは、二千年前の文字ということになる」

「ドルイドって本当に存在したんですか!?」

　ドルイドとは、自然界の力を借りて魔術を扱う者たちのことだ。

　現代魔術とは全く異なる魔術を扱い、彼らは自分たちを『森の民』と呼んで、潜在魔力という概念を持たず、無尽蔵に魔術を使ったという。

　ジルヴェスターの本棚にある歴史書のほとんどにその名前が出てくるが、決まって『誇張して伝わった存在しない者たち』とされていた。

「私たちが扱う魔術は現代に確立されたもので、今後も人の手で発展していくだろうものに過ぎない」

「あの、まさか……」

「きみは、ドルイドかもしれない」

　あまりに荒唐無稽な話に、イレーナは何も言えなかった。

　だが、ジルヴェスターが根拠なくこんな話をするとも思えない。

「彼らは自然のなかでしか生きてゆけず、自然界から離れると体内の魔力が暴走を始めるという。まさにきみじゃないか」

「……ドルイドって女性魔術師のことだったんですか？」

「違う。女性魔術師とドルイドは別物だ。その証拠に、アンジェリッタたちが扱う魔術は我らと大差なく、潜在魔力が大きいこと以外に変わったところはない」

「じゃあ私は……？」

「きみは、女性魔術師だ。そしてドルイドでもある」

　イレーナは口を開いて──閉じた。

　何と言えばいいのか、わからない。

　ジルヴェスターは、静かに長い息をつく。

「ドルイドの魔力は生まれ持ってのもので、彼らは生まれ落ちて呼吸を覚えるのと一緒に、自然界に漂う魔力の扱いを覚えるらしい」

「待ってください。確かに十九歳までは、自然の多い村で暮らしていましたけど、その間、何も起きませんでした」

「それはきみが、平穏を望んだからだ。よく思い出せ。平穏の合間に、奇妙なことは起きなかったか？　当たり前すぎてきみ自身気づいていないかもしれないが、今振り返るとおかしいと思えることはなかったか。……そうだな。たとえば、森のなかで迷子になってもすぐに帰れたり、自然の恵みを多く手に入れることが出来たり」

　それは、と呟いたきり、イレーナは黙りこんでしまう。

　確かにイレーナは、病弱な母を見るたびに、たとえ何の変哲もない日々であってもいいから、毎日が穏やかに過ぎてほしいと思った。

　子どもは行ってはいけないと言われた森に入っても迷わず帰れたし、険しい山を歩いても怪我一つ負わなかった。

　今思い返せば、奇妙なことだ。

　当時の幼いイレーナが複雑な山道など覚えているはずもなく、行きも帰りも、まるで木々が案内してくれるようにイレーナを導いてくれていたのだ。だから、迷うことなく、怪我もしなかった。

　ジルヴェスターの言うように、自然の恵みに関してもそうだ。村の皆と森へ食料探しに行くとき、いつもイレーナは一番たくさん食料を収穫していた。

　もしこれらが偶然ではなく、イレーナの魔術師としての力だったとすると。

（もしかして、あの旅商人も……？）

　十年前、当時イレーナが十一歳だった頃。

　ほの暗く深い森のなか、イレーナは行き倒れている旅商人を見つけた。彼に道を案内したそのお礼として魔具『デア・ウンシェ』を貰ったのだ。

　彼を見つけた森は、本来ならば、旅商人などが訪れるはずのない険しく深い森だったし、当時、旅商人本人も「川辺で野宿していたはずなのに、気づいたら森のなかにいた」という、実に珍妙な証言を残している。

　あのときは、道に迷った恥ずかしさを誤魔化す嘘だと思っていたのだが、旅商人の言葉が真実だとすれば、一体誰が旅商人を深い森のなかへ運んだのか。

（……そうよ。あの日、絶対にお母さんが飲める水を見つけようと思って、あちこちを駆け回ったんだわ）

　森に迷わなかったのも、果実をたくさん集めることが出来たのも魔術師としての力だったのなら、旅商人の件も同じではないのか。

　イレーナが『水』を望んだばかりに、清涼飲料水を作る魔具を持っていた旅商人を、自然たちがイレーナに引き合わせたのかもしれない。

　ジルヴェスターが言いたいのはこういった諸々のことだろう。

「ドルイドは圧倒的な力で、ほかの魔術師を従わせることもあったという」

　さっきの、フライの奇行のことだ。

　魔力の制御ができないイレーナが、無意識のうちにフライの魔力を操ってしまった──その可能性は、イレーナがドルイドならば、充分にあるだろう。

　ドルイドと現代の魔術師との大きな違いは、ここにある。ドルイドは自然の力を借りて魔力を使うため、動植物といった命あるものすべてに魔術が作用するのだ。

　一方、現存する魔術師たち──ジルヴェスターを含む魔術学園卒業生たち──は、どれほど優れた魔術師であろうと、命あるものに対しては魔術が効かない。念入りな下準備と莫大な費用、複雑な魔術発動における手順を踏んで、僅かに介入できる場合もあるらしいが、これは禁忌の術とされ、人体への使用を禁じられていた。

「もしきみがドルイドだとすれば、潜在魔力が高いだけの女性魔術師の記録を参考にするよりも、ドルイドにおける魔力制御の特訓をしたほうが有効かもしれないな」

　イレーナは、勢いよく顔をあげた。

「そんなものがあるんですか？」

　ジルヴェスターは頷いて、持っていた古く色あせた本を撫でる。

「ここに、彼らは魔術を扱う際、自然に同調しやすくする術法を用いていたと書いてある。これは、魔力制御のことだ」

　貴重な文献に驚きながら、イレーナは頷く。

「その術法は今でも再現できるんでしょうか」

「自然の中に身を委ねる方法ゆえ、すぐにでもできるだろう」

「自然の……？」

　首を傾げたイレーナに、ジルヴェスターは真面目な顔で言う。

「自然の摂理に身を委ねるということだ。すなわち、男女の営みを示している」
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「そこに、その、ドルイドは魔術を扱うために……え、えっと、男女の営みをしたと、書いてあるんですか？」

　イレーナの質問に、ジルヴェスターは大きく頷いた。

「書物自体は本物だが、元になった手記のほうが本物かどうかは確信がない。とはいえ、内容に一貫性があるうえに、イレーナの証言と一致する部分が散見する。有効性はあると考えていいだろう」

　イレーナの経歴や魔力の表出、その日得た貴重な証言、それらとジルヴェスターが得ている知識を照らし合わせて考察すると、イレーナの持つ魔力は、その他大勢の魔術師とは似て非なるものと考えるのが妥当だ。

　一括りに飲み物と言っても紅茶や水などさまざまあるように、一括りに人間と言っても男性と女性がいるように、魔術にもいろいろな種類があるのではないか。

　そう考えたとき、ドルイドの存在が真っ先に浮かんだのだ。

「ドルイドが扱う魔術は、古いにしえの魔術と呼ばれている。現代魔術とは異なるため、ただ伝承が誇張されたものと言われているのだ。実際に歴史書にあるような、底なしの魔力を得ることはさすがに不可能だろう──イレーナ？」

　いつの間にか自分ばかりが話していることに気づいて、イレーナの顔を覗き込んだ。

　ただでさえ小柄な身体を小さくして、ちょこんと隣に座っている。俯いているため表情は見えないが、耳を赤くして左手の甲の辺りを撫でていた。

（手が何か──）

　はっ、とジルヴェスターは気づく。

　イレーナが撫でているのは、フライが口づけをした場所だ。

　そう思い至った瞬間、絡まった糸を解くように導き出そうとしていた『イレーナの魔力』についての思考が吹っ飛んだ。

　頭で考えるより早くイレーナの左手を掴んでいた。

　自分のほうに引っ張ると、軽々とイレーナの身体はジルヴェスターのほうへ傾く。

　驚いて顔をあげたイレーナは、やはり頬を真っ赤にしていた。

「……顔が赤いが……照れているのか？」

　恐る恐る聞くと、イレーナはますます赤くなってしまう。

　どうしても初めて手紙を貰ったときの拙い字の印象が強く、見目の幼さもあって少女のように思っていた。

　同じ部屋で暮らしてまださほど経っていないとはいえ、こんな『女』のイレーナをジルヴェスターは知らない。

　イレーナはいつだって真剣に魔術を学び、魔力制御も手を抜かずに練習し、ジルヴェスターとの暮らしに馴染もうと献身的だ。

　食事とティータイムの際にする雑談も、話題を出すだけだして広げられないジルヴェスターに代わってイレーナが話を進めてくれる。

　ジルヴェスターを口下手で不愛想な男だと怒ったり苛立ったりすることも、過度に緊張したり不気味に思ったりすることもない。

　ジルヴェスターはすぐに、イレーナとの生活に喜びや楽しさを感じるようになった。

　この一か月、妹のようだとさえ思っていたのだ。

　だが今日、化粧をして着飾ったイレーナを見たとき、激しく焦った。

　これまで可愛らしいと思っていた輪郭や唇、少し垂れた瞳はより一層可愛らしく、ドレスに包まれた腰やふくよかな胸などの曲線は魅惑的で、イレーナが妙齢の女性であることを意識せずにはいられなかった。

　元々、イレーナは可愛い。

　ジルヴェスターにとって大切で、誰にも触らせたくない宝物なのだ。

　だから、講義に向かう道中も、講義堂でも、男たちがジロジロとイレーナを見るのが気に入らなかった。

　講義が終わったとき、真っ先にイレーナが駆けつけてくれたことで油断していたのだろう。

　フライがイレーナの手に口づけて愛を囁いたあと、ジルヴェスターは意のままにならない感情に操られるように、イレーナを無理やり部屋に連れ帰った。

　悔しくて腹立たしくて、なぜこんなふうに理不尽な怒りが湧きあがるのかと悶々としたが、ひどく怯えているイレーナをみて、二度と同じような態度は取らないと決めた。いや、決めたはずだった。

　今では、フライがあんな行動をとった理由も察しているのに、どうしてまた、凶暴な感情が湧き上がってくるのだろう。

「フライは将来有望なうえに、きみと相性がよいらしいからな」

　ジルヴェスターが初めて手の甲に挨拶の口づけをしたときは、ひっと叫んで嫌がったのに、フライから愛の言葉とともに送られた口づけは嬉しいらしい。

　もやもやとした感情をぶつけるように言ったジルヴェスターを振り仰いだイレーナは、大きな黒い瞳をぱちぱちと瞬いた。

　頬の赤みはひいていき、やや首を傾げて頷く。

「どうして今、フラ……シュナイダーさんのことを言うんですか？」

「きみがフライを思い出しているからだ」

　イレーナは眉をひそめた。

「思い出してませんよ」

「いいや、きみは今、フライを思い出していた」

　その証拠に、手の甲をじっと見ていたではないか。そう指摘すればわかりやすいのかもしれないが、どうも、プライドがそれを許さない。

　黙り込んだジルヴェスターに、イレーナはゆっくりと顔をあげた。

「あの、名前で呼んではいけないのは、ドルイドの可能性があるから……ですか？」

「話を逸らすつもりか？　それとも、やはりフライを名前で呼びたいのか？」

「いいえ、そうじゃなくて……！」

　イレーナは焦ったように否定したが、そんな自分を恥じるように深呼吸をすると、気を取り直すように真っ直ぐジルヴェスターを見つめてきた。

「もしも名前で呼ぶことで、相手に不本意な行動をさせてしまうのなら、ジョセフのことも今から名字で呼んだほうがいいかもしれないと──」

「誰だ、そいつは！」

　イレーナの身体が大きく跳ねた。

　なぜこんなに腹立たしいのだろう。狂暴な感情の理由がわからないことで、余計に苛立ちが増す。

　掴んだままの左手から、イレーナの震えが伝わってくる。

　イレーナが怯えていると察したが、手を放すつもりはなかった。

「ジョセフは、食事を届けにきてくれる学生さんです」

　何人か学生バイトの配達員がいるので、あの中の誰かだろう。

　メインルームには防音の魔術をかけてあるため、廊下での会話はここまで聞こえてこない。まさか出前を受け取るだけの時間に、配達の学生と仲良くなっていたとは。

「きみは今後、誰がきても対応する必要はない。私がやる」

「それだと大変です。食事は一日三度、毎日届くんですよ」

「私がやるといっているだろう。そもそもなぜきみは、私のことは『旦那様』と呼ぶのに、ジョセフとかいう男のことは名前で呼ぶ!?　いつの間に仲良くなっている!?　私の妻だろう！」

（なぜ私は、こんなことを言っているのだろう）

　ジルヴェスターの心のなかに冷静な部分があって、その冷静な自分が問いかけてくる。

　イレーナと暮らし始めて一か月、仲良くやってきたつもりだ。呼び方など気にしていなかったし、つい昨日まではむしろ、彼女の可愛い口から『旦那様』と呼ばれることが心地よかった。

　それなのに、今になって無性に悔しいような気がするのだ。フライやジョセフといった男たちを名前で呼んだところで何が変わるわけでもないのに、呼び方まで指図するのはいくらなんでもやりすぎだ。

（私は何がしたいんだ）

　自分自身の感情がわからず、ジルヴェスターは気まずい思いをしながら視線をあげた。

　イレーナが、ぽかんと口をひらいている。半開きのだらしない表情のはずなのに、なぜイレーナがするとこんなに愛くるしいのか。

　イレーナはジルヴェスターの瞳を真っ直ぐに見上げて、ぽつぽつと呟いた。

「それは、あの……所有欲ですか？」

　様子を窺うように呟かれた言葉に、今度はジルヴェスターが呆然とした。

「ショユウヨク？　所有欲？　……私が？」

「はい。その……嫉妬？　のようなものかなって、思ってしまって……すみません、勘違いでした」

　イレーナの言葉に、ジルヴェスターは頬を平手打ちされたような衝撃を受けた。

（……所有欲……嫉妬……）

　荒れ狂っていた気持ちが凪いでいく。

　これまで抱いたことのない感情だったためわからなかったが、これが嫉妬という類の感情ならば、すべて説明がつく。

　大切にしている本に触れられたり、鞄を勝手に開かれたり、部屋に侵入されたり、そういったことをされたら腹が立つのと同じ理屈なのだ。

（確かに、イレーナは私の妻なのだから、所有欲を抱いてもおかしくない。つまり私は、自尊心を守りたいだけなのだ）

　そういうことか、と自分が抱いた未知の感情に納得したが、次の瞬間、絶望的な気分に襲われた。

　イレーナは確かに妻だが、形だけのものに過ぎないことはジルヴェスターもよく理解している。

　魔術師の貴族夫婦に離婚が許されないのは、魔術師同士の家督争いで災いを大きくしないためだ。過去の陰惨な歴史を鑑みて定められた法で、ひらたく言えば世継ぎの明確化が目的といえるだろう。

　イレーナとの結婚は、その法を利用したに過ぎない。

　いわば契約結婚のようなものなのに、ジルヴェスターの自尊心のために呼び方まで強制するのは間違っている。

「……イレーナ、すまない」

　呟くように謝罪して、自嘲した。

　イレーナは一瞬、驚いた顔をしたがすぐに表情を緩めると、小首をかしげてみせた。

「私は、人と関わるのも喜ばせるのも苦手なくせに、所有欲だけは一人前にもっているらしい。昔から、プライドだけはやたらと高いんだ。嫌な思いをさせてしまった」

「ジルヴェスター様、私は嫌な思いなどしていません」

　イレーナが初めてジルヴェスターを名前で呼んだことに気づいて、胸が熱くなる。彼女は女神のように柔らかく微笑んでいた。

「ジルヴェスター様は有名な魔術薬師様で、私の師です。でも私は平民で、ジルヴェスター様にご迷惑ばかりおかけしています。だからか、なんだか名前で呼ぶのが恐れ多くて……」

「そんなことはない！」

　思わず強く言うと、イレーナは笑みを深めてジルヴェスターを見上げた。

「はい、これからは名前で呼ばせていただきますね。……なんだか、ジルヴェスター様との距離が近くなったようで嬉しいです。あっ、それから、プライドが高いことはよいことだと思います！」

　ジルヴェスターは、目を瞬いた。

「どういう意味だ？」

「ジルヴェスター様は、とても凄い方ですから、偉そうにしていて当たり前なんです」

（……責めないのか）

　さきほどから、こんなにひどい言葉ばかりぶつけてしまっているのに、イレーナはどうして笑顔でいてくれるのだろう。

　どう返事をしていいかわからず黙り込んでいると、彼女は慌てたように付け足した。

「今後もし、ジルヴェスター様のプライドが理由で、しなければならないことが出来ないときは、私が代わりにしますね。たとえば……謝罪とか、でしょうか」

（……確かに謝罪は苦手だが）

　イレーナが自分の代わりに頭を下げる姿を想像して、サッと青くなる。

「イレーナに代わりに謝罪させるくらいならば、自分でやる！」

　思わず声を張り上げてしまい、慌てて口を噤んだ。

　今度こそ責めるような目で見られるかと思いきや、イレーナはなぜか、僅かに頬を赤らめて照れたように笑う。そのあまりにも愛らしい姿に、ジルヴェスターはつかの間、見惚れてしまう。

「ありがとうございます。……私を、大切にしてくださって」

　胸の奥が奇妙にざわめいた。

　さきほどからおかしな感情に支配されているが、今度は胸の奥が熱くて痛い。なのに決して不快ではなく、むしろ心地よいのだ。

　どうしようもない熱が湧きあがって、イレーナを抱きしめた。イレーナ自身の甘い香りやドレス越しに感じる柔らかさ、肌のぬくもりに、下腹部がずくんと疼く。

（誰にも渡したくない）

　腕の中で固まっているイレーナをさらに強く抱きしめて、イレーナの頭に頬を摺り寄せる。

（もっと触れたい）

　愛しさは収まるどころか溢れるほどに湧き上がり、トラウザーズの下で男の象徴が硬く膨らむ。

　そっと腕を緩めると、驚いた顔のイレーナと目が合った。

　欲望のまま、イレーナの可愛らしい唇に自分のそれを押しつける。

　この一か月で傍にあるのが当たり前になったイレーナの香りを存分に吸い込み、抱きしめる腕に力を込めた。
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　抱きしめられたイレーナは、かつてないほどの密着に身体を強張らせつつも、細身なのに男らしくがっしりとした胸板を感じて、心臓を高鳴らせた。

　ジルヴェスターの身体は服越しでもわかるほどに熱くて、体調が悪いのではないかと不安になる。

「ジルヴェスター様？」

　イレーナが顔をあげた瞬間、唇同士が重なった。

　しっとりと弾力のある唇が、イレーナの唇全体をはみ、尖らせた舌が唇を割って口内に侵入する。

　突然のことにどうすればいいかわからないでいると、ジルヴェスターの舌がねっとりとイレーナの歯列をなぞり、口蓋を愛撫した。

　ぞくぞくとした甘い痺れが項から背筋に駆け抜けて、ぎゅっと目をつぶる。

（んっ、なに、これっ）

　舌を吸われるたびに、身体から力が抜けていく。何かの魔術にかかってしまったかのようだ。

　ジルヴェスターがさらに舌を絡めて激しく吸い上げると、イレーナはもう、身体に力が入らなかった。くたっとジルヴェスターに凭れて、彼のシャツにしがみついてしまう。

　イレーナがこんなふうになっても、ジルヴェスターはまだ顔を離さない。

「んっ、ふっ」

　朦朧とした頭のなかで、「どうして」という疑問が頭の隅を過った。

　ジルヴェスターはイレーナを妹のように扱っていたのではないのか。なのに突然、こんな大人のキスをするなんて。

　蕩けた頭では何も考えられず、ただ、ジルヴェスターから与えられる心地よさを受け入れ続けた。

　しかし、初めてのキスにうっとりと夢見心地でいられたのはここまでだった。

　腰に回されたジルヴェスターの腕が動き、男の固い手のひらがイレーナの臀部を撫で始めたのだ。

　思わず身じろぎすると、反対の手でがっちりと腰を抱え込まれてしまい、ジルヴェスターはさらに深く舌を絡めてきた。

「んんっ」

　口内を蹂躙されながら臀部の丸みを手のひらで撫でられると、今度は全身を愛撫される。ドレスに隠された肉体を確認するように、腰、背中、肩、腕と、焦れったいほどゆっくりと。

　生まれて初めての快楽に、下腹部の奥まったところがじんと痺れてしまう。

　気持ちよさに眩暈を覚えたとき、すっとジルヴェスターが顔を離した。

　つつ、と銀の糸がひいてぷつりと切れる。お互いに肩で息をしながら至近距離で見つめ合った瞬間、視界が反転した。カウチに押し倒されたのだ。

　さすがに驚いて身体を起こそうとしたが、すぐさまジルヴェスターが覆いかぶさってくる。彼の長い銀髪がさらりとこぼれ、イレーナの頬をくすぐった。

「……イレーナ」

　熱のこもった声で呼ばれて、吸いこまれるようにジルヴェスターの濃灰色の瞳を見つめる。

　長いまつ毛に縁どられた瞳はイレーナだけを映し、まるで愛しい人を見るような切ない情欲に濡れて光っていた。

　胸のあたりがきゅうと切なく痛む。

　ジルヴェスターの喉がごくりと動き、それが合図のように、彼はイレーナの胸に手を這わせた。

「あっ」

　これまで誰にも許したことのない部分に触れられて、イレーナは心細さを覚える。もしかしてこのまま肌を合わせるのだろうか。初めては痛いというが、耐えられるだろうか。

　不安はあったが、決して嫌だとは思わなかった。

「……これは、邪魔だな」

　ジルヴェスターは独り言のように呟いて眉をひそめると、口のなかでイレーナの知らない呪文を呟いた。

　途端に、心許ない違和感に襲われる。

　だがその理由を知る前に、ジルヴェスターの手が胸のかたちを確かめるように緩やかに動く。固い大きな手の熱が、ドレスという薄い一枚の生地越しに伝わってきて、イレーナはびくんと身体を震わせた。

「柔らかい。……それに、鎖骨のあたりの肌がほんのりと色づいていて美しい」

　うっとりと呟くジルヴェスターの言葉に、イレーナは頬を朱に染める。

　妹のように扱われていると思っていたのは、イレーナだけで、本当は妻としての役割も求められているのだろうか。

（もしかして、私……『妻として』愛されている、のかも）

　そんな考えに至り、期待で鼓動が高鳴る。確信に似たものを感じたが、イレーナはすぐに否定する。

　所詮イレーナだけの考えであって、本人から直接聞いたわけではないのだから。

（だったら、直接聞けばいいのよ。悶々と悩んでたって、仕方ないんだから）

　そう思って口を開こうとしたが、ジルヴェスターの不埒な指がドレス越しにイレーナの胸の突起をぐりぐりと押さえたため、それどころではなくなってしまった。

「ああッ！」

　全身に甘美な痺れが走って、イレーナは首をそらせて快感に耐える。

　キスの心地よさですっかり凝ってしまった乳首は、イレーナ自身驚くほど敏感になっていた。

　人差し指と中指の間に乳首を挟み、ゆるゆると強弱をつけて胸をつぶされると、イレーナは嬌声をあげて身体をよじるしかできない。

　快楽に悶えながら、イレーナは戸惑った。

　集落の女たちは開けっ広げに夫婦の営みの話をするので、イレーナは、情事でなにをするのか理解していた。

　しかし、『情事が気持ちいい』と感じるのは、愛し合っている夫婦に限ると思っていたのだ。世に出回っている恋愛小説は相思相愛ばかりだし、貴族にとって世継ぎをこしらえることは、仕事の一環だとニコラから聞いていた。

　だから、ジルヴェスターと床を共にすることがあっても、それは淡々とした作業のようなものだとばかり思っていたのである。

　それなのに、イレーナは今、ジルヴェスターの巧みな愛撫やキスによって快楽を与えられていた。

　イレーナの乳首は凝ってぷっくりと膨れ、ジルヴェスターの指から微かな刺激を与えられるたび、もどかしい疼痛に下肢をゆすってしまう。

　快感で甘く蕩けた秘部がしとどに濡れて、とろりと溢れた蜜がドロワーズに染みているのがわかるほどだ。

「もっ、やめてっ」

　強すぎる刺激に背中をしならせるイレーナを、ジルヴェスターの欲望に滾る濃灰色の瞳が見下ろしていた。

　どうやらイレーナの声は、彼に届いていないらしい。

　ジルヴェスターがゆっくりと顔をおろしてきて、ドレス越しにつんと主張する乳首を口に含んだ。

「あぁっ！」

　これまでの比ではない快感に大きく身体をしならせたイレーナは、激しく押し寄せる愉悦に驚愕した。

（このままだと、おかしくなっちゃう！）

　咄嗟にジルヴェスターの髪に両手を差し込んで押し返そうとするが、ジルヴェスターはびくとも動かない。

　彼の絹のような柔らかい髪をくしゃりと掴んだ、そのとき。

　手首にはまった銀色の腕輪が視界をかすめ、イレーナは、はっと目を見張る。

（これって……もしかして、魔力制御の特訓？）

　イレーナの魔力制御に『男女の営み』が必要だと言ったのは、ジルヴェスターだ。

　突然押し倒されたと思ったが、元々はドルイドとしての特訓の話をしていたではないか。

（どうしてジルヴェスター様のような素敵な方が、私を愛してるなんて思ったのかしら）

　滑稽すぎて、乾いた笑いが漏れた。ズキリと胸が痛み、想定以上の悲しみに、快楽に蕩けていた思考が明確になっていく。

「イレーナ？」

　ジルヴェスターが、イレーナの顔を見て驚いている。

　涙で視界が歪みつつあった。

（ここで泣くなんて失礼だわ。ジルヴェスター様は、いつだって私が魔力制御できるように、協力してくださってるんだから）

　イレーナは泣きそうになっていることが知られないように、無理やり笑ってみせた。

　勝手に勘違いしたのも、勝手に傷ついたのも、イレーナだ。最初から、ジルヴェスターがイレーナに夫婦の関係を求めていないことはわかっていたはずなのに。

「大丈夫、です。特訓を続けましょう」

　微笑んでみせたが、イレーナの胸は苦しくなる一方だ。幸福に満ちていた心が愛し合っていないと理解した瞬間、痛みで悲鳴をあげるなんて、その理由は一つしかない。

　イレーナは気づかないうちに、ジルヴェスターを好きになりかけていたのかもしれない。

（ばかね、私）

　思えば、男女の営みが必要だと言われたときから期待していたのだ。

　エーテル街魔術協会支部でジルヴェスターから口づけされた手の甲が、じんじんと痺れてどうしようもなく落ち着かなくなってしまうくらいに。

「特訓か。……なるほど」

　ジルヴェスターの低い声に、イレーナはハッと顔を上げる。彼は美しい顔を歪めて、どこか陰のある笑みを浮かべていた。

　イレーナの胸をいじっていた手がするりと移動して、ドレスの裾から侵入する。

「あ、だ、だめっ」

　柔らかな太ももを撫でながら焦らすように上がってくる手に、慌てて身をよじるが、逃げられるはずもない。

　彼の指の腹が、ドロワーズの上から秘部を強く撫でた。

「ひぅ！」

　すっかり濡れそぼっていたそこは、水気を含んだドロワーズとこすれて、ぐじゅりと卑猥な音をたてた。

　冷えた体に、一瞬にして熱が戻る。

「イレーナはいつも優秀だな。この特訓も真面目に取り組んでいるようで、感心している。……敏感なところも、じつに愛らしい」

　ぐじゅぐじゅと音をたてながら囁かれて、イレーナは顔を真っ赤にして首を振った。

「言わないでくださいっ」

「否定をしないのか。素直でよろしい」

　彼の顔が近づいてきて、唇が重なった。

　甘く優しい口づけを交わしたあと、じれったいほどゆっくりと唇が首筋を辿る。熱い吐息に撫でられると産毛がぞわっと快感に痺れ、胸の奥が切なく疼いた。

　こんなふうに簡単に翻弄される自分に戸惑いながらも、決して嫌だという感覚はない。

　たとえ特訓であっても、ジルヴェスターに触れてもらえることが嬉しいと思った。

　首筋から胸元を愛撫する唇と舌の刺激は心地よく、肌を強く吸われたときのチクリとした痛みさえ、甘い刺激となって愉悦を齎す。

「……新しいコルセットと下着を買おう」

　胸元に口付けを落としながら、ジルヴェスターが言う。

　イレーナはそのとき初めて、ドレスの下に纏っていたはずのコルセットがなくなっていることに気づいた。

　カウチに寝かされたときにジルヴェスターが呟いた呪文は、コルセットを取り去るものだったのだ。

　ふと、ジルヴェスターが口の端を吊り上げた。

「寒かったら言いなさい」

　そう言うなり、ジルヴェスターはイレーナのドレスを、鎖骨近くまでたくし上げた。

　イレーナの平均より大きな胸が、ぷるんと揺れながら外気に晒される。

「きゃっ！」

　慌てて胸を隠そうとしたが、ジルヴェスターはイレーナの両手を簡単に捉え、イレーナの頭上に押しつけた。

　ジルヴェスターの視線を辿って自らの肢体を見たイレーナは、羞恥で真っ赤になる。

　触れてほしそうにぷっくりと膨らんだ胸の突起は、木苺のように真っ赤に色づいていたのだ。

「見ないでっ、お願い！」

「綺麗だ、イレーナ」

　イレーナは耳を疑った。

　淫らに乳首を硬くするイレーナを軽蔑するでもなく、いつもは「可愛い」としか言わないジルヴェスターが、どうして今、そのようなことを言うのか。

　まるで、年相応の女性として扱われているような錯覚を覚えてしまう。

「白い肌がほんのりと桃色に色づいているなかで、ここは特別に色が濃いな」

　乳首をきゅうと摘ままれて、背中をのけぞらせるように身体を震わせた。

「ああっ！」

　身をよじって逃れようとするが、すぐに元の位置に引き寄せられてしまう。

「そのまま快楽を受け入れるんだ」

　ジルヴェスターの頭が胸へ移動して、敏感になり過ぎた突起をねっとりと舐った。イレーナの反応を見ながら、強弱をつけて吸い上げる。

　風に吹かれる木の葉のように、抗いようのない快楽に翻弄されながら、イレーナはまたジルヴェスターの髪に指を差し入れた。

「……もっと身を委ねるんだ、イレーナ。何も考えずに、快感を受け入れろ」

　イレーナは、首をいやいやと振った。

　感じないように、と抗っている今でも、溢れ出る蜜がドロワーズを濡らすのを止められない。それなのに、自らを律している枷を無くして快楽を受け入れてしまえば、おかしくなってしまう。

「こ、怖いです、私」

「私がいる。大丈夫だ、信じてくれ」

「んっ、は、はぃっ」

　ジルヴェスターはイレーナの身体を抱きしめると、頭や頬にキスを繰り返して、唇を貪った。

　舌を絡ませる濃厚なキスを交わしながら、空いている手で胸のまるみを撫で上げ、突起を激しくも優しい手つきで刺激する。

　官能に身を投じ、蕩けていく思考のなかで、イレーナはジルヴェスターの服にしがみつく。

　ドロワーズや胸を見せている卑猥な姿なのが恥ずかしかったが、きっとこれは『特訓』に必要なことなのだ。

（ジルヴェスター様に、お任せしなきゃ）

　そう決意を新たにしたとき、ジルヴェスターの腕がイレーナの下肢に触れた。

「ずっと、太ももを擦り合わせているようだが」

「あぁっ！」

　あっという間にドロワーズのなかに手が滑り込み、淡い茂みをかき分け、ゴツゴツとした固い指が秘裂をなぞる。じわりと愛液がこぼれて、くちゅりと音がした。

「あっ、やっ、だめっ」

「そうだ、感じるんだ。快楽を受け止めろ。これは特訓なのだから、何も恥ずかしがることはない」

　ジルヴェスターはそう言うと、とろとろに溢れる愛液を指に塗りつけては、秘裂をゆったりとなぞり、強張った身体をほぐしていく。

　繰り返し与えられる愛撫に翻弄されるまま蜜を垂らしているにも関わらず、イレーナは物足りなさを感じて腰を揺らした。

　本能は、もっと気持ちがいい場所があることを知っているのだ。

　貪欲に腰を揺らして擦りつけようとするイレーナに気づいたジルヴェスターが、笑う気配がした。

「イレーナ、きみは本当に綺麗だ」

　蜜を纏った男の指が焦らすように秘裂を辿り、赤く膨らんだ真珠を押し潰した。

「ひっ──あっ、あぁ──っ！」

　これまでの比ではない愉悦の激流に身を委ねたイレーナは、盛大に蜜を溢れさせながらビクッと身体を硬直させる。

　意識が天高く舞い上がるように遠くなって、涙がこぼれた。悲しいのか、嬉しいのか、ぐちゃぐちゃな感情がうねりになってイレーナの身体を駆け巡る。

　そのあとも、イレーナはただ快楽に身を委ねた。

　胸の凝った突起を弄られるのも、秘裂の先にある膨らんだ真珠を刺激されるのも、口内のあらゆる部分を蹂躙されるような愛撫も、何もかも貪欲に受け入れる。

　これは『特訓』であり、『必要なこと』なのだから。

　ぼんやりとした意識のなかで、イレーナはジルヴェスターの荒い息遣いや熱のこもった言葉を聞くたびに、さらに興奮が増すのを感じた。

「──ぁっ！」

　何度目かの絶頂を迎えたイレーナは、ぐったりとカウチに寝そべった。

　静かな部屋に響く二人の呼吸と自分の心音が、ジルヴェスターの手のひらから伝わる熱が、何もかもが心地よい。

　薄っすらと色づいた身体に女の色香を纏わせたイレーナは、蕩けきった表情のまま、意識を手放した。







　気がつくと、イレーナは霧で覆われた世界に座り込んでいた。

　違う。真っ白な世界にある、大きな靄のなかに入っているのだ。

　靄のなかで、イレーナは満足して頷いた。

　この靄はイレーナの魔力であり、こうして靄と一体化している状態が本来あるべき姿なのだ。

　その証拠に、この世界はもう闇に閉ざされてはおらず、昼間のように明るくなっているではないか。

　目が覚めると、イレーナはベッドで眠っていた。

　ぼんやりとした薄白い陽光がカーテン越しに寝室を照らし、イレーナは当たり前のように『もう、夜が明けるわ』と思って、胸中で疑問を感じる。

　どうして朝日だと思ったのだろう。夕陽が沈んだあとに残る、日没の残滓かもしれないのに。

　隣に視線を向けると、ジルヴェスターがいつものように本を読んでいた。

　端正な横顔は、女性ファンが多いのも納得がいく美しさだ。けれど、彼の本当の美しさは内面にあるとイレーナは思っている。

　優秀であるにも関わらず、常に勤勉な姿勢を崩さずに、日々真剣に魔術の精進に務めるジルヴェスターは、まさに最高位の称号を得るに相応しい人だ。

　己が求めるものを懸命に追い続ける姿は、ひたすらに気高く美しい。

（……ジルヴェスター様が、旦那様でよかった）

　たとえこれが条件を守るための契約結婚であっても、彼はイレーナを決して蔑ろにしないだろう。

　それだけで充分だ。

　彼が『導き手』でなければ、今回の『特訓』は苦痛以外のなにものでもなかっただろうから。

「ジルヴェスター様」

　呼びかけると、ジルヴェスターがハッとしたようにイレーナを振り返った。

　視線が交わるなり胸がふわりと暖かくなって、イレーナは無意識に微笑む。

　なぜか、ジルヴェスターはやや怯えた表情をしていたが、イレーナの笑みにつられるように、表情を和らげた。

「イレーナ、身体は辛くないか」

「はい。優しくしてくださいましたから。途中で意識を飛ばしてしまって、ごめんなさい。ベッドに運んでくださったんですね」

「とても可愛い寝顔だった」

「もうっ、そうやってすぐに子ども扱いするんですからっ」

　照れ隠しで言うと、ジルヴェスターは苦笑を浮かべてイレーナの頭を撫でる。イレーナは半身を起こそうとして、一糸まとわぬ姿になっていることに気づいた。

「きゃっ！」

　慌てて布団に潜り込むと、ジルヴェスターが優しく髪を梳いてくれる。

「こ、これは、ジルヴェスター様が？」

「魔術でドレスを取り去り、身体を清めたんだ。そのままでは気持ち悪いだろうと思ってな」

「……ありがとうございます」

　昨夜のことを思い出して頬を熱くしたとき、イレーナはある変化に気づいた。自分の身体の中心部分に、何かを感じるのだ。

　それは違和感などではなく、ずっと体内にあったものにやっと気づけたような不思議な感覚である。懐かしい心地さえした。

「ジルヴェスター様、なんだか身体が変です」

「やはり痛むか？　強く触れすぎたかもしれない」

「そっ、そうじゃなくて！」

　イレーナの説明を聞くなり、ジルヴェスターは目をこらした。

　魔力感知でイレーナの魔力を確認しているのだ。

「魔力が整っている？　いや、まだ完璧ではないが、なぜ突然こんなに」

　ジルヴェスターはハッとしたように「男女の営みか！」と言う。それを聞きながら、イレーナは今の状態が『魔力が整っている』というのだと知った。

　今のイレーナは、練習で意識を内側に沈めたときのように、自分の魔力を感じることができる。

　ただ感じる程度だが、それさえ昨日までは何一つできなかったのだ。

　これまでにない進歩に、イレーナは喜びで顔を綻ばせた。

「いい傾向だ。特訓を重ねれば、魔力を手足のように動かせるだろう。きみの場合は通例とは違うため、確実とは言い難いが」

　イレーナは固まった。

（特訓を、重ねる……？）

　それはつまり、今後もジルヴェスターと『男女の営み』をする必要があるということか。昨夜は触れるだけだったが、次はもしかしたら肌を重ねるのかもしれない。

（あのえっちな行為を、何度も……）

　想像して頬を染めたイレーナだったが、ジルヴェスターがイレーナに触れるのは診察のようなものだと思い出した瞬間、すぅと熱が引いていく。

（……特訓だってこと、忘れちゃだめ）

　ジルヴェスターが、イレーナの頭を撫でた。

「嫌だろうが、しばらくは耐えてくれ。きみが今後、フライにしたように『無意識に誰かを操る』ようなことがあってはならない。自分の魔力を制御するんだ」

「はい。頑張ります」

「それから……イレーナ。昨日は、きみの交友関係や呼び名などに口出ししてすまなかった。あのように、凶暴な気持ちになったのは初めてなのだ。きみを大切にしたいのに、感情を律することができなかった。心から、謝罪したい」

　イレーナは驚いて、ジルヴェスターの顔を見上げる。

　そわそわと落ち着かない様子は、イレーナが起きたときにも見たものだ。どうやらイレーナが眠っている間、ずっと気にしていたらしい。

　イレーナは微笑んだ。

「嬉しかったので許してあげます」

「ひどいことを言ったのに、嬉しいのか？」

「ジルヴェスター様に特別に思われている感じがして嬉しいんです」

　ジルヴェスターの頬が見る間に朱色に変わったかと思うと、勢いよくそっぽを向いてしまった。顔は見えないが、耳が赤いのはばっちり見えている。

（照れてるのかしら。昨日、自分がプライドが高いっておっしゃってたものね）

　こうしてジルヴェスターと二人きりで過ごし、普段と違った顔が見ることができることが嬉しい。

「……名前で呼ばれるのは、とてもよいものだな」

　誤魔化すように呟かれた言葉もまた、イレーナを喜ばせるには充分だ。

　少し遅れて自らの発言に照れるジルヴェスターを眺め、イレーナはこそばゆい心地よさに目を細めた。優しさに包まれたこの時間が、ずっと続けばいいのに。

　窓から差し込む朝日が橙色を帯びていく。

　起きる時間まで、あと一時間といったところか。

　ジルヴェスターは、露骨に咳払いをしてからベッドに横になった。身体は仰向けなのに、顔はそっぽを向いたままである。

「きみは、フライに惚れているわけではないのか？」

「フラ……シュナイダーさんは、既婚者です。それでなくても、そういうふうに見ていませんよ」

「だが、左手を気にしていただろう？」

（左手？）

　なんのことだろう、と首を傾げたイレーナに、ジルヴェスターが「男女の営みがドルイドの特訓になるという話をしたときだ」と呟く。

　思い当たることがあって、イレーナは頷いた。

「左手の甲が、なんだか熱を持った気がしたんです。むずむずしたというか」

「それは、フライが関係しているのではないか」

「え？　……違いますよ。初めてジルヴェスター様とお会いしたとき、口づけしてくださったことを思い出してたんです」

　男女の営みをイレーナは経験したことがない。本や人伝に見聞きしたことしかないのだ。だからだろうか。男女の営み、と聞いたとき、ジルヴェスターから左手の甲に受けた口づけを思い出して、その部分が熱をもった気がしたのだ。

「では、フライではなく……私のことを考えていたということか」

「はい」

　ジルヴェスターの耳や首の辺りが、さらに赤くなったように見えた。

「そうか。……もし疲れているのなら、今日は寝坊しても構わないが」

「いいえ、大丈夫です。お気遣いありがとうございます」

「……ならば、ギリギリまで休もう」

「はい！」

　元気よく答えると、ジルヴェスターが声を出して笑った。

　イレーナは布団に包まったまま、ごそごそとジルヴェスターに近づく。もっと近くに寄ってみたかったのだ。

　バレないようにしたつもりだったが、ジルヴェスターはまたおかしそうに笑うと、彼も距離を縮めてくれる。

　胸がぽかぽかとした、穏やかな朝の時間が過ぎていく──。
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　イレーナは、紐にぶらさがった手のひらほどの鉄球を睨んでいた。

　斜め後ろにジルヴェスターが控えていることを知っているので、イレーナは安心して鉄球に意識を集中する。

　今日は、初めての『魔力の実技訓練』だ。

　イレーナがドルイドとしての特訓、つまり『男女の営み』を始めてから一週間が過ぎた。特訓は毎夜欠かさず続けており、絶頂に導かれて深い眠りを繰り返すうちに、己のなかにある魔力を制御できるようになってきたのである。

　手首に嵌めている魔具の使用時間が延びたことが、その証拠だった。

　最初は僅か三時間前後で使い捨てなければならなかった魔力吸収の魔具が、今では十二時間は持つようになったのだ。

　まだ外して過ごすのは危険だが、夜の特訓によって魔力制御の技術が大幅に進んだため、今日から並行して魔術を扱う練習を始めることになった。

　イレーナは、鉄球を睨みながらぷるぷると身体を震わせる。緊張で、手のひらがじっとり汗ばんでいた。

（大丈夫、ジルヴェスター様がいてくださるもの。それに、私だってやるときはやるのよ）

　イレーナは、そう自分に言い聞かせて、ぐっと身体に力を込めた。

「むんっ！」

　力みすぎて変な声が出たが、その甲斐あってか、鉄球が左右に揺れた。一センチ前後の小さな振り幅だが、指も触れずに振り子が揺れたのだから、イレーナの魔力が働いたといえるのではないだろうか。

「ジルヴェスター様、見ましたか？　動きましたよ！　これって、魔力を扱えたってことですよね？」

　褒めて貰えるだろうか、とわくわくしながら聞くと。

「……イレーナ、この実技訓練の目的はなんだと思う？」

　と、淡々としたジルヴェスターの声音が返ってきた。

　褒めるでもなく、怒ってもいない。どちらかといえば、少し呆れているだろうか。

　イレーナは、どうしてそんなことを聞くのだろう、と思いながら答える。

「魔力で鉄球を動かすことが目的です」

「それは訓練の内容であって、目的ではない。目的は、神経を集中させる技術を磨くことだ」

　イレーナは、首を傾げた。

「つまり、私はうまくできなかったってことですね。次はもっと、頑張りま──」

「いや、いい」

　もう一度、訓練を頼もうとしたイレーナを遮り、ジルヴェスターは軽く手をあげた。

「これでは被害が大きくなる。無意識下の特訓をしてから、改めて実技に移ろう」

「被害？」

「あれだ」

　ジルヴェスターの視線を辿ったイレーナは、ひっと声をあげた。

　玄関ドアのすぐ隣に、樹齢三百年はありそうな大木が生えていたのだ。さっきまで、あの場には何もなかった。いや、イレーナが片手で抱えることができるくらいの、観葉植物があっただけで、こんな大木はなかったと言い切れる。

「なんですか、これ」

「きみの魔力を受けて成長したらしい。きみの『むんっ』という声と共に、にょきっと育つのを見ていたのだが……」

　ジルヴェスターは大木に歩み寄ると、そのどしりと構えた幹を撫でる。

「間違いなく本物の大木だな」

　イレーナはまじまじと大木を見た。天井がなければ十数メートルの高さになっているだろうそれは、天井を突き抜けることはせず壁に沿って四方八方に枝を蔦のように這わせていた。

　幹も枝も根っこも丸々と太く、まるで来客を精査する番人のようにドア横に鎮座している。

　ふと、イレーナは気づく。

　壁を這う大木の太い枝の一つが、ドアを横断するように伸びているということに。つまり、ドアを塞いでいるのだ。

　ジルヴェスターもそれに気づいたようで、ため息をついた。

「イレーナ、身体に不調はないか？」

「あ、はい。特には」

「ならば、あの無駄に成長した枝を退けるんだ。ドアを塞いでいる部分だけでいい」

「はい!?」

　ドルイドとしての特訓である『男女の営み』を始めて一週間、毎夜絶頂に導かれては魔力の変化について話し合う日々のなか、他人行儀だった関係はずいぶんと気さくなものになった。

　だからだろうか。

　ぎょっとしたイレーナに気づいたジルヴェスターが、イレーナのもとにやってくるなり、腰をさらうように抱きしめた。イレーナを自らの身体に凭れさせると、額や首に手を当てる。「熱はないようだが、やはり不調なのか」と心配そうな顔をされて、イレーナは首を横に振った。

（近い近い！）

　特訓中はキスも平気でするのに、それ以外で近づくのはなんだか恥ずかしかった。ジルヴェスターは元々距離感が近いひとだが、やはりというか、気さくな関係が進むにつれて、さらに距離感がおかしくなったような気がする。今も、なぜ抱きしめられたのかわからない。

「無事です！　な、なので、私が枝を退けますね。ノコギリか斧、ありますか？」

「ばかもの」

　心配そうな表情が一変して、呆れた顔になった。

「力仕事ならば、私がやっている。ドルイドと私たち現代の魔術師の違いを忘れたのか」

「……あ」

　現代の魔術師が扱う魔術は、動植物に対しては効果がないのだ。

「きみがあそこまで成長させたのだから、枝を退けることくらい容易いとは思わないか？」

「やってみます！」

　ジルヴェスターが微笑んで距離を取り、当たり前のようにイレーナに防御の魔術を施してくれる。透明な鎧を纏っているような状態だ。

　イレーナは安心して、大木に意識を集中した。深い場所へ潜るように、大木に意識を近づけていく。

　鉄球のときとは比べものにならないほど手応えがあった。幼子が無邪気に喜んでいるような、そんな『感情』が流れ込んでくる。

　これは、あの大木の感情だ。

　相手は人間ではなく植物なのに、イレーナはなぜかそのことに違和感を覚えなかった。

「あのね、お願いがあるの」

　イレーナは、大木に語りかける。

　こうして頼むことこそが、正しいと思ったのだ。

「ドアに重なっている枝を、退けてくれないかしら。出入りできるようにしてほしいの」

　するり、と。ドアを横断するように壁に張り付いていた枝が、その場から退いた。まるで、大木自ら意志を持っているかのように。

　ドアが開くようになったのを目視した瞬間、ぐらりと視界が揺れた。倒れそうになったイレーナを抱き留めたジルヴェスターが、カウチに寝かせてくれる。

（……なんだか、すごく疲れた。意識を集中するって、こういうことなのね）

　寝る間も惜しんで本を読み続けたときのような、我に返ってやっと疲労に気づくといった感覚だ。ジルヴェスターは、こういった集中力をイレーナにもってほしいのだろう。そう考えて、鉄球の振り子を揺らすときどれだけ自分が集中できていなかったのかを思い知った。

「きみは、植物と会話ができるのか？」

　カウチに座って少しして、ジルヴェスターが聞いた。

「会話というか、感情のようなものを感じることができました。これまでこんなことはなかったんですけど」

「ドルイドの力は興味深いな。きみがこの力を使いこなせれば、育ちの遅い希少薬草の育成に使えるかもしれん。……悪くないな」

　ジルヴェスターが、悪巧みをするようにニヤリと笑った。魔術薬の研究者として希少植物が手に入りやすい環境というのは、とても魅力的なのだろう。

　最近、ジルヴェスターの本性がこうして垣間見える。彼は意外にも強かなのだ。

「ん？　どうした、何かおかしかったか？」

　ジルヴェスターに言われて、イレーナは自分が微笑んでいることに気づいた。

「つい、嬉しくて。すみません、いきなり笑って不気味でしたね」

「可愛いだけで、問題ない。……初めて、思い通りに魔力を扱えたのだ。嬉しいのは当然だろう」

　実際は、ジルヴェスターの人間味溢れる姿を見ることができて嬉しいのだが、あえて言わないでおく。くすぐったいようなこの喜びは、そっと胸に秘めたほうがよいような気がしたのだ。

　ふいに、呼び鈴が鳴った。

　来客対応のために立ち上がろうとしたイレーナを制して、「来客の予定などないのだが」と呟いたジルヴェスターが玄関に向かった。

　育ちの良さゆえか、ジルヴェスターは歩くだけでも優雅で流れるようだ。

　来客はジルヴェスターに任せて、イレーナはカウチの背もたれに深く身を預けた。

　嫁げば、もっと尽くさなければならないと思っていたが、ジルヴェスターは今のところ、イレーナに妻としての務めを求めない。

　妻としての務めとは、夫の生活全般の世話だったり、夜の営みだったり、そのほか夫が仕事に取り組めるように尽くすことをいう。

　貴族の結婚に愛がないことはすでに知っていたが、もしかしたら、夫婦の在り方も、庶民の夫婦とは違うのかもしれない。

「待つんだ、ドミニク！」

　ジルヴェスターの声が聞こえて、イレーナはそちらに顔を向ける。ジルヴェスターを強引に押しやるように、男が一人、メインルームに侵入してきた。

「失礼するぞ！」

　低い声の、長身大柄な男だった。

　陽光を凝縮したような濃い金髪と澄み切った空色の瞳を持つ、野性味のある美男子だ。深緑色の軍服を着ている。厳めしい顔つきは、熟練の武人を彷彿とさせた。

「お前がイレーナだな」

　男はイレーナに詰め寄った。

「は、はい。あの」

「俺は、ドミニク・フォーゲル。ジルヴェスター・グラウンの実弟だ」

「お、弟さん!?」

　衝撃だった。ジルヴェスターより年上にしか見えないし、兄弟というには二人はあまりにも似ていないのだ。

　ドミニクは、慌ててカウチに座り直したイレーナの全身を無遠慮に眺めたあと、イレーナの手首に視線を止めた。

「それが、例の魔力吸収の魔具か？　見せろ」

　言うなり、ドミニクはイレーナの腕を引いた。

　彼は、体格差による力加減を失念していたらしく、腕を引っ張られたイレーナはドミニクの硬い胸板に鼻をぶつけた。

「うわっ！　す、すまん！」

　そしてなぜか悲鳴をあげて、距離を取られる。

「わざとではない、怪我はないか？」

（……慌ただしい人）

　唖然としてその場で固まっていると、ジルヴェスターがやってきてイレーナを後ろから抱き寄せた。

「──ドミニク」

　地を這うような、ぞくりとする低音。

　ドミニクのハッとあげた顔が蒼白になっている。

「お前は今、自分が何をしでかしたかわかっているのか？　私の妻を無理矢理抱きしめた挙げ句、突き飛ばしたのだぞ」

　それは誇張しすぎである。

　イレーナは既視感を覚えて、なんだろうと思考を巡らせ、フライのときに激怒したジルヴェスターを思い出した。

「あ、あ、兄上、それは誤解です。俺はただ、兄上が褒めておられた魔具が、どの程度のものか確認しようとしたまでで──」

「ふん、言い訳も甚だしい。魔具ならば、その棚に予備があるだろう。それにも関わらず、お前はあえてイレーナが使っている魔具を見ようとした。それはすなわち、魔具を理由にイレーナに対して不埒な下心があったからに他ならない！」

　ドミニクはきっと、予備の魔具があるなんて知らなかったんじゃないかな。たまたま目について、近くで見たくなったから手が出ちゃったんじゃないかな。

　イレーナはそんなことを考えながらも、一言もなく手首を引かれたことは確かに無礼な行為なので、黙って二人のやり取りを眺めることにした。

　ドミニクは、哀れなほど情けない顔をしていた。熊のような第一印象の男だったが、今目の前にいる彼は、捨てられた子犬のようにしょんぼりしている。

「誤解です！　俺は、兄上が以前に魔具師だったことを知っておりますから、その兄上が褒める魔具とやらに興味があったのです」

　ぴくり、とイレーナは顔をあげた。

（ジルヴェスター様が、魔具師だった……？）

　初めて聞く話に、イレーナの心は弾んだ。

　ジルヴェスターが魔具について明るいのならば、魔具師ヴェタを知っているかもしれない。もしヴェタについて知らなくても、魔具について語ることのできる『魔具友』になれる可能性だってあるのだ。

（もちろん、最高位の称号を持つ魔術師様に対して、『魔具友』なんて恐れ多いんだけれども）

　これまで魔具について話を聞いてくれたニコラもおらず、魔力制御が優先ということもあって、ここに来てから大好きな魔具から離れる生活をしている。

　そんなとき、ジルヴェスターがかつて魔具師だったという話を聞いたのだ。イレーナの胸のなかで、魔具愛がぶわっと溢れかえるのも仕方がない。

「そ、それに、俺は兄上が以前より『イレーナ』を大切にされていたことを知っております。陛下も、兄上のこじらせた初恋が成就したことを喜んでおられるというのに、俺が水を差すような真似をするわけが──」

　はっ、とドミニクが自分の口元を押さえるのと、イレーナが勢いよく振り返るのはほぼ同時だった。

「初恋？　なんのことですか？」

　聞かれたドミニクの視線が泳いだ。

「あ、いや……む、よく見ればこんなところに大木があるぞ。立派な木だな、はは」

「──イレーナ、少し寝室で待っていてくれ。いいな？」

　ジルヴェスターは、猫なで声でそう言った。かつてないほどに優しい声だ。それが恐ろしくて、イレーナは彼の顔を見られず、返事をするなり寝室に飛び込んだ。

　ドアを閉めて、ほっと息をつく。

「……ドミニク様、大丈夫かしら」

　なんだかジルヴェスターが不機嫌だった気がするが、実の兄弟だというし、大丈夫だろうと思うことにした。

　それよりも、『初恋』と聞こえた気がしたけれど、気のせいだろうか。

　もし、聞き間違いではなかったら──。

　ドミニクが言っていた言葉の意味を考え始めたイレーナは、サッと青くなる。

（ジルヴェスター様には、私と同じ名前の恋人がいる……？）

　ドミニクは、以前より『イレーナ』を大切にしていたと言った。どうやらジルヴェスターと、もう一人の『イレーナ』は昔からの知り合いらしい。

　その点から考えても、ドミニクの言うイレーナが、自分ではないことは明白だった。なぜならば、イレーナとジルヴェスターは出会ってから一か月と少ししか経っていないのだ。

（……初恋が成就した、って、おっしゃってたわ。ジルヴェスター様には、恋人がいらっしゃるのね）

　目眩を覚えて、壁によりかかる。

　考えるほど胸が痛んで、イレーナは、無理矢理考えるのをやめた。

　ジルヴェスターからメインルームに戻るように声がかかるまで、イレーナはひたすら、魔術師の歴史についての本を読んで過ごすのだった。







　メインルームに戻るように言われたのは、きっちり三十分後だった。

　机につくジルヴェスターは笑顔で、その向かい側に座っているドミニクは、やはり捨てられた子犬のよう。

「さきほどはすまなかった。ドミニクも、きみに無体を働いたことを反省している」

　ジルヴェスターが、ドミニクに視線をやる。ドミニクはびくりと身体を震わせると、イレーナに「申し訳なかった」と謝罪した。

　一体何があったのか聞きたかったが、イレーナはひとまず飲み込むことにした。

　全員分の紅茶をいれて、イレーナもジルヴェスターの隣に座る。

「……それで、ドミニク。陛下の命令で来たのだろう？　さっさと要件を済ませてくれないか」

　不機嫌なジルヴェスターの声音に、カップに手をかけたドミニクが顔をあげた。イレーナをじっと見て、口をひらく。

「姉上」

「姉上!?」

　イレーナはぎょっとして、ドミニクの言葉を反芻した。

「我が敬愛する兄上の奥方なのだから、俺にとっては姉上だ。もっとも、公爵夫人というにはまだまだ未熟ゆえ、いずれ家庭教師をつけるがな」

　ふん、とドミニクが顎を突っ張って、イレーナを見下した。

　ついさっき、ジルヴェスターにひと睨みされて震えていた大男が、今度はふんぞり返っているのだ。

　本当に忙しない人である。

「姉上には、兄上の妻として、そして公爵夫人として相応しく、恥ずべきことのない振る舞いを身につけて──」

「ドミニク」

　ジルヴェスターの眩しいほどの笑顔に、ドミニクは震え上がった。

「し、失礼しました！　姉上には、こちらを、陛下より預かって参りました」

　ドミニクが、封書をイレーナの前に差し出す。

　見覚えのある封蝋印は、王家を示すものだ。イレーナが唖然としていると、隣からジルヴェスターが封書をひょいと取り上げて、乱暴に封を開いた。

　取り出したのは、王家主催の夜会への招待状である。

「ドミニク、陛下からこれを届けよと言われたのか？」

　ジルヴェスターが凄んでみせたが、今度は、ドミニクは怯えることなく厳しい顔で頷く。

「その通りです」

　ちっ、とジルヴェスターが舌打ちをする。

「なぜ、先に私に言わない？」

「陛下は、確実に姉上に渡すように命じられました。俺は国王陛下直下の魔術騎士ゆえ──」

「もういい」

　鬱陶しそうに、ジルヴェスターが手を振った。

「……兄上が、陛下の命令に従わぬからです」

「なぜ私が従わねばならんのだ。正式な王命というのならば従わざるを得ないが、頼み事をいちいち聞いてやる義理はない。この夜会とやらも、私たちが出席する必要はないはずだ」

「兄上に出席の義務はなくとも、陛下が望んでおられることです。それにこちらは、兄上ではなく姉上に届けたもの。返事は姉上から頂きたい」

　もう泣きべそ子犬だった姿など微塵もなく、ドミニクは武人らしい凄みのある視線をイレーナに向けた。

「姉上、返事を頂きたい。陛下から招待された夜会、欠席するのか？」

　途中から話についていけなくなっていたイレーナは、慌てた。

　なんと答えていいのかわからなくて、ジルヴェスターを見ると、彼は厳しい顔をしていた。

　ややのち、ジルヴェスターが嘆息する。

「わかった、出席しよう」

　ドミニクがほっと表情を和らげた。

「さすが兄上、懸命な判断です」

「当たり前だ。公爵子爵で最高位の称号を持つ魔術師である私ならばともかく、イレーナが一国の王からの招待を無碍にできるはずがなかろう。陛下には夫婦で参加すると伝えてくれ」

（あ！　私を招待状の受取主にすることで、ジルヴェスター様を夜会に出席させたいんだわ）

　イレーナはやっと、なぜ国王が面識もない自分に宛てて招待状を送ってきたのか理解した。

　ふと、ドミニクがじっとイレーナを見ていることに気づいて、首を傾げた。

「田舎娘と聞いていたが、思っていたよりも洗練された動きをしていると思ってな。兄上に指導されたのか？」

　そんな自覚はなかったが、ドミニクにそのように言われて悪い気はしない。彼には揶揄っている様子がなく、本心で言っていることがわかるからだ。

「カフェで働いていたときに、オーナーや友人に教わりました。教養があれば、よい働き口を探せますから」

「ほう、なるほど」

　ドミニクは頷くと、紅茶に口をつけた。

「うまいな。さすがカフェで働いていただけある」

「ありがとうございます！」

　褒められた、と素直に喜ぶイレーナを見て、ドミニクは初めて表情を緩めた。

「ところで、ここでの生活に不自由はないか？　常識や規則だけでも覚えるのが大変だろうに。兄上の教えかたはわかりづらかろう？」

「常識や規則とはなんだ。私は、魔力制御しか教えていないぞ」

　ジルヴェスターは、あっさりそう言った。事実その通りだったが、果たして堂々と言ってもよいことなのだろうか。

　ぎょっとしたドミニクが、ジルヴェスターに言う。

「たとえば、ここ魔術教育学院の常識についてです。規則も多くありますし、一般人は魔術学校と魔術教育学院の違いすらわからないのですよ！　魔術教育学院をその辺の学校と同じように思われては困ります。受講生には高名な魔術師様もおられるのですから！」

「あのう、ドミニク様。その点でしたら、問題ございません。生活のなかで覚えていけますし、本にも書いてありました」

　あれです、とイレーナが指さしたのは、本棚の中段に並んでいる、十センチはある分厚い本だ。タイトルは【魔術教育学院の成り立ちと役割】というものである。

「あの持つだけで手首が折れそうな本を読んだのか!?」

「……ドミニク。イレーナは、お前と違って頭がいい。お前に出来ないことが出来るのも当然だ」

「兄上！」

　ドミニクが、非難を込めて言う。

　さりげなくドミニクを馬鹿にしているジルヴェスターの表情は涼しく、兄弟の仲の良さが伝わってくる。

　イレーナは微笑ましい思いで、二人を見守った。

「イレーナはすでに私の本棚の本をすべて読み終え、理解しているのだ」

「……は？」

　ドミニクは重厚な本棚にずらっと並ぶ分厚い本を見て、顔をしかめた。

「兄上の、睡眠導入書のような本をすべて？」

「初めて講義に同行させて一週間が過ぎたが、講義にもついてこられるようになっている」

「暗号や呪文のようなあの講義にですか!?」

　イレーナは、ぐっと表情筋に力を入れて、笑いをこらえた。ドミニクの例えがいちいち面白かったのだ。

　ドミニクは頷いて、イレーナに向き合った。

　やや険しさが残るこの顔が、彼の素顔なのだろう。

「改めて自己紹介をさせてくれ。俺はドミニク・フォーゲル。魔術騎士の道を選んだゆえ、グラウンの名は名乗らないことにしている」

「よろしくお願い致します、ドミニク様」

「呼び捨てでかまわん。姉上も言葉を崩してくれ。どうも丁寧な言葉を使われると、落ち着かんのだ」

「わかったわ。よろしくね、ドミニク」

　ドミニクが、歯を見せて笑った。

　笑うと途端に幼くなり、年相応に見える。

　ドミニクは紅茶を一気に呷ると、立ち上がった。

「俺は仕事があるので戻る。元より、陛下からの招待状を渡しに来ただけなのだ」

　見送るために立ち上がろうとしたイレーナを、ドミニクが制する。

「ここでよい。……最後に一つ、姉上に聞きたい。姉上は、魔具師ヴェタをどう思っている？」

　驚くイレーナの近くで、ジルヴェスターがガタッと椅子を揺らす音がした。

　まさかここでヴェタの名前がでるとは思っていなかったため、イレーナはこぼれんばかりに目を見張る。

「ヴェタ様を知ってるの？」

「聞いているのは俺だ。だが、そうだな。名前を知っている程度だ」

「あの、なんで、その」

「姉上が兄上に嫁ぐ話が出た際に、姉上についての情報を集めたのだが、そのとき、姉上が魔具師ヴェタに憧れているという話を聞いたのだ。魔術師の世界では、魔具師は魔術騎士同様、低位の存在でしかない。なぜ、そんな者に憧れているのかと疑問に思っただけだ」

　グラウン家の情報収集力に舌を巻いた。身元調査はされていると思っていたが、イレーナがヴェタファンということまで調べているなんて。

　あまりにも真剣なドミニクの瞳に、微かな、なんともいえない違和感を覚えながらも、イレーナは思っていることを言う。

「ヴェタ様の魔具に心惹かれたのがきっかけで、ヴェタ様のファンになったの」

「姉上、ヴェタも男だ。もし今後、ヴェタに会ったとしても、兄上の妻であり続けることができるか？」

（……私が、禁断の道へ走らないか心配ってことね）

　魔力制御を覚えれば、イレーナの次の目標は、正式な魔術師として認められることになる。

　当然、イレーナは魔術学院を卒業どころか通ってもいないので、そんな状態で魔術師として認められるのは至難だ。

　今後の問題は山積みだが、魔術師を名乗るようになれば、憧れていた人と実際に会うこともあるだろう。

　距離が縮まれば、これまでと違った感情が芽生えるかもしれない。

　しかし。

「私がヴェタ様を、男性として愛することはないと思うの」

　勢いよく椅子が倒れる音がして振り返ると、ジルヴェスターが立ち上がっていた。その際に倒れたのだろう椅子が、床に転がっている。

　なぜか蒼白になっているジルヴェスターに、イレーナは慌てて駆け寄った。

「ジルヴェスター様、具合がよろしくないのでは？　お顔の色が」

「姉上、なぜそう言い切れる。魔具師ヴェタは、意外といい男かもしれないだろう？　姉上の好みかもしれない。きっと惚れる」

「なんで急に禁断の関係を薦めてくるの!?　……あら。ドミニクも顔色が……」

「理由を教えてくれ。なぜ姉上にとって、ヴェタは男性として愛せないんだ！」

　ドミニクは一体何を言いたいのか。

　倒れた椅子を起こして座り直したジルヴェスターの背中をそっと撫でながら、イレーナは困ったように答える。

「だって、ヴェタ様はご高齢の方だもの」

「なぜそうとわかる!?」

「イメージよ、あくまで。そもそもまだ出会ってもいないのに『もしも』のことについて話し合うなんて無意味だわ」

　ドミニクは押し黙ると、ややのち、頷いた。

「それもそうだ。変なことを聞いたな、すまん」

　ドミニクは簡単な挨拶を述べると、来たとき同様、颯爽と帰って行った。

　ジルヴェスターを見ると、顔色が少し戻ってきたようだ。

　おやすみになりますか、と聞いたイレーナに首を横に振ると、ジルヴェスターは国王からの招待状を軽く摘まんでみせた。

　ジルヴェスターはイレーナを隣に座るよう促して、口をひらく。

「夜会は半月後だ。陛下は、私が結婚したことを貴族らに知らせるつもりなのだろう。もしかしたら、イレーナに魔術を披露するように命じるかもしれん」

　微笑んで話を聞いていたイレーナは、最後の言葉に飛び上がらんばかりに驚いた。

「な、なんでですか!?」

「イレーナの魔術師登録に、有利になるかもしれないからな」

　イレーナは、ジルヴェスターと婚姻届を書いたときのことを思いだした。国王アルペシージは、イレーナたちの結婚に協力してくれたのだ。

「そういった可能性を考えて、イレーナ。きみは夜会までの半月の間に、魔力制御は勿論、簡単な魔術も扱えるようになってもらう」

　イレーナは息を呑み、育ち過ぎた大木を見た。

　魔術のコントロールは、今のところ全くできない。鉄球を動かそうとして別の場所にある観葉植物が育ってしまうくらいなので、できないどころか、むしろひどい。

「きみも理解していると思うが、夜会で僅かなりとも魔力の暴走を見せれば、『女性魔術師は不吉』という迷信を肯定することになる。王侯貴族はともかく、夜会に呼ばれるだろう高名な魔術師たちは、きみの粗を探すだろう。僅かの隙もないよう、徹底的に特訓をする」

「わかりました。ですが……」

　一週間、ベッドで快楽を与えられて、それを受け入れる特訓をしてきた。おかげで魔力と一体になることが容易くなったが、今から半月後までに魔力の制御を完璧にして、簡単な魔術を扱えるようになるなど、かなり無謀ではないか。

「ドミニクが来る前にも言ったが、優先すべきは無意識下での魔力制御だ。考えがある、あとで説明しよう」

　どうやら既に次の特訓の内容が、決まっているようだ。

　イレーナは、ほっとすると同時に、自分自身に気合いを入れる。

　どれだけ厳しい特訓にも耐えてみせるわ、と拳を握った。
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「お風呂に行ってきますね」

　イレーナはそう言って、寝室の奥にある浴室に姿を消した。

　その後ろ姿を見送ったジルヴェスターは、ベッドに座ってため息をつく。今日は、いろいろなことがあった。

　イレーナの初めての実技訓練に、ドミニクの訪問。それだけならばよい。実技訓練では今後の課題が明確化したし、ドミニクにはいずれイレーナを引き合わせる予定だったので、時期が早まっただけだ。

　一番の問題は、国王から夜会の招待状がきたことである。

　夜会まで僅か半月。それまでに、イレーナには魔力制御を完璧に覚えてもらわなければならない。

　日数の制限ができたのは、厄介だった。

（しかし、なぜ半月後なんだ……？）

　ふいに、カツンと小石がぶつかるような音が聞こえて、はっと飾り棚を見る。

　大皿の形をした封書用転移魔具のうえに、さきほどまでなかった手紙が現れていた。

　久しく聞いていなかったが、カツンという小石がぶつかるような音は、封書用転移魔具が作動した音だったのだ。

（このような時間に誰だ？）

　嫌な予感がした。

　ジルヴェスターに直接、転移魔具で封書を送れる者は少ない。双方の転移魔具を魔術陣で繋げる必要があるため、ごく僅かな親しい者にしか許可していないのだ。

　それらの者たちにも、特別な用がない限り──たとえば季節の便りなどを──送らないように、伝えていた。

　なので、ジルヴェスターの部屋にある封書用転移魔具が稼働することは、滅多にない。

　ジルヴェスターは足早に封書を取ると、その場で送り主を見る。

　フライだった。

（……珍しいな）

　連絡手段の一つとして封書のやり取りが出来るよう手筈を整えてあったが、実際にフライが転移魔具で封書を送ってきたのは初めてだった。

　眉をひそめてベッドに戻り、手紙に目を通すうちに、ジルヴェスターは深いため息をついてしまう。

　手紙には、受講生のあいだで女性魔術師が現れたことが噂になっていること、それがイレーナではないかと憶測されていること、が詳細に書いてあった。

　後半部分はジルヴェスターに対する世辞と、自分の忠誠は揺るがないというアピールだったので軽く読み飛ばし、すぐに返事を書く。

　情報の発信源がわかるかどうか、信憑性の有無などを問うたものだ。勿論、イレーナがくだんの女性魔術師であることは伏せておく。

　フライはジルヴェスターに忠実だ。ジルヴェスターもまた、冷ややかに対応しつつもフライを重宝していた。

　フライの能力は、諜報にある。

　子飼いの情報屋が複数人いるが、フライは彼らに勝るとも劣らない働きを見せるのだ。

　遠回しに、調べてくれ、と書いた手紙を送ったジルヴェスターは、がしがしと頭を掻いた。

（……噂のもとは、魔術師協会だろうな）

　イレーナが半月もの間、魔術師協会支部の地下にいたことは事実だ。

　イレーナに直接関わったワーグナーとハイルデンには、女性魔術師が現れたことに関して他言しないよう命じておいたが、情報を完全に遮断することは難しかったのだろう。もしかしたら、フェルデスがわざと噂を流したとも考えられる。

　ジルヴェスターはまた、深いため息をついた。

　アルペシージは、平和なマインドラ王国において賢君として治政を敷く王だ。

　不作時や干害の対策強化は勿論、他国との貿易を拡大し、マインドラ王国に莫大な利益を齎した。

　人材の育成に余念がなく、アルペシージの代になってから、身分に固執しない才能重視の人材登用を公言している。マインドラ王国国民は現状より遙か高みを目指して己を研磨し、知識を求めるようになった。

　アルペシージは、やたらとジルヴェスターを呼びつけたり、遊び相手になれと無茶振りをしたりと面倒な男だが、先読みに長けているのは確かである。

　彼がこのタイミングで夜会をひらくと言ったのは、ジルヴェスターが考えているよりも、遙かに重要な意味があるのかもしれない。

　カタン、と浴室から音がした。

「お待たせしました！」

　湯浴みを済ませたイレーナが現れて、ジルヴェスターはこれまで考えていたことを思考の隅に追いやった。

　ピンクの夜着を纏ったイレーナが、ジルヴェスターの隣にちょこんと座る。

　小動物のように小柄で可愛い印象をうけるが、彼女は幼子でもなければ妹でもなく、ましてやペットなどでは到底ない。

　ふわりと、石鹸とイレーナ自身の優しく甘い香りがして、ほとんど無意識に腰を引き寄せていた。

　柔らかな身体を胸に抱きしめて、このまま押し倒したい衝動に駆られる。

　ジルヴェスターは、とっくに気づいていた。

　イレーナに対する愛情が、かつて手紙をくれた少女に向けていたものから、大人の女性に向ける特別な感情に変わっていることを。

　はっきりと理解したのは、初めてカウチで『魔力制御の特訓』を行ったときだ。

　あの日、フライがイレーナに対して公開告白のようなことをして、ジルヴェスターはとても苛立っていた。その苛立ちの正体を、イレーナは所持欲だと教えてくれて、一度はそれで納得したのだ。

　だがその後、ジルヴェスターはイレーナに対する愛しさが溢れて堪えきれず、彼女の同意なく、カウチに押し倒してしまったのである。

　今となっては後悔しかない愚かな行動だが、あのとき、こみ上げる欲求に抗えず押し倒してしまったジルヴェスターの暴走を止めたのは、イレーナの呟きだった。

　──『魔力制御の特訓』

　そう、イレーナは言った。

　ジルヴェスターの勢い余った愛情表現に対して悲鳴をあげるでも暴れるでもなく、彼女は『導き手』であるジルヴェスターを信じたのだ。

　そんなイレーナの姿は、ジルヴェスターを我に返らせるだけでなく、軽率な行動を後悔させた。

　同時に、ジルヴェスターに自覚させたのだ。

　私はイレーナを愛しているのだ、と。

　それは、つっかえていた何かがぽろっと落ちたような、すんなり納得できるものだった。

愛しさを認めたジルヴェスターは、組み敷いたイレーナが浮かべる、か弱い笑顔に胸を痛めた。

　イレーナに嫌われたくない、と。

　彼女の信用を裏切るわけにはいかない、と。

　生まれて初めて、怯えに似た恐怖がジルヴェスターを支配した。

　それから、ジルヴェスターは極力、イレーナとの接触を避けるようにした。

　近づいたが最後、理性などすっ飛んでしまいそうだったからだ。

　なのに。

　なぜか、講義に行くたびに「夫婦仲がよろしいですね」と魔術師たちから声をかけられる。

　特別に仲が良いアピールなどしていないのだが、ジルヴェスターにはなぜ周囲の者たちがそのように言うのかわからなかった。

　もしかしたら、ジルヴェスター自身知らない間に、イレーナに対して好意を表しているのかもしれない。もしそうならば、早急に対策を講じねばならなかった。

　万が一、イレーナにジルヴェスターが下心を抱いていることを知られたら、と思うと怖い。

　──『魔力制御の特訓だと言いながら、不埒なことを考えていたんですね！』

　そんなふうになじられ、ゴキブリでも見るような視線を向けられるところを想像して、ジルヴェスターは小さく震えた。

（怖いか。……この私が）

　若くして魔術薬の先駆者として名を轟かせるジルヴェスターを、魔術師たちは、尊敬、畏怖する。才能、家柄、容姿、あらゆる面で優れた男だと自他共に認めているのだ。

　そんなジルヴェスターが、十近く年下の少女に対して、嫌われるのが怖い、など笑ってしまう。

　もぞり、とイレーナがジルヴェスターの胸に身を預けながら顔をあげた。

「今日も、よろしくお願いします」

「ああ。今日は、無意識下の強化を目的とする」

「はい！」

　男女の営みが、自然の摂理から魔力を得るドルイドの訓練であることは間違いない。

　しかしジルヴェスターにとって、愛しい妻の無垢な身体に触れるこの特訓は、理性を総動員せねばならない、なんとも過酷で、甘美な喜びに溢れた時間だった。

　そんなジルヴェスターの複雑な胸中など知らず、イレーナは無防備だ。

（ここで、情欲に飲まれている場合ではない。半月だぞ。とにかく、時間がないのだ）

　ジルヴェスターは気を取り直して、イレーナをそっとベッドに押し倒した。







　ジルヴェスターの距離感の近さは、寝室以外の、講義堂やそこに向かう廊下でも発揮されるため、いつだったか、受講生の一人である高齢の魔術師に『グラウン教授は、まことに奥様を愛しておられるのう』と言われて、イレーナを赤面させた。

　決して、そんな甘いものではないのだが、周囲から見れば、恋人同士が睦み合っているように見えるのだろう。

　ベッドに押し倒されたイレーナは、魔力制御の特訓に集中しようとした。

　しかし、ジルヴェスターの口づけを受け、夜着のうえから身体を愛撫されながらも、イレーナはつい、昼間のことを考えてしまう。

　実は、夕食のあいだも、風呂で身体を清めているあいだも、イレーナの頭を占めて離れないことがあった。

　それは、昼間ドミニクから聞いたことだ。

　──『私は兄上が以前より『イレーナ』を大切にされていたことを知っております』

　──『陛下も、兄上のこじらせた初恋が成就したことを喜んでおられる』

　あのとき、詳しく聞くような真似はできなかったが、気にならないはずがなかった。

　ドミニクの言葉が事実ならば、ジルヴェスターには『イレーナ』という、イレーナと同名の初恋相手がいるのだ。

　しかも、その相手とつい最近、恋人関係になったという。

　ドミニクの言葉を読み解くと、そうとしか考えられなかった。

　貴族社会における魔術師の結婚では、一度結婚すると生涯離婚ができない。しかし世継ぎさえ生まれてしまえば、夫婦それぞれが愛人を囲うことも多いと聞く。

　庶民のイレーナからは、貴族の政略結婚なんて理解できないけれど、それが貴族社会の常識なのだ。

（わかっていたことじゃないの。ジルヴェスター様は、私の『導き手』になるために、私を引き取ってくださったんだもの。じゅうぶん過ぎるわ）

　これ以上を求めるなんて、ただの娘でしかないイレーナには過ぎた望みだ。

　そんなことを考えた瞬間、イレーナは気づいてしまった。ジルヴェスターの気持ちが自分に向かないことを、悲しく思っていることに。

　ジルヴェスターが魔術師協会支部の地下から救い出してくれたとき、愛のない貴族夫婦になることはわかっていた。理解して納得し、弟子になったのだ。

　それなのに、今、イレーナはジルヴェスターに恋人がいると知って、心を痛めている。

（私、ジルヴェスター様のことを、本気で愛してるんだわ……だから、こんなに胸が痛むのよ）

　イレーナはそっと、心のなかで呟いた。

（ああ……私、それを自覚した瞬間、失恋した）

　もしかしたらとっくに惹かれていたけれど、こうなることがわかっていたから、ジルヴェスターを慕う気持ちに名前をつけなかったのかもしれない。初めての恋だから、ふわふわと温かいこの気持ちの正体に気づかなかっただけかもしれないけれど、今となってはどちらでも構わなかった。

　ジルヴェスターはイレーナの『導き手』だ。

　ただでさえ厄介な、不吉と言われる女性魔術師のイレーナを引き取って妻にしてくれたのだから、これ以上の迷惑をかけるわけにはいかない。

　失恋したとはいえ、簡単に消えてくれない恋心を隠さなければ──そう、決めたが、感情というものは思うように御せないようだ。

　ジルヴェスターの手がイレーナの夜着をはだけさせて、高まっていく身体を愛撫で丁寧に解していく。熱い吐息が肌を撫でるたびに、ぞくっとなんともいえない快感が全身を震わせた。

　彼の柔らかい舌が白い乳房に触れ、ちくりとする感触とともに花びらを散らしていく。そのたびに、感じてしまう身体が胸の突起をぷっくりと膨らませた。

「可愛い、イレーナ」

　サッ、と冷水を浴びたような気がしたイレーナは、咄嗟にジルヴェスターを突き飛ばしていた。

　我に返ってハッと顔をあげると、呆然とするジルヴェスターと視線が合ってしまう。

　慌てて顔を逸らすけれど、なんともいえない沈黙が降りた。

「ご、ごめんなさい」

　──『可愛い、イレーナ』

　これまで何度も言われて、そのたびに喜んでいた言葉。

　なのに、今のイレーナにとっては、残酷な言葉でしかなかった。

（ジルヴェスター様のおっしゃる『イレーナ』は、私のことじゃない……私は、その人の代わり？　……違うわ。もともと私との営みは、魔力制御の特訓で……）

　ふいにジルヴェスターが動いたのを本能で察して、大きく身体を震わせた。

　ジルヴェスターは自分の腕を枕にして、隣にごろんと横になる。

「今日は、やめておこうか」

　イレーナは、別の意味で青くなった。

　拒絶してしまったことで、ジルヴェスターが怒ってしまったと思ったのだ。

「ごめんなさい。私、あの、突き飛ばすつもりなんかなかったんです。二度としません、罰も受けます。だから、許してください」

　ベッドに顔が擦れるほど、深く頭をさげた。

　僅かな沈黙ののち、そんなイレーナの頭を大きな手が優しく撫でる。

「怒ってなどいない。むしろ、私がきみを怒らせたから、嫌だと思ったんだろう？」

　温かな声音に、おそるおそる顔をあげる。

　ジルヴェスターは持ち前の美貌をくしゃりと歪めて、どこか情けなく苦笑していた。

「私はこれまで女性に関わってこなかったから、知らずにきみの気に障ることをしたのかもしれない」

「違います！　ジルヴェスター様は、悪くありませ……」

　ふいに、イレーナは言葉を途切れさせた。

（……女性と関わってこなかった？）

　ドミニクが言っていたことは、もしかして嘘なのだろうか。嘘までいかなくとも、誇張されているとか。

　そんな考えに思い至って、イレーナはジルヴェスターに招かれるまま、乱れた夜着を直して、彼の隣に寝転んだ。

　その瞬間、力強い腕に抱きしめられる。ついさきほど、拒絶したばかりなのに優しく抱きしめてくれるジルヴェスターの、細身なのに男らしい胸板にそっと身を預けていると、なんだか、泣けてきた。

「すまない、イレーナ」

　イレーナの背中に回された腕が、ぎゅっと強く握りしめられるのを感じる。おずおずと顔をあげようとしたイレーナだったが、ジルヴェスターがさらに強く抱き寄せたので、大人しく彼の胸に顔を埋めた。

「すまない」

　繰り返された謝罪に、イレーナは「いいえ」と答えた。

「ジルヴェスター様が、謝ることなどございません」

「……私の言動の何かで、きみは不快になったのだろう？」

　何か、と言葉を濁しているが、きっとジルヴェスターも気づいているのだとイレーナは思った。

　昼間、ドミニクから初恋の話が出たとき、ジルヴェスターが焦っていたことにイレーナは気づいていたのだ。

　イレーナに、『イレーナと同名の恋人』がいることを知られたくなかったのだろう。

　万が一、イレーナの感情が波立って暴走でもしたら取り返しがつかなくなる。

　そのため、恋人の件はまだ伝える時期ではない、と判断したのだ──と、イレーナはジルヴェスターの考えを推し量っていた。

　イレーナは長い沈黙のすえに、思っていることを伝えた。

「正直、辛いと思いました。ジルヴェスター様の、本当のお気持ちを知ってしまった今は、胸が痛くてたまりません」

「イレーナ。……やはり、気づいたのか」

　息を呑んだジルヴェスターが、そう呟いた声は震えている。

「……私を、軽蔑したか？」

　単刀直入な質問だった。

　すぐに、いいえと言えればよかったが、恋を、それも初めての恋を自覚したばかりのイレーナには、心を偽るのが困難で、つい、黙り込んでしまう。

「そうか。……きみが望むのならば、魔力制御の特訓をほかの男と替わるべきなのだろうが」

「そ、それは嫌です！」

「私はそれが嫌──ん？」

「……え？」

　もぞり、と強く抱きしめられたまま顔をあげる。

　腕を緩めたジルヴェスターが、イレーナの顔を覗き込んでいた。

「嫌なのか？　ほかの男が？」

「嫌です。わがままなのは承知ですが、その、ジルヴェスター様でなければ、私──」

　そのとき、ジルヴェスターの仄暗い瞳が、きらりと輝いたように見えた。イレーナは、はっと我に返る。

　危うく、もう少しで気持ちを伝えてしまうところだった。愛する人がいるジルヴェスターにとって、想いを伝えられても迷惑なだけだろうに。

　だから、ほんの少しだけ、気持ちを偽って伝える。

「私、不安なんです。ジルヴェスター様ほど、優秀な魔術師様はおられませんから」

　途端に、ジルヴェスターの瞳にまた影がさした。

「……そうだな。私は、最高位の称号を持つ魔術師だからな」

　くっ、とジルヴェスターが笑う。

　自嘲に近い笑いだった。

「ならば、今夜も特訓を続けても構わないな？」

「はい！　勿論です」

　ジルヴェスターが身を起こして、覆い被さってくる。首筋に触れた彼の唇に、びくりと身体が震えた。

「私、ちゃんとしますから。ジルヴェスター様の妻として、ジルヴェスター様のご迷惑にならないように」

「そんなこと考えなくていい。きみは、好きにしていいんだ。……ああ、ドミニクの言ったことを気にしているのか？　公爵夫人がどうとかいう」

　つつ、と尖らせた舌先が首筋を伝い、胸元に吸いついた。

　夜着の裾から手が侵入して、あっという間に肩までたくし上げられてしまう。ぬるりと舌が白い乳房のまるみを辿って、脇腹へ下りた。

「妻ですから、寛大でありたいんです」

「寛大？」

「……ジルヴェスター様の、恋人の方のことです」

　ドロワーズにかかったジルヴェスターの手が、ぴくりと止まった。

　今話すことではなかったかもしれない、という考えが頭を過ったが、もう言ってしまったのだから、仕方がない。イレーナは最後まで話すことにした。

「ドミニクが言っていた、ジルヴェスター様の初恋の方のこと。確かに辛いと思いましたが、ちゃんと受け入れますから。だから……ジルヴェスター様？」

　話を聞いていたジルヴェスターは、きょとんとして、それから目を見張って、がくっと項垂れた。

　かと思うと、ぐったり力なくイレーナの上に倒れ込んできて小柄な身体を強く抱きしめ、首元に顔を押しつける。

　ぐりぐりと、まるで幼子のように。

「ジ、ジルヴェスター様？」

「……私には恋人などいない」

「えっ。あっ、では、やはり誇張だったんですね。今後、その初恋の方と恋人になるという話で──」

「それが気になっていたのか？」

　言葉を遮られて、イレーナは小さく震えた。

　言ってはいけないことを言ってしまったのかもしれない。ジルヴェスターの声がほんの少しだけ低い気がしたのだ。

「その……ドミニクが、ジルヴェスター様の初恋が成就したって言ってました。その相手が私と同じ『イレーナ』という名前だと……だ、だから、気にならないはずがありません！」

　吹っ切ったように、イレーナは強く言った。

「私は、ジルヴェスター様に感謝しているんです。なのに、恋の邪魔をしているなんて、恩を仇で返すようなものじゃないですか！」

「……イレーナ」

　ジルヴェスターが、イレーナの首元に顔を押し当てたまま、ぽんぽんとあやすように背中を撫でる。

「まず言っておきたいのは、私に恋人はいないということだ。きみを、大切にすると言っただろう？」

「でも、今日──」

「そもそもだ」

　ジルヴェスターが、がばっと顔をあげた。

　端正な顔がすぐ近くからイレーナを見下ろしてきて、真摯な瞳に飲み込まれるように、イレーナは黙り込む。

「ドミニクは確かに誇張していた。私は以前より『イレーナ』という者を知っていたし、ある意味、最近……お近付きになれたといっても、まぁ、間違いではない」

「やっぱり、本当のことだったんですね」

「イレーナ。きみは私の話を聞いて尚、私が『イレーナ』という恋人がいると思っているのか？」

「まだ恋人ではないと聞きましたので、今は親しいお友達といったところでしょうか？」

「違う！　なぜその『イレーナ』が、きみ自身だと思わないんだ！」

　ジルヴェスターは、どこか悲痛な声音を帯びた叫び声をあげると、拗ねた子どものようにイレーナを見下ろしてくる。

　イレーナは、ぽかんとした。

「……私？」

「そうだ」

（ありえないわ。だってドミニクは、ジルヴェスター様が以前から『イレーナ』を知っていた、ようなことを言っていたし）

　イレーナがジルヴェスターと出会ったのは、つい最近。エーテル街魔術師協会支部で、導き手としてイレーナに手を差し伸べてくれたときだ。

　そのことを、イレーナはしどろもどろになりながら、ジルヴェスターに説明した。

　ジルヴェスターはため息をつく。

「きみではなく、私がきみを、以前から知ってたんだ。……理由は、今はまだ言いたくないが」

（じゃあ……私と同名の『イレーナ』さんは存在しないの？　それどころか、ドミニクが冷やかしていたのは、私のこと？）

　自分がとんでもない勘違いをしていたことを、イレーナはやっと理解した。

「いっ」

「ん？」

「いやっ、ご、ごめんなさいっ！　やだっ、恥ずかしい！」

　イレーナは両手で顔を覆って、くるりと横に転がった。顔が熱い。勘違いも恥ずかしいが、ドミニクに冷やかされるほど妻としての立場を尊重して貰えていることも嬉しいし、何より、ジルヴェスターが以前よりイレーナを知っていたということに驚いた。

　ドミニクが初恋相手だと揶揄するくらいなのだから、きっと、ジルヴェスターはとてもイレーナを気に掛けてくれていたのだろう。

（まるで、私が特別みたい）

　イレーナはそんなふうに思って、ますます赤面する。

　肩に、柔らかいものが触れた。ちゅ、と音がして、ぬるりとしたものを感じたことで、ジルヴェスターが舐めているのだと知る。

「イレーナ」

　ジルヴェスターの声が耳元で聞こえて、「ひゃっ」と身を縮めた。

「はっきりと言っておくべきだった。私はきみだから『妻』にしたんだ。きみだから『導き手』に名乗り出た。……ほかの者ならば、そんなことは決してしなかった」

　ジルヴェスターの言葉は、まるで愛の告白だった。

　悲しみと苦痛に苛まれていたイレーナの心は、ぶわっと花が咲くようにぽかぽかとした心地よさを取り戻す。

　イレーナは、おそるおそるジルヴェスターのほうに向き直った。彼は、優しく微笑んでいる。初対面のときに見たような作り物の笑みではなく、愛しい者を見る温かな笑顔だ。

　ジルヴェスターの顔がゆっくり下りてきて、イレーナの頬にキスをした。

「きみは私にとって特別だ。この世の、どの女性よりも」

「……あの」

　どうして、と聞こうとして、止めた。

　彼はついさっき、以前よりイレーナを知っていたと言ったが、その理由は話したくないと言ったではないか。

　ジルヴェスターがこうもはっきり、イレーナに対して拒絶を口にするのは珍しい。よほどの理由があるのだろう。

　イレーナは言葉を飲み込むと、別のことを言った。

「私も、特別です」

　きっと、ジルヴェスターのいう特別とイレーナの特別は、種類が違う。彼にとってイレーナは、妹のようなものなのだから。

　なんの根拠もなくそう決めつけていたイレーナだったが、ジルヴェスターが嬉しそうに頬を紅潮させる姿を見て、まさかと思った。

「イレーナも？　私が特別なのか？　本当に？」

「は、はい」

「それは……師として、ではなく。異性として意識されていると思ってもいいのだろうか？」

　ジルヴェスターは、やや緊張を載せた声音でいう。

　まさか、という思いが確信に変わった。自分は鈍いほうではないと思っていたが、どうやら、色恋ごとに関しては随分と意識が回らないようだ。

　喜びがこみ上げてきて、イレーナの瞳に涙が溢れていく。

　ジルヴェスターはそっとイレーナの目じりを親指で拭って、頬にキスをした。

「告白しているんだが。同じ気持ちだと思っていいか？」

「い、異性として、意識していますっ」

　涙声になってしまったが、ジルヴェスターには伝わったようだ。

　彼は甘く蕩けるように微笑むと、イレーナの唇に自分のそれを押しつけた。顔を離すと、ジルヴェスターはすぐ近くからイレーナを見つめる。

「私たちは両想いだったんだ」

　ジルヴェスターは言い終えるや否や、熱い唇を合わせた。

　これまで何度もしてきた口づけなのに、何かが違う。胸の奥がきゅんと切なくて、じんじんと痺れて、熱が身体全体に広がっていく。下腹部が甘く疼き、頭のほうへ上ってきた熱は涙となってイレーナの頬を濡らした。

　イレーナは、おそるおそる、ジルヴェスターの背中に手を回す。

　これまで、自分から彼に触れるのはいけないような気がして、抱き寄せられない限り、ベッドでジルヴェスターに触れることはなかったのだ。

（もう、触れていいんだわ）

　激しい口づけを交わしながら、イレーナはとろんと蕩ける思考のなかで、そんなことを考えた。




　呼吸を荒くしながら、お互いの瞳に映る姿を見つめる。

　これまでと違う胸の高鳴りを覚えて、イレーナは特訓が待ち遠しいと思った。

　生まれて初めての恋を自覚して、それが叶って。

　こんなふうに、トントン拍子で物事がよい方向へ進んだことに対して、ほんの少し、本能のようなものが恐怖を覚えていた。

　何か怖いことが起きそうな不安。

　そんな不安を、ジルヴェスターの愛の籠もった愛撫で消してほしかった。

「……そんな顔をされると、いろいろと言いにくいのだが」

（そんな顔？）

　もしかして、期待に満ちた顔をしていたのだろうか。頬を朱に染めるイレーナに、ジルヴェスターは苦笑した。

「このまま、身も心も一つになりたいところだが、きみにはまだ早い」

「どうしてですか？」

「魔力制御の特訓が優先だからだ」

　ぴしゃりと言い放たれて、甘い空気が霧散した。

　イレーナが想像していた『両想いになったばかりの男女』からはほど遠い、ぴりっと張り詰めた雰囲気に、愕然とする。

「私とて、ずっと我慢してきたのだから気持ちが通じ合った今、すべてを貪りたいと思う。お互いのすべてを知り、愛を囁き、一つになって……」

　あけすけともいえる不埒な言葉に、イレーナはまた、ぽっと頬を染める。

「しかし、王家主催の夜会まで半月。これはおそらく、陛下がぎりぎり与えてくださった猶予だ」

「猶予、ですか？」

　意味がよくわからずに首を傾げると、ジルヴェスターが丁寧に説明をしてくれた。

　女性魔術師が現れたと噂になっていること。そしてそれが、イレーナではないかと言われているのだと。

　イレーナはさっと青くなり、そのまま現実逃避したいのを堪えて、頭をフル回転させた。

「……つまり、陛下が私を紹介もしくは公表してくださる、ということですね」

　一人歩きする噂ほどたちの悪いものはない。

　だが、国王が公式のものとしてイレーナを認め紹介すれば、デマはそう簡単には広まらなくなる。

　下手に誇張して面白おかしく広げた者は処罰されるし、国王が公言すればそれまでの噂はなかったも同然になるのだ。

　だからこそ国王がイレーナを認めれば、それは滅多なことがない限り覆らない。

　勝負は、半月後。

「私のほうから、明日にでも陛下に確認しに行こう」

「ありがとうございます。でしたら、すぐにでも魔力制御の特訓をしましょう！」

　夜会にはほかの名のある魔術師たちも出席するというし、彼らが『不吉な女性魔術師』をあっさり認めるとは思えないのだ。

　フェルデスのような者がいたら、その場でイレーナが危険だと騒ぎ立てるだろう。

　その際、相手を黙らせることができるくらい、魔力を完璧に制御できていないと、イレーナの処罰が確定する。それだけではない。紹介してくれるアルペシージや、導き手であるジルヴェスターの顔に泥を塗ることにも繋がるのだ。

「きみは真面目だな」

　ジルヴェスターは苦笑したが、どこか嬉しそうだった。彼はイレーナの頬に唇を押し当てると、耳元へずらして囁く。

「今夜から、無意識下で魔力を制御する特訓に移ると言ったのを、覚えているな？」

「はい。どんな特訓にも耐えます！」

「よく言った」

　ジルヴェスターは満足そうに、くっと喉の奥で笑う。

「私はこれまでと同様、イレーナの身体に触れる。痛いことはしない。ただ、きみはこれまでのように、齎される快楽に身を委ねてはいけない」

「……はい？」

　意味がわからずにいると、突然、胸の突起を摘ままれた。人差し指と親指で、ぐにぐにと押しつぶされて、雷に打たれたように身体が跳ねる。

「ひゃっ！」

「抗うんだ。快楽にすべてを委ねてはいけない。どんなときでも、意識を保つよう務めるんだ」

　イレーナには、ジルヴェスターの言葉が難解だった。

　巧みな愛撫は全身に広がっていき、蕩けていく思考で、イレーナは必死に「感じてはいけない」と自分に言い聞かせる。

（これは大事な特訓だから、感じちゃ駄目──ひっ！）

　ドロワーズを脱がされて、しとどに濡れた秘部にごつごつした男の指が触れた。くちゅりと卑猥な音を響かせながら、浅い部分を指が行き来し、蜜壁を刺激する。

「あっ」

　一週間、ジルヴェスターの愛撫を受け入れ続けた身体は、彼に少し触れられるだけで蕩けてしまう。

　しかも、ついさっき両想いだとわかったイレーナは、どれだけ冷静さを装っても、心はこっそり舞い上がっている。

　そんな状態で、敏感な部分を弄られてしまえば、感じるなというほうが無理だった。

　ぐりっ、と淡い茂みに隠された花芽を押しつぶされた瞬間、イレーナはピンと足を伸ばし、びくびくと身体を震わせながら果ててしまう。

「う、うぅ」

「イレーナ、うつ伏せになれるか」

「……はい」

　言われるまま、イレーナはうつ伏せに寝転んだ。

　蕩けた頭で考えられるのは、『感じてはいけない』という具体的な部分だけである。

「そのまま、お尻を突き出すように膝を曲げて」

　素直に従ったイレーナだが、なんとも恥ずかしい格好をしていることに思い至って、ジルヴェスターに反発しそうになった。それを、ぐっと堪える。

　ジルヴェスターはイレーナの『導き手』であり、今は魔力制御の特訓の最中だ。

　イレーナはぎゅっとシーツを掴んで、齎される快楽に必死に抗う。

　抵抗はあまり意味をなさなかったが、それでもイレーナは意識を飛ばすことなく、気持ちだけは『感じちゃ駄目』としっかり持ち続けた。







　何度目かわからない絶頂に背中をしならせて、大きく開いた足を痙攣させる。

　喉がひくついてイレーナのものとは思えない女の喘ぎ声が迸り、部屋に溶けて消えていく。

　荒い呼吸が部屋に響いていた。

　イレーナは心地よいだるさを感じながら、ぼうっと天井を見上げる。

（いっぱい、気持ちよくなっちゃった……）

　ジルヴェスターは優しい手つきで頭を撫でてイレーナを抱きしめると、一緒にベッドへ寝転んだ。

「何か掴めたか？」

　イレーナは自分のなかの魔力へ意識を向ける。

　明らかに、魔力の反応が変わった。

　これまでは、ただそこにある魔力を観察しているような感覚だったのが、魔力のほうもイレーナが観察しやすく動いてくれているような、より密接な関係になっている。

　本能に抗う特訓を行うことで、無意識下に余裕が生まれたのだ。

　確かにこれは、理屈ではなく感覚の問題だろう。

　実はほんの僅かだけ、ジルヴェスターを疑っていた。

　昨日までは、ジルヴェスターはイレーナのような小娘に欲情しない男だと思っていたから、安心して身を任せてこられた。

　しかし両想いだと知った今、もしかしたら、特訓と称してわざと卑猥な格好をさせているのではないか、と。

（私、なんて失礼なことを、考えていたの!?）

　慌てるイレーナの隣で、ジルヴェスターが微笑んだ。

「効果はあったようだな。本能が理性を上回ることは、魔術師の暴走によく似ている。荒波のような魔力が魔術師の意識を乗っ取るような感覚らしい」

「……だから、すべてを委ねないように、意識を保つことが大切なんですね」

　本能──つまり、今回の場合は快楽だ──が押し寄せてきても、飲み込まれないように努めること。

　それはまさに、自然の摂理を通して魔術を行うドルイドに特化した、実践に等しい訓練なのだ。

　イレーナは心底感服して、ジルヴェスターを見上げた。

「私、これまで以上に頑張ります！」

　ふと、ジルヴェスターは何かを考える素振りをみせた。

「……半月後の夜会を乗り切ったら、褒美をやろう」

（褒美？）

　イレーナは目を丸くする。

　これほどよくしてもらっているのに、さらに褒美まで貰えるなんて。

（好待遇過ぎるわっ）

　イレーナの心の叫びを読んだように、ジルヴェスターが軽やかに言う。

「愛する妻が頑張っているのだから、当然だろう？　イレーナ、きみは私に雇われているわけではないんだぞ」

「あ、愛する妻……は、はい。ありがとうございますっ！」

　イレーナは感動に身体を震わせた。

　こんなふうに、さらりと愛を伝えてくれるジルヴェスターを、師として、夫として、人として、尊敬するばかりだ。

　イレーナは、ぎゅっと甘えるようにジルヴェスターの夜着を掴む。

　特訓はひたすらイレーナが快楽を与えられる側なので、ジルヴェスターは一度も夜着を脱がないのだ。

　男性は、中途半端な情事が辛いと聞いたことがある。おそらくジルヴェスターは、イレーナの魔力制御の特訓のためにいろいろと我慢してくれているのだろう。

　そうとわかった今、イレーナが褒美として彼に望むことは一つだった。

「でしたらご褒美に、特訓ではない男女の営みを望みます」

　イレーナはジルヴェスターを見上げて、きっぱりと言ったのだった。
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「私のイレーナは、健気で可愛らしいのだ」

　ジルヴェスターが、うっとりと言った。

　二人きりのときだけ、ジルヴェスターは丁寧な言葉遣いではなくなる。立場上、他の人がいる場合は畏まった姿勢をみせるが、アルペシージと彼のあいだには、主従といった関係はないに等しい。

　それは、アルペシージから言い出したことだった。

　二人は旧知であり、その出会いは幼少期まで遡る。親同士が親しいことや歳が近いことなどから親しくなり、現在まで『友人』としての関係が続いていた。

　国王などという大層な立場にいるアルペシージにとって、ジルヴェスターは唯一無二の友といえる。

　しかし、今目の前でだらしなく頬を緩めるジルヴェスターは、出会ってから今まで見たことがないほどに、浮かれていた。

　正直、アルペシージはそんなジルヴェスターを、気持ち悪いと思った。

　アルペシージの胸中など知らず、ジルヴェスターは自慢げににんまり笑うと、もったいぶった口調で言う。

「私はな、彼女のために『褒美』をやろうと言ったのだ。なのにイレーナは、なんとも可愛い頼みをしたのだよ。なんと言ったかわかるか？」

「『特訓ではない営みをしたい』だろう？」

「そうだ！　可愛い、とにかく可愛いのだ！」

　それは、この三十分で二十回は聞いた話だった。いい加減、聞き飽きてしまったが、ジルヴェスターは初恋が実ったことを誰かにしゃべりたくて仕方がないらしい。

　しかも、まだイレーナと出会って一か月と少し。

　そんな男女が昨夜両想いになったばかりなのだから嬉しくて、それ以外に話すことがない。ゆえに、延々と同じことを話しているのだ。

　アルペシージは呆れを通り越して、感心した。

（こやつが、これほどよくしゃべるとは。……ますますイレーナがほしいな）

　ジルヴェスターが聞けば激怒しそうなことを考えながら、「な？　可愛いだろう？」と同意を求めてくるジルヴェスターに適当に相槌を打つ。

　彼は満足して、またイレーナとの出会いについて話し始めた。

　それは、ジルヴェスターが魔具師ヴェタとして魔具を販売したときまで遡る。もっとも、直接出会ってはいないし、当時のジルヴェスターが手紙を通してイレーナに惚れたわけではないだろう。

　それでも、ジルヴェスターにとってイレーナは特別な存在だということを、アルペシージはよく知っている。ジルヴェスターが魔具師になりたがっていたことも、挫折を経験し、どのように立ち直り、なぜ魔術薬師になったのかも。

　やっとのこと、話が途切れた隙を見計らってアルペシージが口をひらいた。

「そろそろ本題にはいらぬか、ジル」

　早朝にジルヴェスターが訪ねてきてから、四十分は過ぎている。

　突然の訪問だったため、何か重大な案件だろうと午前の予定をすべてキャンセルしたことを、少しばかり後悔するアルペシージだ。

　国王というものは、決して暇ではない。

　ジルヴェスターは、火急の重要案件をもって訪ねてくるのが大体なので、今回もそうだろうと思ったのだが──。

　真剣なアルペシージの顔を見て、ジルヴェスターは満足そうに紅茶を飲んだ。

　隣国から取り寄せた最高級の紅茶だが、ジルヴェスターは一言「イレーナがいれた紅茶のほうがうまいな」などと失礼なことを言ってのけた。

「ジル」

「なんだ。さきほどから、随分と機嫌が悪そうだが」

「気づいていたのならば、配慮するべきではないか？　それで、おぬしは何用があって余を訪ねてきたのだ」

　こちらは、午前の予定をすべてキャンセルし、最高級の茶葉と菓子でもてなしているのだぞ。と、喉まで出かかった言葉を飲み込む。

　言ったところでジルヴェスターは堪えないし、虚しくなるだけだ。

「そうだった。つい、イレーナに対する愛が溢れてしまった。こう見えて、私はイレーナを愛しているのだよ」

「知っている。それで、用件を言え」

　ジルヴェスターは紅茶カップを静かに置くと、表情を改めた。

　アルペシージのよく知る、眉間に僅かな皺を寄せた真剣な顔である。ぴりっ、と空気が張り詰めた気がして、アルペシージもまた、つと目を眇めた。

「魔術師のあいだで、女性魔術師が現れたということが話題になっていることは知っているか？」

「知っておるぞ。此度の夜会は、そのためのものだ」

　ふむ、とジルヴェスターが考えるように腕を組んだ。

「陛下が、イレーナを紹介してくれる……ということだな」

「そのつもりだ。いらぬ噂を消すためには、正式に公表するのがよい。他国にも知れることになるが、そこまでは面倒見切れんよ」

「わかっている。今を乗り切れなければ、どのみち次もないからな。……陛下、いや、アル。きみは大丈夫なのか」

　アルペシージは、目を見張った。

「唯我独尊を地で行くおぬしが、余の身を案じるなど！」

　冗談めかしつつわりと本気で言うと、ジルヴェスターは不機嫌な顔をした。それはジルヴェスターのいつもの表情だった。

　初対面の者には、社交辞令そのものの作り笑顔を浮かべるが、アルペシージやドミニクなど、親しい者の前では常に憮然としているのである。

「馬鹿にしているのか？　私のせいできみが被害に遭うかもしれんのだ、心配するのは当然のことだろう」

（……驚いた。イレーナを妻に貰ったことで、人を気遣えるようになったのか）

　ジルヴェスターには、できることならばこのまま幸せでいてほしい。思えば、鼻持ちならない傲慢なジルヴェスターを努力の人に変えたのも、魔術薬師の道を示したのも、すべてイレーナだ。

　アルペシージは、改めてイレーナの偉大さを知った。

「馬鹿になどしておらんさ。感動しておったのだ。……心配はいらぬ。余はイレーナを紹介するだけだ。それ以上でもそれ以下でもない」

「なるほど」

　ジルヴェスターは、にやりと笑った。

　悪巧みをするような顔である。

「フェルデスをはじめ、魔術師たちは反発するだろう。だが、余はそれを止めぬ」

「わかっている。こちらから、イレーナは決して暴走したり悪に染まったりしないと、それを見せつけてやる。アルは、高みの見物をしているといい」

　アルペシージは頷くと、身体から力を抜いた。

　一国を背負っている身として、処罰される可能性がある女性魔術師を擁護するわけにはいかないのだ。

「……すまぬな、ジル」

「前々から言っているだろう？　簡単に謝るなと。私はその程度で、怒ったりはしない」

「いや、おぬしはいつもすぐに怒る──」

「とにかく、そういうわけだ。ここには、イレーナをどのように扱うつもりかを聞きにきた。わかったゆえ、これで失礼しよう」

　ジルヴェスターは言い終えるなり立ち上がる。だが、ふと、思い出したようにアルペシージを振り返った。

「イレーナがドルイドであることは、くれぐれも内密に頼む」

　その言葉に、アルペシージは神妙に頷く。

　のろけ話のなかでさりげなく出てきた、ドルイドの話。アルペシージは、その件が引っかかっていた。

　魔術師は、基本的に動植物に介入できない。

　するにしても、かなり大がかりな下準備と費用が必要で、最悪、術者本人が命を落とす可能性もある禁忌の魔術だ。

　ドルイドは、そんな動植物に介入する魔術を扱う特異な存在。

　人に介入するということは、国の要人や王までをも操ることが可能だということである。

（女性魔術師以上に、危機感を抱くべき存在と思う者が少なからずおるだろうな）

　半月後の夜会で女性魔術師を認めさせることさえ、厳しいというのに、まさかドルイドとは。

　ジルヴェスターが退室すると、使用人部屋で控えていたメイドが食器を片付けにきた。アルペシージは、仕事のために従者を連れて執務室に向かう途中、改めてさきほどのジルヴェスターの態度を思い出す。

（本当に、ジルは変わった）

　出会った頃の、他者を見下すことが当たり前だと、自分がもっとも優れていると信じて疑っていなかったジルヴェスターもそうだが、イレーナに出会う前までは、『女性魔術師』や『ドルイド』といった面倒事を引き受けるなど、考えられなかったのだ。

　実際、ジルヴェスターの優れた魔術薬師としての才能に惚れた魔術師が、何人も弟子になりたいと希望しているというし、魔術薬に関する独占販売契約を結びたいと大手企業からの誘いも来ていた。

　ジルヴェスターはそれらを、面倒だからという理由で突っぱねたのだ。

　その結果、ジルヴェスターが生み出す魔術薬の大部分は、マインドラ王国が権利を持つことになり、それが国益に繋がったので、アルペシージとしては有り難いばかりなのだが。

　ジルヴェスターは決して、アルペシージやマインドラ王国のことを思って、あえて大手との契約を蹴ったわけではない。

　彼は心の底から面倒ごとが嫌いなのだ。

　マインドラ王国と魔術薬に関する権利契約を結んだのも、アルペシージが面倒事は全てこちらが背負い込むことを条件に、根気よく説得したからに他ならない。

　少なくとも、イレーナと出会うまでは、とにかく面倒を避ける男だったのだ。

　それなのに、今のジルヴェスターは他人の──『イレーナ』のために、積極的に動いている。

　アルペシージは、そっと息をつく。

（このまま、笑顔であってくれ）

　魔具師として失敗したときの、ジルヴェスターの姿が脳裏を過る。

　まだ十代だったとはいえ、人生で初めて挫折を味わったジルヴェスターの姿は、見ていられないほど悲壮な雰囲気を醸しており、放っておけば命を絶つのではないかと思うほどだったのだ。

　あのような友の姿は、二度と見たくない。

　アルペシージは、強くそう思った。







　魔術教育学院の教授寮に戻ったジルヴェスターは、見慣れたはずの自分の部屋を見て、ぽかんと口を開いた。

　ジルヴェスターの部屋に、ドミニクがいたのだ。

　いや、それ自体はおかしなことではない。

　イレーナに留守番を任せられるようになったため、ジルヴェスターが不在でも来客対応が可能になったのだ。

　だから、ジルヴェスターの不在時にドミニクがいても、なんらおかしなことはない──はずなのだが。

　なぜかドミニクは蔦でぐるぐる巻きにされた状態で、大木の下にぶら下がっていた。

　机には二人分の紅茶と菓子があり、イレーナはその片方をゆったりした様子で嗜んでいた。

「……何がどうなっている？」

　ぽつりと呟いたジルヴェスターに、ぱっとイレーナが振り向いた。

　ひまわりのような大輪の花を思わせる明るく元気いっぱいな笑顔に、ジルヴェスターの顔がにまにまと緩みかける。軽く咳払いをして表情を引き締めると、足早に出迎えにきたイレーナを抱擁した。

「おかえりなさいませ、ジルヴェスター様」

「ただいま、イレーナ。変わったことはなかったか？」

「ドミニクが来ました。なんでも、ジルヴェスター様が昨夜のうちに、お呼びになったとか」

　ジルヴェスターは頷いて、外出用の長衣を脱いだ。

　イレーナが当然のように受け取って、寝室のフックに掛けてくれる。彼女はジルヴェスターの分の紅茶と菓子も用意してくれたため、休憩することにした。

「昨夜、きみが寝たあとだ。ドミニクに、時間をつくって訪ねるように連絡しておいたのだ」

「そうでしたか」

　イレーナがふと思案顔になって、「昨夜って……かなり遅い時間だったんじゃ」と心配そうに呟き、大木に吊されたドミニクを見た。

　途端に、ドミニクが鼻をならす。

「問題ない。兄上からの連絡とあらば、いつでも喜んで受け取るぞ！　今日は、有休申請をしてきたからな。時間もたっぷりあるのだ」

　自慢げに話すドミニクに、ジルヴェスターは眉をひそめた。

　国王陛下直下の魔術騎士はそれほど有休制度に寛容ではなかったはずだが、無理を言って通したのだろうか。

　ジルヴェスターの疑問を察したドミニクが、鼻息荒く付け足す。

「兄上がお呼びと言えば、上官が許可してくださいました！　ゆえに、公認の有休です！」

「有休に公認も非公認もない。ドミニク、お前の頭の弱さが時折心配になるぞ」

　ドミニクは、ぎょっとしてジルヴェスターを見た。

　その瞳が、やや潤んでいる。

「兄上が、そのように俺を心配してくださるなど、初めてではありませんか！　感動しました。兄上、一生ついて行きます、兄上──っ！」

「……うるさいぞ」

　ため息をついてから、ジルヴェスターはドミニクをちらっと見て、視線をカップに戻した。しばらくしてまた、一瞬だけドミニクを見る。

　知らぬふりをしていたかった『ドミニクの状態』について、嫌々ながらも、尋ねることにした。

「ドミニクは、なぜ大木に吊されているのだ」

「ジルヴェスター様がお出かけになったあと、あの子が動いたのです」

　答えたのは、イレーナだった。

「あの子？」

「大木のことです。意志があるみたいで、自在に蔦や枝を伸ばせるんですよ」

「その通りです、兄上！　俺は、この大木が暇そうだったので、こうして遊び相手になってやってるんです！　なぁ、大木！」

　ドミニクの言葉に、ドミニクを縛っている蔓が揺れた。

　蓑虫のように、ぶらんぶらんと揺れる弟を一瞥してから、ジルヴェスターは考える。

「つまり、これは魔木か」

「魔木、って、あの古文書や物語に出てくる、自分の意志で動く木のことですか？」

「ああ。古文書などに出てくる魔木と同じものかはわからないが、意志を持っているという点では、同じといえるだろう」

　問題はなぜ突然意志を持つようになったかだが、昨夜の特訓が関係しているのかもしれない。

　特訓の成果により、イレーナ自身が意識していない部分──つまり、無意識の領域で魔力制御が可能になったことが、大木になんらかの影響を与えているのだ。

「でしたら、名前が必要ですね」

「……名前？」

　イレーナの言葉に、ジルヴェスターは顔をあげた。

　満面の笑みを向けられて、魔木を研究したいと考えていたジルヴェスターは、自分の考えを頭から追い出す。

「意志があるのなら、呼び名が必要ですよ」

「……現状では移動することもできんし、しばらくはここに置いておくしかないだろうからな。名付けることを許そう」

　そう言った途端、イレーナは大木に話しかけ、ドミニクにも名前の候補を聞いている。ついでのようにジルヴェスターにも聞いてきたが、ジルヴェスターは『そういうのは苦手なんだ』と断った。

　イレーナに甘えるように、大木の枝が肩に触れる。ドミニクに巻き付いていた蔦が緩み、今度は別の角度からドミニクに巻き付き始めた。

　ドミニクは自ら巻かれにいっているようで、本当に大木と遊んでいるらしい。てっきり、大木に掴まったのを隠すために、遊んでやっている、と嘘をついたのかと思ったが、そうではなかったようだ。

（ドミニクは、魔力が少ないうえに頭の回転が遅いが、心根は優しいからな）

　話し合いの結果、名前は『マニ』になったようだ。魔木の『マ』と、ドミニクの『ニ』だという。

　なぜそうなった、と思いつつも、妻と弟が楽しそうなので、水を差さないでやる。

（……以前は、こうして他者の楽しそうな姿を見ることなど、なかったな）

　他人の成功を妬むとかそういった意味ではなく、単純に興味がなかったのだ。ジルヴェスターの世界は、ジルヴェスターだけで回り、完結していた。

　魔具師として挫折を味わったときはこの世が全て滅びてしまえばいいとさえ思ったが、魔術薬師の道を志してからはひたすら自分の能力を高めたし、魔術薬師として成功してからは周囲がジルヴェスターに合わせていた。

（確かにドミニクの言う通り、誰かを気遣ったことなど……ああ、それでアルも、あのようなことを言ったのか）

　──『唯我独尊を地で行くおぬしが、余の身を案じるなど！』

　あれは、馬鹿にされていたわけではないのだと、今になって理解した。

　イレーナとドミニクが机に戻ってくるのを待ってから、ジルヴェスターはドミニクを呼んだ理由を話した。

「夜会に必要なものを、整えてほしいのだ」

　とくにイレーナにとっては、社交界デビューでもある。

　ドレスを仕立てなければならないし、髪留め一つとっても、選ぶ基準があるのだ。ジルヴェスターはそれらに詳しくないうえに、仕事があって時間が取れない。

　また、イレーナ自身も魔力制御の自学に励んでもらいたいので、可能な限り、夜会の下準備に手間取らせたくないのである。

　そんなジルヴェスターの意を、ドミニクは読み取ったらしい。頭の回転が遅いドミニクだが、ジルヴェスターの考えを察することは得意なのだ。

「かしこまりました。俺が手配しましょう。今日は一日空けてますから、すぐにでも！」

「頼んだぞ」

　ドミニクは嬉しそうに頬を緩めると残っていた紅茶と菓子を手早く食べて、ジルヴェスターとイレーナ、マニに退室の挨拶をしてから、部屋を出て行った。

「ジルヴェスター様、ありがとうございます。私、魔力制御とか魔術のことばかり考えていて、準備のことを考えていませんでした」

「初めてなのだから、知らなくて当然だ。ドレスなどの品以外にも、簡単なマナーを覚えることになるが、イレーナならば問題ないだろう。これまで通り、イレーナは魔力制御と魔術を扱うことを考えればいい」

　イレーナが、頬を染めて視線をさげた。

　ふっくらとした唇に触れたくなって、彼女の傍に寄る。腰を引き寄せて抱き上げてから、膝に座らせた。

　指で、イレーナの唇をなぞる。

「マニ、とは話せるのか？」

「えっ、あ、話せるというか、感情のようなものは感じます。マニは多分、人の言葉を理解してると思いますよ」

　そわそわと落ち着かない様子のイレーナが愛しくてたまらず、唇を合わせた。

　ちゅ、と音をたてて顔を離して、強く抱きしめてから、名残惜しそうにイレーナを解放する。そろそろ講義の最終確認をしなければならないのだ。

　ジルヴェスターは準備の途中で、イレーナが用意してくれた魔具を見た。彼女は魔具の扱いがとても丁寧で、一度の説明で応用まで理解する。

（……夜会を終えたら、話そう）

　自分が魔具師ヴェタであることを、いつまでも隠してはおけない。

　つい一昨日も、イレーナから魔具師ヴェタ宛てにファンレターが届いたのだ。イレーナはジルヴェスターに、魔具師ヴェタのファンだということを隠していない。

　だからこそいっそう、言えずにいることがやましいのだ。

（幻滅されなければよいが）

　どうやらイレーナの、魔具師ヴェタに対する憧れはとても大きい。イレーナにとって、どれほど高名な魔術師よりも、魔具師ヴェタは偉大なのだ。

　ジルヴェスターは自嘲の笑みを浮かべて、考えを振り払った。

　イレーナのことになると、どうも弱気になってしまうようだ。

　講義に必要な一式を持つと、イレーナを振り返った。

「では、講義に行ってくる。留守を頼む。くれぐれも、部屋からは出ないように」

「はい！　いってらっしゃいませ、ジルヴェスター様」

　愛妻の微笑みに見送られて、講義に向かう。

　なんともいえないむず痒い心地を覚えて、頬が緩みそうになるのを懸命に堪えた。

（結婚とは、いいものだな）

　講義を終えて部屋に戻れば、イレーナが待っている。

　そう思うだけで、これまで何度も通ってきた見慣れた廊下が、ぱっと鮮やかになったような気がした。
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　あっという間に半月が過ぎて、国王陛下主催の夜会の日がやって来た。

　イレーナはこれまで着たことのない気品漂う高価なドレスに身を包み、今日の日のためにジルヴェスターが転移魔術で持ち込んだ姿見の前で、ゆっくりと回ってみせた。

　ワイン色の落ち着いたデザインのドレスだ。肩にふわりとショールを纏っており、より大人な印象をかもしている。

　女性が夜会に──つまるところの社交界に──出席する際に着るドレスには、細かなルールがあった。

　イレーナの場合は、初めての出席であること。既婚女性であること。これらの条件に合うドレスを着用する義務がある。

　露出や髪飾りの種類など、女性のドレスに関するルールは多岐に亘り、本来ならば数か月前から準備に入るという。

　そんなドレスを僅か半月足らずで用意してくれたのが、ドミニクが紹介してくれたルアナという壮年の女性だった。

　ふくよかでおっとりとした彼女はグラウン家本家に仕える古参の使用人で、お針子の手配や流行を取り入れたドレス選びまで、イレーナの支度のありとあらゆる準備を行ってくれたのだ。

　今日もイレーナの身支度を手伝うために、グラウン家から来てくれている。ルアナは、そわそわとドレス姿を見るイレーナに、にっこりと微笑んでみせた。

「とてもお似合いですわ、若奥様」

　ルアナはイレーナを若奥様と呼ぶ。

　名前で呼んで欲しいと頼んだが、彼女は「そんな恐れ多いことはできかねます」と腰を低くして断ったのだ。土下座する勢いだったので、イレーナは若奥様という呼び方を受け入れるしかなかった。

　それに、こそばゆいだけで嫌ではないのだ。

「ルアナさん。このドレス、ありがとうございます。私、こんなに素敵なドレスを見るのも着るのも初めてで、とても嬉しいです」

　ぽ、と頬を染めるイレーナを見たルアナが、「まぁまぁまぁ！」と両手で口元を押さえた。

「なんて可憐な若奥様でしょう」

　瞳を潤ませて、ルアナが感動している。

　どうやら、彼女はよく感動するらしい、とイレーナはこの半月で知った。採寸やらデザインの話し合いやらで訪ねてくるたび、何かと感涙していたのである。

　ふいに、ドアを叩く音がした。

　返事をすると、キッチンを改造して作ってあるジルヴェスターの個人研究室のほうから、ジルヴェスターが現れた。

　今日の彼は白の燕尾服に身を包んでいる。袖ぐりやクラヴァットは濃淡様々な青系色で彩られ、ジルヴェスターの銀色の髪や濃灰色の瞳をより美しく際立たせていた。いつも着ているアジルよりも、毅然とした凜々しさが増した姿に、イレーナはうっとりと目を細めた。

「ジルヴェスター様、素敵です。とてもお似合いです」

「ん？　あ、ああ」

　虚を突かれたような顔をしたジルヴェスターは、ルアナの咳払いにハッとした。

「イレーナ。今日のきみは、とても大人っぽいな」

（……大人っぽい？）

　すでに少女の年齢は過ぎているのだけれど、と思ったが、すぐに考えを改めた。

　これはきっと、ジルヴェスターなりの賛辞なのだ。

「ありがとうございます」

「……うむ」

　ふいっと顔を逸らすジルヴェスターの耳や首筋が、ほんのり赤い。

　そこに、ルアナがため息をついた。

「坊ちゃま、それは褒め言葉ではございませんよ」

「そうなのか!?」

　驚いた様子のジルヴェスターに、ルアナが当然だというように頷く。

　どうやらジルヴェスターはルアナに弱いらしい。この半月の間、イレーナのドレスの生地を決めるときも、髪飾りを選ぶときも、ジルヴェスターはルアナの話を真剣に聞き、意見を受け入れていたのだ。

　いつでも教える側のジルヴェスターが、こうして他者に教えを乞う姿を初めて見たイレーナは、改めて、ジルヴェスターもイレーナたちと変わらない人間なのだと思った。

　分かっているつもりでも、ジルヴェスターがもつ知識量や、魔術師としての才能、さらに、見た目の麗しさも、彼を常人離れした存在に思わせられる。

　部屋をでる時間になって、最後にもう一度、身だしなみを確認した。

（どうしよう、めちゃくちゃ緊張してきた）

　社交界のルールは頭にたたき込んだし、ルアナやドミニク、ジルヴェスターと練習もした。大丈夫だと、自分に言い聞かせる。

　魔力制御や魔術に関してもかなり上達したといえるだろう。今では、魔力感知もできるようになったので、ジルヴェスターが内に秘めている魔力も感じることができるようになっていた。

（できる準備は全部したから、大丈夫よ）

　ルアナに見送られて、部屋をでた。心のなかでマニに『ルアナが帰ったら動いてもいいからね』と伝えておく。

　イレーナがドルイドとして力をつけるなかで、マニとより心を通わせることができるようになった。今では、イレーナは自分の意志で動植物に介入できるのだ。

　フライの件があってから、二度と無意識に誰かを操ることはあってはならないとイレーナは自分を強く戒めてきた。

　魔術教育学院教授寮、その廊下を二人で歩く。

　すでに日は沈み、夜の帳が降りていた。開いていた窓の向こうを見ると、魔術学校の校舎や研究施設、広々とした庭園があって、さらに向こうには山の裾野のように広がる街の明かりが一望できる。

　魔術師たちが集まる魔術教育学院は一つの巨大な城塞となっており、周辺には魔術師たちの街がある。まるで都市国家だが、暮らしているのは大陸中から集まった魔術師で、人種や年齢も様々だ。

（風の匂いに、緑が多く混じってる。夏も過ぎていくのね）

　ふわりとそよぐ風に、イレーナは微笑んだ。

　魔術教育学院は、学校そのものに魔術が施されているため、どこにいても快適な湿度に保たれている。とても快適なのにそれが残念に思うのは、集落にいた頃、共に育った『季節』が遠ざかったような感覚がするからだ。

　夏も終わりかけのこの季節、きっと村では緑が濃く色づき、多くの昆虫たちがひと夏の命を輝かせ、川では魚たちが新たな命を育んでいるだろう。

「一段落ついたら、一度、イレーナの故郷へ行こうと思うのだが」

　勢いよく振り向いたイレーナに、ジルヴェスターは顔を綻ばせた。

「きみの家族にも挨拶したい」

「あの、でも」

　家族に結婚したことを伝えていない。魔力のこともだ。言うタイミングがなかったこともあるが、なんと説明すればいいのかわからなかったのだ。

　イレーナの戸惑いを察したジルヴェスターが、力強く頷いた。

「事後承諾になるが、私から妻に貰うことを許可してもらいにいこうと思っている。大切な娘を妻に頂くのだから」

　息をのんで、まじまじとジルヴェスターを見た。

「ジルヴェスター様自ら……？」

「そうだが、駄目か」

「いいえっ！　……ありがとうございます」

　集落を出たとき、イレーナは結婚を諦めた。

　夫に尽くすだけの妻になれば、自分のやりたいことを断念せざるを得なくなるからだ。

　そんなイレーナは今、最高位の称号を持つ魔術師であるジルヴェスターと結婚して、自分もまた魔力をもってここにいる。

（幼い頃は、愛し愛されての結婚に憧れてたっけ）

　魔具デア・ウンシェと出会う前の話だが、そのときの夢は叶ったといってもいいだろう。

　どちらともなく歩き始めてから、ジルヴェスターは口をひらいた。

「イレーナはなぜ、街で働くことにしたんだ？　たしか、きみの出身は大森林にある集落だろう」

　なんとなく聞きにくそうなジルヴェスターを見て、気を遣われていたのだと知った。

　これまでジルヴェスターは、他愛ない話はしても、イレーナ自身の生い立ちに関わる直接的な質問はしてこなかった。興味がないのだと思い込んでいたが、どうやらあえて避けていたようだ。

　そのことに気づいたイレーナは、殊更明るく言う。

「資金集めですよ！　ヴェタ様の魔具を買うためです」

「それは、独身を貫いてまでやることなのか。周りを見ていると、女性にとって結婚とは特別なものに思えるのだが」

「村の人たちにも言われました。でも、父と弟は賛成してくれたんです」

　家族はイレーナの希望を聞いて、やりたいことをやればいい、と言ってくれた。

　村に置いてきた家族を思い出して、イレーナは懐かしい気持ちになる。イレーナが旅立つとき弟は結婚を控えていたから、今頃は子どもが生まれているかもしれない。

「きみのやりたいこととは、なんだ。まさか、魔具師ヴェタの魔具を買うだけという、愚かなことを言うつもりか」

「……そんな崇高なことだけをして生きていけたらいいんですけど。魔具を確実に購入したら、旅費を貯めて、王都へ向かう予定でした。魔具に携わる仕事をするために」

　ジルヴェスターがイレーナを見下ろした。

　思いのほか真剣な彼の視線に捉えられて、イレーナは息を呑む。

「なるほど。根底にヴェタへの憧れがあるとはいえ、きみが心より引かれたのは『魔具』なんだな」

　そう言われてしまえば、そうかもしれない。

　だが、イレーナにとって魔具師ヴェタの魔具が特別であることに変わりはないのだ。それを言おうとすると、軽く手をあげて「わかっている」とジルヴェスターが言った。まさか遮られるとは思わずに、唖然としてしまう。

「きみの行動力は、魔術師に必要な探求心と同義だな。したい、知りたい、という欲求はすべての原動力になる。……いずれ、女性が働く時代もくるだろう。きみが先駆けとなって、自らの夢を叶えることを望む女性たちが暮らしやすい世界にすればいい」

　完全に想定外の返事だった。

　イレーナは露骨に狼狽するが、ジルヴェスターは前を向いて歩いているので気づかない。

　魔具に携わる仕事がしたい、と言うと、皆が嗤った。

　女は働くものではない。家庭を守ることこそが女の幸せだ。

　イレーナが数えきれないほどの人たちに言われてきた言葉だ。

　集落にいた頃はもちろん、エーテル街でも言われ続けた。彼あるいは彼女らは、女性は家を守るものという考えが正しいと信じて疑わず、イレーナの望みは間違っているという。

　ジルヴェスターもまた、イレーナが魔力制御を身に着けて無事に魔術師になることができたら、イレーナを家庭に入れるのだろうと思っていた。

　いや、思い込んでいたのだ。なぜならば、それが『常識』だからで──。

「……ジルヴェスター様は、妻が働くのが嫌じゃないんですか？」

「また難解な質問だ。『妻』という名詞で言うならば、面倒ごとは起こさず家でおとなしくしていてほしいものだが、『イレーナという妻』ならばまったくもって構わない。どのようにすれば働きやすいか共に模索して行こう」

　それはつまり、イレーナに協力してくれるということだ。

　少し前を歩くジルヴェスターの姿を見つめ、イレーナは胸に手を当てて、ぎゅっと拳を握り締める。

「ジルヴェスター様」

「どうした？」

　振り返ったジルヴェスターを見上げて、イレーナはこれ以上ないほど満面の笑みを浮かべた。

「私、ジルヴェスター様の妻になれてよかったです。ジルヴェスター様を愛して、愛されて、世界一幸せな女です」

　驚いた顔をしたジルヴェスターは、次の瞬間には、頬を真っ赤にしていた。落ち着かない様子で、そわそわとイレーナに手を差し出す。

「中央棟の転移室は初めて行くだろう？　暗いし、手を繋ごう」

　手を差し出して、ぎゅっと握りしめたとき。

「私も、世界一幸せな男だ」

　ぽつりと呟くジルヴェスターの言葉に、イレーナは頬を染める。顔が熱い。心臓がばくばくいう。

　静寂に満ちた廊下を歩きながら、イレーナは自分の心音が伝わってしまわないかと、そればかり考えていた。
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　中央棟にある転移室は、各国の転移室に通じている。

　転移魔術は高度な術であり、さらに転移陣の起動には、別に各国のお抱え魔術師長が作った魔術証が必要なのだという。

　今回使う魔術証は、夜会に出席することを伝えた二日後に、マインドラ王国から封書で届いた。

　中央棟の転移室にたどり着くと、ジルヴェスターはイレーナをしっかり胸に抱き寄せ、転移陣を起動させる。

　ふわりと身体が浮かぶ感覚がして、次の瞬間には、別の部屋についていた。

　仄暗い小さな部屋だ。

　ジルヴェスターとともに転移先の魔術陣から出ると、続きになっている隣の部屋に向かった。

　転移陣でやってきた来客をもてなすために用意された広間だと、ジルヴェスターが説明する。彼の言うように、広間にはたくさんのソファと机、水差し、菓子があった。

　肝心の客の姿はなく、広間にはイレーナたち二人だけである。魔術師そのものの客が少ないのか、それとも皆、すでに会場に向かったのか。

（もしかして、時間より早く到着しないといけない……とか）

　以前にニコラから、社交界では暗黙のルールが多いと聞いたことがあるのを思い出して、イレーナは青くなった。

「どうしましょう。遅刻じゃないでしょうか」

「時間までに着けばいい。……大半の者は、早めに行って友人知人と挨拶を交わしたり、人脈を広げたり、忙しないんだ。文字通り社交界だからな」

　ジルヴェスターは「ギリギリまでここで休もう」と言って、イレーナを近くのソファに座らせると、彼もそのまま、イレーナの隣に座る。肩がぴったり触れるほどの近さに、少しだけ笑った。

　時間が近づくにつれて緊張が高まってきて、そっと深呼吸をする。

（大丈夫よ、乗り切れるわ。ジルヴェスター様もいらっしゃるし、私は一人じゃないもの）

　そう思うものの、つい悪い想像ばかりしてしまう。

　ふとジルヴェスターが、ぎゅっと強く、イレーナの手を握りしめた。

「心配するな。きみは私が守る」

「……ありがとうございます」

「こういうとき、気の利いた話の一つでも出来ればいいんだが」

　苦い顔でそう呟いたジルヴェスターの言葉を、イレーナは『黙っているから、いろいろと考えてしまうのだ』と受け取った。

（確かに、何か話をすれば気が紛れるかもしれないわ）

　思い切って、イレーナのほうから口をひらいた。

「あの、ジルヴェスター様はどうして魔術薬師になったんですか？」

「唐突だな」

　驚くジルヴェスターに、イレーナは少し膨れてみせる。

「ジルヴェスター様もさっき、私に街で働いていた理由を聞いたじゃないですか」

「ふむ。それもそうか」

　ジルヴェスターは頷くと、考える素振りをみせた。

　イレーナがドミニクから、ジルヴェスターの才能について聞いたのはつい三日前だ。ジルヴェスターの燕尾服を届けにきた彼から、ジルヴェスターには魔術薬師以外にもたくさんの才能があって、別の魔術職を選ぶこともできた──という話を聞いたのだ。

「グラウン家は魔術薬師の家系でな、私は魔術薬師にだけはなりたくないと思っていた」

「……え？」

　驚くイレーナに、ジルヴェスターは苦笑する。

「だから、皆の反対を押し切って、魔具師になろうとしたのだ。しかし、挫折した。人生初の挫折に、心が挫けてな。……魔術師になることも止めようかと思った」

　自嘲気味に話すジルヴェスターに、イレーナは目を丸くする。

　天才だと、最高位の称号を持つ魔術師だと、皆から尊敬されるジルヴェスターにも、そんな過去があったのだ。

　そう思うと、これまでよりいっそう親近感が湧いた。

　何より、ジルヴェスターのことを知ることが出来て嬉しい。イレーナは、もっと彼のいろいろな姿を見たいと思った。

「ドミニクが言っていた、ジルヴェスター様が魔具師だったっていう話は、そのことなんですね」

　ジルヴェスターは、苦笑しながら頷く。

　多くを語らないのは、当時のことを思い出したくないからだろうとイレーナは考えた。

　したいことをできないのは、とても辛いものだ。

　イレーナは、エーテル街魔術師協会支部の地下で過ごした日々を思い出して、唇を噛んだ。

　ぐっと顔をあげて、ジルヴェスターを見る。

「その頃、ジルヴェスター様のお傍にいれたらよかったのに、って……思います」

　思わず呟いてしまってから、意味のないことを言ってしまった恥ずかしさに、言葉を濁してしまう。

　けれど、ジルヴェスターは嬉しそうに微笑むと、イレーナの頭をぽんぽんと撫でた。

「あることがきっかけで、私は立ち直れた。いや、それ以上に、大切なことに気づかされた。私は、本当は魔具師になりたかったわけではなかったんだ」

「あの、それってどういうことですか？」

「イレーナのように魔具を愛しているわけでも、魔具作りが楽しかったわけでもなかった。私はただ、伯父のように有名になって、ちやほやされたかったんだ」

　イレーナは目を瞬く。

　ジルヴェスターはどちらかといえば、他者を避けて部屋にこもるタイプだ。有名になってちやほやされたいと考えるとは、到底思えない。

「そう気づいた私は、愚かな自分に愕然としたな。だが、結果として、自分が成すべき道を見つけた」

「それが、魔術薬師なんですね」

「そうだ」

　ジルヴェスターが力強く微笑んで、イレーナもつられるように笑みを浮かべる。

「私も、ジルヴェスター様の傍にいさせてください」

「ああ……ああ、傍にいてくれ。他の誰でもなく、イレーナでなければ駄目なんだ」

　ふと、イレーナは頭の隅に追いやっていたことを思い出した。ジルヴェスターが、イレーナを以前から知っていた、という件についてだ。

　それが、関係あるのだろうか。

　イレーナが深く考える前に、ジルヴェスターが言う。

「そろそろ行こう」

　二人で立ち上がると、ジルヴェスターが腕を差し出す。イレーナは、淑女らしくジルヴェスターの腕に掴まった。

「絶対に、離れないように」

「はい。二人で乗り切りましょうね」

　イレーナとジルヴェスターは視線を合わせて、くすくすと微笑んだ。







　ジルヴェスターの腕にそっと手を添え、貴婦人のように悠然と回廊を歩む。

　イレーナの立ち振る舞いは、今や貴婦人と同等の優雅さだ。ニコラの教えとルアナの最終指導の賜物である。

　王城で夜会が開かれる場所は、大教堂と呼ばれるホールだという。

　遥か古代の建築物の一つで、この大教堂に移住した部族が国を作り、現在のマインドラ王国になった。

　つまり、建国の始祖に関わりある重要な場所である。

　そういった知識を本から得ていたイレーナは、緊張に身体が支配されていくのを感じるのと同時にわくわくとした期待を抱いていた。

　ジルヴェスターと共に大教堂に足を踏み入れた瞬間、イレーナは期待を裏切らない光景を目の当たりにして、瞳を輝かせた。

　ぱっ、と開けた視界に最初に映ったのは、遥か頭上を覆う半球体のドームだ。ドームの石面には、緑色の髪をした女性と六人の赤子が、繊細かつ色彩美しく描かれている。

　古代にこのような技術があったことにも驚きだが、何よりもイレーナを惹きつけたのは、その絵画が示す意味だった。

（きっと赤子たちは、火、水、風、地、光、闇を表してるんだわ！　中央の女性は……自然の象徴。『生命力』かしら）

　初めて見る絵で、誰に説明されたわけでもない。

　それなのに、イレーナはそう理解した。

「どうした、イレーナ」

　はっと我に返ったイレーナは、自分が足を止めていたことに気づいて、慌てて歩みを進めた。床は白と茶色のチェス盤のような模様となっており、壁に近い場所には、豪華な料理が盛り付けられた皿が並ぶ、大きなテーブルがある。

　白い手袋をつけた給仕係が忙しなく、だが優雅さを損なわず、テーブルの間を行ったり来たりしていた。

　まだ誰も手をつけていないのは、夜会の主役である国王アルペシージが来ていないからだろう。

　歩みを進めつつ、イレーナはさらに大教堂を見回した。

　どこにも窓がないのになぜか閉塞感を抱かない、不思議な空間だ。

　明かりは魔術によって灯されており、室内なのに自然と触れ合っているような穏やかさを覚える。

　ふとイレーナは、壁沿いに人の背丈ほどの観葉植物が置いてあることに気づいた。

　一定間隔に並んだそれは、青々と大きな葉を茂らせた、緑の色が濃い立派な植物だ。外へ出られない分、内側に緑を取り入れたのだろう。

　だが──。

「ジルヴェスター様、ここにある植物たちは若々しく見えて、中身は老人です」

「ん？」

　さり気なく周囲を警戒していたジルヴェスターは、イレーナの言葉に壁を見て、頷いた。

「おそらく、見栄えをよくするために無理な改良を重ねたのだろう。魔術薬を用いたのかもしれない」

「……そんなことが出来るんですね」

　添えていたジルヴェスターの手が上がり、イレーナの頬に、ほんの指先だけ触れる。

「そんな顔をするな」

「どんな顔をしています？」

「悲しそうだ」

　慌てて微笑んでみせると、「笑顔を強要したいんじゃない」と言われる。

「これまで考えたこともなかったが、人に身分や格差があるように、植物にも生まれた環境によって立場に違いがあるのかもしれないな」

　ふ、とジルヴェスターが、偽物ではない柔らかな笑みを浮かべた。

　突如、周りから悲鳴があがって、イレーナはぎょっとする。今になってやっと、多くの人々がこちらを見ていることに気づいた。悲鳴の理由は、嫉妬、羨望、疑惑など様々なようで、どれも心地よいものではない。

（……いつの間にか、目立ってる）

　講義堂でもそうだったが、どうやらイレーナは人の視線に無頓着らしい。どうしても先に、建物の構造や自然の雰囲気といったものに目を奪われるのだ。

　だが、皆の視線が向けられていると知ると、耳を澄ませるまでもなく、人々の声を拾ってしまう。

「あの方はどなたなの!?」

「毒の魔術薬師様が、女性を伴うなんて初めてだわ！」

「取り入ったのは、どこの家の令嬢だ！」

　どの人物も、ジルヴェスターがイレーナを伴っていることに驚いている。

　ジルヴェスターの有能さは講義で知っていたが、彼の人気ぶりを目の当たりにするのは初めてだ。

　イレーナを嫉妬に狂った目で睨む女性が何人もいる。ジルヴェスターファンの多くを敵に回したのかもしれない。

（……ニコラはどうかしら。ニコラもジルヴェスター様のファンだし）

　イレーナとしては、どれだけ大勢に嫌われても、大切な人たちが今のままでいてくれたら充分なのだが、さすがに都合が良すぎるだろうか。

（次にニコラに会ったとき、ちゃんと説明しよう）

　それよりも、とイレーナは遠巻きにこちらを見ている男性たちが気になった。彼らの何人かから、魔力を感じる。

（やっぱり、魔術師様もいるんだわ）

　ドルイドとして魔術を扱えるようになってから、イレーナの魔力感知の精度はとてつもなくあがっていた。

　他人の魔力も、見ようと思うだけで半透明な生き物として見えるようになったし、反対に見たくないと思えば、見なくても済むようになった。本能に抗うという特訓が、想定より遥かにイレーナを魔術師として成長させたのだ。

「ご機嫌麗しゅう、グラウン様」

　見知らぬ男に声をかけられて、イレーナは慌てて振り返った。

　いつの間にかジルヴェスターとイレーナの前に、壮年の男女が立っていた。ジルヴェスターが慣れた態度で対応し、イレーナに二人を紹介する。国境を任される辺境伯夫婦らしく、イレーナは淑女の微笑みを浮かべたまま、貴族の礼儀に則った挨拶を交わした。

「バルラー辺境伯、彼女は私の妻でイレーナという」

　ジルヴェスターがそうイレーナを紹介した瞬間、ホール内が蜂の巣をつついたような騒ぎになった。

　あちこちから、驚きの声があがり、何事かとイレーナは辺りを見回す。

「はは、皆驚いているのでしょう。グラウン様が結婚なさったことは我が家のお抱え魔術師から聞いておりましたが、まだ貴族の間では知らぬ者が多いですからな」

　そう言って笑うバルラー辺境伯は、集まってきた貴族らに場所を譲るように去って行った。さきほどまで遠巻きに見ていただけの貴族らが、次から次にジルヴェスターとイレーナのもとに挨拶にくる。

　イレーナは表情筋が強張るほど微笑みを浮かべ、ジルヴェスターの隣で相槌を打つ。

　そんなやり取りを何度か繰り返した頃、ホールの入り口でひと際大きなざわめきが起きた。

「陛下がこられたようだな」

　イレーナの緊張が一気に高まった。

　ジルヴェスターの旧友にしてドミニクの主である、マインドラ王国の若き賢君。

　ただの平民として過ごしてきたイレーナは、その姿を初めて見る。

　最初に目に入ったのは、柔らかそうな金髪だった。それから、煌びやかな燕尾服に真紅のマントを纏った人物が現れた。

　年齢は、ジルヴェスターと同じか、少し若い。

　端正な顔立ちをしていて、この場にいる誰よりも堂々とした風体をしていた。彼がマインドラ王国国王アルペシージなのは間違いないだろう。

　アルペシージの前後には、大勢の供がついている。供のなかには、ドミニクの姿もあった。

（……すごい）

　ただ歩いているだけなのに、アルペシージの存在はとても目を引いた。

　アルペシージは、ホールの前方で足を止めて皆を見渡すと、定型の挨拶と夜会の開催を宣言し、そのまま、ジルヴェスターのほうへ歩み寄ってきた。

　イレーナの鼓動が緊張から速くなる。

「やぁ、毒の魔術薬師殿。よく来てくれた」

　朗らかに微笑むアルペシージに対して、ジルヴェスターは立ったまま胸の前で両手の拳を合わせ、簡略化した挨拶をした。

　イレーナはジルヴェスターの斜め後ろで顔を伏せて、ふわりとドレスを広げながらその場で腰を落とす。

「陛下におかれましては、ご機嫌麗しく、誠に結構なことと存じ上げます。此度はお招きいただき──」

「よいよい、堅苦しい挨拶は好かぬ」

　アルペシージはジルヴェスターとの距離を一歩縮めると、つと、イレーナを見据えた。

「田舎娘と聞いておったが、随分と礼儀がなっておるぞ」

　ふいに伸びてきた腕に掴まれて、強引に立たされた。

　すぐ近くに、端正なアルペシージの顔がある。

「そのように畏まらずともよい。そなたは、数百年に一人と言われる逸材なのだから」

　紹介されるところまでは、予定調和のはずだ。

　イレーナは驚いた素振りを見せながらも、アルペシージにされるまま、彼に両肩を捕まれて皆のほうを向いた。

「此度の夜会は、余から毒の魔術薬師殿にささやかな贈り物だ」

　ジルヴェスターの名を出しながらも、彼はジルヴェスターを一切見ていない。

　アルペシージは、高らかに声を張り上げた。

「なんと、我が国きっての天才である毒の魔術薬師殿が、この度、婚姻を結ばれた。ここにいる女は、彼の妻だ」

　ホール内が大きくどよめいた。

　ジルヴェスターの結婚に半信半疑だった人々が、アルペシージの宣言で確信を得たのだ。歓喜と絶望、それぞれ人によって表現が違うにしても、驚きに包まれたことに変わりはない。

　だが、アルペシージが軽く手をあげると、一瞬で静寂が降りる。

「すでに魔術師の婚姻は執り行われ、二人は正式な伴侶である。だが、事情あって盛大な挙式や披露宴は今しばらく延期せねばならぬため、余が二人を祝福しようと思う」

　途端に、何人かの貴族たちが、アルペシージの優しさを褒め称える。本人はそれを煙たそうに、ただ義務だというように聞き流し、イレーナに視線を寄越した。

（──っ！）

　視線を向けられただけで、身体がすくみ上がる。

　恐怖に近いがほんの僅かに違う、本能を屈服させるこの感覚は恐らく畏怖だ。圧倒的なカリスマ性を目の当たりにして、イレーナは完全に飲まれてしまう。

　捕まれたままの両肩をさらに引き寄せられた。

「もう一つ、皆に伝えたいことがある。この女は、数百年に一人現れるという女の魔術師だ。女の魔術師は古来より潜在魔力が膨大で、この女も例外ではない。まさに、毒の魔術薬師殿の嫁に相応しい者だ！」

　アルペシージの声音は、祝うような歓喜を伴うものではない。

　戦に赴く際に兵士を鼓舞するような、高圧的な宣言である。

　またもや周囲にざわめきが広がり、あちこちから「女の魔術師など初めて聞いたぞ」「魔術師は男だけではなかったのか」といった驚きの声があがると同時に、イレーナに疑念の視線が突き刺さる。

　アルペシージの前なので口に出さないだけで、彼らはイレーナが魔術師だと信じていないのだ。

　イレーナはジルヴェスターの様子を窺う。

　ジルヴェスターは視線でイレーナに、何も言うなと合図した。

「お待ちください！」

　血相を変えた男が──もやしのようにひょろりとした白髪の男だ──が、声をあげた。彼はアルペシージの前に歩み出ると、その場に跪く。

　イレーナはひと目で、その男が魔術師だとわかった。

「確かに、古来より女性の魔術師は膨大な潜在能力を持ち、その魔術も優れていると聞いております。ですが、女性の魔術師は不吉であり、国を亡ぼす者ともされております。この女性がまことに魔術師ならば、国を揺るがす一大事ではありませんか！」

　イレーナの緊張に強張っていた身体から、すっと力が抜ける。

　後戻りできない状況に、腹をくくったのだ。もしかしたら、誰も女性魔術師が不吉だと言い出さないのではないか。

　そんな甘い考えをどこかで抱いていた自分に気づいて、鼻で笑った。

（きたわね）

　女性の魔術師は不吉。

　それは、幼少より魔術を学んできた魔術師の間では当然の認識だった。このような大勢の権力者が集まる場で暴露されては、そういった認識のない者たちにも、あっという間に噂が広まってしまうだろう。

　この場にいる者たちのイレーナを見る目が、今の男の一言で変わった。恐怖や嫌悪、そういった類のものに。

　人が未知のものに恐怖を抱くのは理解できるが、自分が対象にされては不快感しかない。

「ほう、それで？」

「是非とも、この女性が本物の魔術師であるかどうかを、確かめさせて頂きたいのです」

「……いろいろと言いたいことはあるが、まぁよい。まずは証明せねば進まぬしな。して？　どのように証明する？　この女に、魔術を披露させるか？」

「いけません、陛下。女性魔術師に魔術を扱わせるなど、大変危険です」

　その言葉に、イレーナは胸中で驚いた。

（この人、心配なんだわ）

　貴族の大半がイレーナを偽物ではないかと疑う眼差しを向けてきたので、つい、本質を見失うところだった。

　魔術師にとっては、女性が自らを魔術師と騙るよりも、本物の女性魔術師が現れたほうが恐怖なのだ。

　この白髪の魔術師は、女性魔術師という不吉な存在が現れたことで、心からアルペシージとマインドラ王国を案じている。

　だからこそ、無礼を承知で進言したのだろう。忠義の厚い魔術師だ。

「幸い、この場にはフェルデス卿がおられます」

　白髪の魔術師の言葉に、イレーナは静かに身体を震わせる。

（……フェルデス……）

　あの、魔術師協会本部長のフェルデスだ。元より、彼が今夜の夜会に来ていることは知っていた。

　ジルヴェスターが想定通りだと言うように、視線だけで頷く。

　イレーナはジルヴェスターに頷き返して、深呼吸をした。

「かの御仁が、魔力感知に優れているのは皆が承知していること。彼に、この女性が本物の魔術師か確認して貰っては如何でしょう。もし本物の魔術師ならば、魔力をうちに秘めているはずです」

「秘めていたらどうするつもりだ？　余は、彼女が本物だと言ったはずだがね」

「その場合は、しかるべきところで魔力の調査を行いましょう」

　途端に、アルペシージは不快に顔をしかめた。

「この女は、毒の魔術薬師ジルヴェスターの妻だ。彼女を害するということは、ジルヴェスターを、ひいては彼の庇護者である余を害するということ。それを肝に銘じよ」

　白髪の魔術師は顔を青くしながらも、拳を握りしめて、言葉を続けた。

「……でしたらせめて、フェルデス卿に魔力の有無を──いえ、本物の女性魔術師でしたら、彼女の持つ潜在魔力がどれほどのものか、確認して頂きましょう」

　アルペシージは一つ頷くと、人々のなかに毅然と立っている緑色の燕尾服を纏った恰幅のよい男を見た。

　イレーナは最初、彼がフェルデスだと気づかなかった。

　魔術師のローブではなく式典用の正装に身を包んでいるし、何より、魔力感知を覚えたイレーナから見たフェルデスは、あまりにも潜在魔力が少なかったのだ。

　大柄で恰幅の良いところは変わらないが、イレーナを見る瞳はギラギラとしていて、視線の鋭さが増している。

　フェルデスは、アルペシージの前に歩み出ると跪いた。

「頼めるか、フェルデス卿」

「畏まりました」

　フェルデスは顔を歪ませて微笑むと素早く立ち上がり、イレーナのほうに歩み寄る。

　ふと視線が合った瞬間、違和感を覚えた。

　何かがおかしい。

　だが、その違和感とは別に、フェルデスがイレーナに詰め寄るように近づいてきたことに驚いた。

　魔術師によっては、一定の距離まで近づかねば、相手の魔力を感知できない者もいるという。だがイレーナは、フェルデスが至近距離で対面しなくても、相手の魔力を感知できることを知っていた。

　エーテル街魔術師協会支部で、イレーナが割ってしまったカップから魔力感知を行う姿を見たことがあるからだ。

　ならばなぜ、これほどまでに近づいてくるのか。

　今や、フェルデスはイレーナをすぐ傍から見下ろしていた。

　彼の瞳を見つめるうちに、視線が合ったときに覚えた違和感の正体に気づく。

（……私を、憎んでいる）

　漠然とそう思った。

　フェルデスの視線に宿っているのは魔力感知を行う者特有の理知的な色ではなく、狂気のような混沌とした何かだ。

　少なくとも、以前に見たフェルデスとは違う。

　彼と視線を合わせたときから、流れ込んでくる感情があった。イレーナに向けるフェルデスの感情は、研ぎ澄まされた刃のような、危うい感じがする。

　ぞくりとして、無意識に後ろに下がった。

「イレーナ」

　ジルヴェスターに呼ばれた次の瞬間、抱き寄せられていた。こんなときだというのに、女性たちから黄色い悲鳴があがるが、イレーナにはどうでもよかった。

　すぐ近くにジルヴェスターがいて、彼の香りがして、混乱しそうになっていたイレーナの気持ちが、落ち着いていく。

「フェルデス卿、あなたほどの魔力感知の力があれば、そこからでもイレーナの魔力は充分見えるだろう」

「……ええ、見えています」

　フェルデスの一言に、何度目かのどよめきが上がる。フェルデスがイレーナを女性魔術師と認めたことで、魔術師たちの間に緊張が広がった。

「ならばそれを報告するがいい」

「毒の魔術薬師殿、あなたはどこまで驕り高ぶれば気が済むのです」

　フェルデスは、押し殺した声で言う。

「その女のなかにある魔力は、今は安定して収まっているでしょう。ですがついひと月前、そこの女性魔術師は、魔力を制御できず暴走寸前の状態だった、という報告を受けております」

「当然だ。あなたとて、魔力の前兆があってすぐに制御できたわけではないだろう。僅かひと月で魔力を整えた彼女の成長が素晴らしいとは思わないか」

「女性の魔術師は、魔力と心が共に不安定です。いつ牙をむくとも限らない。それをあなた一人で制御できると考えること自体、あなたの驕りだと言うのです」

「牙をむくとはどういう意味だ。なぜそのように決めてかかる。魔力の暴走は、ほかの魔術師にも起こりうることだ」

「──もうよい」

　アルペシージの蚊を払うような苛立たしげな声に、ジルヴェスターとフェルデスは口をつぐんだ。

「そなたらの軋轢を持ち込むでない」

「申し訳ございません」

　フェルデスがすぐさま膝をつく。

　ジルヴェスターはイレーナを引き寄せたまま、謝罪するでもなく、アルペシージを睨みつけた。

　ジルヴェスターの無礼な態度に、ホールにざわめきが起きる。

　だが、アルペシージの供たちは涼しい顔で、当のアルペシージも軽く手をふって、話を戻した。

「それで、その女──グラウン夫人は、魔術師で間違いないのだな」

　問われたのはフェルデスだ。

　彼は「はい」と頷き、視線を僅かにアルペシージに向けた。

「陛下、ご無礼を承知で発言させて頂きます」

「……聞こう」

「過去に存在した女性魔術師ミィは、魔力の制御を誤り爆死。大国を更地に変えたとか。その被害は、現在のマインドラ王国二つ分の土地です」

　フェルデスは立ち上がると、イレーナを指さした。

「この女を、即刻処分すべきと存じます」

　ホールが静まり返った。

　ざわついていた貴族らさえ、フェルデスの発言から事の重大さを察したようで、固唾をのんでいる。

「毒の魔術薬師殿が優秀なのは承知しておりますが、相手は不確定な不穏分子でございます。何か起きてからでは、遅いのです」

「私も、フェルデス卿の意見に賛成致します」

　白髪の魔術師が、静寂のなか声を張り上げた。

「彼女が魔術師だとわかった今、毒の魔術薬師様のおそばに置くことさえ危険です。すぐに引き離し、相応の対応を！」

　決死の叫びに、イレーナは目を伏せた。

　魔力制御を覚えても、魔術を扱えるようになっても、イレーナは生涯、不吉な魔術師と呼ばれ続けるのだろう。

　もちろんそんな理不尽に腹立たしさを覚えたが、それよりも自分がいるだけでジルヴェスターの迷惑になると痛感して、心苦しくなった。

（私、女性魔術師について軽く考え過ぎていたのかもしれないわ）

　フェルデスの態度が、やはり通常なのだ。

　ジルヴェスターやドミニクのように、親身になってくれる者のほうが珍しいのだろう。ワーグナーやハイルデンもそうだが、イレーナの周囲にはイレーナを女性魔術師だからという理由で阻害する者は少なかった。

　それは、とても恵まれたことだったのだ。

　ぎりっ、と歯を食いしばる。

（どうしたらいいの。……存在するだけで不吉って言われるなら、いっそのこと処罰を受け入れたほうが──）

「──くだらない」

　きっぱりとしたジルヴェスターの声に、イレーナはおずおずと顔をあげる。

　ジルヴェスターはイレーナを抱きしめたまま、ホールの人々を、白髪の魔術師を、そしてフェルデスを睨んだ。

　静かな怒りがジルヴェスターを包んでいるのがわかる。彼の大きな手がイレーナの身体を強く抱きしめて、どくんどくんと鼓動が伝わってくるのを感じた。

「イレーナは私の妻だ、誰にも手出しはさせない」

　とくん、と心音が大きく打つ。

　胸が苦しくて、ぎゅっとジルヴェスターの胸に縋りつく。

　彼は、イレーナを愛していると言ってくれた。

　その言葉を疑っていたわけではない。けれど、実際に大勢の貴族や魔術師がイレーナを恐れるなかで、こんなふうに宣言してくれるなど、思わなかったのだ。

（……ジルヴェスター様が、好き）

　胸の奥でくすぶっていた熱がこみ上げてきて、涙が溢れそうになるのを堪える。ジルヴェスターの立場が悪くなるというのに、イレーナを『私の妻』と言ってくれたことが嬉しかった。

「まさか、毒の魔術薬師様。あなた、彼女に操られているのでは!?」

　白髪の魔術師が声をあげた。

　ジルヴェスターがこれ以上ないほど眉をひそめる。

「は？」

　彼らしからぬ、間抜けな声が漏れた。

　魔術師は、動植物に対して魔術を使えない。それは魔術師のあいだでは常識だ。白髪の魔術師がイレーナをドルイドだと知っているとすれば話は別だけれど。

　しかし、あくまで常識は魔術師のあいだでのもの。魔術を使えない夜会の招待客たちは、よりいっそう怖々とした目をイレーナに向けた。

「きっとそうだ。そうに違いない！」

　白髪の魔術師が、高らかと言う。

「あの、人を人とも思わない傲岸不遜の毒の魔術薬師様が、たった一人の女に対して、そのように身を挺するなどありえない！」

　アルペシージの足元に跪いたままだった彼は立ち上がると、ジルヴェスターを心配そうな瞳で見つめた。

「どうか、目を覚ましてください。あなたはいつだって、本性を悟らせないよう笑みの仮面をかぶり、一匹狼を気取っていたではありませんか！」

　熱烈に語る白髪の魔術師の言葉に、イレーナは冷や汗をだらだらと流していた。

　ジルヴェスターから、ひやっとした不機嫌な気配が漂い始める。

（こ、ここここの種類の怒りは、これまで知らないわっ。爆発したら、ホールごと吹っ飛んだりしないかしら!?）

　イレーナは青くなったが、ホールに響いた笑い声にハッとした。

　声のほうを振り返ると、アルペシージが堪えることなく高らかと笑っている。

「それはないぞ、白夜の魔術師。なにせ、この女はジルヴェスターの初恋相手で、十年越しの拗らせ愛だ。ジルヴェスターが操って彼女を妻にすることはあっても、逆はなかろう」

　アルペシージはそう言い終えるなり、自分の言葉に吹き出した。

　腹を抱えて笑い始める国王の姿を、周囲の者たちは呆然と見つめる。緊張で張り詰めていたホールの空気が、一気に緩んだ。

「……あの、ジルヴェスター様。十年越しって」

「なんでもない」

　尋ねたイレーナに、驚くほど速く返事が返る。

　これは例の、イレーナを以前から知っていたという話に繋がるのだろうと察して、それ以上追求しなかった。

（待って。十年前って、母さんが亡くなった頃だわ。あの頃といえば──）

　肩に痛みが走って、イレーナは思考を中断した。

　えぐられるような痛みに腕が緩み、その瞬間、二の腕を引っ張られた。ジルヴェスターの腕のなかからすり抜けてしまう。

　一瞬の出来事だった。

　気がつくと、イレーナはドーム型の天井を見上げていた。強か打ち付けた背中から内臓まで鈍く痛み、呼吸ができない。

　床に叩きつけられたと知ったのは、イレーナの上にフェルデスが馬乗りになったときだった。

　あまりの突飛な行動に、誰もが動けずにいた。

「……フェルデス卿、さすがに、やりすぎではないか」

　静寂を破ったのは、白髪の魔術師──通称、白夜の魔術師だ。

「本性を暴いてやるだけです」

　フェルデスがそう言うなり、イレーナは脳天に突き抜けるような激痛を感じた。目の前が真っ赤に染まり、言葉にならない絶叫が喉の奥からせり上がってくる。

　皮膚の下を何かが這いまわり、イレーナの心臓をつぶして内臓を食い破ろうとしていた。

　ぞわっ、と身の毛がよだち、恐怖と痛みで大きく身体をのけぞらせる。

（いや！）

　本能で拒絶した。

　死に直面したような危機感を覚え、このままでは身体が壊れてしまうと思ったのだ。

（こないで、出て行って、やめて！）

　少しでも気を緩めれば、内臓に入り込もうとする何かがイレーナを殺してしまう。

　何が起きているのかわからないが、それでもイレーナはひたすらもがいた。

　無我夢中で、侵入してこようとする何かを拒絶する。

　ふっ、と。

　突然、痛みが引いていくのを感じた。

　額に汗を浮かばせたイレーナは、荒い息をつきながら、ぎゅっと閉じていた瞼をひらく。イレーナに馬乗りになっている男を見た。

　フェルデスだ。

　様子がおかしい。

　白目を剥いて、口の端から泡のようなものを流している。

　ふと、フェルデスの身体が、床に打ち付けられるように倒れ込む。ジルヴェスターが、イレーナに跨がったままのフェルデスを蹴りつけたのだ。

　ジルヴェスターに抱きしめられて、イレーナは瞳に涙を浮かべた。

　だが、感動に打ちひしがれている時間はなく、ジルヴェスターはイレーナを抱きかかえると、素早くフェルデスから距離を取る。

　恐怖で震える身体をぐっとこらえて、イレーナはジルヴェスターの胸に頬を寄せた。

「あ、あの、全身が痛くて、目の前が真っ赤で、内臓がぎゅってなって……あれって、なんだったんですか」

「イレーナの魔力の根源をつぶそうとしたのだ」

「つぶす……？」

「私の場合だと、魔力の根源は『鳥』だ。それを、フェルデスは殺そうとした」

　さっ、とイレーナは顔を青くした。

　冷たいものが背筋を流れる。

（死ぬかもしれないって思ったのは、気のせいじゃなかったんだわ）

　イレーナのなかにある魔力は樹木で、身体の深くに根付いて引き離せない。もしあの樹木が壊されれば、イレーナ自身もまた破壊されただろう。

　本当に殺されかけたのだ、と知らされて、イレーナは大きく身体を震わせた。

　ジルヴェスターがイレーナを庇うように抱きしめ直し、フェルデスを睨みつける。顔も見たくない相手だが、イレーナも相手の様子を窺った。

　フェルデスは、地面に倒れ込んだまま動かない。気を失っているのだろうか。

（……え？）

　バチッ、と何かが音をたてて光った。

　フェルデスの周辺で、雷のような音が、絶えず小さく響いている。

「本来、魔術師は動植物に介入できない。だが、念入りな下準備と多額の資金があれば、他人の魔力に介入することができる」

「つまり、操ることができるってことですか？」

「いや、そんな細かな芸当はできない。相手に介入するとは、すなわち魔力の根源を潰すことを意味する。これは、重罪を犯した魔術師に執行される罰の一つで、国王の許可がなければ行ってはいけないものだ」

　アルペシージは、そんな許可を出していない。

　もしそうなら夜会など開かないだろうし、こんなタイミングでフェルデスがイレーナの魔力を破壊するはずがないからだ。

　フェルデスの独断だったのだろう。

　愕然としているうちに、フェルデスの周りをアルペシージの供であるローブ姿の魔術師たちが取り囲んだ。

　バチッと鳴る雷を警戒して、一定の距離から近づかずにいる。

　残りの魔術師たちは──ドミニクも含めて──速やかに、アルペシージをホールの外に避難させた。

「あの、今どうなってるんですか」

「フェルデス卿を捕縛しようとしているのだが、魔力の表出を見せているため近づけないのだ」

　ハッとした。

　通常、動植物に対する干渉魔術は大がかりな儀式になるため、国王の許可が必須だ。しかし、許可なく行えば罰せられる対象になる。

「イレーナの魔力をつぶそうとした、これは紛れもない重罪。さっきも言ったが、動植物に対する魔力の介入には下準備が必要だ。フェルデス卿は今夜、最初からイレーナのなかにある魔力をつぶすつもりだったのだろう」

　イレーナは、倒れたままのフェルデスを見た。

（……重罪だとわかってて、どうして）

　成功しても失敗しても、フェルデスが罪人になることに変わりはない。

　イレーナを殺そうとしたこと。

　禁じられている魔術を使ったこと。

　それらを『魔術師として罰する』となれば、それこそ魔力を消されるだけでは済まない。魔術で罪を犯した場合、通常の処罰の比にならない罰が下るのだ。

　魔力を失った挙げ句、よくて終身刑。最悪処刑という可能性だってある。

　びくん、とフェルデスの身体が跳ねて、顔があがった。

　口からは唾液をこぼし、鼻血がぼたぼたと流れている。苦悶に歪む顔は見ているだけで恐怖を覚えた。

　あ、あ、あ、と声にならない音が、彼の口から漏れている。

　イレーナはハッとした。

　さきほどジルヴェスターは、魔力の表出と言わなかったか。表出とはつまり、魔力が暴走しているということだ。

「イレーナ、避難しよう。ここは危険だ。フェルデス卿は、きみの魔力に介入しようとして失敗した。その反動で制御を失っている。本人も己の魔力を抑えきれないだろう。このままでは──」

　バチン！　とひと際大きな雷鳴が響いて、ひと筋の眩い雷がフェルデスの身体から、天井へ向けて放たれた。

　女性の絵が雷を受け止め、顔の部分に大きな穴があく。

　ぱらぱらと砂塵が降ってきて、王宮お抱え魔術師たちが対応を急ぐ。その間にも、バリバリッと雷鳴を響かせた第二、第三の電撃が頭上に放たれ、天井を貫いた。

　ホール全体が異空間になったような非常事態に、招待客たちが慌てふためき、出口へと駆け出す。

「動くな！　死ぬぞ！」

　怒声を上げたのは、さきほどから王宮お抱え魔術師たちに指示を出している、紫色のローブを着た老齢の男だった。

　よく通る声に、招待客たちは一瞬、動きを止める。

　その僅かな間に、すでにホールのあちこちに移動していた橙色ローブの王宮お抱え魔術師たちが、魔術を使って、透明な傘のようなものを頭上に掲げた。

「傘のなかに入れ！」

　ホールにいた者たちは悲鳴をあげながらも、我先にと近くの傘にもぐりこむ。彼らが走った振動が加わって、天井に入っていた亀裂が大きくなった。

　そこへ、さらにフェルデスの稲妻がぶつかる。

「的確な指示だ。暴走による稲妻は、頭上と動くものを狙う場合が多い」

「ジルヴェスター様、感心してる場合じゃありません。とてもまずい状況です」

「問題はない。このまま王宮お抱え魔術師たちが耐えている間に、フェルデスは己の魔力に飲み込まれて死ぬ。いや、瓦礫に押しつぶされるほうが先か。そうなれば、魔力の暴走も止まるだろう」

　ジルヴェスターはさも当然のように言うと軽く手を振って、ホールにいるどの魔術師より強固な傘をつくり、頭上を覆った。

　イレーナは、半透明なその傘越しに天井を見る。

　みし、と大きな音が響いて天井の亀裂が大きくなっていく。手のひらほどもある瓦礫がフェルデスのすぐ傍に落ちて、砕けた。

　ざっとホールを見渡せば、王宮お抱え魔術師や白夜の魔術師、その他の魔術師が、招待客たちを保護している。

　だが、誰一人としてフェルデスを救おうとする者はいない──。

　フェルデスは、まるで独白シーンを演じる俳優が舞台に立つように、たった一人で、そこにいる。

　どくん。

　イレーナの鼓動が大きく胸を打つ。

　嫌な汗が流れた。

　──『魔術師という職は、困っている者を助けるためにある』

　そう微笑んだフェルデスの姿が脳裏を過って、イレーナは反射的に、ジルヴェスターにしがみついていた。

「ジルヴェスター様、お願いです！　フェルデス様もこの傘で守ってください！」

「できない」

　ジルヴェスターはきっぱりと言った。

「魔力を暴走させた者に近づけば、飲み込まれることは必至。巻き添えをくうだけだ。このまま、フェルデス卿が自滅するのを待つのが得策──」

「嫌です!!」

　イレーナは力いっぱい叫んだ。

　ジルヴェスターが、これまで見たことがないほどに、目をまん丸にする。

「イ、イレーナ？」

　まさか拒否されると思っていなかったのだろう。

　フェルデスは、イレーナの魔力を潰そうとした。罪人になるのも覚悟のうえの行為だとしても、決して許されることではない。

　それでも。女性魔術師が引き起こしてきた過去の災禍が、彼ら魔術師を恐怖に陥れたのも事実なのだ。たとえそれがイレーナのせいでなくとも、積み重ねてきた歴史が今を築いてしまった。

「このまま見殺しになんかできません！」

「私たちには何もできん」

　イレーナは、ぎりっと奥歯を噛んだ。

「……このまま、死んでほしくないんです」

「なに？」

「フェルデス様に、このまま死んでほしくないんです！」

　フェルデスは、困っていたイレーナに手を差し伸べてくれた。

　あのときのまま、イレーナを『女性魔術師』ではなく『イレーナ個人』として見てくれていたら。

　白夜の魔術師のように確認や証明を求めてくれていたら──どれだけよかっただろう。

　しかし、フェルデスは暴挙に踏み切った。

　絶対悪と信じて疑わない『女性魔術師』から、国や人々を守るために。

　だがそこに、自己満足や自尊心を満たすための、利己的な感情はない。それが、イレーナにはわかる。

　彼の暴走した魔力が悲鳴をあげていることも、ドルイドであるイレーナは理解していた。

「ジルヴェスター様」

　イレーナは、ジルヴェスターにしがみついていた腕を放して、真っ直ぐ彼を見つめた。

「このままフェルデス様に死なれたら、彼を死へ追いやったのは私ということになります。理由はどうあれ、『魔術師協会本部長を狂わせた不吉な女性魔術師』だと言われてしまうんじゃないでしょうか」

　ジルヴェスターは、目を眇めた。

　ややのち、小さく頷く。

「そうかもしれん。だが、どうするつもりだ？」

「フェルデス様が万が一暴走しても被害がでないように、ここにいる人たちを守って貰えませんか？　私が彼の魔力に介入して、宥めようと思います」

　ぎょっとするジルヴェスターに、イレーナは早口で付け加えた。

「危険は承知の上です。でも、フェルデス様の魔力に介入できるのは私だけでしょう？　今しなければ、生涯後悔します。やらせてください」

　ジルヴェスターは渋い顔をしたが、やがて、ため息をついた。

「必ず成功させると誓えるか？」

「はい」

　本当は確信なんてなかった。

　イレーナは魔術師を名乗ることもまだ許されていない新人以下の存在なのだ。

　それでも、頷かなければジルヴェスターの協力は取り付けられないだろう。

「わかった、許可しよう。失敗は許されない。きみの失敗はすなわち、きみと私の死に直結する。いいな？」

　イレーナの決意はすでに決まっていた。

　大きく頷いてから、呼吸を整える。身体にみなぎる魔力を隅々まで感じ取り、魔力を手足のように動かせることを確認した。

「──今から、周囲の者たちに被害がでないようにする」

　ジルヴェスターがそう言うなり、魔術の傘と同じ透明な壁が床から生えて、招待客とフェルデスの間に仕切りをつくっていく。

　同時に、ホールにいるすべての者の頭上それぞれにも、傘が現れた。強固なそれは、傘というよりも盾に近く、抱えるほど巨大な岩が落ちてきても、びくともしない。

　透明な壁の仕切りが、フェルデスとイレーナを個室に隔離したかたちで止まった。

　驚くホールの者たちに、ジルヴェスターが何かを叫んでいたが、イレーナは彼の言葉まで認識できなかった。

　すでにイレーナの意識は、魔力を操ることに向いていたのだ。

　フェルデスを正気に戻したい。

　そんなイレーナの強い望みに共鳴するように、壁に並ぶ観葉植物の声が聞こえた。

　──『もっと、輝きたかった』

　植物たちは、三日後には枯れ始めるらしい。それを彼らは理解していて、自然のまま自由に生きることに憧れを抱いている。

　だから、イレーナはそっと彼らに魔力を与えた。

　観葉植物たちが、喜びに弾ける。

　イレーナの魔力を浴びてぐんぐん成長し、壁に沿って蔦を這わせ、あっという間に壁という壁を、緑の蔦で覆ってしまう。

（そのまま、天井を固定してくれないかしら）

　イレーナの頼みを引き受けたと言わんばかりに、蔦が天井に伸びていく。

　フェルデスから放たれた稲妻が蔦を焼き消しても、すぐにまた、別の蔦がそれまで以上に天井を分厚く覆っていく。

　雷の暴走よりも、蔦の生命力のほうが強いことは明白だった。

　イレーナは天井の落下や亀裂拡大が止まったのを確認すると、フェルデスに目を凝らした。

　彼の魔力の本体は、獅子のように大きな狼だった。

　しかし、狼の身体が黒い靄のようなもので覆われている。目が血走り、よだれを垂らして、身体を痙攣させていた。

（苦しいのね）

　狼がイレーナを見た。低く唸りながら飛び掛かる姿勢をとるが、すぐに吐血してその場に前足を折る。

（大丈夫……ほら、もう痛くない）

　泡石鹸をつけたタオルで、そっと撫でるイメージを思い浮かべた。

　狼は警戒して目をぎらつかせていたが、汚れが薄れてくると、徐々に剣呑な雰囲気が薄れていく。

　イレーナは、優しい魔力に満たされていた。

　空中から、まるで「使って！」といわんばかりに、魔力がイレーナに流れてくる。空気そのものが、イレーナに魔力を分けてくれているのだとすぐにわかった。

　自然がくれる優しさに、イレーナは穏やかな心地でフェルデスの狼に「もう大丈夫よ」と語りかける。

　やがて、狼がぐったりと床に伏せった。

　狼の気持ちが凪いだのを確認すると、イレーナは瞬きをして視界から狼を消した。

　床に倒れ込んでいるフェルデスが視界に映った瞬間、自分の身体が酷く重いことに気づいてその場に座り込む。

　全身から汗が吹き出し、全力疾走したあとのように肩で息をする。

「イレーナ、修復は終えた」

　ジルヴェスターの声に、我に返るように顔を上げた。

　イレーナのすぐ傍で身を屈めたジルヴェスターが、そっとイレーナの背中に手を当てる。周りを見ると、ジルヴェスターが作った壁のような盾は消え去っており、招待客らを覆っていた傘もない。

「上だ」

　言われるまま天井を見ると、蔦がびっしりと覆っていた。

「見えないが、ついさきほど天井の修復を終えた。イレーナが固定してくれている間に、ここにいる魔術師総出で修復に当たったのだ」

「すごいですね。こんなに早く天井の修復ができるなんて」

「一時間はかかったぞ。緻密さを考えれば、早いほうと言えなくもないが」

　そう言って、ジルヴェスターは肩をすくめて見せた。

（一時間？）

　長くても十五分ほどだと思っていた。どうやら集中していたため、時間の感覚が狂っていたらしい。

（どうりで疲れるわけだわ）

　イレーナはフェルデスの魔力が暴走していないのを確認してから、天井を覆う蔦を見上げた。

　敬意と愛情を込めて、そっと、口をひらく。

「ありがとう」

　呼びかけに答えてくれたのだろう。

　蔦のあちこちで蕾がふくらみ、白い花を咲かせた。

　天井が真っ白に見えるほどの花たちは、すぐに、散りはじめる。

　ひらり、ひらり。

　ホール全体に白い花びらが降りそそぎ、その美しさに、あちこちから感嘆のため息が漏れた。

　花びらを落とした蔦は次々にボロッと崩れて、空気に溶けるように消えていく。蔦を追いかけるように、白い花びらもまた、空気のなかに消えていった。

　余命の短かった植物たちは、イレーナの魔力を得て、最後の生命力を振り絞った。

　そして、ここまで成長できて嬉しい、と純粋な喜びをイレーナに伝えながら消えていく。

「……凄かった。しかし、なぜ、植物を操れる？」

　そう呟いたのは、イレーナのほうへ歩み寄ってきた白夜の魔術師だ。

　ジルヴェスターに庇われながら白夜の魔術師の表情を窺うが、彼から敵意は消えている。代わりに、奇妙な興奮と疲労が見て取れた。

「イレーナは、女性魔術師である前にドルイドだ。さきほどの魔術は、ドルイド独自のものだろう」

　ジルヴェスターが、きっぱりと言った。

　イレーナがドルイドであることは、言わないほうが得策だ。以前、そう話したことがあったが、フェルデスを見殺しにできないと決めた時点で、ドルイドであることを隠しておけないことはわかっていた。

　白夜の魔術師が再び剣呑な雰囲気をまとい、イレーナを危険だと訴える──そうなるだろうと、思っていたが、実際は違ったようだ。

　彼はイレーナの前に跪くと、静かに頭をさげた。

「あ、あの……？」

「ドルイドは伝説上の存在で、もし現存するのならば……正直、魔術師のあいだでも問題視されるだろうと思う。だから、あなたはドルイドだということを、隠しておくべきだった。女性魔術師というだけでも……よくないように、見られるのだから」

　彼はそう言うと、やや躊躇いがちに、不器用な笑みを浮かべた。

「それなのに、あなたはドルイドであることを明かしてまで、我々と、フェルデス卿を救ってくれた。それは、僕には到底できなかったことだ。心から礼を言う、ありがとう」

　しん、とホールに静寂が下りた。

　真っ先に動いたのは、王宮お抱え魔術師たちだ。意識を失っているフェルデスの魔力の暴走が止まっていることを再度確認すると、両腕に手錠の魔具を嵌める。

　フェルデスを連れた王宮お抱え魔術師たちがホールから去り、イレーナはほっと一息ついた。

　その瞬間、ホールにいた人々──貴族や、他の招待客──が、イレーナを口々に褒め始める。

　驚くイレーナに、ジルヴェスターは苦笑した。

「見事だった。あのように神秘的で美しい魔術は、見たことがない。彼らの興奮も頷ける」

　イレーナも、やはり苦笑した。

　白夜の魔術師がイレーナの行動を美談として受け取ってくれたことも、ホールにいる人々の心証をよくしたのだろう。

　一部の戦々恐々としている者たちを見つけた白夜の魔術師が、フェルデスがさきほど話した国土を巻き込んで爆死した三人目の女性魔術師について、説明をしに向かった。

　三人目の女性魔術師は、不吉だと迫害を受け、満足な魔力制御や魔術の勉強を受けることができずにいた結果、死してしまったことを。つまり、爆死の原因は当時の魔術師たちが保身に走り、彼女を追い詰めたがために起きたということを。

「……なんとも、真っ直ぐな男だな。単純というべきか」

　呆れたようなジルヴェスターの声に、イレーナは笑った。

　ふいに、勢いよくドアがひらいた。

　蹴破られたといったほうが正しいかもしれない。

「お待ちください、陛下！」

　大教堂に入ってきたのは、険しい顔をしたアルペシージだった。彼はホール全体を見回したあと、愕然と肩を落とし、背後の供を睨みつけた。

「植物があっという間に成長し、白い花が雪のように美しく舞ったという。余もそれを見たかったぞ！」

「魔術師様たちがホールを出てこられたときには、もう、終わっていたとか」

「ふん」

「陛下、まだこちらは危険でございます。安全が確認できるまでは、どうか避難を……」

「問題ない」

　不機嫌を露わにしたアルペシージは、つと、イレーナを見つけると、表情を改めた。

　静かに、イレーナに歩み寄る。

「余は国王だ。大勢の魔術師を抱える身であり、女の魔術師が不吉と言われていることなど、知っておる。……そしてその『不吉』という印象も、しょせん、前例を見て後続の魔術師たちが抱いた、ただの印象に過ぎないということも」

　アルペシージは、イレーナとジルヴェスターをそれぞれ見たあと、ニッと歯を見せて笑った。

「グラウン夫人。貴女が偉業を成せば、下らぬ迷信も覆ろう。ここにいる、余の国の民を聖女の如く救ってくれたように……。心から礼を言う。褒美として、グラウン夫人が正式に魔術師を名乗るようになった暁には、第三等級の称号を約束することをここに宣言する」

　イレーナは大きく息を飲んだ。

　魔術師は与えられる称号や実力に応じて、貴族の地位に準ずる扱いを受ける。

　第三等級は、貴族でいう伯爵に等しい地位だ。

（わ、私が……第三等級？）

　いや、今は等級はさほど重要ではない。

　アルペシージ自ら称号を与えたことで、イレーナはマインドラ国国王公認の魔術師となることが確約されたのだ。それは、アルペシージが後ろ盾になったと言っても過言ではない。

　今後、誰がイレーナに心ない声を浴びせても、イレーナは胸を張って生きていくことが許されたのである。

　イレーナは深く頭をさげ、震える声ではっきりと告げた。

「謹んで、拝受いたします」

　盛大な拍手が響き渡る。

　あちこちから、イレーナに称賛の声が降り注いだ。

「……多少予定は狂ったが、これで『イレーナ』は我が国のものになる」

　ぼそり、と呟かれた声に、イレーナは視線を上げる。

　目が合ったアルペシージがニヤリと口の端をつり上げたのを見て、ぽかんとしてしまった。

「陛下は強かなんだ」

　ジルヴェスターが呟く。

　魔術師を名乗るようになれば、能力を生かすことのできる場を求めて他国へ移住する魔術師がほとんどだという。

　移住した魔術師の大半はその国に永住し、そのまま移住先に利益を齎すことになる。

　ジルヴェスターからそう小声で説明を受けて、イレーナは納得した。

（つまり、今から私を予約しておいたって、ことね）

　イレーナが魔術師として頭角を現せば、その利益は後ろ盾になってくれたアルペシージ、ひいてはマインドラ王国に返る。

　イレーナが芽を出さなくても、夫であるジルヴェスターをよりマインドラ王国に繋ぎ止める理由になるだろう。

　女性魔術師が不吉だとか、ドルイドだからだとか、そういった負の要素よりも、齎される利益を求めたのだ。
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　慌ただしい夜会が終わって、四日が過ぎた。

　イレーナはジルヴェスターの部屋を簡単に掃除したあと、彼が講義で使う魔具の手入れを始める。

　魔具に触れるこの時間は、イレーナにとって至福の時間だ。

　ここにある魔具はどれも高性能だが魔術師でなければ扱えない魔具ばかりで、一般向けではないのが残念だが。

　魔具には二種類あり、一つは『デア・ウンシェ』のように誰もが使える魔具。もう一つは、魔術師だけが使える魔具だ。

　裕福な貴族にとっては、たとえ後者であってもお抱え魔術師に使わせればいいだけなので、どちらでも大差はない。

　だが、平民のイレーナとしてはやはり、『デア・ウンシェ』のような誰でも使える魔具のほうが、良心的だと考える。

　イレーナはざっと部屋を見回した。

　ジルヴェスターがいない部屋は、がらんとしていて心許ない。

　イレーナの胸中を察したように天井を這う枝が伸びてきて、大きな葉でイレーナの頭を撫でてくれた。

　王家主催の夜会で、イレーナがドルイドの魔術を用いて、魔力暴走を引き起こしたフェルデスを鎮めたことは、白夜の魔術師をはじめ何人もの高名な魔術師が目撃した。

　アルペシージが『女性魔術師でありドルイドである者』の存在を公認し出世を保証したことも含めて、あっという間にイレーナの存在は魔術師たちに広がったのだ。

　現在、魔術師界に激震が走っているという。

　だが、イレーナたちが当初予想していた、女性魔術師だから、ドルイドだから、という理由で、迫害や差別を受けるといった方向ではなく、話はよい方向に動いているようだ。

　今後、イレーナは特例として『魔術師試験』を受けることになっている。

　本来は、幼いころから魔術の研鑽を積み、中部棟の卒業をもって、はじめて正式な魔術師を名乗ることが許されるのだが、その代わりに『魔術師試験』を行うという方向に話が進んだのだ。

　あの夜会の場にいた魔術師たちが、イレーナを気高く慈悲深い魔術師だと語っていることが、理由らしい。そう聞いたとき、かなり誇張されているような気がして、イレーナは顔から火が出るかと思うほど恥ずかしかった。同時に、そんなふうにイレーナをよく思ってくれている人がいることに勇気づけられたのだ。

　ジルヴェスターは、魔術師試験の決定が覆らないうちにと、イレーナの魔術師試験における手続きに奔走してくれていた。他国へ出向く必要もあり、ジルヴェスターはここ二日ほど部屋に戻っていない。

（当事者の私が、何も出来ないのが悔しいけど）

　今、イレーナが出歩くと大騒ぎになるため、ジルヴェスターから外出禁止令が出ているのだ。

　生活に不自由もなく、至れり尽くせりの現状がどうも落ち着かない。

　そんなことを悶々と考えながらも、ジルヴェスターの魔具の手入れが終わる。

　次に、イレーナが持っている唯一の魔具『デア・ウンシェ』の手入れを始めた。表面を布で磨きながら、イレーナはじっと『デア・ウンシェ』を見つめる。

（この魔具に出会ったのは、十年前だったわね。お母さんが病気になって、それで……）

　ジルヴェスターがイレーナを知ったのは、イレーナとエーテル街魔術師協会支部で出会う前だという。

　アルペシージは、十年越しのこじらせ愛だと言っていた。こじらせ愛かどうかはともかく、ジルヴェスターは十年前、イレーナを知ったことになる。

　イレーナが『デア・ウンシェ』に出会って魔具師ヴェタに手紙を書いたのも、ジルヴェスターがイレーナを知ったのも、十年前だ。

　もしかして、と、イレーナのなかに、ある考えが浮かんだ。

　それはつまり、ジルヴェスターこそが魔具師ヴェタなのではないか、というものだ。

　イレーナは苦笑を浮かべると、静かに首を横に振ることで考えるのを止めた。

　ジルヴェスターが魔具師ヴェタだったなら、どれだけ嬉しいだろう。イレーナが想像していたより、遙かに素敵な人なのだから。

（もし、ジルヴェスター様が魔具師ヴェタ様なら、きっといつか話してくださるわ）

　だから、詮索はしない。

　魔具の手入れをすべて終えて道具を片付けたとき、ジルヴェスターが帰宅した。

　二日ぶりに戻ってきた彼は随分と疲れた様子だったが、イレーナを見るなり足早に歩み寄り、両手でイレーナの身体を抱きすくめた。

　ふわりとジルヴェスターの匂いが鼻孔をくすぐり、イレーナの胸が喜びでじわりと温まる。

「おかえりなさいませ、ジルヴェスター様」

「ただいま。イレーナ、魔術師試験の日程が決まった。二か月後だ。必要な手続きもすべて終えたぞ」

「ありがとうございます。お疲れでしょう、ゆっくりお休みになりますか？」

　そう言うと、ジルヴェスターの腕がもっと強くイレーナを抱きしめた。

「こうしていたい」

「はい、お好きなだけどうぞ」

　そう言って、イレーナもまたジルヴェスターの背中に手を回した。

　ジルヴェスターはぴくりと身体を震わせて、もぞもぞと動くと、イレーナの首筋に顔を埋める。

　ちゅう、と強く吸われて、イレーナは驚いた。

「ジルヴェスター様？」

「……無事に夜会を乗り切り、魔術師試験の日程も手続きも終えた。そろそろ褒美をやらねばならないと、思うのだが」

　褒美。

　なんのことだろう、と首を傾げそうになったとき、ぬるりと首筋を舐められて、唐突に思い出した。

（営みのことだわ！）

　いつだったか、褒美をくれるというジルヴェスターに対して、『魔力制御の特訓ではない、男女の営みをしたい』と願ったのだ。

　イレーナは、俄然やる気が出てきた。

　魔力制御の特訓のときは、ひたすら気持ちよくしてもらってばかりで、ジルヴェスターは一度も夜着を脱がなかったのである。

　相思相愛だとわかったのだから、ジルヴェスターにも気持ちよくなってもらいたい。

「私、頑張ります！」

　意気込んで言うと、ジルヴェスターが喉の奥でくっと笑う。

「健気な妻をもてて、私は幸せ者だな」

　ジルヴェスターが、イレーナの頭を撫でた。長い指をイレーナの髪に差し込んでは、梳くようにゆっくり梳かしていく。

「イレーナ」

「はい。なんで──」

　言葉が途切れる。

　ジルヴェスターがイレーナの顎を持ち上げて、たまらないといったように性急に唇を合わせたのだ。

　深くまで舌が押し入って口内を余すことなく蹂躙する。

　驚くほど激しいキスに、イレーナは受け止めるのが精一杯だった。

「んんっ、ふぅ」

　強く吸い上げられて、心地よさと酸素不足の両方で眩暈がした。ジルヴェスターの胸に凭れると強く抱きしめられて、そのままカウチに押し倒される。

　ジルヴェスターが、ゆっくりと顔をあげた。

　唇を唾液で光らせて、呼吸を荒くしている姿は煽情的で、そしてとても美しい。

　彼の濃灰色の瞳に映りこむイレーナの姿もまた、頬を上気させ、淫猥な雰囲気をまとっている。

　ごくりとジルヴェスターの喉が上下した。

　再び顔が近づいてきて、額に唇が触れる。

　お互いを見つめ合いながら啄むようなキスを繰り返す。

　ジルヴェスターの体温が上がっていくのをアジル越しに感じたとき、密着していた身体の太ももの辺りに硬い昂ぶりを感じた。

　男性は興奮すると、局部が硬くなると本で読んだことがあったイレーナは、それが何を示しているのか即座に理解した。

　ジルヴェスターもまた、イレーナが自分の状態に気づいたことを悟ったらしい。

「イレーナ」

「は、はいっ」

　強ばった声で返事をしてしまい、恥ずかしさに頬を染める。

　ジルヴェスターは驚いたように目を軽く見張ったあと、おかしそうに笑った。

「緊張しているのは、私だけではないようだな」

「ジルヴェスター様も、緊張なさってるんですか？」

「もちろんだ」

　ジルヴェスターはイレーナを軽々と抱きかかえ、寝室に向かった。

　優しくベッドに下ろされる。

　ジルヴェスターは纏っていた長衣を手早く床に脱ぎ捨てて、イレーナに覆い被さった。

「イレーナ」

「はい、なんでしょう」

「いろいろと初めてで、拙いところもあると思うが、よろしく頼む」

　ぽかんとするイレーナに、ジルヴェスターは苦笑する。

「……初めて、ですか。ジルヴェスター様が……？」

「そうだ。誰かと深く関わることを避けてきたからな。手慣れた男のほうが好みだというのならば、今からでもどこかで手ほどきを受けてこよう」

　ジルヴェスターの言葉にぎょっとして、イレーナは彼にしがみついた。

「いやですっ、他になんて行かないでくださいっ！」

「このままの私でいいのか？」

「いいに決まってます！　ジルヴェスター様はとてもおモテになるから、意外だっただけで。むしろ、嬉しいです」

「そうか……嬉しいのか」

　二人で微笑み合って、どちらからともなく唇を合わせる。

　口づけはすぐに激しくなるが、決して乱暴ではなく、丁寧に歯列や口蓋を愛撫されて、イレーナはびくんと身体を震わせた。

　呼吸を荒くしながら顔を離したジルヴェスターは、素早くシャツを脱ぎ捨てた。細身だがうっすらと筋肉のついた肢体は白く、不健康に見えそうなのに、ジルヴェスターの長い銀糸の髪が垂れると神秘的なほどに美しい。

　つかの間、イレーナは見蕩れた。

　熱のこもった瞳で見下ろすジルヴェスターは扇情的で、イレーナの鼓動はさらに高まっていく。

「もし嫌だったり、痛かったりしたら、すぐに言うんだ。我慢するんじゃないぞ」

　ジルヴェスターは言い聞かせるようにそういうと、イレーナに覆い被さった。彼の手が、イレーナの両の乳房を揉みしだき、その柔らかさを堪能するように押しつぶす。

「あっ」

　ドレスの上からとは思えないほどの手のひらの熱さに驚くと同時に、ずくんと下腹部が甘く疼いた。

「ドレスを脱がせてもいいだろうか」

「ん、すぐに脱ぎます」

「そのままで構わない」

　ジルヴェスターが呪文を呟いた瞬間、ドレスがぱっと消えてしまう。いや、ドレスだけではなく、イレーナが纏っているもの全てが取り除かれ、一糸まとわぬ姿になっていた。

「きゃっ」

「ああ、綺麗だ」

　うっとりと呟いたジルヴェスターは、胸を持ち上げるように揉みしだきながら、その頂を口に含んだ。尖らせた舌で突かれてふるりと身体を震わせながら、これから齎される快楽に期待してしまう。

　つん、と胸の突起を指先で摘ままれて、イレーナの身体は大きく跳ねた。

「ひんっ」

「可愛い、イレーナ」

　イレーナの反応に目を眇めたジルヴェスターは、さらに、指の腹でぐにっと強い刺激を与えていく。

　まだ触れられたばかりだというのに、イレーナの肌はほんのりと色づいて情事特有の官能的な陶酔を醸し出している。頬が熱くて、もっとたくさんの場所に触れてほしいと懇願するように、潤んだ瞳でジルヴェスターを見つめた。

（なんだか私、おかしいかも）

　ジルヴェスターからこうして快楽を与えられるのは、初めてではない。

　それなのに、今日はいつもより敏感になっている。与えられる快楽を貪って愉悦に浸りながら、イレーナはうっとりと愛しい夫を見つめた。

　ジルヴェスターの両手がイレーナの全身を撫でて、胸への刺激もほどほどに、腹やへその付近、太ももに唇を滑らせていく。熱い吐息と劣情の宿った瞳とは正反対の、優しいキスを全身に降らせながら、時折強く吸いついて、ジルフェスターはイレーナのあちこちに印を刻んでいった。

　イレーナの淡い下生えを、ジルヴェスターの温かく大きな手が撫でる。その手がさらに下方に降りて太ももを持ち上げた。ちゅう、と太ももの裏側の臀部近くにキスをされて、恥ずかしいと同時に触れられる喜びに身体を震わせた。

　イレーナの身体はとっくに高まっていて、全身がほんのり桃色に色づいていた。心地よい熱にうっとりしながら、呼吸を荒くして、ただ与えられる快楽を受け入れる。

　まだ触れられていない秘部からとろりと蜜が溢れてしまい、イレーナは羞恥に頬を赤らめながらも、この後を想像してさらに濡らしてしまう。

　はしたなく恥ずかしいことだが、ジルヴェスターによって感じやすい身体にされたのだと思うと、誇らしい気持ちも抱いた。

「早く、ここで感じたい」

　つつ、と秘裂を撫でられて、イレーナは咄嗟に身体を硬直させる。欲しかった場所への刺激に、ほんのわずかだが、達してしまったのだ。

　驚いた様子のジルヴェスターは、食い入るようにイレーナの秘部を見つめている。

「……すごい」

「言わないでください、そして見ないで」

　女性の色香を醸すイレーナの秘部など、見たところでいいことはないはずだ。抵抗するように身体をよじったが、驚くほど手際よく太ももを抱え込むように姿勢を変えたジルヴェスターは、イレーナの濡れそぼった秘裂に舌を這わせた。

「ああっ」

　ぴちゃ、という水音が響いて、イレーナはたまらず逃げようと腰を浮かせた。当然逃げられるはずもなく、ジルヴェスターが抱え直したせいで、足を大きく広げたあられもない姿で秘部をさらす羽目になる。

　何気なくジルヴェスターの顔を見てしまったイレーナは、かつてないほどの劣情に目をぎらつかせる彼の姿に、息を飲んだ。辺りが明るいせいで、ジルヴェスターのトラウザーズをくっきりと押し上げるものにも気づいてしまう。

　ジルヴェスターはうっとりとした表情で、イレーナの花芽を舌で包み込んだ。左手で太ももを抱え、右手は人差し指と薬指で蜜窟をくぱっと広げると、中指を挿入する。

　くちゅくちゅと音をたてて浅い部分を刺激され、イレーナは同時に齎される刺激に大きく震えた。

「ひっ」

　もっと深い部分が疼いて、腰を揺らしてしまう。

「んっ、ジルヴェスター様っ、もっと」

「もっと激しく？」

「んっ、も、もっと、奥に──」

　ジルヴェスターは身体を起こすと、トラウザーズを脱ぎ捨てた。雄々しく屹立した自身を掴んで、イレーナのとろとろに蕩けた密口に宛てがう。

「イレーナ、私も入れたい。ここに」

　くちくちと先端で秘裂をなぞられる感覚に、びくんと身体を震わせながら、イレーナはシーツをぎゅっと掴んだ。

　何度も快楽を与えられてきたが、深い部分で繋がるのは初めてだ。初めては痛いという知識が脳裏をかすめたが、それ以上に受け入れたい気持ちが大きくて、イレーナは頷いた。

「来てください、奥まで。ジルヴェスター様のでっ、んんっ！」

　秘裂を分けるように怒張した肉棒が入ってくる。

　何物も受け入れたことのない狭い膣壁が押し広げられ、圧迫感に息をつめた。うまく呼吸ができずに、息を止めてしまう。

「力を抜くんだ」

　苦しそうな表情でそう言われてしまうと、イレーナは己の恐怖も飲み込んで、力を抜こうと意識した。本能が身体を強張らせるため、なかなかもって力を抜くのは難しい。

　それでも、ジルヴェスターがこんなふうに求めてくれるのだから、なんとしても応えたかった。

　強くシーツを握り締めて、強張っている下肢を、ほんの少しだけ弛緩させる。

「ひっ！」

　ずず、とゆっくりと肉棒が深く入り込んできて、足のつま先がピンと伸びるほど力んでしまう。

「あと少しだ」

　ジルヴェスターはイレーナに覆いかぶさると、そのふっくらとした唇をはんだ。優しく啄みながら劣情のこもった声で繰り返し名前を呼ばれ、つんと凝った乳首を摘ままれると、喜びで身体が痙攣した。

　その瞬間、奥深くまでジルヴェスターが腰を沈め、イレーナのまろやかな尻に淫嚢がぶつかる。

「ああ、凄いイレーナ。全部入った」

　大きくて硬い男の象徴が、イレーナのどうしようもなく疼いて触れてほしかった場所で、びくびくと震えている。狭い膣はジルヴェスター自身を締め付けて、カリの太い部分や竿に浮かんだ血管まで感じ取ることができた。

　ぎゅっと瞑っていた目をひらくと、額に汗を浮かべたジルヴェスターがイレーナを見下ろしていた。欲望が灯った瞳を潤ませ、余裕のない苦しげな彼の表情に、イレーナの胸の奥でぶわっと熱が広がる。

「はぁ、ぁ、ジルヴェスター、さまっ、ジルヴェスター様っ」

　シーツを掴んでいた両手をジルヴェスターに伸ばすと、彼はイレーナに覆いかぶさって抱きしめてくれる。

　しっとり汗ばんだ男の色香漂うジルヴェスターの肌を感じながら、深いキスをした。舌をこすりあわせると、繋がった部分がまたじんわりと濡れてしまう。

　膣のなかでびくびくと震えていた肉棒が、ゆっくりと抽挿を始めた。大きい先端部分が膣壁をえぐるように、イレーナの気持ちのいい部分をこすっていく。

「んっ、んふぅ」

「っ、ああっ、イレーナっ」

　顔を離したジルヴェスターの唇に、つつ、と銀の糸がひいた。彼の舌が唇を舐めると、ぷつりと銀の糸が切れる。

「イレーナ、もっと、動くぞ」

　ぐち、と結合部分が激しい水音をたてた。

「痛いだろう、すまない。だが、もっと──」

「動いてください。もっと、ジルヴェスター様がほしいんですっ」

「どうして、きみはいつも私の欲しい言葉をくれるんだ！」

　腰が強く打ち付けられて、その反動で乳房が大きく揺れ、蜜壺にずんとした衝撃がくる。思っていたほどの痛みはなく、イレーナはジルヴェスターの動きに合わせて腰を揺らした。

「あっ、あんっ、そこっ」

　口からこぼれた自分の言葉に驚いた。

　負担が和らぐように動いていたつもりが、いつの間にか、自分の気持ちいい部分を探っていたのだ。だが、そんな戸惑いや驚きも、快楽のなかに消えていく。

「イレーナ、すごく気持ちがいい。駄目だ。あまり、持ちそうにない」

　結合部分がぐちゃぐちゃと音をたて、肌が勢いよくぶつかる音が一定のリズムで部屋に響いた。濃厚な性交の匂いが立ち込める寝室で、愛しい男に全力で愛されている実感に、イレーナは喜びの涙をこぼす。

（嬉しい……どうしよう、すごく、幸せ）

　激しくなる抽挿を受け、ジルヴェスターの呼吸が上がっていく。

「あっ、イレーナッ、奥に……射精だしたいっ」

「きて、くださっ」

　ずん、と腰を突かれて、降りていた子宮に熱杭が当たる。

「ひぐっ！」

　ぞくりとする未知の快楽に全身を硬直させた瞬間、イレーナのつま先がピンと伸びて、ぎゅうと膣が収縮した。

　さらに奥へ来てほしいと誘うように、ジルヴェスターの熱杭をしめつける。

「くっ、あああっ」

　ジルヴェスターの身体が強張り、びゅくびゅくと熱い欲望がイレーナの奥に注がれる。

　心も体も通じ合い、愛しい人に欲望を注いでもらえることが、これほど嬉しいとは思わなかった。

　男の昂ぶりを受け入れるのがきつかったのも最初だけで、ここしばらくジルヴェスターとの『特訓』でほぐれたイレーナの蜜窟は、ジルヴェスターが繰り返し肉棒で刺激を与えると、快く受け止め、苦しいほどの快感を齎したのだ。

　イレーナは、荒い呼吸を整えながら、今自分に何が起きたのかわからず、とろんとした目でジルヴェスターを見つめる。

　繰り返し欲望を吐き出すジルヴェスターは気持ちよさそうで、また蜜窟がきゅっと締まってしまう。

「くっ、ああ、イレーナ」

　ジルヴェスターは呼吸を荒くしながら、イレーナを抱きしめた。

　呼吸も整わないうちに濃厚なキスを交わし、「愛している」と繰り返すジルヴェスターにイレーナも同じだけ愛を囁く。

「痛むか？」

　ジルヴェスターに問われて、イレーナは微笑んで「いいえ」と答えた。

「初めてなのに、凄く気持ちいいし、とても嬉しいです。ジルヴェスター様は、その、閨事もお上手なんですね」

「……余裕などまったくなかったのだが。だがそうか。イレーナを、気持ちよくできたんだな」

「はい」

　頬を染めて、イレーナは幸せいっぱいだというようにはにかんで頷いた。

「イレーナが、そのように瞳をうるませて、初めてなのにナカで絶頂を迎え、男の昂ぶりを締め付けて奥へ導くほどいやらしく感じてくれたことは、私の生涯で最も誇れる勲章になりそうだ」

「な、なんでそんなに具体的に言うんですかっ、恥ずかしいから止めてくださいっ」

　ジルヴェスターには面白がっている様子はない。真面目な顔で、淡々とイレーナの様子を説明したのだ。

「そうか。……すまない。だが、照れている姿も可愛い」

（ジルヴェスター様って、ちょっとズレてるところがあるのかしら）

　すまない、と謝罪した顔もやはり真面目そのものだった。

「……そろそろ続けよう。イレーナ、痛んだら言うんだぞ」

「え？」

　ぐりぐり、と腰を押しつけられた瞬間、硬さを失っていたはずの男の象徴が元気を取り戻すのがわかる。

　いつまでもナカから抜かれない、と思っていたら、どうやらこのまま続きをするらしい。

「それから、嫌ならば断ってくれて構わない」

　ジルヴェスターは淫らに熱杭を膣の奥へこすりつけ、さきほどイレーナが特別に反応した部分を刺激しはじめる。

「……このあたりだったか」

「ひゃん！」

「ん、ここだ」

　ジルヴェスターが嬉しそうに表情を和らげる。

　宝物を見つけた少年のような輝きに、イレーナはまた、初めて見るジルヴェスターの表情を知れたことに喜びを覚えた。

　右手が伸びてきて胸の突起を刺激され、反対の手は秘裂の近くにある膨らみをしごく。

　感じる場所をいくつも同時に刺激され、イレーナはもう、限界だった。ただただ、ジルヴェスターから与えられる快楽を受け入れる。

　涙をぽろぽろとこぼしながら、朦朧とした意識を手放してしまうまで、イレーナはずっと、ジルヴェスターの名前を呼び続けた。
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（身体が……重い）

　イレーナが億劫ながらも瞼をあげると、辺りは仄暗かった。

　こんなこと前にもあったわね、と思いながらも、視線だけを窓の外へ向ける。カーテン越しに漏れる陽光は新しくて、生きる生命力に満ちていた。

（もうすぐ、朝ね）

　夕方の陽は、もっと穏やかだ。

　何ものにも染まらない闇の王を迎える夕方の仄暗さは、例えるならば、湖のように澄んだ瞳をした老人のような、超然とした佇まいをしている。

「起きたか」

　隣にあったぬくもりが動いて、イレーナの前髪をさらりと指で避けてくれる。顔を向けると、夜着に肩掛けを羽織った姿のジルヴェスターが、イレーナを見ていた。

　ジルヴェスターはいつも、イレーナが起きたときに本を読んでいる。

　それは分厚い歴史書だったり、学術書だったり、はたまた最新の魔術雑誌だったりと様々だ。

　今日、ジルヴェスターは読書をせずに、ただじっとイレーナを見つめていた。

「あ……おはようございます」

　本来ならば、真っ先に起床の挨拶をしなければならないのだが、あまりにも身体がだるくて、思考がぼんやりと重い。

「昨夜はかなり無理をしたから、今日は……いや、治るまでゆっくりしているといい」

　イレーナは昨夜、愛する夫と深い部分まで結ばれたのだ。

　想像していたよりもずっと心が満たされ、幸せが溢れそうになったのを覚えている。だが、何度も求められて幸せだったのは最初だけだった。

　愛する相手とはいえ、肌を合わせる回数や時間には限度があると、イレーナは痛感したのだ。

　何度も「もう無理です」というイレーナの言葉に「わかっている」と答えながらも辞めてくれず、最終的にイレーナは意識を飛ばしてしまった。

　ジルヴェスターを恨みがましく睨むと、ジルヴェスターはさっと視線をそらした。

「我慢がきかなかった。猛省している」

「……だったら、いいんです」

　身体がだるくて、あちこちが軋むように痛んでも、相手がジルヴェスターだと思うと許してしまう。

　ジルヴェスターはイレーナの頭を優しく撫でて、ベッド脇に置いてあったゴブレットを持ち上げてみせた。

「これを飲んでほしいんだが、飲めるか」

「お水ですか？」

「私が作った魔術薬だ」

　疲労回復に効く、とジルヴェスターは言うが、やはりどこか決まりが悪そうだ。

　イレーナは思わず苦笑してしまう。

「ありがとうございます、いただきます」

「そうか！」

　ほっとしたジルヴェスターの緩んだ笑顔に、イレーナも笑みを浮かべた。だが、その笑顔は身体を起こそうとした瞬間固まってしまう。

　筋肉痛だった。

　それも、稀にみるかなり強めの筋肉痛だ。

「……起きられません」

「あ、ああ。その……私が責任もって介抱する」

「元々鍛えてますから、きっとすぐに──」

　コトン、とゴブレットを机に置く音がした。ジルヴェスターの唇がイレーナのそれに合わさった瞬間、イレーナの口に甘く苦い奇妙な味が広がる。

　口移しで飲ませてくれたのだ、とすぐに分かり、イレーナは素直に魔術薬を嚥下した。

　ゆっくりと顔が離れた瞬間、ジルヴェスターの濃灰色の瞳と視線が交わる。彼は、とても穏やかな目をしていた。

　ジルヴェスターは優しい手つきでイレーナの髪を梳く。

　穏やかな時間が流れて、即効性があるらしい魔術薬の効果で筋肉痛も治ってしまう。

　ジルヴェスターと二人でベッドに横になって、この四日間、慌ただしかった日々を埋めるように、話をした。

　二人の出会いから現在まで、いろいろあったと笑い合う。

　途中、フェルデスの様子を聞くことができた。

　身体に異常はなく、現在は王城の地下牢に投獄されているとのこと。処罰に関してはまだ確定されていないが、厳罰は免れないという。

　それを知ったイレーナは、ぎゅっとシーツを握りしめて俯く。

「そうですか。とても残念です」

「残念？」

「フェルデス様は、正義感の強い方です。トップに立つと暴走しがちになるかもしれませんが、彼の正義に対する真っ直ぐな姿勢や忠誠心には、打算や自己陶酔などは見られないんです」

　ふと、ジルヴェスターが思案顔になった。

「……なるほど。ドルイドゆえに、そういったことも感じ取れるのか」

　イレーナは苦笑しながら、頷いた。

「もっと、他のかたちでお会いできていたら、良好な関係が築けたかもしれません」

　ジルヴェスターはしばらく何かを考えていたが、ふいにハッと顔をあげた。

「そうだ。イレーナ、きみはニコラ嬢という者を知っているか？」

　あまりにも唐突だった。ジルヴェスターからニコラの名前が出てくるとは思わず、イレーナは目を見張る。

「ニコラはお友達です。エーテル街にいた頃に、よくしてくれました」

　途端に、ジルヴェスターが渋い顔になる。

「事実だったか」

「どうしてジルヴェスター様が、ニコラのことをご存じなんですか？」

　もしかして、仲良くしてはいけない家柄なのだろうか。

　貴族にはいくつか派閥があって、家同士の関係が面倒だとニコラから聞いたことを思い出したイレーナは青くなった。

　ジルヴェスターはイレーナから視線を逸らすと、言いにくそうに口をひらいた。

「白夜の魔術師が、またイレーナに会いたいというんだ」

「……はい？」

「その理由が、妹と祖母が世話になったことについて、イレーナに直接お礼が言いたいとか。てっきり適当な嘘をついて、私のイレーナに会いたいだけだと思ったんだが、事実だったようだ」

「もしかしてその妹さんが、ニコラ……？」

　ジルヴェスターは頷くと、そっとため息をついた。

「先の夜会のときにあった出来事を妹のニコラ嬢に話したところ、イレーナと知り合いだということがわかったのだとか」

　夜会のときに言ってくれればよかったのに、と思ったが、あのときはまだ、白夜の魔術師本人も、イレーナと妹が知り合いだと知らなかったのだ。

　ジルヴェスターからしても、平民でしかなかったイレーナと白夜の魔術師の身内が知り合いなど想像もしていなかっただろう。

　ふと、ニコラの姿を思い出しながらジルヴェスターに聞いた。

「ニコラの実家は、貴族なんですか？」

「セヴィルナ家か。セヴィルナ家は領地を持たない貴族でな。目立たない下流貴族なんだ」

「そうなんですか？　ニコラの実家は、かなりのお金持ちなんだと思ってました」

「それは間違いない。白夜の魔術師は、かなり稼いでいるだろうからな」

　ジルヴェスターは、そっと息をつき説明をしてくれた。

　どうやら白夜の魔術師は『万能型』と呼ばれる魔術師らしい。

「魔術は才能だ。持って生まれた潜在魔力量は勿論だが、扱う魔術との相性が重要になる。だが、『万能型』は別だ。どの魔術も操ることが可能になる」

　万能型、という魔術師の存在を初めて知ったイレーナは、驚きに目を見張った。

「世間は常に魔術師不足で、仕事はいくらでもある。しかも白夜の魔術師という二つ名を与えられるほど優れた第二等級魔術師となると、きみの友人の実家もかなり裕福なはず……イレーナ？」

　ぽかんとしていたイレーナは、ジルヴェスターを見つめ返す。

「あの、万能型っていうのは初めて聞きました。ジルヴェスター様だって専門外の魔術を扱いますよね？」

「私は、魔術薬師の才能が強い。大体の魔術は扱えるが、魔術薬と相性の悪い占星魔術は扱えないのだ」

（占星魔術って何!?　占星術とは違うの!?）

　イレーナは、失念していた。

　あくまでイレーナが持っている魔術に関する知識は、ジルヴェスターの部屋にある魔術書から得たものだということを。

　世の中にはまだまだイレーナの知らない魔術があって、魔術師がいて、歴史がある。それを魔術師たちは幼少期から中部棟卒業まで何年もかけて覚えるのだ。

　わかっていたつもりだったが、イレーナは慢心していた。頭は悪いほうではないし、きっと試験に合格できる、と。

「……魔術師試験って、筆記ですか？」

「さぁな。私が試験官ならば、実技、筆記、面接、すべて行うが」

（確か、試験まで二か月って……二か月しかないって……今日から、勉強しなきゃ！）

　イレーナは、心のなかで絶叫した。
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　イレーナは大きく伸びをして、時計を見た。

「あ……もう、夕方なのね」

　魔術師試験に向けて読んでいた分厚い本を閉じて、立ち上がる。寝室に向かうと、新しくイレーナ専用に設えた本棚があって、そこに本を戻した。

　代わりに、すぐ隣にあった背表紙が青い本を取り出す。

　今読んだ本にあった、魔術調香師の名前が、確かこの本に詳しく載っていたはずだ。

　試験に備えて、イレーナはひたすら毎日勉強に勤しんでいる。

　イレーナは生き残るためにジルヴェスターの妻になって魔力制御を学び、そして今、魔術師試験を受ける資格を得た。

　この好機を、逃したくない。

　魔術師になるための勉強をはじめたとき、イレーナは強く思ったことがあった。

　それは、魔具に関わる仕事につく──などと間接的な関わりではなく、魔具師そのものになりたい、というものだ。

　本来ならば、妻としてジルヴェスターを支え、手伝うために、魔術薬師になるべきだろう。

　しかし、イレーナ自身がなりたい魔術職は一つしかなく、彼女がそれを相談する前に、ジルヴェスターから「魔具師を目指すのだろう？」と言い当てられてしまったのである。

　ジルヴェスターの態度は、まるでイレーナが魔具師になることが当然のようだった。

　しかも、協力を惜しまないとまで言ってくれたのだ。

　応援してくれるジルヴェスターのためにも、イレーナは何がなんでも魔術師試験に受からねばならない。

　幸い、イレーナは恵まれている。

　講義で学ぶ内容の大半は本から吸収できるし、実技に関しても、ジルヴェスター以外の高名な魔術師から教えを乞うことが叶ったのだ。

　ドルイドであるイレーナは、現代の魔術が苦手だったが、厳しい実技訓練を受けるうちに、少しずつ現代魔術も扱えるようになってきた。

　今では鉄球の振り子を、自由自在に動かせるのだ。これは小部棟レベルの魔術だという。

　イレーナは本を片付けると、昨日読んだ本を探す。一つのことが気になると、それをとことんまで調べたくなってしまうのである。

　昨日の本に、調香師の魔術における重要な素材について書いてあったはずだ。

（あれ、どこだっけ。適当に片付けちゃったから……）

　ジルヴェスターがいたら聞くこともできたかも知れないが、あいにく彼は四日前から不在だった。

　魔術薬専用の実験施設にこもっているのだ。

　毒を扱う大がかりな実験を行うため、安全の観点から、魔術教育学院内にある専用の実験施設を使う必要がある。

　実験では、成分が変化する過程を詳細に記録し、どのような反応が出るかによって、その都度ジルヴェスターが指示を出さなければならない。

　そのため、ジルヴェスターは五日間泊まり込みとなり、睡眠は仮眠程度しか取れないらしい。

　ジルヴェスターのことを思うと、イレーナは心配になってきた。

　魔術薬の実験には、常に危険がつきまとう。無事に帰ってきてくれさえすればいいと思いながら、イレーナは自分に気合いを入れた。

（私が心配したところで、どうしようもないじゃない。今は、魔術師試験に向けて頑張るのよ！　ニコラにも、良い報告をしたいからね！）

　ニコラとは、手紙でやり取りをしている。本当ならば会って話したいことがたくさんあるのだが『魔術師試験に集中してくださいませ！』と、試験合格まで会わないと、手紙で言われてしまったのだ。

　ニコラには、とても感謝している。

　彼女が魔術師協会支部のことを教えてくれなかったら、今ごろイレーナは魔力を暴走させて、この世にいなかったかもしれないのだから。

　ほんのひと夏のあいだに、いろいろなことが起きた。

　とても長いようで短い夏は終わり、季節は移りゆく。

　ふいに、窓の向こうから「ピピッ」という小鳥の声が聞こえた。

　それは、囀りというよりも、悲鳴に近い色を帯びている。イレーナは何気なく窓辺に近づいて、窓をひらいた。

　ぶわっとカーテンが盛り上がり、青空が視界いっぱいに広がる。

　青空の美しさに一瞬目を奪われたが、イレーナは小鳥を探して──ふと、気づく。

　視線を右へ向けると、背の高い木があったのだ。

　寝室から見ただけでは気づかない、窓を開いてやっと認識できる場所に生えたその木は、手を伸ばせば届きそうなほど近い。

　しばらくじっと木を眺めていたイレーナは、小鳥が悲鳴をあげた原因に気づいた。







「閉鎖の解除が完了いたしました」

　研究員の報告に、ジルヴェスターは頷いた。

　今回は、魔術薬の実験に毒を扱うため、実験施設そのものを貸し切って封鎖する。これは安全面への配慮であり、実際に実験のために使用しているのは、実験室ふた部屋と、仮眠室のみだ。

　そんな大がかりな実験も、今日で終わった。

　危険性のある毒物はすでに後始末を終えたし、無事に実験データも取ることができたので、上々の出来といえるだろう。

　あとは借りた実験施設の片付けを終えてから、取得したデータをまとめて報告書を作成するだけだ。

　助手として、泊まり込みで働いてくれていた研究員たちは、すでに片付けに取りかかっていた。それぞれの役割を理解している彼らの動きを確認しつつ、ジルヴェスターも片付けに入る。

　ジルヴェスターは、大陸に魔術薬を今より浸透させたいと考えている。

　コストを抑えるため、希少成分として扱われていた素材を毒の反転により量産する方法を考案したのも、そのためだ。

　これは画期的な発見で、ジルヴェスターは一躍時の人となった。その他の功績もあって最高位の称号を得たが、魔術薬の改良に関してはまだまだ足りない。

　現在、魔術薬は服用直前に、魔術師の手によって魔術をかけ『仕上げる』必要がある。それゆえに魔術薬と呼ばれ、一般の医療に用いられる薬品とは別物として扱われるのだ。

　ジルヴェスターの目標は、魔術薬と医療薬品の垣根を取り去ることだ。

　──【誰でも使える魔術薬の完成】。

　それこそが、ジルヴェスターの目指す魔術薬の最終形なのだ。

「片付けが、終わりました」

　研究員の報告に頷いて、綺麗に片付いているのを実験責任者として確認したジルヴェスターは、集まってきた研究員たちを労った。

「皆、何日も研究にかかりきりで疲れただろう。感謝する」

　途端に、研究員たちから苦笑が漏れた。

「教授は一度も休んでおられないじゃないですか」

「そうっすよ、俺たちは交代で仮眠を取りましたけど」

「責任者である私が、目を離すわけにはいかないだろう」

　大量の疲労回復薬を準備し、不眠不休で仕事に当たるのはいつものことだ。

　そこに、ジルヴェスターの命令で全員分の飲み物を買いに行っていたフライが戻ってきた。

「あ、片付け終わったんですね」

「……終わったタイミングで戻ってきたな」

「やだなぁ、偶然ですって。サボってなんかいませんよ。僕の教授に対する忠誠心はご存じのはずじゃないですか～」

　フライは、「あ」と小さく声をあげると「ここへ戻ってくる途中、夫人を見ましたよ」と、天気の話でもするような気さくさで、とんでもないことを言った。

　ジルヴェスターは、ぎょっとしてフライを振り返る。

　イレーナには、決して部屋から出ないように言ってあったはずだ。世間が彼女を認める方向に動いているとはいえ、まだ安全だという保証はない。

　しかし、イレーナは軽率な行動をする者ではないので、何か考えがあるのだろう。

　最近、イレーナに対する愛しさが増すほどに、後ろめたい気持ちが湧いてくる。

　イレーナは、近い未来、魔具師になるだろう。

　彼女の魔具と向き合う真摯な気持ちを思えば、相応しい職といえた。

（私は一体、いつになれば魔術師ヴェタと名乗れるのか）

　いい加減、話さなければならないと思いながら、先延ばしにして今日まで来てしまった。

　理想の魔術師ヴェタとの差異に幻滅されるのではないかと怖いのだ。

「あれ？　夫人について気にならないんですか？」

　フライの言葉に、ジルヴェスターは軽い気持ちで返す。

「どこで見たんだ？」

「教授寮の前ですよ。あそこにある木から落ちた──」

「あとは任せる！　フライが責任を持って施錠しろ！」

　ジルヴェスターは白衣を脱ぎ捨てると、実験棟を飛び出した。

（イレーナが、木から落ちた!?）

　木といえば、寝室の窓から見えるところに一本ある。手を伸ばせば届かない距離ではないが、もしかしたら、イレーナはあの木に触れようとしたのだろうか。

　真っ青になって教授寮へ全力疾走するジルヴェスターを、道行く魔術師たちが目を真ん丸にして見ていたが、どうでもよかった。

　教授寮が見えてくると、例の木の下に人だかりができているのが見えて、ジルヴェスターは息をつめた。

「イレーナ……？」

　ぽつりと呟いた自分の声で我に返り、すぐに人だかりに向かって駆け出す。

「どうした、何があった!?」

　人々を押しのけて中心までたどり着くと、地面に座り込んだイレーナがいた。

「怪我は!?　どこも痛まないか!?」

　イレーナの両肩を掴むと、彼女は驚いた顔をして、こくりと頷いた。

「私は、大丈夫です。どこも痛くありませんし、怪我もしてません。あの、どうしてジルヴェスター様がここに？　もしかして、早く帰ってこられたんですか？」

　そう言って微笑むイレーナに、ジルヴェスターは安堵で力が抜けた。イレーナの傍に座り込んだとき、イレーナの膝で「チチチチ」と鳴く小鳥の存在に気づく。

「……これは？」

「たぶん、木から落ちたんだと思います。さっき、窓の外から小鳥の声がして、外を見たら木に鳥の巣を見つけたんです。その真下にこの子が……」

「小鳥？　んん？」

　さっき、フライは確かにイレーナが「教授棟のところにある木から落ちた」と言っていたはず。

　いや、ジルヴェスターは最後まで聞かずに飛び出してきてしまった。本当は「教授棟のところにある木から落ちた雛鳥を、助けていましたよ」と、言いたかったのではないだろうか。

　理解した瞬間、ぐったりと力が抜けた。

「ジルヴェスター様、もしかして走ってこられたのですか？」

「あ、ああ……まぁな」

「転移魔術も使えないほど、疲労されているんですね」

（転移魔術の存在すら忘れていた！）

　とにかくイレーナのもとへ行かねば、という思いが先走り、全力で駆けてきてしまったが、転移魔術を使えば一瞬でここまでこられたのだ。

「夫人、グラウン教授は夫人が木から落ちたと思って、慌てて飛び出してこられたんじゃないですか？」

　どこの誰か知らない壮年の男がそう言うと、イレーナは頬を染めて「まさか」と言う。

　改めて顔をあげると、イレーナの周囲を取り囲んでいた魔術師たちは、なかなか名のある魔術師ばかりだ。

　ジルヴェスターは、イレーナと小鳥を見比べる。

「イレーナ、ここで何があった？」

「何も。ただ、小鳥が怪我をしていたので、安静にするように膝にのせて撫でていたんです」

　ジルヴェスターがそっと小鳥に手を伸ばすと、小鳥のくせにかなり鋭利な嘴で突かれた。小鳥はジルヴェスターの手を逃れて、イレーナの膝にすり寄っていく。

「……こいつ」

「あ、あの、この子のここに怪我が……」

　イレーナが、手のひらに小鳥を乗せて羽を示す。

　えぐれたような肌が見えていた。酷い怪我で、血がこびりついている。痛みで羽を毟ったのか、羽がところどころ抜けていた。

　ジルヴェスターは頷いて、イレーナに聞く。

「それで、どうするつもりだ」

「手当てしてあげられないかな、と。その、ジルヴェスター様が私に用意してくださった魔術薬を持ってきました」

　怒られるのを承知で白状する子どもさながらの怯えた様子で、イレーナは魔術薬の入った小瓶を見せる。

　それは、魔術薬のなかでもまだ精製していない原液だった。

　確かにイレーナのために用意したのだが、魔術薬の知識を深めるために用意したのであって、治療のためではない代物だ。

　他にも、包帯や包帯止め、消毒薬などがある。

「魔術薬は、あくまで症状を緩和したり、服用を続けたりすることで効果をもたらすもの……ですよね」

「そうだ。疲労回復薬ならば即効性のあるものがあるが、怪我や病気の治療の主体は医学だ。魔術薬は、あくまで薬として魔術医師の指示に従って処方されるべきもの。……だが、きみは、今すぐにその小鳥を治したいというわけか」

　最近、イレーナが覚えたドルイドの魔術のなかに、治癒がある。直接イレーナが介入することで、相手の怪我を少しならば治してしまうのだ。

　ただ、イレーナの負担が凄まじく大きいことや、人間には作用しないため、使い勝手はあまりよくない。

　イレーナの周囲に、高名な魔術師たちが集まっている理由も理解した。

　彼女がドルイドとしての力を使うかもしれないと、わくわくして眺めているのである。魔術師にとって、ドルイドの存在に興味があるのはわかるが、夫として男に囲まれる妻を見ていい気はしない。

「……やはり、魔術を使うのは駄目ですよね」

「私がサポートしよう。一人で無理に魔術を使わなかったことは、褒めてやる」

　周囲にいた魔術師らが、おお、と声をあげた。「さすがグラウン教授じゃ」「奥方の希望を優先させるとは！」「全力疾走でくるなど、愛しておりますなぁ」などと口々に言われて、頭を抱えそうになる。

「あの、無茶を言ってごめんなさい。よろしくお願いします」

「……今回だけだぞ」

　俯いてしまったイレーナに、今度は周囲から「奥方を悲しませておるのう」「亭主関白だな」「こんなに優しい夫人にイジワルを言わなくても」と、非難の声が上がる。

　野次馬の勝手な言い草は聞こえないふりをして、ジルヴェスターは嘆息した。







　私がサポートしよう、とジルヴェスターは言った。

　叱責を受けると思っていたのに、彼はイレーナの意を汲んでくれたのだ。

「その鳥を一度置いて、両手にこの保護手袋を嵌めてくれ。皆も、念のために少し距離を取ってほしい」

　ジルヴェスターはテキパキと指示をだすと、イレーナが持ってきた魔術薬の原液に魔術をかけ始める。スポイトで持ち運び用の小瓶に数滴垂らしたところで、ジルヴェスターは眉をひそめた。

「薄め液が必要だな」

　ジルヴェスターは言い終えるなり、小瓶をイレーナに持たせて、転移魔術で姿を消した。次に戻ってきたときは、薄め液を手に持っている。

　周囲からざわざわと声があがった。「自身と衣類だけでも難しい転移魔術に、魔術薬まで持ち運ぶなんて！」「さすがグラウン教授じゃ」といった彼らの褒め言葉は、ジルヴェスターには届いていないらしい。

　今のイレーナは、転移魔具や転移陣を使わずに転移することが、とても高度な魔術だと理解している。この魔術を扱える魔術師は世界中で、ジルヴェスターを含めても片手に満たないのだとか。

　そんな超がつくすごい魔術を使ったジルヴェスターは、表情一つ変えず、原液に薄め液を足したあと、イレーナの知らない材料をどこからともなく取り出し、ぱらぱらと加えた。

　あっという間に、小鳥専用の魔術薬を完成させる。

「これは、患部の痛みを消す効果がある。麻酔と違って、患部にのみ作用するから、怪我が治ればすぐにでも羽を動かせるだろう。きみの魔術は相手の感情にも左右されるため、小鳥が活力を取り戻した瞬間に、魔術を使うように」

　それから、とジルヴェスターが声を低くして、つけ足す。

「場合によっては、途中で魔術を強引に中断させる。くれぐれも注意を怠るな」

　イレーナは大きく深呼吸をしてから、はい、と頷いた。

　彼はイレーナのことも、イレーナの扱う魔術のことも、とてもよく知っている。甘えてばかりで申し訳なく思う一方で、それだけ見ていてくれていることが嬉しかった。

　ジルヴェスターがイレーナに視線で合図をした。

　彼は、口のなかで呪文を呟きながら、小瓶の魔術薬を小鳥に垂らす。しばらくして、小鳥がひょこひょこと動き始めた。しかし、怪我を負った羽に力が入らないのか、身体が片方に傾いている。

（大丈夫、すぐによくなるわ）

　イレーナは意識を集中して、小鳥のなかに、そっと魔力を流し込んでいく。

　一瞬、びくりと小鳥の体が震えた。

　イレーナはより慎重に、少しずつ、薬を塗り込むように魔力を与える。

　小鳥の生命力に似た魔力をつくって注ぎ込めば、一時的に自己治癒力が飛躍的に上昇すると、イレーナは当たり前のように知っていた。理由も理屈もなく、呼吸をするように、イレーナはドルイドの魔術を扱うのだ。

　やがて小鳥の怪我は治って──羽が毟り取られた部分はそのままだが──元気いっぱいに、イレーナの手の中でぴょんぴょん動き回ると、次の瞬間、パッと飛び立った。

　イレーナも、ジルヴェスターも、その場にいた皆が、天高く舞い上がっていく小鳥を見つめる。

「……よかった」

　どうやら、成功したようだ。

　軽い目眩を覚えたイレーナの身体を、ジルヴェスターがすかさず支えた。

「かなり疲れたんじゃないか」

「……それなりに」

　言いよどむイレーナに、ジルヴェスターは盛大なため息をつく。次の瞬間、イレーナは彼に抱き上げられていた。

「えっ、ええっ！　あ、あのっ、皆が見て──」

（あれ？）

　いつの間にか、見物人が倍以上に増えている。

　イレーナのドルイドとしての魔術を見ていたようで、好奇心に瞳を煌めかせていた。魔術師は探求心の強い者が適しているというが、このままでは研究材料に使われかねないのでは、と身の危険を感じた。

「今の魔力は、ドルイド特有のものだ。だが、イレーナの負担が大きいことと、人間には効かないことがわかっている」

　ジルヴェスターが高らかに、彼らに説明した。

　下手に隠すことはせず、いくつか飛んできた質問に、ジルヴェスターは正直に答えていく。

　丁寧に説明をする彼は、教授の顔をしていて、イレーナはしばらくその姿に見惚れてしまった。

　やがて、集まっていた魔術師たちはそれぞれ去っていった。

　陽はすっかり落ちて、空は薄墨に染まりつつある。

　ジルヴェスターは、イレーナを抱きかかえたまま転移魔術で教授寮の自室に移動した。そのまま寝室のベッドにイレーナを寝かせ、覆い被さるように口づけをする。

　静かな寝室に唾液の音が響き、身体に熱が灯っていく。

　ジルヴェスターが、荒い息をつきながら、顔を離した。

　その表情は、思いのほか切なさを帯びていて、イレーナは咄嗟にジルヴェスターの背中に手を回す。

　お互いに強く抱きしめ合えば、とくん、とくん、と静寂の降りた部屋に相手の心音を感じ取れた。

「……会いたかった」

「私もです。おかえりなさい、ジルヴェスター様」

　どちらともなく再び唇を合わせた。まるで存在を確認するように啄むようなキスをすると、ふわふわとした甘い雰囲気に包まれる。かぷ、と上唇を甘噛みされ、官能的な心地よさにふるっと身体を震わせた。

　ジルヴェスターを見ると、彼の濃灰色の瞳の奥に情欲の炎が見える。

（わ、私を、欲しいと思ってくださっている……のよね）

　そう理解した瞬間、ぶわっと全身が火照っていく。特訓を通してジルヴェスターにすっかり性を教え込まれた身体は、たったそれだけのことで熱くなってしまうのだ。

　はしたない自分に羞恥しつつも、ここ数日間会えなかった寂しさもあって、ジルヴェスターに触れて貰えるだけで下腹部の奥のほうがきゅんと痺れてしまう。

　つつ、とジルヴェスターの大きな手が太ももを撫でた。驚くほど熱い手のひらが移動して、指先がドレスのなかに滑り込む。

「あっ……！」

　ドロワーズのしっとり湿り気を帯びたそこに触れられて、ぴくんと身体が震えた。

　ジルヴェスターは、ちゅ、と音をたててイレーナの唇に甘やかなキスをする。

「もっと触れてもいいだろうか。……無理強いはしないが」

「……触れてください……お願いします」

　ジルヴェスターは嬉しそうに微笑むとイレーナの頭を優しく撫で、その手を頬に滑らせる。まるで幼子を可愛がるようだった撫で方だったものが、首筋をつつっと辿る頃には不埒なものに変わっていた。

　くすぐったいような、でもそれ以上に身体がじんじんと火照るような感覚に、イレーナはたまらず口をひらいた。

「あの、ドレス、脱いだほうがいいですか？」

「……そうだな」

　言うなり、心許ない感覚に襲われる。覚えのある感覚だ。自分の身体に視線を落とすと、ドレスを押し上げる二つの膨らみが、突起までくっきり強調されている。

「……あの、下着とコルセットは……」

「消した。ドレスは私が脱がせよう」

　嬉々としてイレーナのドレスを脱がしにかかると、ジルヴェスターはあっという間にイレーナを全裸にしてしまった。その手際のよさに驚いていると、彼自らも手早く服を脱ぎ捨てる。

　ぱさり、と床に服が落ちる音がやけに耳に響く。

　イレーナはつい、じっとジルヴェスターの身体を見つめてしまう。

（やっぱり、綺麗だわ）

　彼の細いが男性的な裸体は、彼の美貌や白銀の髪も相まってとても美しい。何度見てもその美しさにため息がこぼれそうになる。

　肩幅や胸板が広くなければ、女性と見紛われるかもしれない姿だ。そう考えたとき、何気なく彼の局部に視線を向けてしまう。

　ジルヴェスターのそれはびくびく震えながら天を仰ぐように反り返っており、イレーナは頬を染めて顔を背けた。

「……嫌か？」

　距離を縮めたジルヴェスターが、イレーナの腰に手を添えながら言う。

「その、男性のその部分はあまりじっくり見るものではない、ですよね」

「そうなのか？　もっと見て構わないぞ。私のここを見ることが出来るのは、イレーナだけの特権だ」

　何その特権、と思いながらも、なぜか嬉しそうなジルヴェスターをもっと喜ばせたくて、視線をそそり立つ肉棒に向ける。

（さっきより、大きい……？）

　こうして見ている間にも、びくんと生き物のように大きく震え、また一回り膨らんだようだ。

「イレーナ、触れたい」

　ジルヴェスターはそう言うなりイレーナを引き寄せると、己の膝に乗せた。咄嗟にジルヴェスターの肩に捕まると、まるで彼の目の前に胸を突き出すような体勢になってしまう。

　慌てて離れようとすると腰を強く引かれて、胸の突起ごとぱくりと口に含まれた。

「あっ」

　温かくぬるりとした舌が突起を刺激し、反対側の胸の形を確認するように揉まれる。

「ああっ、んっ、ふぅっ」

　強弱をつけた口での愛撫を甘受していると、突然、胸の突起を強く吸われた。

「あああっ！」

　身体をびくびくと震わせて、恐ろしいほどの勢いでやってきた快楽の波に耐える。激しく気をやることは耐えたものの、蜜窟がきゅうと狭まって、女の蜜が太ももの間からとろりと滴るのを感じた。

　そっと顔を離したジルヴェスターと視線が合うと、ちゅ、と唇に軽いキスをされる。

「気持ちいいか？」

「……はい、とても」

「そうか」

　腰を支えてくれていた手が臀部に降りて、不埒な指がイレーナの秘裂をなぞる。隠せないほど濡れそぼったそこは、あっという間にジルヴェスターの指を濡らした。

「……うむ、確かに」

　ジルヴェスターは羞恥で赤くなるイレーナを満足そうに見つめ、指に愛液を絡ませると、くちゅりと音を立てながら秘裂の浅い部分に触れていく。

　イレーナが期待を膨らませてジルヴェスターに身を寄せると、ジルヴェスターは反対の腕でしっかりと抱き留め、イレーナを膝立ちにさせたまま唇を合わせた。

　馴染みのあるジルヴェスターの舌がイレーナの口内を味わい、舌を絡めて、甘い蜜を楽しむように唾液をすする。鼻で呼吸をするものの、それも苦しくなるほどキスが激しくなる頃、秘裂を撫でていた指が蜜窟に侵入した。

「んんっ」

　侵入した指は蜜壁を愛撫しながら、二本三本と数を増やし、より深く広い部分を刺激し始める。特別に気持ちの良い部分を刺激されて、それだけでも力が抜けそうなのに、蹂躙するように激しいキスを同時にされてしまうと、もう、力が入らなかった。

「んん──っ！」

　イレーナは愛液をとぷりと溢れさせながら、ジルヴェスターの膝に座り込んでしまう。あっさり快楽に支配されて膝立ちすらも維持出来ない自分を恥じていると、ジルヴェスターの大きな手が優しくイレーナの腰を撫でた。

「可愛い、私のイレーナ。きみは、なぜこんなに可愛いんだ」

　ジルヴェスターは唾液でぬらぬらと光っていた己の唇を舐めると、イレーナをベッドに寝かせた。イレーナの太ももを持ち上げるように大きく開くと、あっという間に身体を割り込ませる。

　灼熱の昂りが秘裂に押し当てられた。

　イレーナはこれから齎される快楽に、期待で胸を膨らませる。快楽でとろとろになっている秘部は、すんなり彼のものを飲み込んでしまうだろう。

　それなのに、ジルヴェスターは昂りの先端で秘裂を撫でるばかりだ。

　受け入れる準備は出来ているのに、奥に沈めてこない。

（私、何かジルヴェスター様に叱られるようなことをしたのかも）

　そっとジルヴェスターを見上げると、眉をひそめた苦しそうな表情をしている。瞳を劣情でぎらつかせ、頬を上気させた彼は、何かを堪えているようだ。

「……ジルヴェスター様？」

「このままきみのなかに入ってしまえば……すぐに達してしまうかもしれない」

「嬉しいです。いっぱい気持ちよくなってください」

「イレーナ、もっと気持ちよくしてやりたいのに。すまない」

「充分過ぎるほど、気持ちいいで──あぁ！」

　ジルヴェスターが、堪えきれないというように腰を沈めた。

　イレーナは快楽に背中をしならせる。望んでいた硬い肉棒が勢いよく侵入してきて、狭い蜜窟を圧迫しながら蜜壁を擦りあげたのだ。

「イレーナ、可愛い私のイレーナっ、くっ」

　ぐりっ、とジルヴェスターの腰がさらに深い部分に押し込まれる。

　イレーナはとろりと蜜を溢れさせた。狭い蜜窟のなかで、びくびくと動く肉棒も、彼の熱も、すべてをそのまま感じ取ったイレーナは喜びと快楽に身を委ねる。

　充分過ぎるほど嬉しいのに、もっと深い部分でジルヴェスターを感じたい、と貪欲になってしまう。

　イレーナはじっと、期待に満ちた瞳でジルヴェスターを見つめた。

「ジルヴェスター様、もっと奥に、きてくださいっ」

「イレーナっ、もう、止められないぞっ！」

「欲しっ、ジルヴェスター様が欲しい、ですっ」

　イレーナはジルヴェスターの切ない吐息を感じて、蜜窟をきゅうと収縮させてしまう。ジルヴェスターのものを奥に誘うように圧迫すると、彼の形や熱、びくびくとした動きまでまざまざと感じ取れて、甘い嬌声が漏れた。

「んっ、あっ、ジルヴェスター様っ」

「あぁ、イレーナ。そんなに私が欲しいんだな」

　ジルヴェスターは感極まって呟くと、ぐっと体重をかけて肉棒をさらに沈める。質量の大きなそれが蜜窟を押し広げて入ってくるのに痛みはなく、蜜壁を擦られるたびに快楽で全身が震えた。

　ずぶりと深い部分まで差し込まれた熱杭が蜜壺を押し上げ、深い部分に与えられる刺激とともに何かが突き上げてくるような感覚がする。

　大きな快楽の波に攫われそうになって、イレーナは咄嗟にシーツをぎゅっと掴んだ。ぐち、と水音を響かせてさらに強く擦られると全身に甘い痺れが走り、媚肉が収縮してぎゅうとジルヴェスターのものを強く締め付けてしまう。

「くっ、ああっ、イレーナ！」

　ジルヴェスターの昂りがびくんと震えたかと思うと、深くまで入っていた昂りがゆっくりと引かれ、すぐに勢いをつけて入ってくる。

　激しい抽挿がはじまり、子宮を突かれる刺激にイレーナは甘い悲鳴をあげて全身を震わせた。

「ああっ、そこっ、おかしく、なっちゃう！」

「イレーナ、可愛い。もっと、私を感じてくれっ……！」

　ぐいっ、と先端で深く擦られて、快感に目の前がちかちかした。硬く反り返った熱杭が引き抜かれたかと思うと、ずん、と深い部分を押し上げては、ぱちゅんと卑猥な水音が響く。

　ジルヴェスターの熱杭で齎される快楽は、魔力制御の特訓で知った快楽とは比べものにならないほどに、激しく荒々しい。

「あっ、んっ、ああっ、気持ちいいっ、いいっ！」

　イレーナの言葉にジルヴェスターは嬉しそうに顔を綻ばせると、さらに強く角度をつけて肉棒を穿つ。

　愛液が溢れて、結合部分がぐじゅりと音をたてる。時折深い部分まで挿入しては蜜壺の入り口にキスをして去って行く熱杭が齎す愉悦に、イレーナは翻弄された。

　うっとりとジルヴェスターを見ると、彼もまた蕩けそうな瞳でイレーナを見ていた。

「もっ、あっ、ジルヴェスター様っ」

「イレーナ、くっ、ああっ！」

　肉棒が一際深い部分を穿った瞬間、イレーナは背筋を反らせた。

　身体に力が入るのに、意識がぶわっと高いところへ飛んでいくような感覚がする。自分でも制御できない快楽の波に呑まれ、媚肉を締め付けて差し込まれた肉棒をもっと深くに促すと、ジルヴェスターが低く唸った。

　勢いよく吐き出された熱い白濁が、蜜壺の奥を満たしていく。

　じわっと腹の奥に広がる熱を受け止めながら、イレーナは両手を広げた。ジルヴェスターは浅い呼吸を整えながら身を屈めると、イレーナの唇に自分のそれを押し当てた。

「はぁっ、ああ、イレーナ。すごく、気持ちがいい」

「んっ、わっ、私も、です」

　お互いに軽い口づけをして微笑み合うと、ジルヴェスターはそっと肉棒を引き抜いた。彼はイレーナの身体を抱きしめてベッドに寝転び、少しでもくっついていたいというように足を絡ませる。

　ジルヴェスターの男性的な部分はまだ形を保っていた。

「ジルヴェスター様、足りませんか？　もっとしましょう？」

「あまり積極的に誘ってくれるな、また甘えてしまう」

　ジルヴェスターは苦笑してそう言うと、イレーナの頭を自身の胸に押しつけた。

「寝よう。魔力を使わせたあとに、無茶をさせるわけにはいかない。……もうすでに、結構無理をさせたとは思うが」

　申し訳なさそうなジルヴェスターに、イレーナは微笑んだ。

「嬉しかったですよ」

「ん……そうか」

「はい」

　沈黙が降りた。

　二人だけの空間にはお互いしかおらず、ただただ身体を寄せ合ってお互いの存在を確認する。とても満たされた時間だった。

　心も体も心地よくて、ジルヴェスターのことが愛しくてたまらない。イレーナは改めてジルヴェスターを愛しているのだと実感した。

「私が不在の間、何もなかったか？」

「はい。いつも通りですよ」

「そうか。勉強も捗っているようだな」

「魔具師を目指すって決めましたから」

　そっと彼の胸に頬をすり寄せてそう呟いたとき、ふと、ジルヴェスターが唸った。ため息に似たなんとも言い難い唸り声に、イレーナはそっと視線を向ける。

「どうかしましたか？」

「……イレーナ。その」

　ややのち、身体は無事か、とジルヴェスターが言った。明らかに言おうとしたことと違うことを言ったようだったが、イレーナは素直に「平気です」と答える。

　すると、ジルヴェスターはまた、どこか困ったような表情をして、何度か咳払いを繰り返し、やっと、真っ直ぐイレーナの瞳を見つめた。

「イレーナに、話しておかなければならないことがあるんだ」

「なんでしょうか」

「……十年前、私がどういった状況にあって、何をしていたのか。それを、イレーナに話したいと思う」

　ジルヴェスターの話は、まるで物語のようだった。

　主人公の青年が、挫折を機に本当にやりたいことを見つけて、ひたすら目標に突き進む話だ。

　その物語はどうやら、主人公の青年が、夢を追う途中で自分に本当のやりたいことを教えてくれた『手紙の少女』に出会って、自分の正体を隠したまま結婚する──というところで、止まっているらしい。

「まるで、運命ですね」

　長い時間をかけて話を聞き終えたイレーナは、ジルヴェスターを抱きしめてそう言った。無表情を必死で保とうとしていた彼は、微笑むイレーナに目を見張る。

「きっと、その少女はこう思っていると思います」

　そう言って、イレーナはジルヴェスターの耳元で囁いた。

「想像していたよりもずっと素敵な魔術師様で、最愛の旦那様だわ、って」

　それを聞いたジルヴェスターは小さく震えると、イレーナを腕のなかに閉じ込めた。

　そのとき、二人を包む空気が暖かく揺れた。

　それはまるで、イレーナを包む空気が意志を持ったようで。

　イレーナとジルヴェスターは、驚きから咄嗟にお互いに見つめ合うと同時に、くすりと笑った。


〈完〉










美貌の魔術薬師と契約結婚!?


天才薬師は、愛弟子を溺愛する
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